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序 文

温暖な気侯と緑豊かな自然環境に恵まれた小高町は、建武 3 (1336) 年に相馬光胤らが

小高城（現相馬小高神社）を築いて以来、 封建制度の終了する明治時代に至るまでの長い

間、 臭州相馬氏の支配を受け、 周辺地域の政治・経済・文化の中心として栄えた町でありま

す。 このことから、 町内には臭州相馬氏との関わりが深い文化財が数多くあり、 特に「相

馬野馬追『野馬懸』」は国指定の重要無形民俗文化財に指定されております。 また、国指定

史跡「薬師堂石仏」をはじめ、 県、 町指定の文化財は、 現在48件を数え、 歴史の深さを実

感させる町でもあります。

浦尻貝塚は、平成12年に町道工事計画に伴い試掘調査を行ったところ、良好な貝塚を確

認し、 遺跡としての重要性が裏付けられ、 遺跡の将来にわたる保存を図る必要があること

から、 文化庁、 福島県の協力を得て、 浦尻貝塚の取扱いについて協議をするとともに、浦

尻貝塚調査指導委員会を設置し、範囲内容を確認する調査を開始したものであります。

調査は、 平成13年度から4 か年の国庫補助事業として行われ、 ここに報告書を刊行する

こととなったものであります。

これまでの調査結果により、 浦尻貝塚の遺跡範囲が明らかになるとともに、 縄文時代の

前期後半から晩期までの集落と貝塚が確認され、 長期間にわたる縄文人の生活の場であっ

たことが明らかになったものであります。

これまで11回にわたり開催して参りました浦尻貝塚調査指導委員会では、調査により確

認された浦尻貝塚の縄文時代の遺跡としての重要性、 さらに、極めて良好な遺跡の保存状

態は、 全国的に見ても大変貴重な遺跡であるとの御意見をいただいたところであります。

今後は、浦尻貝塚の国史跡指定に向けた手続を進めるとともに、 積極的に遺跡の保護に

努めて参る考えであります。

本報告書が文化財保護の推進と地域における歴史解明のための 一助になれば幸いであり

ます。

最後に、 発掘調査の実施と本報告書の作成にあたり多大なる御指導、 御協力をいただき

ました浦尻貝塚調査指導委員会の先生方、文化庁記念物課、 福島県教育庁生涯学習・文化

スポ ー ツ領域文化財グル ー プ等の関係機関の皆様、 さらには、 調査にあたり御理解、 御協

力をいただきました地権者各位並びに浦尻行政区の皆様に厚く御礼申し上げ序文といたし

ます。

平成 17年3月

福島県相馬郡小高町教育委員会

教 育 長 荒 川 登
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例 戸

1. 本書は福島県相馬郡小高町大字浦尻字南台他に所在する浦尻貝塚の発掘調査報告書である。

2. 報告する調査は、平成12年度町道建設計画に伴う試掘調査及び平成13~16年度にかけて実施した

保存目的範囲確認調査である。 いずれの調癒も国庫補助対象事業として小高町教育委員会が主体と

なって実施した。

3. 平成13年度からの保存目的範囲確認調査を実施するにあたり、 学識経験者からなる浦尻貝塚調査

指導委員会（以下、 「調査指導委員会」という。）を組織し、 調査の指導をお願いした。 調査指導委

員会にはド記の方々に引き受けていただき 、 4年間にわたるこ尽力を賜った。 記して感謝申し上げ

る。（敬称略）

委 員 長 ：藤沼邦彦（弘前大学）

副委員長 ：玉川一郎（福島県文化振興事業団）

委 員 ：山田昌久（東京都立大学）

委 員 ：樋泉岳二（早稲田大学）

指導機関 ：文化庁記念物課、 福島県教育庁生涯学習・ 文化スポ ー ツ領域文化財グルー プ

4. 発掘調査ならびに整理調査は、 調査指導委員会、 文化庁ならびに福島県教育庁文化財グルー プの

指導のもと、 小高町教育委員会が実施した。 調査参加者は次のとおりである。

担当職員 ：川田強（平成12~16年度）

調癒員 ：佐川久（平成13~16年度）

調査補助員

平成12年度：馬場祐子、 武沢洋子

平成13~16年度：松本経子、 渡部定子

平成15 · 16年度：牛渡由起子、 松崎孝子

事務局 ：小高町教育委員会事務局教育総務課

作業員 ：小高町シルバー人材センタ ー 委託（佐々木真太郎 、 発田清、 田中忠男他）

5. 遺構の現地測量、 人工遺物の実測、 遺構·遺物の図版作成、 写真撮影は各調査参加者が行った。

また、 写真1の航空写真は東北電力掠浪江・小高原子力準備本部に提供いただいた。

6. 動物遺存体の分析については、 樋泉岳二氏（早稲田大学）、 植月学氏（山梨県教育委員会）に指

導をいただき、 調査参加者が基礎的な分類を行なった後、 両氏に全資料を同定していただいた。

7. 附編として掲載した自然科学分析については、 次の機関に委託し実施した。

種実同定・年代測定：パリノ ・ サ ー ヴェイ株式会社



8. 本書の編集は川田強•佐川久が担当した。 執箪の分担は下記のとおりである。

川田強：第1章、 第2章第1節～第7節、 第3章第1~6節•第8節、 第5章第1節•第3節

佐川久：第2章第8節、 第3章第7節、 第5章第2節

樋泉岳ニ ・ 植月学：第4章

玉川一郎：第6章

パリノ ・ サ ー ヴェイ株式会社：附編

9. 本報告は、 上記調査のうち、 縄文時代の遺構、 遺物についてまとめたものである。 弥生時代以降

の遺構、 遺物も確認しているが、 本報告での掲載は見送る形にしている。 また、 調査資料が、 極め

て多量にのぽったため、 整理調査の状況にあわせ、 概略を把握できるもののみ掲載し、 出士遺物は
一部のみ掲載している。 これら未掲載の資料については、 今後、 整理調査を実施し、 改めて報告す

る予定である。

10. 調査および報告書作成にあたり、 下記の方々に多大なご協力いただいた。 記して感謝の意を示し

たい。 （敬称略、 五十音順）

青山博樹、 阿部健太郎、 新井達哉、 新井陽子、 荒淑人、 猪狩みち子、 石川功、 石川日出志、

石田典子、 磯村幸男、 市川金丸、 植木真吾、 宇佐美雅夫、 大塚初重、 大平好一、 大平理恵、

岡田康博、 岡村道雄、 小川勝和、 小川卓也、 小川長尊、 奥山誠義、 忍澤成視、 香川慎一、

梶原圭介、 梶原文子、 加藤真二、 菊池芳朗、 木島勉、 黒住耐二、 小林三郎、 小林雄一、 今野徹、

齋藤直之、 坂口隆、 佐藤悦男、 佐藤耕三、 佐藤啓、 坂井秀弥、 嶋村一志、 宍戸弘治、 新海和広、

菅原弘樹、 鈴鹿良一、 鈴木啓、 関口満、 相馬胤道、 高木和夫、 高橋満、 丹野隆明、 富田孝彦、

中島広顕、 長島雄一、 西徹雄、 西本豊弘、 丹羽茂、 禰宜田佳男、 長谷川真、 藤木海、 古谷渉、

保坂太一、 堀耕平、 堀江格、 松嶋直美、 松田哲、 松本茂、 村田六郎太、 村本周三、 森幸彦、

山崎京美、 山崎充浩、 山本出、 山谷文人、 横田正美、 吉田秀享、 吉田陽一

11. 調査にあたっては、 下記の地権者ならびに浦尻行政区に多大なご協力をいただいた。 記して感謝

の意を示したい。 （敬称略、 五十音順）

阿部典明、 阿部義明、 安部克己、 安部完治、 安部信一、 安部千正、 梅村俊男、 大原富男、

小野田諭、 小野田聖一、 小野田武久、 小野田弘明、 小野田義昭、 叶茂、 叶ハル子、 亀田直記、

菅野好彦、 相浦光一、 相浦吉治、佐々木廣志、 佐藤巧記、 佐藤孝治、 佐藤静枝、 佐藤智昭、

佐藤秀雄、 佐藤芳言、 佐藤芳秀、 佐藤ヤス子、 志賀丈彦、 志賀常雄、 志賀義雄、 清野利行、

竹野平、 船柳定光、 松平毅、 松平儀良、 松原功典、 松原松衛、 横山邦彦、 三浦運芳



凡 例

1. 本書で掲載した挿図の縮尺は各挿図に記した。

2. 遺構等の平面図のト ー ン等による表現は各図にその内容を記した。

3. 遺物実測図の表現は次のとおりである。

断面▲：繊維土器

ロニ：赤彩

4. 掲載した出士遺物は、 実測しているものと写真で掲載したものがある。

5. 掲載した動物遺体の写真の縮尺は各挿図に記してある。 その他の遺物の写真の縮尺は不同である。

6. 本文中に表記した縄文時代各時期に概ね相当する土器型式は下記のとおりである。

前期初頭 花積下層式

前期前葉

前期中葉

前期後葉

前期末葉

中期初頭

中期前薬

中期中葉

中期後葉

大木1式（宮田m群）

大木2a· 2b式

大木3 · 4式

大木5 · 6式

大木7a式

大木7a· 7 b式

大木8a. 8b式

大木9 · 10式

中期末葉 大木10式

後期前葉 綱取式

後期中葉 加曽利B式

後期後葉（末葉）新地式

晩期初頭

晩期前葉

晩期中葉

晩期後葉

晩期末葉

大洞B式

大洞B · BC式

大洞Cl · C2式

大洞A式

大洞A'式
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第1章 遺跡の位置と環境

第1節 地理的環境

浦尻貝塚が所在する相馬郡小高町は福島県浜通り地方のほぼ中央にあたる。 浦尻貝塚は、 この小高

町の南端、 浪江町に隣接した大字浦尻に位置する。 小高町、 浪江町周辺の地形は双葉断層を境にして

大別でき、 西に標高500m以上の阿武隈山地、 東に相双丘陵及び段丘が樹枝状に存在する。 東側は、

小高川・宮田川・請戸川等小河川により形成された沖

積地、 海成 ・ 河成段丘、 それを取り巻く丘陵地と大き

く区分できる。

地質は、 双葉断層より西側に基盤の花岡岩が、 東側

に第三紀以降の堆積層が分布している。 東側の丘陵地

は第三紀に堆積した泥岩砂岩層である。 この周囲に第

四紀以降に形成された段丘があり、 高位 ・ 中位 ・ 低位

に分別された6つの段丘面が認められる。 これらの段

丘堆積層は砂・レキ ・ 砂レキ ・ シルト層であり、 高

位・中位段丘では上部に風化火山灰層（ロ ー ム層）を

のせている。 このうち中位段丘は、 平坦面が広いこと

などから、旧石器時代以降の遺跡が多く確認されている。

この中位段丘は、 特に小高川・請戸川両岸に発達し

ているが、 浦尻貝塚が位置する宮田川流域では、 多く

認められず、 浦尻貝塚周辺に限られている。 浦尻貝塚

及び北原貝塚遺跡群は、 このうちの東縁にあたる海成

の中位第I段丘上とされている，

段丘周囲には沖積層が堆積しており、 詰戸川両岸で

は自然堤防が形成されている。 宮田川河口は、 かつて

は井田川浦という東西約1.8km、南北約1 kn1という大き

な潟湖があり、 大正末期～昭和初期にかけて干拓され

ている。 潟湖を形成した浜堤は、 浦尻貝塚の東側にあ

る北原貝塚遺跡群東側の堤状の段丘から北に約1.7lm

に渡って存在する。 北に位置する小高川河口でも、 同

様に浜堤が形成され、 規模は小さいものの前川浦とい

う潟湖が現在も残っている。

浦尻貝塚は、 現海岸線から約700m離れている。 明

治時代まであった井田川浦の汀線は、 遺跡の北側崖下

にあたる。 遺跡がある段丘平坦面は標高25~28m、幅

は70~100mを測る。 遺跡は、 南から北、 西から東へ

延びる舌状段丘を中心として存在している。

県城宮
(
‘,＇／`
’
 

浦尻貝塚

9 ，ヽ, .� ロニ:::J=山地
小名浜湾［二ニ］＝丘陵

ロニ＝低地

図1 浦尻貝塚の位置(100万分の1)
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①浦 尻 貝 塚
②北原貝塚遺跡群
③角部内南台遺跡
④加賀後遺跡
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図2 周辺の地質図 (S = 1 /50,000) 



|
3

-

沸
1

微

写真1 浦尻貝塚を南方から望む。

臣
淫
S｛
臣
函
行

涵
涵



第］．章 追跡の位罹と環境

第2節 歴史的環境

浦尻貝塚は、 縄文時代の貝塚・集落跡の ほか、 古墳時代後期の古墳群 、 平安時代の集落跡 、 中世舘

跡の推定地でもある複合遺跡である。 本報告では、 この うち縄文時代についてまとめているので 、 こ

こでは、 周辺の縄文時代の遺跡を確認しておきたい。

縄文時代の遺跡は、 小高）1|、 宮田川 、 請戸川によって形成された沖積地を見下ろす段丘上に 多く確

認されてい る。 周辺の縄文遺跡の特徴 として 、 浜通 り 地方の北側にあたる相双地域の中では、 特に貝

塚が集中して確認されていることが挙げられる。

まず前期前半にな ると宮田川流域で 、 宮田III群期に宮田貝塚(33)（竹島1975a)、 隣接して加賀後

貝塚(34)（川田・山崎2001)、 海岸部に 北原貝塚遺跡群(37)（川田・植月・樋泉2004)においてイ

ボキサゴを中心とした貝層が形成される。 宮田貝塚 、 加賀後貝塚は現海岸線より内陸約4kmの位置に

あり 、 縄文 海進に伴い形成されたもの と考えられる。 北原貝塚遺跡群は、 この 内陸の貝塚に比べ 、 貝

層規模が人きい。 また、 北原貝塚遺跡群の貝層は、 魚種の多様 さに加え、 極めて高い魚骨包含率を示

し、 積極的な内湾漁労が明 らかに されている（植月・樋泉2004)。

同様に 、 詳細は不明だが、 小高 川流域では大木2a期の片草貝塚(6 )があり（竹島1975b)、 請戸川

流域でも植畑貝塚(81)が前期前半に相当するもの とされている（吉野1991)。 このように宮田川流

域を中心として 、 前期前半の貝塚が多く認められることが 、 このフィ ー ルドの 大きな特徴である。

次の前期後半以降にな ると 、 こ れらの前期貝塚は収束し、 前期末以降に本報告の浦尻貝塚(36)、

中期中葉に角部 内南台貝塚(30)で貝塚の形成が認められる（玉川・吉田1988)。 角部内南台貝塚は、

前期中葉以降に形成された可能性がある。 浦尻貝塚では、 断続的なが ら晩期中葉まで貝塚の形成が認

められており 、 前期 段階に比較し、 海岸部のみ貝塚の形成が認められるこ とが指摘されよう。

また、 浦尻貝塚に隣接した海崖上の磯坂遺跡では、 貝塚は確認していないものの、 晩期末の製塩士

器が出土する遺物包含層が確認されている（玉川 1986、 玉川・ 吉田1987)。

このように浦尻貝塚周辺では、 1 km四方の範囲で北原貝塚遺跡群 、 浦尻貝塚 、 磯坂遺跡と、 通時的

に縄文遺跡が確認され、 各時期に わたる貝塚があることが特筆で きる。

小谷津貝塚(29)（竹島1975b、 橋本1991)、 大平山貝塚(90)（吉野1991)の貝塚につ いては、 Ij

規模なもの と考えられ、 時期等詳細は不明である。

相双地区の貝塚は、 この他に 北方に新地町新地貝塚 （山内1923ほか）、 三貫地貝塚 （福島県立博物

館1988ほか）の後 晩期貝塚 、 南に前期貝塚の双葉町郡山貝塚 （大竹ほか1990)が認められる程度で

あり、 いわき地方に比較し、 貝塚の確認数は極めて少ない。

貝塚以外の縄文遺跡については、 調査数も少なく 、 不明な点も多いが 、 表面調査の成果もあわせて

み ると 、 主に 早期末 か らの遺跡数の増加が認められる。

早期末には、山間部に 荻原遺跡( 1 )があり、 合計22軒の竪穴住居が確認されている（玉川1993、 藤谷

1995)。また荻原遺跡に隣接し、原町市南端にあたる図3(42) ~ (52)のやや北方にある八重米坂A遺跡で

は、早期末～前期の竪穴住居が重複して多数確認されている（吉田1990)。

中期以後では、 中期後半に確認数が増え、 大富西畑遺跡(16)（吉田1991)、 順礼堂遺跡(53)（木

元・根本1977）、 中平遺跡(65)（山内ほか1989)、 百間沢遺跡(80)で竪穴住居が確認されており、

後期前半まで継続して営まれることが多い。

他に 、 中平遺跡(65)では、 後期中葉の竪穴住居の確認されている。 七社宮遺跡(54)（大竹1998)

では、 後期後半～晩期未の埋設土器群及び祭祀遺構が確認されており注目される。

-4-
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●＝貝塚を伴う遺跡

●＝住居跡等遺構確認遺跡

●＝縄文遺跡

図3 周辺の遺跡①(S = 1 /50,000) 
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第1章 迫跡の位置と環境

表1周辺の遺跡（縄文） 一覧
N<). 追跡名 市町村名 所在地 時期 遺構の有無 貝塚の有無
I 荻 原 辿 跡 小高町 羽倉字荻原・南沢 ·川久保 早期～前期 早期末の竪穴住居
2 大 穴 遺 跡 小高町 羽怠字君ヶ沢ほか 早～前期
3 北 鳩 原花輪迫跡 小高町 北鳩原字花輪 早期中薬 、 前期
4 堤 下 迫 跡 小高町 北旭原字堤下
5 片ヰ南 原政跡 小高町 片草字南原· 一里壇
6 片 革 貝 塚 小森町 片草金場台 前期 前期前半
7 上 広 畑 遺跡 小高町 小高字門前 ・ 上広畑
8 東広畑A追跡 小高町 小高字 束広畑 早期～
， 館 山 達 跡 小高町

大
大

塚
井匝井

谷宮

字

字字
字
字

北諏

犬

岩

元

油

迫

屋
塚

訪▲

懃
原
・一東平 • 松幻10 大井花 輪辿跡 小尚町

Jl 諏 訪 原 追� 跡 小高町
12 元屋 敷 逍跡 小高町 小 後期
13 犬塚 B 遺跡 小高町 大 早期
1 4 犬 塚 C 迎 跡 小高町 大富字犬塚 早期末
15 犬 塚 A 遺跡 小高町 大富字犬塚 早期末 、

16 大訂西畑遺跡 小高町 大宮字西畑 ・ 東畑 ・ 犬塚 早期末～後期初 中期後半～末 の竪穴住居
17 板 木沢 追 跡 小高町 大富字板木沢 早期末～前期初
18 玉ノ木平A逍跡 小莉町 吉名字玉ノ木平 早期
19 玉ノ木平B辺跡 小高町 吉名字玉ノ木平
20 玉ノ 木 平 c 迫跡 小高町 吉名字玉ノ木平 早期
21 大田和広 畑追跡 小高町 大田和 字広畑 中期末～後期初
22 飯崎南原迎跡 小高町 飯崎宇南原 早期末～中期
23 ー ノ 沢 辿跡 小高町 大字小屋木字 ー ノ沢 前期～中期
24 栗 成 沢遺跡 小高町 上根沢字栗成沢 早期末～前期初
�5 皿 ツ 栗 遺跡 小高町 川房字四ツ栗 前i期
26 鳶沢 C 迫 跡 小高町 大宇上根沢字窃沢
27 仏 供 田 迎跡 小高町 上根沢字仏供田
28 荒 神 前 追跡 小高町 片草字荒神月1J
29 小

藤

長

角部右内

谷

衛
畑

南
門

台

津

囮屋

逍

跡
敷

貝（迎貝塚

塚

跡
跡

小高町 泉沢字小谷津 前期 時期不明（弥生？）
30 小尚町 角部内字南台 前期～中期 中期中葉？
31 小高町 神山字藤右衛門届敷 早期末
32 小高町 神山字長畑 前期
33 宮田逍跡（貝塚 小高町 上浦字宮田 前期～後期 前期凹半
34 加賀後辿跡（貝塚） 小高町 上浦字加賀後 前期前半
35 鹿 島 館 追 跡 小高町 行津字鹿島館
36 浦 尻 貝 塚 小高町 浦尻字南台 早期～晩期 前期後半～後開前半(JJ竪穴住屈後娩肌の柱穴 即期末～晩期中葉
37 北 原貝 塚迫跡群 小高町 涌尻字北原 早期～前期 前期前半遺構 前期即半
38 磯 坂 追 跡 小高町 浦尻宇磯坂 中期末～晩期 晩期後半の遺物包含府
39 北釘 野 辿跡 小高町 金谷宇北釘野
40 境 田 迫 跡 原町市 小木迫字境田
41 大 久 保 遺跡 原町市 高字弥勒堂 中期中葉住居跡
42 畦 原 c 坦跡 原町市 片倉字畦原
43 畦 原 B 遺跡 原町市 片倉字畦原
44 畦 原 A 遺跡 原町市 片倉字畦原
45 畦 原 F 遺跡 原町市 片倉字畦原 早期末 土坑有。

46 岩 下 逍 跡 原町市 片倉字岩下
47 原 B 迅i 跡 原町市 馬場字 原
48 原 逍 跡 原町市 馬場字 原
49 石 住 遺 跡 原町市 馬場字石住
50 貝 持 遺 跡 原町市 上北高平字天神谷地・貝持
51 中 木 戸 遮跡 小高町 羽倉宇中木戸
52 畦 原 E 逍跡 原町市 片倉字畦原 前期
53 順礼 堂 辿跡 浪江町 大字立野宇順礼堂 中期 中期竪穴住居
54 七社宮遺跡 浪江町 大字室原字七社宮 後～晩期 晩期埋設土器・祭祀遺構等
55 駒 場 追 跡 浪江町 大字立野字駒場
56 沢束（沢洵戸 直跡 浪江町 大字立野字沢束
57 宮 ノ 上 跡 浪江町 大字室原字宮ノ上
58 田 子 平 跡 浪江町 大字室原字田子平
59 朴 迫 B 跡 浪江町 大字室原字朴迫
60 朴 迫 A 達跡 浪江町 大字室原字朴迫・ 字仲田
61 八 合 田 退跡 浪江町 大字室原字八合田 ・仲田
62 束 前 畑 逍跡 浪江町 大字未森宇西削田ほか
63 消 水 迫 跡 浪江町 大字小野田字消水
64 漆 畑 遺 跡 浪江町 大字大堀字漆畑
65 中 平 逍 跡 浪江町 大字大堀字中平 早期～後期 早士・中Jllj士～後期前半の竪穴住居
66 反 畑 迫 跡 浪江町 大字井手字反畑
67 仲 禅 寺遺跡 浪江町 大字小野田字小野田 ・仲禅寺
68 大 和 田 遺跡 浪江町 大字小野田字大和田 ・ 下原
69 下 原 迫 跡 浪江町 大字小野田宇下 原
70 上 ノ 原遺跡 浪江町 大字北上ノ原他
71 下 加 倉 追 跡 浪江町 大字加店字下加倉
72 新 田 遺 跡 浪江町 大字川添字新田
73 南 大 坂 遺跡 浪江町 大宇川添字南大坂
74 束 医 寺 遺跡 浪江町 大字 酒井字坊後
75 宮 林 遺 跡 浪江町 大字谷津田字宮林
76 塚 ノ前 遺跡 浪江町 大字酒井字 塚ノ前
77 ー 反 畑 遺跡 浪江町 大字酒井字 ー 反畑
78 小 山 迫迫 跡 浪江町 大字高瀬字小山迫
79 本 屋 敷 辿跡 浪江町 大字藤橋字本屋敷
80 百 間 沢 遺跡 浪江町 大字北幾世橋字西原 中期後半～末の竪穴住居？
81 植 畑迫跡（貝塚） 浪江町 大字北幾世橋字植畑他 前期 即期前半
82 金 ヶ 森 遺跡 浪江町 大字北幾世橋字金ヶ森
83 赤 坂 B 遺跡 浪江町 大字棚塩字赤坂
84 赤坂 C 迎 跡 浪江町 大字棚塩字赤坂
85 赤坂 A 迫 跡 浪江町 大字棚塩字赤坂
86 大 原 辿 跡 浪江町 大字棚塩字大原
87 植 松 逍 跡 浪江町 大字棚塩字植松
88 弥 平 迫 迪跡 浪江町 大字棚塩字弥平迫
89 鹿 屋 敷 遣跡 浪江町 大字棚塩字鹿屋敷
90 大平山遺跡（貝塚） 浪江町 大字詰戸字北館ノ内他 前期 ・晩期 前期前半or晩期
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第1卒 迫跡の位置と環境

図4 周辺の遺跡②(S= 1 /25,000) 
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第2章 遺跡及び調査の概要

第2章 遺跡及び調査の概要

第1節 調 査 歴

浦尻貝塚の発見は古く、 1901（明治34)年 に大野延太郎が東京人類学雑誌に「浦尻台前貝塚」 「 浦

尻西向貝塚」を新たに発見したことを報告している（大野190 1)。 調査としては、 1951（昭和25)年

の福島県学生考古学会によるものが初めてのものであるが、 詳細は不明である。

1965（昭和40)年 、農道工事の際、浦尻古墳群1号墳の主体部を破壊し剖抜石棺が露出した 。出士した石

棺は移転保存され、1966年（昭和41)年には小高町指定有形文化財に指定されている。

1970（昭和45)年には、 福島大学学生考古学会の学術調査が行われ、 複式炉を伴う竪穴住居を確認

するなど多大な成果を挙げている（福島大学考古学研究会1971)。 また、 貝塚の範囲確認及び地形測

量を併せて行い、 浦尻貝塚の概要をはじめて確認し たことも重要であった。 この報告で、 これまで東

側斜面 にあ た る「浦尻台ノ前貝塚（台ノ前貝塚）」、 西側斜面にあたる「浦尻西向貝塚（西向貝塚）」

とそれぞれ別に呼称してきた貝塚を「浦尻貝塚」と総合して呼称した。

小高町教育委員会では、 この調査成果が契機となり、小高町 で確認してい た 貝塚12箇所全てを1971

（昭和46)年、 小高町指定史跡に指定し、 保存を図ることとなった（注1 )。 浦尻貝塚に相当する部

分としては、 「浦尻の台ノ前貝塚」「 浦尻の西向貝塚」として貝層部分のみそれぞれ別 に指定されて

いる。

198 1年 （昭和56)年には、 「 台ノ前貝塚」・ 「西向貝塚」と谷を隔てた北向きの緩斜面において、 玉

川 一郎により、 貝層が露出 していることが発見され、 新た に「小廻貝塚」と命名され た （玉川1986)。

1989~90（平成元～2 )年 、 福島県教育委員会が実施した福島県内貝塚詳細分布調査では、 それぞ

れ「浦尻台ノ前貝塚」・「 浦尻西向貝塚」・「浦尻小姐貝塚」として報告されている（森1991)。

その他、 別 表に示すように数度にわたる表面 調査が実施されたほか（石川1983 · 1984 · 1988等）、

1997（平成9 )年には、 ほ場整備にともなう試掘調査が西側の台地下端において実施され、 縄文時代

の遺物包含層が確認されたことにより、 盛土施工の保存処置が実施されている。

注1 :町史跡の指定は 、 主に貝層部分に限られ、 それぞれの貝層部分の呼称によって指定されている。 よって、 角部内南
台貝塚で 2 箇所、 北原貝塚遺跡群で 3 箇所、 浦尻貝塚で 2 箇所、 宮田貝塚で 2 箇所、 加賀後貝塚、 小谷津貝塚がそ
れぞれ 1 箇所の指定となっており、 まとめると 6 迫跡の貝塚が指定されている。

表2浦尻貝塚の調査歴

調 査 年 調査担当 地 区 等 内 容 調 査 原 因
1951 S25 目 黒 吉 明 西向 学術調査
1965 S40 浦尻古墳群 1 号墳 農道工事
1970 S45 目 黒 吉 明 西向・南台 発掘調 査 学術調 蓋
1971 S46 竹 島 国 基 西向・台ノ前 表面調査 埋蔵文化財包蔵地調査

1981 · 82 S56 · 57 伊 藤 玄 三 台ノ前 表面調査 現状調蓋
1981 S56 玉 川 一 郎 小迫 表而調査 貝塚現状変更調査
1985 S60 玉 川 一 郎 西向 ・ 台ノ前・小迫 表面調査 県内重要遺跡調査
1986 S61 玉 川 一 郎 台ノ前・小辿 現状変更調資

1989 · 90 Hl ·2 禾木木 幸 彦 西向・台ノ前・小廻 表面調査 県内貝塚詳細分布調査
1997 H9 玉 川 一 郎 西向 試掘調 査 ほ場整備

2000 l-112 川 田 強 南台・台ノ前・小辿 試掘調査 町道工事
2001 ~0LJ 1-113~16 川 田 強 南台・西向・台ノ前・小姐 発掘調査 保存目的範囲確認調査
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第2節 遺 跡の概要

浦尻貝塚はこれまでの調査により 、 段丘の東西斜面に「台ノ前貝塚」 「西向貝塚」という斜面貝層

とこれと谷を隔てた南側に 「 小姐貝塚」が存在することが明らかとなっていた。 「台ノ前貝塚」 「西向

貝塚」については、 中期初頭～末にかけたアサリ中心の貝層、 「 小組貝塚」は晩期前薬～中葉にかけ

てヤマトシジミ中心の貝層と考えられていた。

また、 「 台ノ前貝塚」 「西向貝塚」については、 貝層の広がりも斜面全体に及ぶものと予測されてお

り規模も大きいものとされていたが、現在確認した貝層範囲は当初の規模に比べ縮小したものとなっ

ている。

「台ノ前貝塚」「西向貝塚」に挟まれた段丘上には、 1970年の福島大学学生考古学会の調査により、

複式炉を 伴う大木10式の竪穴住居が確認されており、 住居跡等の遺構が分布するものと推定されてい

た。 また、 これらに伴い縄文早期から後期中葉までの土器が採集されており、 存続期間も長いものと

考えられていた。

「小迫貝塚」では、 これに引き続き後期後葉から晩期中葉までの土器が採集されており、「台ノ前

貝塚」 「西向貝塚」に引き続き、 集落が形成されるものと想定されていた。

縄文時代以外では、「台ノ前貝塚」 「西向貝塚」に挟まれた段丘上に4基の古墳からなる浦尻古墳群

が存在する。 さらに、 江戸時代末～明治時代初期に編さんされた『奥相志』の記述から中世舘跡の推

定地でもある。 この他 、 弥生土器や土師器片も採集されており、 浦尻貝塚は長期間にわたる複合遺跡

として理解されてきていた。

第3節 遺跡名について

平成13年度から保存目的の範囲確認調査を実施するにあたり、 遺跡名を「浦尻貝塚」に統 一した。

前述したとおり、 これまではそれぞれの貝層の呼称が遺跡名として多く用いられてきた。 しかし、「台

ノ前貝塚」 「西向貝塚」は、 段丘を取り巻く一連の遺跡であることは疑いようがなく、 またこれらの

各貝塚の名称は、 両者に挟まれた段丘面上の遺構分布について適切ではない。 「小姐貝塚」について

も、 遺跡範囲を区切る際、 同時期の遺構が両者に広がり、 また継続的に営まれる可能性があること、

さらに地形上に明確に分割することができないことから一連の遺跡としてまとめた。

名称については、 浦尻南台貝塚遺跡群とも呼称されたこともあるが、 福島大学学生考古学会調査の

学史上の重要性も考慮して決定した。 これまで用いられてきた「台ノ前貝塚」等の呼称は、 今回確認

した貝層の名称として用いることとする。

第4節 調査に至る経緯

平成12年、 浦尻貝塚内にある町道の拡幅工事計画が立ちあがり、 この計画に伴う事前協議資料を得

るため、 小高町教育委員会が試掘調査を実施した。 調査の結果、 町道工事計画の一部において、 縄文

及び平安時代の遺構が存在すること、 そして縄文中期の貝塚が良好な状況で保存されていることが確

認された。

小高町教育委員会では、 町担当部局及び県教育庁文化課と事前協議を行い、 遺跡が存在する範囲に

ついては、 計画を中止し、 遺跡の保存を図ることとなった。

また、 試掘調査の成果から、 予想以上に貝塚が良好な状況で保存されていること、 これに伴う遺構

についても大部分が破壊を免れていると考えられることなどから、 当地域における浦尻貝塚の重要性

-9-



第2章 追跡及び調査の概要

が指摘されるようになった。

平成12年12月には、 岡村道雄文化庁主任文化財調査官（当時）が現地視察を行い、 貝塚が良好な保

存状態であることや地形等も良く保全されていることから、 貴重な遺跡であり、 今後の調査・保存に

努めるべきとの指導があった。

小高町では、 町道工事計画を中止して保存したことや多くの方面から遺跡の重要性の評価を受けた

ことから、 浦尻貝塚を将来にわたり保存することを計画し、 平成13年度から範囲確認調査を実施する

こととした。 調査にあたっては、 浦尻貝塚調査指導委員会を組織し、 指導を得ることとした。

第5節 調査地区について

浦尻貝塚の調査地区は大きく4区分して調査を進めてきた。 これら調査地区の名称についてはこれ

までの貝塚の呼称及び現小字名を基に設定したが、 各地点を説明するにあたり、 地形等の条件が異な

ることから、 改めて調査地区を設定し、 大区分で 5 区分し、 さらにそれを細分する形に整理した。 大

区分については、 これまでの報告してきたものと大きく変更点はないが、 より区別しやすいように道

路等を境界にしている。 また現在の小字名とは一致しないことを指摘しておく。

大区分した地区は主に南北に舌状に延びる段丘平坦面を主とする南台地区、 その段丘東側斜面の台

ノ前地区、 西側斜面の西向地区、南側の東西に舌状にのびる段丘平坦面北側及び北斜面の小姐北地区、

同じ段丘平坦面南側及び東から入る谷部の小如南地区である。

細別については、 地形及び確認された遺構の分布状況等を基に図5に示したように整理している。

また、 確認した貝層については、 これまでの貝塚の呼称を基とし、 それぞれ台ノ前北貝層、 台ノ前

南貝層、 西向貝層、 小辿貝層としている。

第 6節 調 査の経過

(1) 平成12年度の調査

① 調査期間 平成12年8月31日～平成12年12月20日

② 調査面積 約1500nf

③ 調査目的

•町道拡幅工事予定地の遺構、 貝層等分布状況の確認

④ 調査内容

•町道拡幅予定地を中心にトレンチを50箇所設定した後、 重機及び人力にて表土掘削し、 調査

を実施した。(1 ~50T)

・検出した遺構のうち 、 その内容を把握するため、 一部の遺構を掘り下げて調査を実施した。

・貝塚及び遺物包含層についてもその内容を把握するために、 一部を掘り下げて調査を行って

いる。 それぞれコラムサンプルを設定して、 資料を採取した。 またその他のサンプルについ

ても、 悉皆プロックサンプルとして全てを取り上げた。(31 · 38 · 39T) 

・貝層分布範囲を確認するため全体の表面調査を実施した。

(2) 平成13年度の調査

① 調査期間 平成13年6月19日～平成14年 3 月29日（発掘調蓋132日）

② 調査面積 約2000m

③ 調査目的
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第2章 造跡及び調査の概要

•南台地区遺構の確認調査

・台ノ前地区貝層範囲内容の確認

・台ノ前地区水場遺構内容の確認

・出土遺物等の整理分析

④ 調査内容

・調査前に10000面を対象に伐採を行った後、 表面調査を実施し 、 調査地区全体にわたる基準

杭を設置した。

・ 調査対象範囲を中心に 1/500の現況平面図を作成した。

•南台地区は重機により表土掘削し、 調査を実施した。 トレンチの設定は、 座標を基に段丘を

縦断、 横断する形で設定した(51 ~53 · 59T)。 また、 古墳の周溝の確認のため 、 60 · 61 T

を設定し実施した。

・遺構は 一部を発掘し、 内容を把握した。 遺物包含層についても、 一部を掘り下げて調査を

行った。

・台ノ前地区貝層の確認は重機及び人力による表土掘削し、 調査を実施した。 貝層の本格的な

発掘は 一箇所に留め(54T)、 トレンチによる確認調査(54~ 58T · 63T)及びボ ー リング

(1 m検土杖による手動ボ ー リング）による確認調査を実施した。

・貝層は層位毎にわけて全てサンプリングした。(54 · 63T)

•平成12年度に確認した水場遺構の内容を確認するため、 平成12年度調査トレンチを拡張して

調査区 を設定し 、 調資を実施した。 (I区）

(3) 平成14年度調査

① 調査期間 平成14年4月 1 日～平成15年3月31日（発掘調査110日

② 調査面積 約55orri

③ 調査目的

•西向地区貝層等範囲内容の確認

•南台地区遺構等の内容追加確認

・小廻北・南地区の本調査前の資料収集

・浦尻貝塚現況平面図(S= l /500)の作成

・出土遺物等の整理分析

④ 西向地区貝層範囲確認調査内容

· 13000面を対象に、 10mグリットを設定し、 表面調査並びにボ ーリング調査(1 m検土杖に

よる手動ボ ー リング）を行った。

・表面調査実施後、 貝層の範囲内容確認調査を人力によるトレンチを設定して行った。(64

65 · 68~71 T)

・貝層は、 50cmグリットを4箇所設定し、 コラムサンプルを採取した。(64T)

・確認された遺物包含層ならびに遺構は、 一部を掘下げて調査を実施した。

•各トレンチ内で、 基本土層を確認するため、 深堀を行った。

⑤ 南台地区追加確認調査内容

・調査区を拡張して前年度の調査で不明確であった道路状遺構のプランを確認した。(59T拡張）

- 12-



ー

1
3

|

蔀
2

徴

巌
淫
g
u五
渥
醗
S
茜
涸

図6 浦尻貝塚調査状況図〔調査年度別〕（S= 1/2,500) 



第2章 遺跡及び調査の概要

・南台地区段丘北端部（台地北）の遺構の有無等を確認するために、 未調査部分の追加調査を

実施した。 (II区・66T)

・台ノ前北貝層の西側範囲を確認するため、 トレンチを設定して調査を実施した。(67T

⑥ 小迫地区表面調査内容

・表面調査、 現況平面図作成のため、 約8800m'を対象に雑木等の伐採を実施した。

·20mグリットを基準とした表面調査並びにボ ー リング調資(1 m検土杖による手動ボ ー リン

グ）を行った。

・重機による掘削が困難である箇所及び平成15年度の範囲確認調査の基礎資料を得るため、 小

迫地区全体で、 lmグリットの調査区を設定し、 30箇所の表土掘削を人力で実施した。

⑦ 現況平面図作成

・浦尻貝塚全体(200,000ni)を対象とした事業の基礎となる現況平面図を 1/500の縮尺で作

成した。

(4) 平成15年度の調査

① 調査期間 平成14年4月1日～平成15年3月31日（発掘調査131日）

② 調査面積 約890m'

③ 調査目的

・小迫北地区貝層内容の確認

・小姐北地区台地部遺構等の確認

・小廻北地区低地部堆積層の確認

・小姐南地区南谷部堆積層の確認

•西向地区低地部堆積層の確認

・出土遺物等の整理分析

④ 調査内容

•平成14年度表面調査に基づき、 小迫北・南地区にトレンチを10箇所、 グリットを7箇所設定

し、 重機及び人力による表上掘削し、 調査を実施した。 (72~ 81 T · 1 ~7G)

•西向地区低地部では調査区を設定し、 第三紀層直上までの土層を確認した。 (ill区）

・貝層は、 50cmグリットを5箇所設定し、 コラムサンプルを採取した。(72T · lG · 3G)

・確認された遺構、 遺物包含層は一部を掘り下げて調査を実施した。

(5) 平成16年度の調査

① 調査期間 平成14年4月1日～平成15年3月31日（発掘調査18日間）

② 調査面積 約200m'

③ 調査目的

・小如南地区台地東・西部の遺構等の確認

・出土遺物等の整理分析

・調査報告書の作成

④ 調査内容

・小組南地区台地部において、 遺構の分布状況が不明であったことから、 トレンチを3箇所設

定し、 調査を実施した。(82~84 T)
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第7節 浦尻貝塚調査指導委員会

1. 設 置 目 的

第2章 遺跡及び調蓋の概要

範囲内容確認調査において継続的な調査指溝を得るとともに、遺跡範囲及び内容の学術的な検討を行うため。

2. 委員名（敬称略）

委 員 長 藤沼邦彦（弘前大学）

副委員長 玉川 一郎（福島県文化振興事業団）

委 員 山田昌久（東京都立大学）

委 員 樋泉岳＝ （早稲田大学）

3. 設 置 期 間

第1期 平成13年5月28日～平成15年3月31日

第2期 平成15年4月1 日～平成17年3月31日

4. 調査指導委員会の内容

(1) 第1回の内容〔平成13年5月28 · 29日〕

・委嘱状交付
・ 議 題

① 浦尻貝塚の概要について

② 浦尻貝塚調査事業の概要について

③ 平成13年度浦尻貝塚調蓋計画

・現地視察

・指 導 文化庁記念物課 加藤真二氏、 県文化課 大平好ー 氏 ・ 丹野隆明氏

(2) 第2回の内容〔平成13年 9 月12 · 13日〕

・現地視察

・ 議 題

① 浦尻貝塚調査指導委員会について

② 平成13年度浦尻貝塚調査について

・指 導 文化庁記念物課 岡村道雄氏、 県文化課 大平好ー 氏

(3) 第3回の内容〔平成13年12月4日〕

・現地視察

・議 題

① 浦尻貝塚範囲確認調査対象範囲について

② 平成13年度浦尻貝塚発掘調査成果について

③ 平成14年度発掘調蓋計画について
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第2章 遺跡及び調査の概要

・指 導 文化庁記念物課 禰宜田佳男氏、 県文化課 小林雄一氏

(4) 第4回の内容〔平成14年 6 月8 日〕

・議 題

① 平成13年度調査成果について

② 平成14年度発掘調査計画について

③ 平成14年度整理調査について

・現地視察

・指 導 県文化課 長島雄一 氏

(5) 第5回の内容〔平成14年9月5 · 6 日〕

・議 題

① 平成13年度までの調査について

② 平成14年度の調査について

・現地視察

・指 導 文化庁記念物課 岡田康博氏、 県文化課 長島雄一 氏

(6) 第 6 回の内容〔平成14年1 1月18日〕

・現地視察

・議 題

① 平成14年度の調査について

② 平成15年度の調査計画について

・指 導 県文化課文化財主査 長島雄一 氏

・事前指導 文化庁記念物課 岡田康博氏〔11月15日〕

(7) 第7回の内容〔平成15年6月9日〕

・議 題

① 平成14年度までの調査について

② 平成15年度の調査計画について

・現地視察

・指 導 県文化財グル ー プ 大平好ー 氏・山崎充浩氏

(8) 第8回の内容〔平成15年9月2 • 3日〕

・議 題

① 平成15年度の調査について

② 平成12~14年度の調査について

・現地視察

・指 導 文化庁記念物課 岡田康博氏、 県文化財グル ー プ 大平好ー 氏・山崎充浩氏
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(9) 第9 回の内容〔平成15年11月 6 日〕

・現地視察

・議 題

① 平成15年度の調査について

② 南台・台ノ前・西向地区の調査について

③ 平成16年度の調査計画について

④ 史跡指定について

第2章 遺跡及び調査の概要

・指 導 文化庁記念物課 岡田康博氏、 県文化財グル ー プ 大平好ー 氏・山崎充浩氏

00) 第10回の内容〔平成16年7月5日〕

・現地視察

・議 題

① 小姐地区発掘調査について

② 保存計画ならびに指定範囲について

③ 調査報告書ならびに整理調査について

・指 導 県文化財グル ー プ 山崎充浩氏

・事前指導 文化庁記念物課 岡田康博氏、 県文化財グル ー プ 山崎充浩氏〔6 月25日〕

(11) 第11回の内容〔平成17年 1 月16日〕

・議 題

① 発掘調査報告書の刊行及び史跡指定計画について

② 発掘調蓋成果について

・指 導 県文化財グル ー プ 山崎充浩氏

第8節 日 誌

平成12年度

5 月

8月31日

9月9日

10月6日

11月 3日

12月1日

12月

12月 20日

浦尻字南台・小如・台ノ前地内における町道建設計画に係わる埋蔵文化財の取り扱

いについて、 町建設課と町教育委員会事務局で事前協議。

町道建設計画に伴う試掘調査開始。（南台・台ノ前・小迫地区）

37 · 38Tで貝層確認。

県文化課、町建設課、町教育委員会と埋蔵文化財の取り扱いについて協議。 その後、

現状保存することに決定。

現地説明会開催。

岡村道雄氏（文化庁記念物課〔当時〕）来跡。 現地視察ならびに指導。

平成13年度より4年間にわたり、 範囲確認調査を実施していくことを計画。

試掘調査終了。
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第2章 遺跡及び調査の概要

平成13年度

5月28 · 29日 第1回調査指導委員会。（会議・現地視察）

7月4 日 範囲内容確認調査開始 。（南台・台ノ前地区）

7月10· 11日 小裔工業高校生徒、 就業体験（インタ ーンシップ）による発掘参加。

9月4~7日 福島県文化財センタ ー 白河館（まほろん）の発掘研修。

9月10 · 1 1日 教職員ボランティアによる発掘体験。

9月12 · 13日 第2回調査指導委員会。( 1 2日現地視察、 13日会議）

9月17 · 18日 教職員ボランティアによる発掘体験。

9月2 2日 生涯学習課主催事業による小学生の発掘体験活動。

10月23 日

1 2月4 日

1 2月8 日

1 2月1 1日

2月25日

3 月25日

平成14年度

4月2 2日

4月25日

6月8 日

地権者説明会。

第3 回調査指導委員会。（現地視察・会議）

現地説明会開催。

小高町文化財調査員視察。

小高町社会教育委員視察。

範囲内容確認調査終了。（南台・台ノ前地区）

範囲内容確認調査開始。（南台・西向地区）

地権者説明会

第4回調査指導委員会。（会議・現地視察）

7月16~18日 小高工業高校生徒、 職場体験（インタ ーンシップ）による発掘参加。

7月29日 小学生～成人まで対象とした発掘体験活動開始。(~8 月4日まで）

9月 2 日

9月5·6日

9月6 日

9月26日

10月 18日

10月26日

1 1月7·8日

1 1月15日

11月18日

1 2月24日

3 月14日

3月3 1日

平成15年度

4月18 日

5月6 日

6月9 日

教聴員ボランティアによる発掘体験。

第5回調査指導委員会。 (5日会議、 6日現地視察）

浦尻貝塚発掘調査事業記念講演会。

講師：樋泉岳二氏（浦尻貝塚調査指導委員）。

演題：『貝塚からみた縄文時代の自然と人びとの暮らし』。

教職員ボランティアによる発掘体験。

小高町文化財保護審議会視察。

現地説明会開催。

5 4  · 64T貝層断面剥ぎ取り実施。

岡田康弘氏〔文化庁記念物課〕来跡。 現地調査ならびに指導。

第6回調査指導委員会（会議、 現地視察）

範囲内容確認調査終了。（南台・西向地区）

小迫北地区表面調査開始。

小姐北地区表面調査終了。

地権者説明会

範囲内容確認調査開始。（西向・小迫地区）

第 7回調査指導委員会（現地視察、 会議）
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7月3日

7月8 ~11日

7月15~17日

8月30 日

9月2 · 3日

9月 7 日

11月3日

11月6 日

1 2月24日

2月16日

3月4 日

3月17日

3 月31日

平成16年度

5月1 1日

6月 25日

7 月5日

7月27·28日

8月27日

10月26日

1月16日

第2章

坂井秀弥氏（文化庁記念物課）来跡。現地調査ならびに指導

福島県文化財センタ ー 白河館（まほろん）研修。

迫跡及び調査の概要

小高工業高校生徒、 就業体験（インタ ーンシップ ）による発掘参加。

生涯学習課主催事業による発掘体験活動。

第8回調査指導委員会。 (2日現地視察、 3日会議）

現地説明会。

浦尻貝塚発掘調査事業記念講演会開催。

講師：山田昌久氏（浦尻貝塚調査指導委員）

演題：『縄文時代の土木技術』

第9回調査指導委員会。（会議、 現地視察）

範囲確認調査終了。（西向・小迫地区）

地権者説明会。

小迫北地区範囲内容確認調査開始（事前調査）。

小姐北地区範囲内容確認調査終了。

小中学生向けパンフレット『おだかの縄文時代』作成。

範囲内容確認調査開始（小迫北・南地区）

岡田康弘氏〔文化庁記念物課〕来跡。 現地調査ならびに指導。

第10回調査指導委員会（会議、 現地視察）

「サバイバルIN浦尻貝塚」と題し、 浦尻貝塚現地にて小中学生対象のキャンプ（縄

文生活体験）実施。

範囲内容確認調査終了

地権者説明会

第11回調査指導委員会（会議）

写真2 調査指導委員会現地視察 (54T) 写真3 貝層断面剥ぎ取り作業 (54T)
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第2章 遮跡及び調査の概要

写真4 調査指導委員会現地視察（西向地区）

写真6 貝層発掘作業（台ノ前北貝恩． 54T)

写真8

発掘作業風景
（小珀北地区・ IV 厄）

写真10 貝層サンプル洗浄作業

-20-

写真5 坂井秀弥氏（文化庁記念物課）現地視察
（小迫北地区）

写真7 発掘作業風景（小迫北地区76T)

写真9 貝層範囲確認調査（小迫北地区）

写真11 貝層断面剥ぎ取り洗浄作業



第2章 迎跡及び調査の概要

写真12 浦尻貝塚からみた太平洋

写真13 発掘体験（西向地区）

写真14 発掘体験（西向地区）

写真15 小高工業生徒就業体験（西向地区）
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第2章 遺跡及び調査の概要

写真16

縄文生活体験風景

写真17

縄文生活体験風畢

写真18

平成13年度現地説明会

写真19

平成14年度現地説明会
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第3章 調査内容（縄文時代）

第3章 調査内容（縄文時代）

第1節 基本土層（図7)

南台地区及び小姐北地区にて、 それぞれ2箇所のテストピットを設定し、 段丘上の基本土層の確認

を行っている。 この確認した士層について、 次のように大別した。

I 層 表士。 近代の耕作士と考えられる。

II 層 黒色～黒褐色土（砂質の場合有）。 主に弥生時代以後の堆積層と考えられる。

III 層 縄文時代の堆積層。 縄文遺物包含層（貝層を含む） 及びN ·V層上に堆積する II 層以下の堆

積士である。 1II層については、 各調査地点でさらに細別して示している。

w層 ロ ー ム層。 次の3類に分別される。

N-l 層 軟質ロ ー ム（ソフトロ ー ム）。 W ー 2層に比較し、 粘性、 締りがやや弱い。

N-2 層 硬質ロ ー ム（ハ ー ドロ ー ム）。 粘質が高く、 クラックが発達している。

N-3 層 砂質ロ ー ム。 下位に行くに従い、 やや粗く、 砂・径数センチの小石を含むかシルト質

になるなど、 V層の影響が認められる。

v層 第四紀の段丘堆積物であり、 W層下に堆積するもの。 砂•砂レキ・レキ・シルトから構成さ

れる。 谷部を中心にある縄文時代以前と考えられるロ ー ム質シルト等の無遺物層も含めた。

さらに次のように分別した。

V-1 層 褐色砂質士。 N-3 層とV-2 層の漸移層。 N-3 層に比較し粗粒で粘性がなく、 V

-2 層に比較しややロ ー ム質である。 V-2 層との違いはW層の影響の有無である。

V-2 層 砂・レキ•砂レキ。 南台地区を中心に分布する。 さらに細別して示している。

V- 2a層 砂レキ

V-2b層 砂

V- 2c層 レキ

V-3 層 シルト及び砂質シルト。

VI層 凝灰岩質シルト。 第三紀の堆積層と考えられる。

これらの細別や詳細な点については、 各調査地区の報告にて記す。 ここでは、 南台地区及び小姐北

地区の層序について概要を確認しておく（図7) 。

南台地区台地中央部にあたるテストピット2 (59T) では、 表士下にN-1 ~ 3 層が堆積する。 W層

は約80~90cm の厚さであり、 N-l 層が10~15cm、 N-2 層が20~30cm、 N-3 屑が約30cm を測

る。 V-2 層上面は標高約26.5m で確認した。

南台地区台地北部に位置するテストピット 1 (53T) では、 N-1 • 2 層がなく、 N-3 層のみ確

認されている。 層厚は約30cm を測る。 V-2 層上面は標高約24mで確認される。 南台地区台地北部

では大部分で、 W層が確認されていない。 この事については後に検討し、 詳述する。

小迫北地区台地部では、 テストピット 4 (77T) で、 N-2 層の約40cm の堆積を確認した。 N-2

下層から N-3 層については、 南台地区に比較すると、 砂・レキの含有が少なく、 ややシルト質と

なっている。 このことは、 小姐北地区にW層下にV-2層（砂等） ではなく、 V-3 層（砂質シルト

等） が堆積していることによる影響と考えられる。 このような状況は、 南台地区台地南部でも同様と

推定され、 遺跡の南側にあたる東西方向の舌状段丘（小姐北・南地区） と北側にあたる南北方向の舌
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第 3章調査内容（縄文時代）

テストピット1
(53T東）

C 
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10 

テストピット3
(79T) 

A
 
北

テストピット2
(59T) 
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゜ lm 

テストピット1 (53T東側）
1 表士（黒色士）
2暗褐色土粘性中。締り弱。 ロー ム粒・ロ ー ム

プロック微量。

3暗褐色土粘性中。締り弱。 ロー ム粒・白色砂
粒微量。

IV-3 I 4 明褐 色粘性弱。締り中。

砂 質 土 小石（径1ミリ以下）少量。

5灰白色砂粘性弱 。 締り中。 小石（径1ミリ以
下）•砂質ロー ムプロック少量。

6 灰白色砂粘性弱。締り中。

小石（径2ミリ以下）少量。

7緑灰 色 砂粘性弱。締り中。

小石（径5ミリ以下）少量。

8緑灰色砂粘性弱。締り弱。

小石（径2ミリ以下）微量。

9赤褐色砂レキ粘性弱。 締り強 。 レキ（径5センチ
Vー証1 以下）・小石（径8ミリ以下）主体。

10赤褐色砂レキ粘性弱。締り強。レキ（径10 センチ
以下、 5 センチ中心）主体。

V→ぬ111赤褐色砂、粘性弱 。 締り強 。 小石（径3 ミリ以
下）少量。

v
ヽ ，

テストピット2 (59T) 
1 表土（黒灰色士）
2 黄褐色土粘性弱 。 締り弱 。 ロ ー ムをプロッ

ク状に含む。

IV-1 3 黄褐色土粘性強 。締り中。

三：：J』：:；：ふり玉。 クラJクが入る 。

IV-3 6 暗黄褐色土粘性強。締り強 。 （やや砂質）
7 暗黄褐色砂質土粘性中。締り中。

V-1 | 
8褐色砂質土粘性弱。締り中。 小石微量。

9明褐色砂質土粘性弱。締り強 。 小石微量。

10黄白色砂レキ粘性弱。 締り強 。

テストピット3 (79T) 

IV三粘性強。締り強。 （やや砂質）
3黄褐色砂 質粘性中。締り中。

4黄白色砂質シルト粘性中。締り中。

V-3 I 5灰白色砂質シルト粘性中。締り中。

6灰白色シルト粘性極強 。締り極強 。 （やや砂質）
テストピット4 (77T) 

I 
1表土（灰褐色土）
2 表土（灰褐色土）

IV-2 3 黄 褐 色 土
4 黄 褐 色 土

N-3 5 Iこぶい黄褐色砂質士
6黄白色砂質シルト

V-3 7黄褐色シルト
8黄白色シルト

ロー ム粒・ロー ムプロック微量。

ロー ム粒・ロー ムブロック少量。

粘性強。締り強。 クラックが入る 。

粘性極強。締り強。 （ややシルト質）
粘性中。締り中。 （ややシルト質）
粘性中。締り中。
粘性中。締り中。 （やや砂質）
粘性極強 。締り極強。

大別土層説明

三亡冒悶二悶
V-1 褐色砂質土（砂質ロー ム～砂漸移層）

砂レキ
砂
レキ

V-31砂質シルト・ シルト

図7 基本土層断面図(S=1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

状段丘（南台地区台地中央～北部）はW層下の段丘構築層が異なることが認められる。

小姐北地区台地部におけるV層上面の標高は北側にあたるテストピット3 (79T)で約25.8m、 テ

ストピット4 (77T)では約27.0mであり、 小姐北地区台地部は南から北に下がる緩斜面であることが確

認できる。

また、 小迫北・南地区の台地上では、 一部耕作等により削平を受けた部分を除き、 W層がほぼ検出

される。 確認される層位はW- 2層が中心であり、 N- 1層は確認できない。

各地区における段丘斜面及び谷部は、 W層およびV- 2層は認められず、 シルト質のV-3層が基

盤となっている。

第2節 調 査 方 法

1. 遺構の確認及び調査

段丘上の調査は、 IV層及びV層を縄文時代の遺構確認面とした。 南台地区台地北部及び小迫北地区

の一部では、 縄文包含層であるm層上面を確認面としている。 また、 m層上面までの調査で留め、 縄

文時代の遺構調査を実施していない部分もある。 遺構は主に 5 ~10cm程度掘り下げて平面プランを確

認している 。 確認した遺構のうち、 時期内容を確認するため、 一部を半裁し、 遺構底面までの調査を

行っている。 原則として、 全据をせず住居跡等も半分だけの調査に留めている。

2. 貝層・遺物包含層の確認及び調査

遺物包含層については、 平面で確認した後、 時期等を把握するため適宜トレンチ及びグリットを設

け、 調査を実施した。

貝層の範囲確認については、 トレンチを設定前に、 これまでの表面調査成果を基に改めて表面調査

を行っている。 西向地区では、 全面的に表面調査及びlmの検土杖でボーリングを行った。 小迫北・

南地区ではこれにあわせて、 全体的な表土下の状況を確認するため、 lm角のグリットを設定し、 人

カで坪掘りを行っている。

写真20 テストピット1 写真21 テストピット4
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第3章 調査内容（縄文時代）

各貝層範囲は、 トレンチに よる確認のほか、 上記ボ ーリング等の調査成果を基に推定している。

貝層の発掘については、 貝層 確認後、 平面的な層位確認を行い、 それぞれ トレンチ及びサンプル採

取用グリ ッ ト を設け、 調査を実施した。 発掘は最低限に留めるものとし、 面的に掘り下げる調査は実

施していない。

貝層土壌は原則として全て採取した。 貝層サンプルには、 ①平面観察により分層した層毎に採取したもの

(54T · 56T · 63T) 、②採取用グリットを設定し、上から 深さ5cm 毎に採取したもの (31 • 38T · 64T · 72T ・ lG ・

3G) 〔コラムサンプル〕、③大別した層位で一括して採取したもの (31 ·38T) がある。採取した貝層・遺物包含

層サンプルは全て 5 mm、 2.5mm、 1 mmメッシュの師を 3 段に重ねたウオ ー ター セパレーションで水洗洗浄した。
一部の貝層直上土壌についても、現地にて5mmメッシュの蹄をかけるか、持ち帰って水洗洗浄を行い、資料を

取り上げている。

3. 基本土層の確認について

各調査地点では、適宜グリット及びトレンチを設定し、基本土層の確認を行っている。 また、西向地区低地部

の調査(III区）では、縄文時代の堆積層を確認するため、VI層（第三紀層）の検出に努めた。標高約Omで確

認したが、明確な縄文時代の堆積層を確認することができなかった。

4. 縄文時代の遺構種別

今回の調査で確認した縄文時代の遺構は竪穴住居、 土坑、 小土坑、 掘立柱建物、 道路状遺構である。

最も多く検出した土坑については、 機能として柱穴、 貯蔵穴、 墓壊等が推察される。 本調査では、 全

てを掘り下げて確認した調査ではないが、 次の ような基準に基づき、 遺構を分類した。

竪穴住居（遺構略称SI)

掘り込みがあり、 床面が構築されているもの。 本調査では、 明確な掘り込みが確認できないものが

多くを占めるが、 貼床面、 壁周溝、 炉の構築のいずれかが確認できるものを竪穴住居とした。 掘り下

げていないものでは、 平面プランや堆積土の観察か ら 、 一部推定している。

土 坑（遺構略称SK)

土坑は次の ように分類した。

土坑I類

柱痕跡が確認できる土坑で、「柱穴」と推定されるものを本類とした。 また柱痕跡が確認できない

土坑でも 、 掘り方が比較的大きく、 深さ があり、 竪穴住居主柱穴の断面形及び堆積状況と類似す るも

のも本類に含めた。 分類したものの中に は、 竪穴住居に伴う床面等が削 られ、 柱穴だけ残存したもの

も多数あると考え られる。

また、 本来、 柱穴であっても掘り方が小さ いものや柱痕跡の識別が困難なものなどは含まれていな

い可能性がある。 よって土坑I類に分類した以上に多くの「柱穴」が存在す るものと考えている。

土坑II類

いわゆる「貯蔵穴」とされるものを本類とした。 本調査では、 円筒状及びフラスコ状の断面形をも

ち、 径が大きくlm以上あるものが多い。 深さ は上面が削平を受けている箇所が多いが、 本来はlm

以上あっ たものと推察される。 一部、 掘り下げて調査していないものでも 、 分布状況及び平面形等 か

ら 推定した。

土坑m類

II類以外の大型の土坑である。 調査したものでは、 壁が緩やかに立ち上がり、 覆土に大型のレキを

持つものや大型 土器片を出 土するもの、 さらにII類に比較し深さがないものが多い。調査していないものでは、
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第3章 調査内容（縄文時代）

II類との分別が困難であるが、分布状況等からII 類と判断しがたい大形の土坑も推定して本類に含めた。

土坑w類

その他の もので、概ね径が約50cm以上あるものを 本類に含めた。 多くの土坑 が本類に含まれる。 前

述のとおり本来 「柱穴」 であったもの も含まれている可能性がある。

小土坑（遺構略称P)

概ね径が約50cm以下のものを小土坑とした。土坑w類と同じく本来「柱穴」であったものも含まれる。

埋設土器

土坑・小土坑には いわゆる埋設土器を伴うもの が存在する 。 多く が土坑W類に含まれるが、 一部土

坑II類を転用し たもの、 貝層中に形成されたものある。

掘立柱建物（遺構略称SB)

柱穴の組み合わせが想定 されたものを掘立柱建物とし、 遺構番号をつけた。 ただし、 平地式建物で

ある確証はなく 、 本来は竪穴住居であった可能性もある。

道路状遺構

南台地区台地中央部で 確認されたもので 、 最大長約40m、 幅3 ~ 4 m、 深さ10~20cm の掘り込み

を持つものである。 検出状況及び遺構の分布状況か ら道路状遺構としている。 意識的に形成されたの

か道路として機能していたか検討を要する。

性格不明遺構（遺構略称SX)

遺構か否か判断 しがたいものを 本類に含めた。

5. 遺 構 番 号

本報告では、 浦尻貝塚全体で 遺構番号を通し番号でつけている。 『小高町埋蔵文化財調査 報告I』

（川田2000)に て、 報告されていた遺構についても新し い遺構番号をつけ直し、 整理している。

また、 平成14年度までの南台・西向・台ノ前地区の調査で 遺構数 が多数に 及び、 整理調査時の煩雑

さをさけ るため、 南台・西向・台ノ前地区と小迫北・南地区の調査ではそ れぞれ異な る遺構通し番号

をつけている。

こ れに従い、 本報告では、 大きく南台・西向・台ノ前地区と小迫北・ 小迫南地区の調査と 分けて報

告すること とする。

第3節 南台・西向・台ノ前地区の概要

1. 調査区について（図8)

南台・西向・台ノ前地区の調査は平成12~14年度に実施されたものである。 複数の地区にまたがる

調査区 も 存在するが、 次のように整理される。

南台地区台地北部 51~53T·59T北端•64T東・66T· II区

南台地区台地中央部 59~61T 

台ノ前地区斜面部 31 ~47T·49T·53T東 •54~58T·62~63T·67T

台ノ前地区低地部 48T 

西向地区斜面上部 52T西·53T西•64T

西向地区斜面下部 65T·68~69T·70~71 T 

西向地区低地部 ①～④T · III区
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第3章 調査内容（縄文時代）

この中で、41~42Tは平成12年度調査として実施されたものであるが、 平成13年度にこれを拡張し

てI区を設定し、 調査を実施している。 よって図8には位置を示していない。 また①～④Tは平成9

年度試掘調査で実施したものである。

2. 調査地区の概略

南台地区では主に縄文時代の遺構・遺物包含層を確認した。 他に古墳時代後期の古墳周溝、 平安時

代の竪穴住居跡、 その他時期不明の溝・土坑が存在する。

台ノ前地区では貝層を 2箇所で確認した。 北側を台ノ前北貝層、 南側を台ノ前南貝層と名付けた。

また、 台ノ前南貝層下の緩斜面には縄文時代の遺物包含層を確認している 。 その遺物包含層を掘削し

て中近世水場遺構が確認されている。 水場遺構については、 過去に縄文時代の所産と報道されたこと

があるが、 追加調益によって中世以降の所産と考えられたので、 訂正をしておく。 その他、 平安時代

の竪穴住居及び近世の溝跡を検出している。

西向地区では、 貝層を 1箇所確認した 。 西向貝層と称する。 西向地区斜面下部には遺構及び遺物包

含層を確認し、 遺物包含層については低地部まで広がっているものと考えられる。

これらの遺構等を厳密な地区別に報告すると、 内容が重複する部分もあり複雑となるので、 次の内

容を主とし、 各地区の調査内容について報告する。

南台地区の調査報告は南台地区台地北部・中央部における台地上の遺構及び遺物包含層について行

う。 台ノ前地区の調査報告は、 斜面部の台ノ前北・南貝層について行う。 西向地区の調査報告は、 斜

面上部の西向貝層、 斜面下部の遺構及び遺物包含層について行う。

第4 節 南台地区の調査

1. 基 本 土 層

第1節に加え、 南台地区等の堆積土を確認しておく。

各土層は次のように大別した。

I 層 表土。

II層 黒色～黒褐色土。 南台地区台地北部では、 砂質土であることが多い。 1II層上の黒色系統の堆

積土を一括した。

III層 縄文時代の堆積層。 これらの各層を、 南台・西向・台ノ前地区では次のように大別した。

III- 1層 暗褐色系統の砂質土。 粘質がない堆積土である。南台地区台地北部を中心に堆積する。

同地区では、 遺構覆土の多くが含まれる。

III- 2層 台地上に堆積するもので、 暗褐色・褐色を基調とする。 III- 1層に比較し、 粘質がある。

III- 3層 縄文時代の貝層。 貝の含有率は極めて低いが、 獣魚骨を含み、 調査状況からみて一連

の堆積と考えられる層も含めた。 各調査地点では、 さらに各層を分けて示している。

III-4層 西向・台ノ前地区の斜面部のIII-4 · 5層下にあり、 ほとんど縄文時代の遺物を含ま

ない層である。

III-5層 西向・台ノ前地区の斜面部の堆積層のうちIII- 3層以外のもので一定量の遺物が含ま

れるものをまとめた。

IV層（ロ ー ム層） • V層• VI層は、 第3章第1節に述べたとおりである。

ここでは、 南台地区台地北・中央部の土層を確認しておく。 テストピット1 · 2の他、 貯蔵穴及び

溝跡等の遺構断面、 各調査区断面から図9を作成した。
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-31-

第3章 調査内容（縄文時代）

［エコ表土

亡
黒色～黒褐色土
（やや砂質・締り弱）

百
暗褐色系砂質土
(ll文包含層 ・遺構覆土・繕りやや弱）

コ褐色土 ・ 暗褐色土
潰文包含層 ・遺構覆土・締り有）

厄三］軟質ローム（ソフトローム）

匝三］硬質ローム（ハードローム）

匝三且砂質ローム

匝三］褐色砂質土’' （砂質ローム～砂漸移層）
砂レキ

レキ
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（縄文包含層遺構覆土・締り有）

匝硬質ロ ー ム（ハ ー ドロ ー ム）
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図10 南台地区土層断面図①((S= 1/80) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

まず、 表土下のII層は浦尻貝塚全体に断片的に認められる。 南台地区台地北部では砂質系統のもの

が認められる。 古墳時代の周溝、 平安時代の竪穴住居、 近世以降の遺構、 時期不明の溝などの覆土も

大別するとII層に含 められる。

rn-1層（暗褐色系統砂質土）は南台地区台地北部の中央に広く分布する（図11)。 rn-1層はIV

-1 · 2層上にはほとんど堆積せず、 IV-3層以下、 特にV-2層（砂層等）上に堆積している。 rn

-1層は、 遺構覆土との識別が困難であり（写真25 · 26)、 rn-1層中では遺構掘り込み開始面を捉

えることがほとんどできない。 また、 m-1層除去後にV-2層を掘り込み、 m- 1層の覆土をもつ

遺構が多数確認できる。 これらのことからrn-1層は平面的な切りあい関係を容易に識別できないほ

ど重複している遺構の集合が包含層として認識されたものと考えている。

m-2層（暗褐色土・褐色土）は、 確認面上では、 台地中央部の図9①•②、 台地北端の同図⑧で

認められるだけである。 南台地区台地中央部以南の縄文遺構の大部分の覆土が類似する。 南台地区台

地北部にもrn- 1層に類似する遺構覆上だけではなく、 m- 2暦に類似する遺構覆土が存在する。

rn-3~5層は各調査地区の報告で詳述する。

IV-1層（軟質ロ ー ム）は南台地区台地中央部（図9①•②) だけで確認できる。 IV- 2層（硬質

ロ ー ム）は南台地区台地中央部には確認できるが、 南台地区台地北部ではほとんど確認できず、 II区

等台地北端（同図⑧）のみで確認できる。 南台地区台地北部では、 IV-3層（砂質ロ ー ム）も分布範

囲が限られており、 台地縁辺部（同図⑤・⑧）及び南側の台地中央部よりに認められるだけである。

このように、 南台地区台地北部では、 IV層の分布がほとんど見られない。 また、 IV-2層とrn-1層

の分布は相対的な関係にあることが確認できる。

南台地区台地北・中央部ではIV層下にV-1 · 2層が分布する。 V-2層は、 各確認箇所により、

砂 ・レキ・砂 レキの層順が異なる。 V-2層上面は図9②で標高26.5m、 同図⑧で25.5mであり、 約

100mの距離に対し高度lm下がっており、 南から順に高度を下げ、 北に向かってゆるやかな傾斜を

示している。

2. 遺構の分布状況

ここでは、 遺構の分布について各調査地点ごとに概観しておく。

51T（南台地区台地北部）

南北方向のトレンチである。 SDOl以南のほぽ全面に渡ってIII- 1層が堆積している。 南端を除き、

III-1層を除去して調査を行っている。 多くの遺構の確認面はV-2層である。

多数の土坑が存在し、 土坑I類の確認も多い。 北端の台地縁辺部には土坑1I類が存在する。 土坑III

類は全体に渡って分布する。 SK119は、 III-1層上面からの掘削による構築された土坑III類である。

北側に古墳の周溝の可能性があるSDOlがあり、 II区で確認された溝と同一遺構と考えられる。 SDOl

はIII- 1層を掘削して作られている。

52T西（南台地区台地北部）

東西方向のトレンチである。 中央に時期不明の溝であるSD02が南北方向に構築されている。 この

SD02を境に東西で遺構の分布状況が異なっている。 まず西側ではIII-1層の堆積がある。 調査はIII

-1層を除去し実施した。 土坑I類が確認されている他、 土坑III類が集中して検出されている。 これ

らは重複して形成されており、複数の時期にまたがるものと推定される。 遺構確認面はV-2層である。

また51Tとの交差部では、 III-1層を除去しておらず、 52T東側にサプトレンチを設定し、 III-1 
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52T東側南壁
I 表 土
Ila 黒 色 土粘性弱。 締り中。 小石・小レキ少量。

（やや砂質）
Ilb 黒褐色土粘性弱。 締り中。 小石・小レキ多量。

（やや砂質）
Ile 黒褐色土粘性弱。 締り中。 小石・多量。 黄灰色砂

少量。 （やや砂質）
Ild 黒褐色土粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ多量。 黄

灰色砂多量。 （やや砂質）
Ile 暗褐色土粘性弱。 締り中。 小石・小レキ極微量。

（やや砂質）
II f 暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ極微量。

Ilg 黒褐色土粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ極微量。

（やや砂質）
ma暗褐色土粘性弱。 締り中。 小石 ・ 小レキ微量。

褐色土プロック微量。 （やや砂質）
土粘性弱。締り中。 小石・小レキ極微量。

褐色土プロック微量。 （やや砂質）
me褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小石・小レキ多量。

me暗褐色土粘性弱。締り弱。 小石・小レキ微量。

IDd暗褐色砂質土粘性弱。 締り極弱。 小石・小レキ少量。

IDf 暗褐色砂質土粘性弱。締り弱。 小石・小レキ多量。

mg暗褐色土粘性弱。 締り強。 小石・小レキ・ロ ー ム
粒微量。

IDh褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小石・小レキ多量。

mb褐 色
B
 

c

D
E
 

53T西側南壁
I 表 土
Ila 黒褐色土粘性弱。 締り弱。焼土粒微量。

Illa暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。小レキ微量。

A 暗褐色砂質土粘性弱。締り弱。 ロー ム粒微量。

褐色砂質土プロック少量
黒褐色砂質土粘性弱。 締り弱。小石 ・ ロー ム粒微量。

褐色砂笠土プロック微量。

暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。小石微量。ロー ム粒少量。

炭化粒微量
暗褐色砂阿土粘性弱。締り中。ロー ム粒微量。
暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 ロー ムプロック・白色砂プ

ロック少量。

A~EはSI09覆土

゜ 1m 

大別土層説明

［二表土
「黒色 ～黒褐色土（やや砂質・締り弱）

国三日暗褐色系砂質土
（縄文包含層・遺構覆土・締りやや弱）

匝砂質ロ ー ム

屈三月褐色砂質土（砂質ロ ー ム～砂漸移層）

E 砂レキ層
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図12 南台地区土層断面図② (S= 1/60) 
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写真25 52T東側南壁

写真26 53T西側南壁
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第3章 調査内容（縄文時代）

層の堆積状況を確認している。 SK197は埋設土器を伴うが、 竪穴住居の炉である可能性がある。 他に

rn- 1 層上に平安時代の住居 (SI05) が確認され、 それを切って時期不明の溝 (SD03) が構築され

ている。

SD02の東側では、 縁辺部に向かって、 m- 2 層の堆積を確認した。 この層はこの下面に貼床を確

認したため、 竪穴住居の覆土と考えられる。 竪穴住居は全て壁面が失われた状況で確認した。 竪穴住

居は重複して検出されており、 時期も複数にまたがるものと推定される。 また貼床面下には Ill- 3 層

（貝層）の堆積があり、 これら竪穴住居はill-3層上に構築したことが確認された。

52T東（南台地区台地北部）

交差部側に Ill- 1 層の堆積が認められるだけであり、 SK232 · 233 · 235より東側の大部分は表土

直下に V-2 層を検出した。 遺構は中央部よりに多く認められ、 東側は削平が著しいものと考えられ

る。 土坑 I 類が台地中央部よりで多く確認されている。 東側には土坑 II 類が確実に存在する。 土坑Ill

類は推定されるものだけで明確ではない。

53T西（南台地区台地北部）

台地中央部側と西側で状況が異なる。 西側は縁辺部に向かって傾斜し、 西端に破砕貝混じりの II 層

（西ab層）が堆積している。 これについては締まりがなく、 貝の混入状況もまだらであることから、

後世の影轡を受けているものと判断した。 西端の基盤は V-1 層（褐色砂質土）であるが、 東側に高

度をあげてゆき、 緩やかな高まりにN- 3 層（砂質ロ ー ム層）が堆積している。 高まり部分には土坑

II 類が構築されている。 このN-3 層を掘り込むように中央部側に Ill- 1 層が堆積している。 この地

点については、 Ill-1 層上面からできるだけ層位の確認を行い、 遺構確認を行った。 図18のSI09上の

表現は、 Ill- 1 層上面の遺構確認時状況を示したが、 これらは結果的に明確な遺構と認められなかっ

たものとSK320のように埋設土器を伴う Ill- 1 唇上からの掘り込みが確実な遺構、 または皿 -:- 1 層下

に確認されたSI09に伴う柱穴及び炉などで Ill-1 層上からプランが認められたものが存在する。 SI09

についても Ill- 1 層中で平面プランの確認を行うことができなかった。

壁際にはサプトレンチを設定し、 Ill-1 層を掘り下げ、 遺構の分布状況を確認している。

また、 53TのSI08は床面までI層が堆積しており、 福島大学考古学研究会の調査によって確認され

た竪穴住居と推定される。

53T東（南台地区台地北部）

西側には Ill-1 層の堆積が認められるが、 SK372 · 380より西側では表土下に V- 2 層が確認され

る。 52T東と同様、 東側は後世の削平が激しいことが推定される。 遺構は多数認められおり、 土坑I

類及び土坑rn類の他、 SK404で石囲炉を確認したことから竪穴住居も存在する。 本調査地点で確認さ

れる土坑rn類は掘り下げて調査を実施していないため詳細は不明だが、 土坑I類・ 皿類と重複して検

出されている。 このような状況は、 SK404の確認から推定したSilOの検出状況に類似しており、 本調

査地点の土坑rn類は竪穴住居の粗掘りに伴う可能性があると推定している。

また台地縁辺の東端部にはill-3層（貝層）がわずかに確認され、 台ノ前北貝層の南端にあたるも

のと考えられる。

59T （南台地区台地北部）

SI15より北側が南台地区台地北部にあたる。 皿 ー 1 層はSX01 · SK478より北側まで堆積している。

南側に向かい SI13 · 14付近で m-2 層の堆積があり、 確認面が V- 2 層から V-1 層 •N-3 層へ漸

移的にかわり、 さらにSI15はN-2 層が遺構確認面である。
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図13 51T平面図(S= 1/100) 
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写真27

51T遺構確認状況（南から北を望む。）
手前に堆積しているのが皿 ー 1唇である。

写真29 52T西遺構調査後状況（東から西を望む。）
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写真28

51T遺構調査後状況（南から北を望む。）
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亡柱痕跡

亡コ土坑Il類Oli'蔵穴）

仁コ土坑m類（大型土坑）

ヒコ埋設土器

※点線は推定を示す。

I '， 

遠〉／

。
0陀
）

0
0

o
。

゜

瀕
3
薔

逗
閾
云
咽
（
濫
決
乖｛
ん）

゜ 269 

゜゜

図16

゜

52T東平面図①(S=l/100)



第3章 調査内容（縄文時代）
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にコ土坑w類 ・ 小土坑（縄文）

゜ 2.5 m 

図17 52T東平面図②(S= 1/100) 

写真30 52T東遺構確認状況
（南西から北東を望む。）

写真31

52T東遺構調査後状況（西から東を望む。）
写真32
52T東遺構確認状況（東から西を望む。）
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真33

53T西遺構確認状況
（東から西を望む。）

手前に堆桔しているのが、III-1層であ
る。 皿 ー 1唇を掘り下げ、 V-2層面
まで下げると遺構が確認できる。奥に見
えるのがN-3唇である。この地点のIII
-2 層下にSIO9が確認された。

写真34

53T西遺構確認状況
（西から東を望む。）

手前に堆積しているのがN-3層、 奥に
見えるのがm-1庖である。

写真35

53T西遺構確認状況
(SI09確認状況）

Ill-1唇を掘り下げ、 V-2囲を掘り込
む竪穴住居のプランを確認した状況で
ある。



第3章 調査内容（縄文時代）

層

類·小士坑（縄文）

層

O 2.5 m 

し：

二
i

西a層黒色土。 混貝土園（破砕貝を含む） 。 締り弱。

二西 b層暗褐色土。 貝無し 。 締り中。

図19 53T西平面図(S= 1/100) 

写真36 写真37

53T東遺構確認状況（西から東を望む。） 53T東遺構確認状況（東から西を望む。）
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［土坑m類（大型土坑）

［ニコ埋設土器
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※点線は推定を示す。
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■l■I m-4層

※点線は推定を示す。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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Eコ土坑1V類・ 小土坑（縄文）

仁コ土坑［類（柱穴）

亡柱痕跡

仁土坑11類僧蔵穴）

E 竪穴住居

※点線は推定を示す。
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第3章 調査内容（縄文時代）

J-8 

［土坑w類・小土坑頃文）

ヒコ土坑I類（柱穴）

柱痕跡

ロ土坑Il類（貯蔵穴）

に道路状遺構

※点線は推定を示す。

゜ 2.5 m 
‘`---:-- · • --

道路状遺構

図23 59T平面図② (S= 1/100) 

竪穴住居が多く確認されている。 SI11 ・ 12は平面プランがSI09の検出状況と類似していることから

推定した。 SXOlもプランは明確ではないが、 竪穴住居の可能性がある。 SI13はSK494が複式炉であ

ることから推定している。 またSK480が埋設土器を伴い、複式炉となる可能性があることからSI14を

推定した。 SK489 · SK497等の土坑 m類はこれら竪穴住居に伴う可能性が高い。

59T （南台地区台地中央部）

SI15以南が台地南部に相当する。 遺構確認面はN-1 · 2 層であり、 m- 1 層の分布は認められな

い。 北側にはS115 · 16の竪穴住居が存在するほか、 ここより南側で土坑 II 類（貯蔵穴）の分布が顕著

に認められるようになる。 土坑 II 類は、 南台地区台地南部及び小迫北地区まで途切れることなく広い

分布範囲を示している。 土坑 I 類（柱穴）は、 SI15のやや南側で集中して確認されており、 これらは

周囲に貼床面や炉跡の痕跡が認められないことから、 竪穴住居に伴わないものと推定している。 S118

は覆土の観察と古墳の主体部 (SZ05) に切られることから縄文時代の所産と考えられ、 平面プランか
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写真40

` •a鳳1`
:．-• . -

59T遺構調査状況 (SZ06北側周溝付近よ り 北から南

を望む 。 〔平成14年度調査〕）
中央に暗く見えるのが道路状遺構、 それを切る黒い覆土
がSZ06南側周溝及びSI20である。
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写真41

第3章 調査内容（縄文時代）

写真38

59T遺構調査状況
(SD08付近より南から北を望む。〔平成13年度
調査〕）
59Tではほぽ全面にわたってN-2層が確認
される。 手前に見えるのが土坑I類（柱穴）
である 。

写真39

59T遺構調査状況
(SD08付近より北から南を望む。 〔平成13年度
調査〕）
土坑1I類（貯蔵穴）が集中している状況が認
められる。 半円形プランの溝がSZ05である 。

59T遺構調査状況
（調査区南端か ら北を望む。〔平成14年度調査〕）



第3章 調査内容（縄文時代）

J・ 1-8·1

゜ 2 5 m 

， 

， 

図24 59T平面図③(S= 1/100) 

写真42

59T遺構調査状況
(SZ06北側周溝付近より南から北を望

む。〔平成13年度調査））
中央にやや暗く見えるのが道路状逍構
である。 SZ05に切られている状況が確
認できる。
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第3章 調査内容（縄文時代）

ヒコ土坑w類 ・ 小土坑（縄文）

ヒコ土坑11類（貯蔵穴）

亡□ 道路状遺構

［コ埋設土器

※点線は推定を示す。

゜
図 25 59T平面図④(S= 1/100) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

Boo 

K-10•1 

J・1-10·1 

！
 

i
 

仁土坑w類・小土坑（縄文）

亡土坑Il類園蔵穴）

仁土坑m類（大型土坑）

し二］道路状遺構

※点線は推定を示す。

J・1-11 k-11 

゜ 2.5 m 

図26 59T平面図⑤ (S= 1/100) 
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第 3 章 調査内容（縄文時代）

SZ03 

Sil 

SK

⑤
 

仁土坑w類・小士坑（縄文）

巨竪穴住居

J-7•1 ー．
 

7
 

|
1
|
|
|
|

]
ー
ー

1

0
]

図27 60T平面図(S=1/100) 

写真43 60T調査状況（西から東を望む。）
中央の溝がSZ03周溝である。

写真44 61T調査状況（南から北を望む。）
中央の溝がSZ02周溝である。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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図28 61T平面図(S= 1/100) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

A
\

 

H·l-3·1 

/ 

［＝士坑w類・ 小土坑（縄文）

二土坑Il類（貯蔵穴）

|＝土坑1l1類（大型土坑）

巨三］竪穴住居

※点線は推定を示す。

゜ 2.5 m 
ヽ
、

H・1-4

図 29 66T · II 区平面図 (S= 1/100) 

ら竪穴住居と推定した。 また最大長約40m 、 幅3~4m 、 深さ10~20cm の掘り込みを持つ遺構が確認

され、 道路状遺構とした。 士坑IV類の遺構数は台地北部に比較し、 極めて少なくなっており、 全体的

な遺構数も少ない。

この他、 墳丘は失われているが2詰の古墳が主体部を伴って新たに確認された (SZ05 · 06) 。 また、

平安時代の竪穴住居が 6 軒確認されている (Sil7 · 19~23) 。 時期不明の溝も2条確認されている

(SD07 · 08) 。

60T （南台地区台地中央部）

士坑IV類 ・ 小士坑の他、 竪穴住居が確認されている。 確認面はIV- 2層である。 また、 これまで3

号墳とされていた古墳の周溝が確認されている (SZ03) 。

61T（南台地区台地中央部）

削平が著しく、 縄文時代の遺構としては、 士坑IV類・小士坑がわずかに確認されているだけである。

遺構確認面はIV- 2層である。 また、 これまで2号墳と称されてきた占墳の周溝が確認されている

(SZ02) 。

66T · II 区（南台地区台地北部）

南台地区の北端にあたる調査区である。 66TではIV- 2層が確認された。 IV- 2層上位には、 遺構
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第3章 調査内容（縄文時代）

覆土と考えられるが、 III- 2層が堆積している。

写真45

II区調査前状況（南から北を望
む。 ）皿 ー 1 層を切ってSDOl が確認

される。

写真46

II区調査前状況

II区ではIII- 1層下にIV- 3層が確認された。 遺構確認面はIV- 3層である。 当地点のIII- 1層は

やや粘質があり、 III- 2層との漸移的な状況であることから、 固11等で示すIII- 1層分布範囲からは

除外している。 しかし、 66TのIII- 2層と比較すると砂質系統であり、 大別するとIII- 1層に含めて

考えている。

66Tでは、竪穴住居が2軒確認されている。 II区では中央に古墳の周溝の可能性があるSDOlがあり、

その両側にIII- 1層の堆積が認められる。 III- 1層下には土坑II·III·IV類が多く確認された。 SDOl

は51Tで確認された溝と同 一遺構と考えられ、4号墳とされる塚状の高まりを区画するものと考えられ

る。 しかし、 4号墳については、 分布状況及び高まりの形態から古墳では無い可能性もあり、 今後の

検討を要する。 その他、 SDOlを切って時期不明のSD09が存在する。
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第3章 調査内容（縄文時代）

3. 竪 穴 住 居

南台地区における縄文時代の竪穴住居は、 51T西で推定を含めて 6軒、 53T西で 2軒、 53T東で 1

軒、 59Tで推定を含めて7軒、 60Tで 1軒、 II区で 2軒の合計19軒確認した。 炉・周溝等を確認し、

確実なものとしては14軒である。 III-1層分布範囲周縁部に多く分布し、 台地縁辺部及び南側の台地

北部、 中央部の境付近に分布している。

SIO 1 ~04 · 06 · 07 (52T西・図30)

52T東端に重複して検出された住居群である。 確認当初は、斜面部に向かって縄文包含層(III-1·

2層相当）が堆積している状況が認められ、 III-3層（貝層）上層と考えていたが、 調査を実施した

ところ、 貼床・周溝が確認され竪穴住居が重複しているものと考えられた。

これらは後世の耕作等による掘削も入り、 遺存状況は良くない。 各竪穴住居の壁の立ち上がりを確

認することができず、 周溝等によってその範囲を推定している。 よって、 各竪穴住居の平面プランも

定かではない。 各遺構に伴う確実な覆土も不明確であり、 III層上からの切りあい関係を確認すること

はできなかった。 貼床も土間状に硬化している状況ではなく、 やや締まりがあり、 ロー ムブロックを

多く含むような状況を確認して貼床と判断している。 貼床及び周溝確認範囲の東側に堆積する遺構確

認面はV-1層である。 また、 ここで確認されている土坑及び小土坑については、 どの竪穴住居に伴

うものか即断できなかったため、 個々に遺構番号を付けている。

本住居群で最も新しい段階と考えられるのが、 SIOlである。 SIOlは複式炉であるSK141 · 142の存

在から竪穴住居と考えた。 西端の範囲は貼床残存範囲を示したもので、 本来の竪穴住居範囲ではない

と考えられる。 AA'断面では、 Pl00· 103付近のみ貼床面が上下に 2 面確認されている。 SK144が上

位貼床面、 PlOO · 103は下位貼床面からの掘り込みである。 SK141· 142の複式炉は上位が削平され

ているが、 本住居群の中で最も新しいものと考えられることから、 SIOlに伴う貼床は上位貼床面と考

えられる。 よって本住居跡の貼床上面は、 大部分が削平を受けているものと判断される。 さらに本住

居址の東側は、 上位から後世の掘削が入り、 貼床が破壊されていた。 貼床が確認できなかった部分に

はIII-3層（貝層）が確認でき、 SIOl及びSI03は貝層上面に構築された竪穴住居であると考えら

れる。

SK141 · 142の複式炉は、 土器埋設部(SK141)·石組部(SK142)から構成され、 前庭部を確認

することができなかった。 これについては、 前述の理由により既に破壊されている可能性が高い。 石

組部(SK142)の平面形は横楕円形を呈し、 土器埋設部(SK141)と明瞭なくびれを有する。 土器埋

設部には 3個体の土器が縦列して埋設されている。 図42-1 ~ 4 はSK141· 142から出土した土器で

ある。 1 · 3 は埋設土器の上部破片である。 これらの出土遺物からSIOlは大木10式期の所産と考えら

れる。

SIOlに伴う土坑としては上位貼床面上から構築されるSK144が該当する。 SK144はP102が柱痕跡

の可能性があり、 主柱穴とも推定される。 SK140(SK139との確実な重複関係は不明）、 SK136等が

これに対応した柱穴の可能性がある。 SK138は大木 9 式の埋設土器があり、 本住居はこれより新しい

大木10式期と考えられるため、 本住居の範囲としてSK138までは広がらないものと想定される。

下位貼床面に伴う遺構としてPlOO· P103があげられる。 PlOOでは、 上面より大形土器片が出土し

ている。 図41-1 は口縁部に無文帯を有し、 重層した結節文が施されていることから大木 4~5 式の

粗製土器と考えられる。 同図 2 は大木7a式である。 P103では大木 8a式の胴部破片（図42-7 )と

変形爪形文を有する浮島・興津式（同図 8 )が出土している。 また、 上位貼床面に伴うがSK144から
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1累褐色土粘性中。 締り中。 小石微量． ロ ーム粒・
焼土粒微量．

2暗褐色土粘性弱。 締り中。 小石少量。 ロ ーム粒・
焼土粒・炭化粒多量。

3暗褐色土粘性弱。 締り中。 ローム粒・焼土粒少嚢．

4黒褐色土粘性中 。 締り中． ローム粒・焼土粒少量。

\ 
゜ 2m 

「
7-
I
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|
」

c
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゜ lm 

図30 SIOl ~04 · 06 · 07実測図(S= 1/60 · 1/40 · 1/20) 
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A
 

lb 

25.60m 

B_
 

B
' 

25.60m 

SI 01 • 03 • 04 • 07 

Ia 明黒灰色士粘性弱。 締り弱．（桑耕作土）
lb 黒 灰 色土粘性弱。 締り弱．
LE 灰褐色土粘性弱。 締り弱。砂・レキ少蘊．

1 黒 色 土粘性弱。 締り弱． ロ ーム粒微量．
2 明黒褐色土粘性中。 締り弱． ロー ム粒 ・ ロ ームプロック多量． 炭化粒少量．
3 黒 色 土粘性弱。締り弱。 ローム粒少量。

4 黒褐色土粘性中。 締り弱． ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック少量。 炭化粒少量．

5 黒褐色土粘性弱。 締り中。 ロ ーム粒少量．

6 暗褐色士粘性中。 締り中。 口 ＿ム粒·炭化粒少量．
7 暗褐色士粘性中。 締り中． 小石・ 小レキ少呈． ロ ーム粒微皿o
8 暗褐色士粘性中。 締り中。 小レキ少量． ロ ー ム粒微量。（やや砂質）
9 暗褐色土粘性中。 締り強。 小レキ少量。 ロ ー ム粒少量．

10 黒褐色土粘性中。 締り中。 小レキ微量。ロー ム粒微量。

11 暗褐色砂笈土粘性弱。 締り中。 小石・小レキ少量．
12 暗褐色土粘性中。 締り強。 小レキ微量．ロー ム粒微量．

13 黒褐色土粘性中。 締り中 。
ロー ム粒・ロー ムプロック ・炭化粒少量．

14 黒褐色土粘性中 。 締り中。 小レキ微量。 ロー ム粒少量。

15 黒 色 土粘性中。 締り中。ロ ー ム粒少量．

16 褐 色 土粘性強。 締り強． 小レキ少量。 ロー ム粒少量．

17 褐 色 士粘性強。 締り強． 小レキ微量。 ロー ム粒微量．

18 暗褐色土粘性強。締り中。 ロームプロック主体。
19 黒褐色土粘性中。 締り中。 ロ ー ム粒少量．

20 暗褐色土粘性強。 締り中。 ロームプロック主体．

21 黒褐色土粘性中。 締り中。 ローム粒・ロ ームプロック少呈．

22 褐 色 土粘性弱。 締り弱． ローム粒・ロ ー ムプロック多量。 貝微量。

゜ 2m 

大別土層説明

ロ表土

亡馬色～黒褐色土

m-21 遺構覆土

二住居貼床構築陪

仁コ貝層

区砂質ロ ー ム～ 砂漸移層

仁 i主居跡床面

図31 SI01~04 · 07断面図(S=l/60)

写真47
52T西住居群（西から東を望

む。）周溝によって重複して住

居が存在することを確認した。
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写真48 52T西住居群調査前情況（東から西を望む。）
縁辺部に包含層が確認されている。この下層から住居群が検出された。

写真49 SIOl複式炉(SK141 · 142) 

写真50 52T西住居群（北東から南西を望む。）

写真52 SI07検出状況（東から西を望む。）
V-1 暦上面に構築されてい る。 P119から大形土
器片が出土してい る 。

写真51 52T西調査区断面（図31 断面AA')

右側に上位貼床が確認され、 それを掘り込んで SK144が認
められる。

i 皐

写真53 52甘南西隅調査状況（西から）
住居を壊す撹乱下から、貝層が確認される。

写真54 SK138半裁状況（東から）
Sl03を切って埋設土器が確認される。
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も底部に網代痕をもつ土器が出土している （図41- 3 )。 SK144はP103を切っていることから、 これ

に伴う遺物と考えられる。 これらの出土遺物は下位に存在するIII- 3 層（貝層）に伴う可能性があり、

下位貼床面の時期を示すものではないが、 下位貼床面は大木8a式期以降、 SIOl（大木10) 以前の所

産と推定される。 この下位貼床面をSIOlとは別遺構とし、推定ではあるがSI02と遺構番号を付けておく。

SI03は、 SIOlの北側に位置し、 周溝及び貼床面を確認したことから竪穴住居と考えた。 SIOlとは周

溝から想定されるプランが異なるため別住居と考えられる。 SIOlと重複する可能性が高いが、 重複関

係は明らかではなかった。 BB'断面の14·15層がSI03の覆土と考えられるが、 極めて薄い堆積でSI03

に確実に伴う遺物はほとんど認められなかった。

SI03は、 SK135、 P97付近の東側では撹乱により、 貼床が破壊されている。 この部分で貼床面下層

が確認され、 少量の出土遺物が得られている。 図42- 5 は大木9式の口縁部、 同図 6 は大木7b式と

考えられる。 また、 本住居に伴う土坑は明確ではないが、 SK139は貼床上から構築されており、 埋設

土器を伴う。 出土土器は写真112- 3 であり、 大木9式に相当する。 このことからSI03は大木9式に

構築されたものと考えられる。 また、 本住居床面からは緑色凝灰岩製の垂飾（図152- 2 ) が出土し

ている。

SI04は周溝及び貼床面を確認したことから竪穴住居とした。 SI03の周溝に切られており、 SI06

07とは貼床面の色調が異なることから、 これらを切って構築されてものと判断した。 周溝から少量の

出土遺物が認められる。 図42- 9 は大木6式、 同圏10は大木7a式と考えられる。

SI04に伴う遺構としてPl05 · SK145、 さらに撹乱下から確認したSK139が推定される。 これらの

上面からではあるが、 少量の土器が出土している。 図42-11は大木7a式、 同図12は大木7式と考え

られる。 これらの出土遺物から、 SI04は大木7a式期の所産と考えられる。

SI07は周溝及び貼床面を確認したことから竪穴住居とした。SI04に切られ、SI06を切る。 覆土はBB'

断面の 8 ~10層が該当するが、 極めて薄い堆積で本住居に伴う遺物はほとんどない。 本住居に伴う遺

構としてはPll0~119が想定され、 P119上面からは大木5式の大形土器片が出土している（図42-

16)。 この検出状況から、 本住居は大木5式期の所産と考えられる。

／ 

J 
／ ゜ 2m 

図32 福島大学考古学研究会調査
第1号住居跡
浦尻貝塚（福島大学学生考古学会1971) より

転載
図33 SI08実測図(S=1/60) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

SI06は周溝及び貼床面を確認したことから竪穴住居とした。 8101 · 04 · 07に切られる。 本住居に

伴う遺物はほとんどないが、 本住居に伴う遺構としてP106~109があり、 P109からは大木 5 式の土

器片が出士している。 SIO7に切られる重複関係及び出土遺物から、SI06 は大木 5 式期の所産と考えら

れる。

SI08 (53T東・図32 · 33) 

本住居は一部が確認されただけである。 床面まで表土が入っている状況が確認されたことや検出位

置から、 福島大学学生考古学会調査（以下、「福大調査」とする。 ）で検出された「第1号住居跡」の

一部と考えられる（福島大学学生考古学会1971) 。 今回の調査成果と報告書図面との重ねあわせを試

みたが、 埋め戻し後の変容もあると思われ、 整合しなかった。 福大調査では、 径8.5mを測り、 5 本主

柱で土器埋設部・石組部・前庭部からなる複式炉が確認されている。 所属時期は大木10式期である。

遺構確認面は本調査•福大調査ともに砂質ロ ー ム(IV- 3 層）である。 貼床面は軟弱である。 SI09と

の重複関係は不明である。

SI09 (53T西・図34)

本住居跡は、 m-1層の堆積状況を確認するため、 南壁にサプトレンチを設定し、 調査を実施した

ところ確認されたものである。 調査は、 全体的な平面プランを確認するため、 調査区全体でrn-1層

を掘り下げ、 V-2層を遺構確認面として調査を行った。 南東側のみ掘り下げて調査を行っている。

掘りこみの深さは約30cm あり、 覆士は暗褐色砂質土(ill - 1 層）を基調としている。 床面底面はV

-2層（砂層）であり、 他のV-2層上面に比較するとやや締まってはいるが、 硬化した状況は認め

られなかった。

住居の平面形は径6.5m前後の不整円形を呈する。 東側のみ周溝が確認され、二重になる箇所が認め

られることから、 住居の拡張等も想定される。

複式炉は住居の中心よりやや壁際に構築されている。 土器埋設部（石組）・石組部・前庭部から構

築されている。 前庭部は逆U字形の平面形を呈し、 周溝を切るように検出されている。 また、 前庭部

を掘り込み、 深さ約50cm のP315が伴う。 石組部と土器埋設部は、 ほとんどくびれを持っていない。

石組部は上面が被熱している状況が確認された。 土器埋設部は、 横に3個体、 直交して1個体と4個

体の士器が埋設されており、 西側の先端は撹乱されていたが、 平面形は三角形状を呈していたものと

考えられる。

柱穴はSK335 · SK330が相当するものと考えられ、 半裁して調査を行っている。 いずれも明瞭な柱

痕跡を認めることができなかったが、 SK335が径70cm、 床面からの深さ90cm、 SK330が径110cm、 深

さ90cm と大きな掘り込みを持ち、主柱穴と考えられる。 これらの配置から本住居跡は 3 本あるいは 5

本主柱の竪穴住居であることが推定できる。

出士遺物は比較的多くあり、 大木 9 ~10式が出土している（岡43- 1 ~ 8 ) 。 特に大木10式の土器

が多いことから、 本住居は大木10式期の所産と考えられる。

本住居跡を掘り込んで、 SK320がある。 SK320は埋設土器を伴っており、 縄文が施されているだけ

ではあるが、 中期末～後期前半の所産と考えられる（写真112- 4 ) 。

SllO (53T東・図36)

SK404が石囲炉であることから竪穴住居と考え、 Sl10とした。 貼床及び周溝、 壁は確認されていな

い。 SK404周辺は土坑 I 類とm類が重複して検出されている。 これらの重複の結果として全体的に掘

り込まれたような状況を呈していることから、 これをSI10に伴うものと考えた。 これら各土坑は、 住
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SK 3 2 0 

1 黒褐色砂質土

2 明黒褐色砂質土

粘性弱。 締り弱。

粘性弱。 締り弱。 白色砂微量。

図34 SI09実測図 (S=l/60 · 1/40 · 1/20) 
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写真55

SI09全景
（東から西を望む。）床面はV- 2 

唇、 覆土はm-1阿である。

写真56

S109複式炉（東から）

写真57

SI09複式炉（西から）



SK335 B
' 

未掘 25.70m 

S I O 9 

1 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 ロー ム粒微量。 褐色砂貿土プロック少呈（図12A層）
黒褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小石・ ローム粒微量． 褐色砂質土プロック微量． （図12B層）

3 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 ローム粒 ・ ロー ムプロック少量。

4 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り強。 ローム粒微量．

5 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 ローム粒・炭化粒微量．
6 暗褐色砂阿士 粘性弱。 締り中． 小石微量． ローム粒少量。 炭化粒微量（図12C層）
7 暗黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小石微温。 白色砂プロック微呈．
a 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小石微量。 白色砂プロック少量。

b 暗黒褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小石微量。 白色砂プロック微量。

C 黒色 土 粘性弱。 締り弱。

d 暗褐色土 粘性弱。 締り弱。 ローム粒・焼土粒微量。

e 黒褐色土 粘性弱． 締り弱。 焼土粒微量。

f 黒褐色砂炭土 粘性弱。 締り中。 小石微塁。 ロー ム粒・ロー ムプロック ・ 焼土粒少量．
g 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小石微量。 ロー ム粒・ロー ムプロック ・ 微量。

h 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 ロ ー ム粒微量．

i 黒褐色砂質士 粘性弱． 締り中。 ロ ーム粒微量。

j 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中． 白色砂微量．
k 褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小レキ微量． 白色砂プロック少量。

| 暗褐色砂質土 粘性弱． 締り中。 小石少蔽． ロー ム粒少旦。

m 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小石多量． ロー ム粒多量。

n 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ微量。

゜ 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 白色砂プロック少猛。

p 褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 ローム粒・ロームプロック多量。

q 暗褐色砂臼土 粘性弱。 締り中。 小石・ローム粒・白色砂プロック少
r 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 白色砂プロック微量
s 褐色砂質土 粘性弱． 締り中。 小レキ少量

図35 SK330 · 335断面図 (S= 1/40) 

っ

゜

写真58 SK335断面 写真59 SK330断面
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A
' 

A 
屠昏K404

A 

A
' 

A
' 

A 3
 

A
' 

26.60m 

゜ 2m ゜ lm 

1 暗褐色土粘性中。 締まり弱。 ロ ー ム粒・焼土粒微量。

2 暗褐色士粘性中。 締まり中。 焼土粒微呈。

3暗褐色土粘性中。 締まり中。 ロ ー ム粒極微量。

図36 Sl10実測図(S= 1/60 · 1/40) 

写真60 S110全景（南から北を望む。）中央に石囲炉 (SK404) が認められる。
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真61 SK404確認状況 写真62 SK404半裁状況
V-2層及びSK407を掘り込んで構築している。

居構築時の粗堀りや住居の柱穴である可能性が高い。 同様の状況は53T東では土坑m類を伴って多く

認められる。

SK404は、 遺存状況は良くないが、 壁面に石を並べ、 埋設土器を伴っている。 出土土器（図41-

5)は網取式と考えられ、 SI10の所属時期は綱取式期に位置づけられる。

また、隣接して埋設土器を伴うSK399がある。 これも文様の特徴から綱取式に相当する。 SK399は

SI10と同時併存かこれに伴うものと考えられる。

SI 11 · 12 (59T ·図18)

Sill ・ 12は平面プランを確認しただけで、 掘り込んで調査を実施していない。 平面プランから竪穴

住居と推定している。 覆土はSI11が暗褐色砂質土、SI12が黒色砂質土である。 いずれもV-2層を掘

り込んで、構築されている。 重複関係はSillがSI12を切っている。 出士遺物は上面からの出土ではあ

るが、 図41-6が出土している。 後期前半の綱取式と考えられる。 この他大木 9 式以降の遺物が出土

していることから、 いずれの竪穴住居も中期後半～後期前半の所産と推定される。

SI13 · 14 (59T ·図37)

S113 · 14は、 いずれも貼床、 周溝を確認しておらず、 正確な平面プランは不明である。 これらは貼

床等が破壊されており、 粗堀りや柱穴が残存して検出されていると考えられる。 また、 両遺構付近は

遺構確認面が北から南にかけてV-2層からIV- 2 · 3層に漸移的に変わってくる箇所にあたる。

SI13は、 SK494で複式炉を確認したことから、 竪穴住居とした。 SK494は石組部 ・ 土器埋設部のみ

確認したものである。 士器埋設部には石組は認められない。 図43- 9 が埋設土器の上部破片であり、

大木 9 ~10式に相当する。 また、本住居に伴う遺構として、SK497が想定される。 SK497は上層から

大木10式の大形士器片（四41- 7)が出土しており、 SI13は大木10式期と考えられる。

SK502~504は、重複して弧状に確認され、竪穴住居の粗掘りまたは周溝に類似した検出状況であっ

た。 またSK480で埋設士器が確認され、複式炉または竪穴住居に伴う可能性が高いことから、SI14を

推定した。 明確な出士遺物はないが、 SI13と重複して構築されているものと考えられる。

SK482~SK500については、 S113 · 14に伴う遺構である可能性が高い。
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真63 Sl15 · 16確認状況
（南から北を望む。 ）

SI15 · 16 (59T ・ 図38)

写真64 Sll3確認状況（北から南を望む。 ）
壁際に複式炉(SK494)が確認され、 周囲に

士坑が分布している。

S115·16はIV- 2層（硬質ロ ー ム）検出範囲で確認された竪穴住居である。 SI16は床面が検出され

ただけであるが、 SI15は深さ約30cmをもって確認されている。 SI15は半分だけ掘り下げ調査を実施

している。

SI15の平面プランは横長の楕円形を呈している。 長軸4.5m以上、短軸4.0 mを測る。 SI16を切るが、

SK50 6との確実な重複関係は不明である。

堆積状況は黒色・暗褐色土の 1~ 6層と褐色土の7層以下で大きく異なり、 特に東側にあたる 1~

5層については自然堆積ではなく、 住居廃絶後再掘削したような状況を呈している。 1~ 5層は土器

の出土量も多く、 住居廃絶後、 土器捨て場として利用された可能性が指摘できる。

周溝は調査した範囲では全周しており、 壁柱穴も認められる。 貼床は硬く締まっている。 主柱穴は

2箇所認められ（柱1 · 2)、 周囲が複数のテラスを持ち段々掘りになっている。 柱痕跡は柱 1 で径

約30cm、 柱 2で40~50cmを測る。 この柱の配置関係から、 本住居は3本または 5本主柱の竪穴住居

と考えられる。

複式炉は土器埋設部（石組） •石組部・前庭部からなる。 前庭部の平面形は長方形で、 極めて貧弱

であり、 壁面から独立している。 石組部と土器埋設部には明瞭なくびれを持ち、 いずれも円形の平面

形を示している。 土器埋設部には1個体の土器が埋設されている。 埋設土器の下層～中層には遺構覆

土とは異なる黒色土の堆積が認められる。

出土遺物は多くあり、 図44に一 部を掲載した。 1 · 2は大木9式、 その他は大木10式と考えられ

る。 7 は埋設士器の上部破片である。 4 · 5 、 8 · 9 、 10 · 11がそれぞれ同 一個体と考えられる。 こ

れらの出土遺物から、 本住居は大木10式の所産と考えられる。

SI16は床面と周溝を確認しただけであり、 表土直下に検出されたものである。 平面形は円形あるい

は不整円形を呈すると推定される。SK50 5及びSI15に切られる。 周溝は確認した範囲では全周してお

り、 壁柱穴も認められる。 周溝からわずかに出土遺物があり、 小破片であり図示できないが大木9~

10式の土器を確認している。 またS116-Plからは上面から剥片が集中 して出土している。 SI16は重

複関係と出土遺物から大木9~10式期に構築された可能性が高いと考えられる。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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図37 S113 · 14実測図 (S= 1/60 · 1/40) 写真65 SK494 (S113複式炉確認状況）
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第3章 調査内容（縄文時代）

／ 

二柱痕跡

27□□—三土三五

N-2 

S109 B 

1 黒褐色士 粘性中 。 締り弱。 ローム粒·
ロー ムプロック・炭化粒少量。

27.20m 
2 暗褐色士 粘性中。 締り中 。 ローム粒少呈。

ロー ムプロック多量。 炭化粒極微量。

3 暗褐色土 粘性中 。 締り中 。 ローム粒少量。

ロー ムプロック微量。 炭化粒微蓋。

4 暗褐色土 粘性中 。 締り中 。 ローム粒少呈。

ロー ムプロック少量。 炭化粒少量。

5 暗褐色土 粘性中 。 締り中 。 ローム粒微量。 ロー ムプロック微量。 炭化粒微量。

6 暗褐色土 粘性中 。 締り中 。 ローム粒少呈。 ロー ムプロック少量。 炭化粒微量。

7 褐 色 土 粘性中 。 締り中。ロ ーム粒少量。 ロー ムプロック多呈。 炭化粒極微量。

8 褐 色 士 粘性中 。 締り中 。 ローム粒・ロ ー ムプロック微盆。

9 褐 色土 粘性中。 締り中 。 ローム粒・ロー ムプロック少量。

10褐 色 土 粘性中 。 締り中 。 ローム粒少量。 ロー ムプロック多ー·
11暗褐色土 粘性中 。 締り中 。 ローム粒少呈。 ロー ムプロック多量。

12 褐 色土 粘性中 。 締り中 。 ロー ム粒・ロ ー ムプロック少量。

13 黄褐色土 粘性中。締り中 。 ローム粒·ロ ー ムプロック主体。

L
 

7
 

c

�
 

_J 
S I O 9炉

1 暗褐色土 粘性強。 締り強． ローム粒・ロ ー ムプロック多量。

2 暗褐色土 粘性強。 締り強． ロー ム粒多量． ロー ムプロック少量． 炭化物微量。

3 暗褐色土 粘性中。 締り弱． ローム粒•黒色土プロック微量。

4 暗褐色土 粘性中 。 締り弱． ローム粒少量． 黒色士プロック多量．

5熱色 土 粘性中 。 締り弱。 ローム粒微量．

未掘

N-2 

゜ 2m 

c

三

B
' 

c
' 

゜ lm 

図38 Sl15 · 16実測図(S= 1/60 · 1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真66 Sl13全景（南から北を望む。）IV- 2屈（硬質ロ ー ム）を掘り込んで構築される。

写真68 Sl13複式炉検出状況

写真67 Sl13土器出土状況（東から） 写真69 Sl16全景（南から）
上層から多くの土器が出土している。
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第3章 調査内容（縄文時代）

Sl17 (60T ・図39)

住居の北東隅が検出されたものである。 IV- 2 層を掘り下げて構築されている。 平面形はコ ー ナ ー

がやや鋭角的であることから方形に近い形態を取るものと推定される。 掘りこみは非常に浅く、 上面

は削平を受けているものと判断される。 堆積士は暗褐色士を基調とする。 貼床はやや硬く締まってい

る。周溝が途切れながらも確認され、多くの壁柱穴が確認される。 明瞭な柱穴及び炉は確認できなかっ

た。 少量の出土遺物があり、図 43-11~13が該当する。 いずれも綱取式に相当する。 この出土遺物か

ら、 本住居は、 綱取式期の所産と考えられる。

SI18 (59T図24)

他の竪穴住居と異なり、 南台地区台地中央部の土坑II類（貯蔵穴）が多く分布する中に確認された

ものである。 平面プランを確認しただけで、 掘り込んで調査を実施していない。 平面プランから竪穴

住居と推定している。 覆土は暗褐色土を基調としており、 隣接する縄文時代の遺構覆士に類似する。

また、 古墳の主体部 (SZOl主体部）に切られており、 他の士坑に比較し大形であることから縄文時代

の竪穴住居と推定した。 平面形は不整円形か隅丸方形と考えられる。 出士遺物は認められなかったた

め、 時期は不明である。

Sl24 · 25 (66T II区・図40)

南台地区台地北部の北端で確認されたものである。 SI25は貼床面と炉を確認したことから、 SI24は

貼床面と周溝を確認したことから竪穴住居とした。 SI24 より南側ではIV- 3 層（砂質ロ ー ム）が遺構

確認面であり、 西側にあたるSI25ではIV- 2 層（硬質ロ ー ム）が確認される。 確認面は西から東へ、

SI25からSI24へやや傾斜していることが認められる。

SI24は部分的に確認されただけであるが、周溝を伴う竪穴住居である。 SK659に切られており、SI25

を切って構築されている。 覆士は 8 層が相当し、 暗褐色士である。 層厚は15~20cm である。 平面形

は定かではないが、 円形及び不整円形と推定される。 貼床はやや硬化している。 住居に伴う明確な柱

穴及び炉は確認されなかった。 出土遺物はわずかにあり、 図 45- 7 · 8 が該当する。 7 は大木 8b式、

8は大木10式である。

゜ 2m 

SI17 

1 黒灰色土粘性弱。 締り弱。 小石 ・ ローム粒少呈。

2 明黒褐色土粘性弱。 締り中。 小石・ロ ーム粒微塁。

3暗褐 色土粘性中。 締り中。 ロ ーム粒・ロームプロック少-·
4黄褐 色土粘性強。 締り強。 ロ ームプロック主体。

A
' 

27.lOm

大別土層説明

二表土

仁黒色～黒褐色土

図39 Sl17実測図 (S= 1/60) 
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第3章 調査内容（縄文時代）
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26.20m 

゜ 2m 

d
 B

' 

゜ lm 

大別土層説明

亡表土

亡r]
S124 • 25 

1 灰黒褐色土 粘性弱。 締り弱． 小石 ・ 小レキ少量。
2 暗褐色土 粘性弱。 締り弱。 小石少量。 ロー ム粒・ロー ムプロック多量。 炭化粒微量。 （やや砂質）古墳墳丘構築層？ ［Eごこ］硬阿ローム⑯頭ミ面）
3 黒 色 土 粘性弱。 締り弱． ロー ム粒少量。 炭化粒微呈。 古墳下、 旧表土？
4 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ロー ム粒・ロー ムプロック少量． 炭化粒微量。

5 暗褐色土 粘性中。 締り中． ロー ム粒少量。

6 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ロー ム粒・ロー ムプロック少量。 焼土粒・炭化粒微羹。
7 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ロー ム粒 ・ 炭化粒少量。 ロー ムプロック・焼土粒微量。

8 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ロー ム粒多量。 ロー ムプロック少且。 焼土粒・炭化粒微量。

9 暗褐色土 粘性中。 締り中． ロー ム粒多呈。 ロー ムプロック・炭化粒少量。 焼土粒微量。

10黄褐色土 粘性強。 締り強。 ロー ムプロック主体。

11 暗褐色土 粘性強。 締り強。 ロー ム粒・ロームプロック多量。 炭化粒少-·
a 暗褐色土 粘性中。 締り強。 ロー ム粒多量。 ロー ムプロック少量。 炭化粒微呈。

b 暗褐色土 粘性強。 締り弱。 ロ ー ム粒・ロー ムプロック多量． 焼土粒 ・ 焼土プロック ・ 炭化粒少量．
c 赤褐色土 粘性弱。 締り強． 焼土主体．

d 黄褐色土 粘性強。 締り中。 被熟ロー ムプロック主体。 焼士粒 ・ 焼土プロック少量．
e 暗褐色土 粘性強。 締り中． ロー ム粒多量。 ロー ムプロック少量。 炭化粒微重。

A 暗褐色土 粘性強。 締り弱． ロー ム粒少量。 炭化物微量．
E 暗褐色土 粘性強。 締り強。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック少量。 炭化物微量。

図40 Sl24 · 25実測図(S= 1/60 · 1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真70 Sl25（南から）IV- 2層上に貼床が構築されている。

写真72 Sl25石囲炉半裁状況
SK661 に切られている。

写真71 S124（西から） 写真73 S117調査状況（南西から）

SK659に切られているが、 周溝が確認できる。 壁柱穴が多く確認される。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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図41 竪穴住居・土坑出土土器①(S= 1/4) 

-79-



第3章 調査内容（縄文時代）
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第3章 調査内容（縄文時代）
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図43 竪穴住居・土坑出土土器③(S= 1/3) 
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第3章

S115 

調査内容（縄文時代）
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図44 竪穴住居出土土器④ (S=l/3)
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第3章 調査内容（縄文時代）

P1209 | SK661 

2 駆芦ィ〗 3 4 

Sl24 

〗
v、 6 8 

゜ 10cm 

図45 竪穴住居·土坑出土土器⑤(S= 1/3) 

SI25は貼床と石囲炉が確認されただけである。 壁・周溝は確認できず、 平面プランも不明である。

貼床は比較的硬くしまっている。 床面上から多数の遺構が確認されているが、 本住居に伴うものかど

うか不明である。 よって柱穴も不明である。 SK661 · 662は石囲炉を壊していることから、 本住居に

伴わず、別遺構と考えられる。 石囲炉は半裁して調査を実施した。 深さは約15cmあり、 中層に明瞭な

焼土層が存在する。 底面は被熱している状況が観察される。

本住居の覆土は、 4~6 ·11層が相当する。 暗褐色土を韮調とし、 10~30cm の層厚がある。 本住

居を切るSK661も住居覆土上からの掘り込みではなく、 床面上からの掘り込みであり、 これらはほぽ

同時に埋没した可能性が高い。

本住居覆土中からはわずかな遺物が出土したが、 各遺構が本住居に伴うものかどうか確定できない

ため、多くの混入が予測される。時期としては大木9 ～綱取式の時期が多い。床面上に確認したP1209

では、 大木9式（図45- 1 · 6)と綱取式（同図5)が出土している。 また、 本住居を切るSK661か

らは大木9式（同図2)と綱取式（同図3·4)が出土している。 先述したとおりSK661は本住居と

ほぼ同時に埋没したものと考えられるため、 SI25は下限をとって綱取式の所産と推定されるが、 さら

に遡る可能性は残る。 また、 本住居が綱取式とすると、 それを切るSI24も綱取式以後に比定される。

ただ、 わずかな出土遺物で判断しているため、 ここではこの両住居跡を綱取式期の可能性が高いが、

大木9 ～綱取式期までとしておく。

また、 西端には1I層とした2 • 3層が、 本住居の上層に堆積している。 2層はロ ー ムブロックが多

く認められ、 埋土の可能性がある。 2層下の3層は、 逆にロ ー ムブロックを全く含まない層で対照的

な堆積状況であった。 本住居の西側には4号墳とされる塚状の高まりがあり、2層がこの墳丘構築層、

3層が墳丘下の旧表土とも考えられる。 ただし、 わずかな調査範囲であり、 現在のところ推定の域を

出ない。
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第3章 調査内容（縄文時代）

4. 土 坑 I 類

士坑I類は柱痕跡を確認したものやSI09の主柱穴に類似した径が大きく掘り方が深いものを分類

したものである。 南台地区台地北部に集中しており、一部台地中央部にも 存在する。 遺構数としては、

南台地区全体で推定も含め58基検出している。 これらは径50cm程度の小型のものから 、 lm近くあ

る 大型のものが存在する。 平均すると80cm前後のものが多い。 深さも30~100cmまでの幅があるが、

これについては各遺構の遺存状況もあるので 、 一概に傾向を指摘することができない。 柱痕跡の径は

30cm前後が多く、 最大で 約50cmである。 平面形は円形及び不整円形を星するものが大部分である。

この士坑I類のうち、 半裁して調査したものだけを 図46~49に掲載した（注1)。 なお 、 当初の調

査では、 半裁前に 柱痕跡の確認を行わなかったものまたは見落としたものが多くあるため 、 柱痕跡の

平面プランを半分確認できていないものが多数ある（注2)。 また 、 士坑I類と重複及び隣接した士

坑IV類等についてもあわせて掲載している。

SK15 (51T ·図46)

長軸100cm、 短軸70cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約20cm と浅く、 柱痕跡の径は約

30cmを測る。 V-2層を掘り込んでいる。

出士遺物は少量あり、 加曽利B式が出士している（図50-1 ~ 3)。 これらの 出士遺物から加曽利B

式期の所産と考えられる。

SK17 (51T・図46)

長軸100cm、 短軸70cm を測り、 隅丸長方形の平面形である。 深さは約30cm と浅く、 柱痕跡の径は

約30cmを測る。 V-2層を掘り込んでいる。

出士遺物は上面確認時に隣接するSK17 • 18と一括してあげたものだけであるが、 大木10～ 綱取式

の遺物が出士している（図50-4 • 5)。 所属時期は中期後半～後期前半に位置づけられる。

SK93 (51T・図46)

径 約80cmを測り、 円形の平面形である。 深さは約75cmある。 上面では柱痕跡として認識できず、

断面で 柱痕跡を確認したものである。 V- 2層を掘り込んでいる。

出士遺物は少量あり、 綱取式が出士している（図50- 6 ~ 8)。 これらの 出士遺物から所属時期は、

綱取式期の可能性が高い。

SK95 (51T・図46)

長軸90cm、 短軸70cmを測り、 不整円形の平面形である。 深さは約50cm、 柱痕跡の径は約35cmを測

る。 V-2層を掘り込んでいる。

出士遺物は図示できるものは認められなかった。 覆士の特徴から 、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK98 (51T・図46)

径 約60cmを測り、 円形の平面形である。 深さは約35cmと浅く、 柱痕跡の径は約30cmを測る。 v-

2層を掘り込んでいる。

出士遺物は少量あり、 綱取式が出士している（図50- 9)。 この 出士遺物から所属時期は綱取式期

の可能性が高いが、 小破片であるので時期を決定するものとは言えず、 覆士の特徴から 中期後半～後

期前半と推定しておく。
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第3章 調査内容（縄文時代）

51T SK15 51T S17· 18 51T SK93 

A
 

ぷ

＼ 
25.70m 

V-2

SK15 

1黒褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

小石・小レキ微量。

2暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。

小石・小レキ少量。

3 暗褐色砂質士粘性弱。 締り中。

小石 ・ 小レキ微量。

51T SK95 

A
' 

A
 

A
' 

A
' 

□□゜m

SK95 

1暗褐色砂質土粘性弱。 締り中．

小レキ少量。

2暗褐色砂質土粘性中。 締り弱。

小レキ多量。

3暗褐色砂質士粘性弱。 締り弱。

小レキ微量。

4暗褐色砂質士粘性弱。 締り弱。

小レキ少羅。

A
 

SK18 

SK17 

1黒褐色砂質土粘性中。 締り中。

小レキ・ ロー ム粒微-0

2 暗褐色砂質土粘性中。 締り中。

小レキ・ロー ムプロック微皿o

3暗褐色砂質土粘性中。 締り中。 小レキ微量。

4暗褐色砂阿土粘性中。 締り中。 小レキ少呈。

SK18 

1暗褐色砂質士粘性中。 締り弱。 小レキ少量。

2暗渇色砂質士粘性中。 締り弱。

小レキ・ロー ム粒微量。

［三） A'

A
' 

A 
-----

A
' 

A
 

V-2 

51T SK98 

□ 
V-2

SK17 

A
' 

25.70m 

SK98 

1黒褐色砂汽土粘性中。 締り中 。 ロー ム粒．

炭化粒微量。

2暗褐色砂笠土粘性弱。 締り強。 小レキ少呈。

3 暗褐色砂質土粘性弱。 締り強。 小レキ多量。

A
' 

A
 

A
 

SK93 

1暗褐色砂質土粘性弱。 締り中 。 小石・小レキ
・ ロー ム粒・ロー ムプロック・

焼土粒微量。

2黒褐色砂質土粘性中 。 締り弱。 小レキ多量。

炭化粒微呈。

3黒褐色砂質土粘性中 。 締り弱。 小レキ少量。

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ少量。

5暗褐色砂質士粘性弱． 締り弱。 小レキ微量。

51T SK101 

P83 

＠△ 

A
 SK101 P83 

A'
. 

25.70m 

゜ 1m 

SK101 

1黒褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ少量。

2暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ少量。

3暗褐色砂質土粘性中 。 締り弱 。 黒褐色土プロック

微量。 小レキ少量。

4黒褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ少呈。

5暗褐色砂虹土粘性弱． 締り弱。 小レキ多量．

P83 

1暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ多量。

図46 土坑I類実測図①(S= 1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

51T SKl 14 51T SKl 17 51T SKl 18 

〔 □い

A口／含970m

V-2 

SKl 14 

1黒褐色砂質土粘性中。 締り弱。 小レキ少量．

2暗褐色砂質土粘性中。 締り弱。 ローム粒微量．

3 暗褐色砂質土粘性中。 締り弱． 小レキ多呈．

4暗褐色砂質土粘性中。 締り弱。 小レキ微量。

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ多量。

52T SK206 

A
 

A 

A
' 

A'

SK206 

1暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

2暗褐色砂質士粘性弱。 締り中。 小レキ多量。

3暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 黄白色砂多L。

4暗褐色砂貿土粘性弱。 締り中。

小レキ・黄白色砂少量。

5暗褐色砂質土粘性弱． 締り弱。 小レキ少量。

SK117 

1黒褐色砂質土粘性中。 締り弱。 小レキ少巴0

2暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ多嚢。

3 暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ少量。

52T SK222·223 

A
 

A 

`/） 
A

' 

m
 
゜7

 

五
瓦

ロ

A
-

A
 SK223 SK222 

A' A 

V-2 

SK222 

1黒 褐 色 士粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

2暗褐色砂質土粘性弱． 締り中． 小レキ少量。

3褐 色 砂 質 士粘性弱。 締り中． 小レキ少量．

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ少呈．

A

 

A A
' 

V-2

SKl 18 

1黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小石微呈。

2暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。

3 暗褐色砂貿土粘性弱。 締り中 。

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱． 小レキ多量。

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。

小レキ・ ロームプロック微量。

6暗褐色砂質土粘性弱。 締り中 。

小レキ・蕪色土プロック微量。

7暗褐色砂質士粘性弱。 締り弱。

小レキ ・黒色土プロック微g.

8暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱． 小レキ少量．

A
' 

SK227 

1暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

2褐 色 砂 質 土粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

3 暗褐色砂質士粘性弱。 締り弱。 小レキ少呈。

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ多量。

5黒褐色砂賛土粘性弱。 締り中 。 小レキ少量。

SK223 

1褐 色 砂 質 土粘性弱。 締り弱。 小レキ微量。

゜ lm 

図47 土坑I 類実測図② (S=1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK101 (51T ・ 図46)

長軸100cm、 短軸80cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約65cm、 柱痕跡の径は約30cm を

測る。 V- 2層を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆士の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK114 (51T ・ 図47)

長軸80cm、 短軸65cmを測り、 不整円形の平面形である。 深さは約50cm、 柱痕跡の径は約40cmを測

る。 V-2層を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆士の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い 。

SK117(51T·図47)

径50cmを測り、 円形の平面形である。 深さは約40cm、 柱痕跡の径は約40cmを測る。 V-2層を掘

り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SKl 18 (51T・図47)

長軸90cm、 短軸80cmを測り、 不整円形の平面形である。 深さは約60cm、 柱痕跡の径は約30cmを測

る。 V-2層を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK206 (52T東 ・ 図47)

長軸100cm、 短軸80cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約60cmあり、 明確な柱痕跡は認

められなかったが、 堆積状況から本類に含めた。 2層が柱痕跡と関係するものと推定さ れる。 V-2

層を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK223 (52T東 ・ 図47)

長軸80cm、 短軸60cmを測り、 不整円形の平面形である。 深さは約50cm、 柱痕跡の径は約40cmを測

る。 V-2層を掘り込んでいる。

出土遺物は少量あり、 小破片であるので時期を決定するものとは言えず、 覆土の特徴から中期後半

～後期前半と推定しておく。

SK227 (52T東・図47)

長軸120cm、 短軸100cmを測り、 隅丸方形の平面形である。 深さは約80cm、 明確な 柱痕跡は認めら

れなかったが、 断面形から本類に含めた。 中段にテラスを持つが、 別遺構が重複している可能性もあ

る。 V- 2層を掘り込んでいる。

出土遺物は少量あるが（固50-10)、 小破片で時期を決定するものと 言えず、 覆土の特徴から、 所

属時期は中期後半～後期前半の可能性が高い。
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第3章 調査内容（縄文時代）

A
 

A-

。
五

A
 

SK2"35 

1黒褐色砂質土粘性弱。 締り中．

小レキ多量。 ロ ー ム粒微塁。

2黒褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

小レキ少量。

3 暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

小レキ少量。

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。

小レキ徴量。

5褐 色 砂 質 土粘性弱。 締り中。

小レキ少嚢。

52T SK245 

／ 
ロ

・△

A
 4

 

A 
＇ 

25.90m 

A
' 

25.80m 

52T SK239 

� -�〕上

口
V-2

A
' 

26.00m 

SK239 

1黒褐色砂質土粘性中。 締り中。 小レキ少呈．

黄白色砂微量。

2黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

3 暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ多量．

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

小レキ・黒褐色砂質土少量．

52T SK249 

52T SK240

〈口△

A 

26.00m 

A
' 

V-2

SK240 

1黒色 砂 質 土粘性中。 締り中。 小レキ少量。

黄白色砂少逗。

2黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ多量。

3 暗褐色砂買土粘性弱。 締り弱。 小レキ少量。

4 黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。

小レキ・黄白色砂少量。

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。 小レキ多蛋。

6 暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

小レキ・黒褐色砂質土少量。

52T SK256 

三五 三／△

A
 

〖
A

' 

25.80m 

A 

25.80m 

A
' 

V-2 

SK245 

1黒褐色砂質土粘性中。 締り中．

小レキ ・ ロ ー ム粒少量。

2暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。

小レキ少量。

3 思褐色砂質土粘性弱。 締り中．

小レキ多量．

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少量．

ロ ー ムプロック微量．

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り中．

小レキ ・黄白色砂多量．

6 黒褐色砂質土粘性弱。 締り中．

小レキ多量。 黄白色砂少嚢．

7黒褐色砂臼土粘性弱． 締り中。

小レキ多量． 芸白色砂微岳。

SK249 

1黒褐色砂笠土粘性弱。 締り弱．

小石・小レキ微量．

2暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱．

小石・小レキ微量．

3 暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

小石・小レキ少量。

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱．

小石 ・小レキ多量。 褐色砂少量。

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱． 小石少量．

6暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱．

小石 ・小レキ少呈。 褐色砂少量．

SK256 

1暗褐色砂質土粘性中。 締り中。 小レキ少嚢。

ロ ーム粒微量。

2 暗褐色砂質土粘性中。 締り中。 小レキ少量。

黄白色砂微量。

3 暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 少レキ多量。

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

少レキ・黄白色砂少量。

6黒褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

少レキ少旦。 黄白色砂多巴0

゜ 1m 

図48 土坑 I 類実測図③ (S= 1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真74 SK98半裁状況 写真75 SKl 17半裁状況

写真76 SKl 18半裁状況 写真77 SK222半裁状況

写真78 SK235半裁状況 写真79 SK239半裁状況

写真80 SK240半裁状況 写真81 SK258 · 259半裁状況
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第 3 章 調査内容（縄文時代）

52T SK258 · 259 52T SK264 52T SK219·531 
t"'l/'"I.,＾ 

〔
SK

0

三
△ 

A I I (\! /)\ A' 

A /「 ｀ヽ vc ー 、ヽ＼」と

A A' A A' A 5kとl9 一、一'’‘‘’‘’’
A' 

SK259 SK258 25.80m SK264 P191 25.80m 

SK258 

1黒色 砂 質 土粘性弱。 締り中。 小レキ少量．

2黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少嚢．

3黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少量．

黄白色砂少量。

4暗褐色砂質士粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ多量．

SK259 

a 黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

b暗褐色砂質士粘性弱。 締り弱。 小レキ多蚤。

c 暗褐色砂貿土粘性弱。 締り弱。 小レキ少量。

d暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱。

小レキ ・黄白色砂少量。

59T SK520 

A

SK264 

1黒色 砂 質 土粘性弱。 締り弱。 小レキ微ii:。

2黒褐色砂阿土粘性中。 締り中。 小レキ少嚢。

ローム粒微量．

3黒褐色砂質土粘性中。 締り中。 小レキ少量．

4暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱．

小レキ・黄白色砂少量．

5暗褐色砂質土粘性弱。 締り弱． 小レキ少呈．

黄白色砂多量。

P191 

a 黒色 砂 質 土粘性弱。 締り中。 小レキ少呈．

A

N-2

SK520 

1黒 褐 色土 粘性中。 締り弱． ロ ー ム粒・ ロームプロック微量． 炭化粒少董．

2暗 褐 色士 粘性中。 締り強。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック少量。 炭化粒微量．

3暗 褐 色土 粘性中。 締り強。 ロー ム粒少量。 ロ ー ムプロック・炭化粒微量．

4暗 褐 色土 粘性中。 締り強。 ロ ーム粒・ ロ ー ムプロック少量。 炭化粒微量。

SK219 

1黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小石少塁。

2黒褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小石微量。

黄白色砂少量。

SK219 

a 暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小石少量．

黒褐色砂質土少量．

b暗褐色砂質土粘性弱。 締り中。 小石少量。

小レキ微量。 黒褐色砂質土微里．

粘性弱。 締り中。 小石徴量．

c 暗褐色砂汽土黄白色砂微量。

粘性弱。 締り弱。 小石少量。

d暗褐色砂質土黄白色砂少量。

粘性弱。 締り弱。 小石多温．

e 暗褐色砂質士黄白色砂少量。

A
' 

27.40m 

B B
' 

汀
w-2

゜ 1m 

図49 土坑I 類実測図④ (S=1/40) 

写真82 SK264、 P191半裁状況 写真83 SK219 · 531半裁状況
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK15 SK17·18 

靡］疇[] 召 曇＇ぷ=
］2 1 

3 
4 5 

SK93 SK98 I SK227 

〖 〗7 寮翠口 〗 か這珈 〗
6 8 

g I 10 

SK235 

11 

゜ 10cm 

SK264 I SK219·531 

［ 翌釣 鼻］
14 16 

13 

SK245 

18 

15 I 〗 19

可LF--七‘゜""'-..9- て一―�'量膏に

゜ 10cm 

図50 土坑I類出土土器①(S= 1/4 · 1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK520 

2
 

:_
 

3
 

4
 

門
日
日
月
〗

5
 

叫
口
見

10cm 

図51 土坑 I 類出土土器② (S= 1/3) 

写真85

写真86

51TSK17等土坑I類分布状況
（西から東を望む。 ）

写真84 51T土坑I類分布状況
（南から北を望む。 ）

51T掘立柱建物復元例（北西から）
SK95 · 99 · 101 · 114 · 118 の土坑から柱列

を復元した。
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK235 (52T東・図48)

長軸110cm 、 短軸80cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約100cm あり、 1 · 2層が柱痕跡

及び抜き取り痕と考えられ、 平面プランは遺構プランとほぼ一致する状況であった。 V-2層を掘り

込んでいる。

出土遺物は大形土器片等が出土している（図50-11~13) 。 この出土遺物から所属時期は、 綱取式

期と考えられる。

SK239 (52T東・図48)

径55cm を測り、 円形の平面形である。 深さは約60cm 、 柱痕跡の径は約30cm を測る。 V- 2 層を掘

り込んでいる。

出土遺物は圏示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK240 (52T東・図48)

長軸100cm 、 短軸65cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約80cm 、 柱痕跡の径は約40cm を

測る。 中段にテラスが認められる。 V-2層を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK245 (52T東・図48)

長軸120cm 、 短軸90cm を測り、 楕円形の平面形である。 深さは約65cm 、 柱痕跡の径は約30cm を測

る。 V-2層を掘り込んでいる。

出土遺物は少量あり、 綱取式が出土している（図50-18 • 19) 。 この出土遺物から所属時期は綱取

式期の可能性が高いが、 小破片であるので時期を決定するものとは言えず、 覆土の特徴から中期後半

～後期前半と推定しておく。

SK249 (52T東·図48)

長軸85cm 、 短軸70cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約45cm 、 柱痕跡の径は約30cm を測

る。 V-2層を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK256 (52T東·図48)

長軸100cm、 短軸85cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約60cm、 柱痕跡の径は約35cm を

測る。 V-2層を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK258 (52T東・図49)

径60cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約45cm 、 柱痕跡の径は約35cm を測る。 V- 2 層

を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真88 SK520半裁状況

写真87 59TSK520等土坑 I 類

分布状況（北から）

SK259 (52T東・図49)

径60cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約35cm、 柱痕跡の径は約35cm を測る。 V- 2層

を掘り込んでいる。

出土遺物は図示できるものは認められなかった 。 覆土の特徴から、 所属時期は中期後半～後期前半

の可能性が高い。

SK264 (52T東·図49)

径60cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約45cm 、 柱痕跡の径は約40cm を測る。 V- 2層

を掘り込んでいる。

出土遺物は少量あり、 綱取式 が出土している（図50-14~16) 。 これらの出土遺物から、 所属時期

は綱取式期と考えられる。

SK531 (52T東·図49)

径約70cm の不整円形の平面形と推定される。 SK219に切られている。 深さは約85cm、 明確 な柱痕

跡は認められなかった が、 断面形から本類に含めた 。 V- 2層を掘り込んでいる。

出土遺物は SK219と 一括して取り上げた ものであり、 綱取式に相当する（図50-17) 。 この出土遺

物から所属時期は綱取式期の可能性が高いが、 一括資料であり、 小破片で もあるので時期を決定する

ものとは言えず、 覆土の特徴から中期後半～後期前半と推定しておく。

SK520 (59T ・図49)

他の土坑I類と異なり、南台地区台地中央部で確認されたものである。 長軸75cm、短軸 85cm を測り、楕円

形の平面形である。深さは約50cm、柱痕跡の径は約35cm を測る。 N-2 層を掘り込んでいる。

出土遺物は少量あり、 大木 9 ~10 式の土器が出土している（図51-1 ~ 5 ) 。 下限をと り、 所属時

期としては大木10 式期と考えられる。

この他、 半裁はしていないが、 SK229（図51-6 ）では綱取式の大形土器片 が上面から出土してい

る。 SK229(J)所属時期は、 綱取式期の所産と考えられる。 また、 SK27 · 28は たまたま別遺構が重複
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第3章 調査内容（縄文時代）

しているものと判断したが、組み合わさって土坑 I 類に含められる可能性がある（図57) 。

これら 土坑I類 の組み合わせを検討し、 当初は建物の復元案を策定していたが、 竪穴住居で もある

可能性 から 多様な組み合わせが想定されるので、 現段階では柱穴の組みあわせから建物を復原し、 遺

構番号をつけることを行わなかっ た。 ただし、 可能性としては次のようなもの がある。．

·51T南側の SK95·101 ・ 114·118で、 長方形の 6 本主柱の建物の可能性がある（図14参照）。 この場合、

土坑1V類に含め たが、 SK99は SK95 · 101の中央にあたり、 棟持柱となる。 柱間は梁間が3.5m、 桁

間が 5 m (2.5m · 2.5m) となる。 また、 この復元範囲において遺構数が少ないこと も指摘でき る。

· 52T西の SKl 70 · 177は 、 平面形は不明だが、 柱の平面形、 断面形等が類似し、 有機的な関係にあ

ると考えられる（図14参照） 柱間は 3.5mを測る。

· 52T東の SK222 · 227 · 229 · 235 · 239 · 240が 6 本柱の建物の可能性がある（図 16参照）。 この場

合、 土坑1V類に含め たが、 SK224が棟持柱と推定される。 柱間は梁間が約2.7m 、 桁間が3.8m (1.5

m · 2.3m) を測る。 SK229 · 235は綱取式期であると考えている。

· 59Tの SK520付近は柱穴が多く認め られる。 SK520付近は 8115等竪穴住居 が確認 されているが、

SK520周辺には周溝．炉・粗掘り・壁柱穴等が確認できない。 この こと から 、 SK520等は 、 竪穴住

居に伴う ものでは なく、 据立柱建物を構成する もの と考えられる。 構造は不明だが、 切り合 い関係

から最も新し いSK520 · SK524は有機的な関係にあると考えられる（図23参照）。 柱間は 2.3mを計

る。 SK520は大木10式期 と考えている。

（注 1) SKl 70 · 177は土坑皿類と重複して検出されているため、 土坑皿類とあわせて図58に掲載し、 記述も土坑m類の章

にまとめておく。

（注2)柱痕跡の確認を怠ったことについては、 特に範囲確認調査としては不適切であった。 このほかの土坑についても 、

当初明確な調査目的に基づいて半裁したのではない部分がある。 このことについては調査指導委員会でも指摘があ

り 、 その後の調査では、 半裁するものについては、 目的を持って調査するように努めた。

-95-



第3章 調査内容（縄文時代）

5.土 坑 1I 類

土坑Il類はいわゆる「貯蔵穴」とされるものである。 円筒状及びフラスコ状の断面形をもち、 径が

lm以上あるものが多い。 深さは調査地点によって差があるが、 削平されていなければlm以上ある

ものが多いと推定される。 平面形は円形及び不整円形を呈するものが大部分である。 土坑Il類の分布

は南台地区南部、 小姐北・南地区まで分布が認められるが、 本節では南台地区台地北部・中央部をま

とめて報告する。 南台地区台地北部・中央部で確認した土坑Il類は、 推定も含め35基である。 うち南

台地区台地北部は8 基、南台地区台地中央部が27基である。 南台地区台地北部では台地縁辺部に分布

がみられ、 南台地区台地中央部～南部では広がりをもって多数存在している。 rn- 1層分布範囲には

少ないものと考えられる。

この土坑Il類のうち、 半裁して調査したものだけを図52~55に掲載した。

SK03 (51T ・図52)

径 130cm を測り、円形の平面形である。 深さは約35cm をあり、断面形はフラスコ状を呈する。 V-

2 層を掘り込んでおり、 褐色土・暗褐色土の粘性のある堆積土である。 A層はSDOl の堆積土であり、

上面はSDOl に削平を受けていると判断される。 SK04を切って構築されている。 底面には完形の土器

が据え置かれたように出土しており、 埋設土器と考えられる。 覆土中からの掘り込みはなく、 廃絶時

に転用されたものと推定される。

出土遺物は埋設土器の写真 94-1 があり、大木 9 式に相当する。 よって本土坑は大木 9 式期の所産

と考えられる。 この他、 図56-1 ~ 4 の土器が出土している。 大木8a~8b式に相当し、本土坑より

古いことから重複関係にあるSK04からの流れ込みと考えられる。

SK04 (51T ·図52)

長軸 1 90cm、 短軸 150cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約35cm あり、 断面形は円筒状と

推定される。 V-2 層を掘り込んでおり、 褐色土・暗褐色土の粘性のある堆積土である。 SK03に切

られており、 SK03同様上面はSDOl に削平を受けていると判断される。

出土遺物はわずかにあり、 図56-5 が該当する。 この他、 SK03出土土器も本土坑からの流れ込み

のものがあると考えられるので、 本土坑は大木8式期の所産と考えられる。

SK290 (52T東・図52)

径 150cm を測り、不整円形の平面形である。 深さは約70cm あり、断面形はフラスコ状を呈する。 V

- 2層を掘り込んでおり、 褐色土・黒褐色土の粘性のある堆積土である。

出土遺物はわずかにあり、 図56- 6 · 7 の土器破片の他、 底面に網代痕を残す底部破片（図53-

1 · 2)が出土している。 これらの遺物から本土坑は大木 7a式期の所産と考えられる。

SK507 (59T ・ 図52)

径 140cm を測り、円形の平面形である。 深さは約80cm あり、断面形は円筒状を呈する。 IV- 2 層を

掘り込んでおり、 底面には V-2 層が確認できる。 暗褐色土・黒褐色土を基調としている。

出土遺物はわずかにあり、 底面に網代痕を残す底部破片（図53-3) が出土している。 この出土遺

物から、 本土坑は前期後半～中期前半の所産と考えられる。

SK545 (59T ·図52)

長軸 170cm、 短軸 150cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約160cm あり、 断面形はフラスコ

状を呈する。 IV- 1層を掘り込んでおり、 底面にはV-2 唇が確認できる。 暗褐色土・褐色土を基調と

するが、中層にあたる 3 層で炭化粒の集中が認められた。 SK546（土坑Il類）を切って構築されている。
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図52-1 土坑II 類実測図① (S=1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK O 3 

A 愚褐色土
1 褐 色 土
2 暗褐色土
3 暗褐色士

4 暗褐色土

SK04 

a にぶい褐色士

b にぶい褐色土

c にぶい暗褐色士

d 暗褐色土

e 暗褐色土

SK290 

1 にぶい褐色土

2 にぶい黒褐色土

3 黙褐色土

SK 5 0 7 

1 暗褐色土
2 明褐色土
3 暗褐色土
4 にぶい暗褐色土
5 黙褐色土
6 忠褐色士

7 黒褐色土

8 褐 色 土

SK545 

1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 にぶい暗褐色土

4 暗褐色土
5 褐 色 土
6 褐 色 土
7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 にぷい暗褐色土

10 暗褐色土

図52- 2 土坑II類実測図①

写真89 SK03 · 04半裁状況

粘性弱． 締り弱。 小石 ・ 小レキ・ロー ム粒・ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 小石 ・ 小レキ・ローム粒・ロームプロック少量． 炭化粒微量．

粘性中． 締り中。 小石・小レキ ・ ロー ム粒 ・ ロームプロック少量．

粘性中。 締り中。 小石 ・ 小レキ少量．

粘性中 ． 締り弱． ローム粒 ・ ロームプロック微li!:.

粘性中。 締り中。 小石・小レキ少量。

粘性中 。 締り中。 小石 ・ 小レキ ・ ロー ム粒· ロームプロック多呈。

粘性中 。 締り中。 小石 ・ 小レキ・ロ ーム粒· ロームプロック多量。

粘性中。 締り中。 小石・小レキ少量。 ローム粒 ・ ロ ームプロック微量。

粘性中。 締り中。 小石 ・ 小レキ ・ ローム粒 ・ ロームプロック少量。

粘性中。 締り強。 小石 ・ ローム粒少呈。 ロームプロック・焼土粒 ・ 炭化粒微量。

粘性弱 。 締り中。 小石・ロ ーム粒 ・ 炭化粒少量． 焼土粒微量。 （やや砂質）
粘性弱。 締り弱。 小石 ・ ローム粒・ ロームプロック少嚢。

粘性弱。 締り弱。 ローム粒・ロ ームプロック少量．

粘性弱。 締り中。 ローム粒 ・ ロームプロック多量。

粘性中。 締り中。 ローム粒．0-ムプロック少盈。

粘性中 ． 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒微量．

粘性中． 締り中。 ローム粒少量。 ロームプロック微呈．

粘性中。 締り中。 ローム粒 ・ ロームプロック少量。

粘性弱。 締り弱。 ローム粒多量． ロームプロック極多量．

粘性中。 締り中。 ローム粒少量． ロームプロック微量。 炭化粒少量．

粘性中 。 締り中。 ローム粒 ・ ロームプロック少葦。 炭化粒少量．

粘性弱。 締り弱。 ローム粒· 口 ＿ムプロック微羹。 炭化粒多量．

粘性中。 締り中． ローム粒少量。 ロームプロック多呈． 炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒少量． ロームプロック極多量．

粘性中． 締り中． ローム粒微量。 ロームプロック少量． 炭化粒微量．

粘性弱。 締り弱． ローム粒 ・ ロームプロック少量． （やや砂質）
粘性弱。 締り弱． ローム粒 ・ ロームプロック微量． （やや砂質）

粘性弱． 締り弱． 小石 ・ ローム粒少量
粘性弱。 締り弱． 小石 ・ ローム粒少量
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第3章 調査内容（縄文時代）
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写真90

写真91
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写真93

SK03土器出土状況

SK290半裁状況

SK507半裁状況

SK545半裁状況
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第3章 調益内容（縄文時代）

（図56-8 ~12)、これらは大木7b~8a式に相当する。 本土坑は大形土器片

の12が下限であることから、大木8a式期の所産と考えた。 よって、重複関係にあるSK546は、掘り

下げて調査は実施していないが、大木8a式期以前の構築と考えられる。また、SK546は、SK545出

出土遺物は少量あり

土遺物から大木7b式期の可能性が高いと推定される。

SK548 (59T・図54)

長軸120cm、短軸80cmを測り、楕円形の平面形である。深さは約100cmあり、断面形はフラスコ状

を呈する。 N-2層を掘り込んでおり、底面にはV-2層が確認できる。褐色土を基調とするが、中

層に当る7層で炭化粒の集中 がある黒褐色土が認められた。道路状遺構覆土上に確認できなかったこ

とから、道路状遺構に切られていると考えられる。

出土遺物はわずかにあり（図56-13· 14)、13は大木7b式と考えられる。しかし、小破片であり、

これを持って確実な時期決定をすることはできない。 重複関係にある道路状遺構が大木10式とされる

ので、 本土坑の所属時期は大木7b式期の可能性が高く、下限は大木10式期とすること考えられる。

SK620 (59T・図54)

径150cmを測り、 円形の平面形である。 深さは約120cmあり、断面形はフラスコ状を呈する。

1層を掘り込んでおり、底面にはV-1層が確認できる。褐色土・暗褐色土を韮調とする。

出土遺物はほとんどなく、 図示できるものは認められなかった。

N-

よって、 所属時期は不明である。

SK630 (59T ·図54)

状を星する。

長軸160cm、短軸130cm を測り、楕円形の平面形である。 深さは約150cmあり、断面形はフラスコ

N-l層を掘り込んでおり、底面にはV-1層が確認できる。褐色土・暗褐色土を基調

とする。

出土遺物は中層から底部を欠いた半完形の土器が出土している（写真94- 2 )。 その他、わずかな

土器片が出土している（図56-15)。 写真94- 2 の土器から大木8a式期の所産と考えられる。

SK643 (II区・図54)

径180~190cmを測り、不整円形の平面形である。深さは約55cmあり、断面形はフラスコ状を呈す

ると考えられる。 上面にIII- 1層が堆積しており、それを除去し検出されたものである。 SK642（土

坑w類）に切られる。 N-3層を掘り込んでおり、底面はV- 2層が確認できる。暗褐色土を基調と

した粘性のある堆積土である。

SK290 SK507 SK548 

し
I

2 
＼

3
 

← 

゜ 10cm 

図53 土坑II類出土土器①(S= 1/4) 
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第3章 調査内容（縄文時代）
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19 
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図54 土坑 II 類実測図② (S= 1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

II区SK649

A
 

A
 

〈
V-2 

O 1 m 

A
' 

25.80m 

SK 6 3 0 

1 暗褐色土 粘性弱。 締り弱． ローム粒少量．

ロームプロック微葦．

2 にぶい褐色土 粘性中。 締り中． ローム粒少-·
ロームプロック微量．

3 にぶい褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒．
ロームプロック少量．

4 にぶい暗褐色土 粘性中。 締り中． ローム粒少量．

ロームプロック多量。

5 にぶい暗褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒．

ロームプロック多量。

6 にぶい褐色土 粘性中。 締り中。 ロー ム粒少量．

ロームプロック微量． 炭化粒微量．

7 にぶい褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒・

ロームプロック少量。 炭化粒微量．

8 にぶい褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒少量．

ロームプロック微量。 炭化粒少量．

9 褐 色 土 粘性中。 締り中。 ローム粒．
ロームプロック少蘊。 炭化粒多量．

10 にぷい褐色土 粘性中。 締り中。 小石少量。

ローム粒・ロームプロック少量．

炭化粒多量。

11 にぶい褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒．
ロームプロック少量。 炭化粒少量．

12 にぶい褐色土 粘性中。 締り中． ローム粒·

ロームプロック少量。 炭化粒微長．

13 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒多量。

ロームプロック少塁。 炭化粒少量．

14 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒・

ロームプロック ・ 炭化粒微量． 赤褐色砂少:Ii:.
15 にぶい褐色土 粘性中． 締り中． ローム粒．

ロームプロック ・ 炭化粒少呈。

16 にぷい褐色土 粘性弱。 締り弱。 ローム粒少旦．

ロームプロック・炭化粒微量．

赤褐色砂少量。

17 暗褐色土 粘性弱。 締り弱． ローム粒．
ロームプロック ・ 赤褐色砂少量．

（やや砂質）
18 にぶい暗褐色土 粘性弱． 締り弱。 ローム粒微量．

赤褐色砂多量． （やや砂質）
19 暗褐色土 粘性弱． 締り弱。 ローム粒 ・ 赤褐色砂少Ji!:.

（やや砂質）

SK642 

1 暗褐色土 粘性中。 締り強． ローム粒．

ロームプロック・炭化粒微量。

SK548 

1 にぶい褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒 ・

ロームプロック ・ 炭化粒微量。

2 にぶい褐色士 粘性中． 締り弱。 ローム粒 ・ 炭化粒微量。

3 にぶい褐色土 粘性中。 締り強． ローム粒 ・ ロームプロック少量。

4 にぶい褐色土 粘性中。 締り強。 ローム粒微量。

ロームプロック少量．

5 にぶい褐色土 粘性中。 締り強。 ローム粒・炭化粒微最。

ロームプロック少呈。

6 暗褐色土 粘性強。 締り弱． ローム粒・炭化粒微量。

ロームプロック少量。

7 黒褐色土 粘性強。 締り弱． ローム粒 ・ ロームプロック多呈．

炭化粒少量．

8 にぷい褐色士 粘性弱． 締り弱． ローム粒 ・ ロームプロック・

炭化粒微量。 （やや砂質）
9 にぶい暗褐色土 粘性弱． 締り弱。 ローム粒 ・ ロームプロック・

炭化粒微量． （やや砂質）

SK620 

1 黒褐色土
2 褐 色 士
3 にぶい褐色土
4 暗褐色土

5 褐 色 土

6 明褐色士

7 褐 色 土

8 暗褐色土

9 にぷい褐色土

10 にぶい暗褐色土

11 にぷい褐色土
12 にぶい暗褐色土
13 褐 色 土

14 暗褐色土

15 褐 色 土
16 にぶい暗褐色土
17 にぶい暗褐色土

SK643 

2 暗褐色土
3 暗褐色土

4 暗褐色士

5 暗褐色土
6 暗褐色土
7 暗褐色土

8 暗褐色土
9 暗褐色土

10 暗褐色土

11 黒褐色土

12 暗褐色土
13 暗褐色土

14 黒褐色土
15 暗褐色土
16 暗褐色土
17 暗褐色土
18 黒褐色土

19 暗褐色士

SK 6 4 9 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色士

5 暗褐色土

粘性弱。 締り弱。 ローム粒·ロームプロック少童。

粘性中。 締り中。 ローム ・ ロームプロック少蓋。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少呈．

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロ ームプロック少蜃。

炭化粒少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少忌．

炭化粒少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒多量． ロームプロック少量。

炭化粒極微量．

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多量。

炭化粒極微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒多量． ロームプロック極多量。

炭化粒極微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒少薩。 ロー ムプロック多量。

炭化粒少嚢．

粘性中。 締り中。 ローム粒少量。 ロームプロック多量。

炭化粒少量．

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック微量．

粘性中。 締り中。 ローム粒少嚢． ロームプロック微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒多量． ロ ームプロック少量。

炭化粒少量．

粘性中。 締り中。 ローム粒多塁。 ロー ムプロック少ー·
炭化粒少嚢。

粘性強。 締り強。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性強。 締り強。 ローム粒・ロームプロック微量。

粘性強。 締り強。 ローム粒・ロームプロック・赤褐色砂微量。

図55 土坑II類実測図③(S= 1/40) 

粘性中。 締り弱。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性強。 締り強． ローム粒少量。

ロームプロック・炭化粒・焼土粒微量。

粘性弱。 締り強。 ロームプロック少量。

焼土粒・黄白色砂プロック微量。

（やや砂質）
粘性中。 締り強。 ローム粒少量。 焼土粒・炭化粒微量。

粘性中。 締り強。 ローム粒少量。 炭化粒微量。

粘性中。 締り強。 ローム粒・ロームプロック少量。

炭化粒・焼土粒微屋。

粘性中。 締り弱。 ローム粒·炭化粒少量。

粘性強。 締り中。 ローム粒 ・ ロームプロック少呈。

炭化粒 ・ 焼士粒微量。

粘性強． 締り弱。 ローム粒少量。

ロームプロック ・ 炭化粒・焼土粒微量。

粘性中。 締り弱。 ローム粒少塁。

ロ ームプロック ・ 炭化粒・焼土粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒少量。 炭化粒・焼土粒微量。

粘性強。 締り弱。 ローム粒多旦。

ロームプロック少量。 炭化粒微量．

粘性強． 締り中。 ローム粒少塁。 炭化粒・焼土粒微盈。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック・炭化粒少呈。

粘性中。 締り中。 ローム粒 ・ ロームプロック・炭化粒微量。

粘性中。 締り強。 ローム粒・炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。

炭化粒 ・ 焼土粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒 ・ ロームプロック多量。

炭化粒微量。

粘性中。 締り弱． ローム粒．
炭化粒微量。

粘性弱． 締り強。 ローム粒．
ロームプロック少量。 炭化粒微塁． （やや砂質）
粘性弱。 締り強． ローム粒．
炭化粒 ・ 黄白色砂プロック微量。 （やや砂質）
粘性弱。 締り強。 炭化粒微塁。

黄白色砂プロック多量。 （やや砂質）
粘性中。 締り中。 ロームプロック ・

炭化粒微量． （やや砂質）
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第3章 調査内容（縄文時代）
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図56 土坑 II 類出土土器② (S= 1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

1 (SK03) 

2 (SK630) 

写真94 土坑II類出土土器
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真95 SK630半裁状況

写真96 SK630土器出土状況

写真97 SK630土器出土状況

写真98 SK643半裁状況
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第3章 調査内容（縄文時代）

出土遺物はわずかにあり（図56-16 · 17) 、 大木 9 式と考えられる。 よって、 本士坑は大木 9 式期

の所産と考えられる。

SK649 (Il 区 ・図55)

径160cm を測り、 不整円形の平面形と推定される。 深さは約40cm あり、断面形はフラスコ状を呈す

ると考えられる。 上面にm-1層が堆積しており、 それを除去し検出されたものである。 N-3層を

掘り込んでおり、 底面はV-2層が確認できる。 暗褐色士を基調としているが、 やや粘性がなく砂質

系統の堆積土である。

出土遺物はわずかにあり（図56-18 · 19）、 大木 8 a式と考えられる。 しかし、 小破片であり、 こ

れを持って確実な時期決定をすることはできない。 よって、 本士坑は大木8a式期以後の所産と考え

られる。
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第3章 調査内容（縄文時代）

6. 土 坑 III 類

II類以外の大型土坑を本類とした。 これらは掘り下げて調査を実施しないものも多く含めた。 断ち

割って調査を行ったものの中に特徴的な 類型があった ことから、 これを下記のとおり細別した。 いず

れもII類に比べて 浅いものが多い。

土坑Illa類

南台地区台地北部の52T西以外に分布し、 黒色及び黒褐色砂質土の覆土を持つもので、 後述する土

坑illb類に該当しないものである。 覆土中及び遺構底面に大形のレキを含むことが多い。 SK92を典型

とし覆土がレンズ状ではなく、 いずれかの壁際に傾斜する傾向がある。 加曽利B式期に相当するもの

がほとんどで、 土器の出土量は比較的多い。 断ち割ったものではSK20 · 54 · 61 · 92 · 119が該当

する。

土坑IIlb類

52T西のSD02より東側に集中して分布するものである。 覆土中及び遺構底面に大形のレキを含むこ

とが多く、 土坑I • IV類に比較し、 土器の出土もやや多い。 SK178を典型とし、 覆土がレンズ状では

なく、 いずれかの壁際に傾斜する傾向がある。 壁は緩やかな立ち上 がりを示すものが多い。 時期的に

は中期に相当するものが主体と考えられる。 SK161 ・ 163·166 · 169 • 171 • 173 · 175 · 178 · 190が

該当する。

土坑Ille類

掘り下げて調査を行ったが、土坑illa·b類に該当しないものである。 SK29·659が該当する。 SK659

は大形のレキが確認されている。 土坑illb類との違いは検出箇所と堆積状況である。

土坑IIId類

掘り下げて調査をしていないものの う ち、 土坑ma.b類以外のものである。 SI10で見たよ うに竪穴

住居に伴うと考えられるものや土坑rnc類または土坑II類となるものが含まれている。 これらのうち、褐

色砂質土が基調となる覆土のものは暗褐色砂質土を覆土にもつ遺構に切られることが多い。

以下では代表的な もののみ掲載する。

SK29 (51T ·図57)

土坑mc類に分類した。 長軸160cm、 短軸140cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約10cm

と非常に浅いものである。 SK28に切 られる。 V-2層を掘り込んでおり、 褐色砂質土を基調とした

堆積土である。 出土遺物は図示できるものがなく、 所属時期は不明である。

SK54 (51T・図57)

土坑ma類に分類した。 径140cmを測り、 不整円形の平面形である。 深さは約20cmあり、 V-2層

を掘り込んでいる。 黒色・黒褐色砂質土を基調としており、 断面右側が深い傾斜した堆積を呈する。

また、 覆土上層に大形のレキが検出された。 出土遺物は 1層中から比較的多くみられ、 大形土器破片

も出土している（図60- 1 ~ 6)。 これらは加曽利B式に相当する ことから、 本土坑は加曽利B式期の

所産と考えられる。

SK92 (51T ·図57)

土坑ma類に分類した。 長軸150cm、 短軸 100cm を測り、 楕円形の平面形である。 深さは約45cm あ

り、 V-2層を掘り込んでいる。 黒褐色砂質土を基調としており、 断面右側が深い傾斜した堆積を呈

する。 出土遺物は少量あり、 加曽利B式期と考えられる。 （図60-7 · 8)。 よって 、 本土坑は加曽利

B式期の所産と考えられる。
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第3章 調査内容（縄文時代）

51TSK27·28·29 51TSK54 

SK28 

A
 

A
' 

A
' 

A
 SK28 SK29 2

 

A
' 

25.70m 

A
 

2
 

A
' 

V-2
25.70m 

SK 2 7 

a 黒褐色砂質士

SK28 

1 暗褐色砂質土

2 暗褐色砂質土

SK 2 9 

1 褐色砂質土

2 褐色砂質士

粘性中。 締り中。 小レキ少量。

粘性中。 締り中。 小レキ・

ロ ー ム粒・ ロー ムプロック微量。

粘性中。 締り中。 小レキ少量。

粘性弱。 締り中。 小レキ微量。

粘性弱。 締り中。 小レキ微量。

黄白色砂多量。

51TSK92 

A
 

A
 
— ----

V-2

SK92 

1 黒褐色砂質士

2 黒褐色砂質土

3 黒褐色砂質土

4 黒褐色砂質士

粘性中。 締り中。

小レキ少呈。

ロー ム粒．

炭化粒微量。

粘性中。 締り中。

小レキ少呈。

粘性中。 締り中。

小レキ多嶽

粘性弱。 締り弱。

小レキ・黄白色砂多量。

A
' 

A
' 

25.70m 

SK 1 1 9 

1 黒色砂質土

2 黒褐色砂質土

3 黒褐色砂質土

SK54 

1 黒色砂質土

2 黒褐色砂質士

3 黒褐色砂質土

4 黒褐色砂質土

51TSK119 

A
 

皿 ー 1

粘性中。 締り中。 レキ。 小レキ少量。

ロ ー ム粒・炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 小レキ少量。 黄白色

砂多量。

粘性中。 締り中。 小レキ・ ロ ー ム粒・

炭化粒微量。

粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

ロ ー ム粒微量。

A
' 

A
' 

25.70m 

V-2

粘性弱。 締り中。 レキ。 小レキ・ ロ ー ム粒微呈。 黄白色砂少饂。

粘性弱。 締り中。 小レキ微量。 黄白色砂少呈。

粘性弱。 締り中 。 小レキ微量。 黄白色砂多量。

゜ lm 

図57 土坑III類実測図①(S=1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真99 SK54半裁状況

写真100 SK92半裁状況

写真101 SKl 19半裁状況

III-1層を掘り込んで構築される。

写真102 SK160 • 169半裁状況



第3章 調査内容（縄文時代）
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|' 写真103

52T西土坑Illb類調査状況
（西から東を望む。 ）

写真104

52T西土坑IIIb類調査状況
（南西から北東を望む。）

写真105

SK170 · 171 · 173半裁状況

写真106 SK178半裁状況



第3章 調査内容（縄文時代）

52TSK 160~ 165 ・ 169 ・170

SK170 

SK 1 6 9 

a 褐色砂質土
b 暗褐色土
c 暗褐色砂質土

SK169 � 

未掘 『‘
‘‘`--J--- --

未掘

SK163 

SK161 

粘性弱。 締り弱． 小レキ ・ ローム粒・炭化粒少量．

粘性中。 締り中。 小レキ・ロー ム粒·炭化粒少量． （やや砂質）
粘性弱。 締り弱。 小レキ少塁．

A'

SK 1 6 0 

1 黒褐色土
粘性中。 締り中。

小レキ微量。 ロー ム粒極微量。

（やや砂質）

SK 1 61 
2 黒褐色土

粘性中。 締り中。 レキ。

小レキ・炭化粒微量。 ロー ム粒少量。

ロー ムプロック微嚢。 （やや砂質）
3 黒褐色砂質土

粘性弱。 締り中。 小レキ少三o

ロー ム粒 ・ 炭化粒微量．

4 暗褐色砂質土
粘性弱。 締り弱。 小レキ少呈。

白色砂少量。

A 

未掘

A
' 

27.lOm 

SK169 V-2

P 1 2 9 

A 黒褐色土 粘性中 。 締り中。 レキ。

小レキ ・ 炭化粒微量．
ロー ム粒少量．

（やや砂質）

SK 1 6 3 
B 暗褐色土 粘性中。 締り中。

小レキ・ロー ム粒・
炭化粒少量。

（やや砂質）

52T135·170~174 ·177 

SK175 

未掘 A
 

A
' 

SK 1 7 1 

A 黒褐色砂質土
粘性弱。 締り中。 小レキ・ロ ー ム
プロック・焼土粒微量。 ロー ム粒少忌。

SK 1 7 0 

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗褐色砂質土
4 暗褐色砂質土

粘性中。 締り弱。 小レキ微量。 ロ ー ム粒極微呈。 （やや砂質）
粘性中。 締り弱。 小レキ・ロー ムプロック・焼土粒微産。

ロー ム粒少塁（やや砂質）
粘性弱。 締り中。 小石・小レキ・ロー ム粒微重。

粘性弱 。 締り弱。 小レキ少量。 ロー ム粒・焼土粒微量

SK 1 7 3 

a 暗褐色砂質土
粘性弱。 締り中． 小レキ・ロー ム粒．
ロ ー ムプロック少呈。 炭化粒 ・ 焼土粒微量．

b 明照褐色土
粘性中。 締り中。 小レキ微量。 ロー ム粒·
ロー ムプロック多量． 炭化粒少量．（やや砂質）

c 黒褐色土
粘性強。 締り中。 ロー ム粒・ロームプロック少量。

炭化粒多呈。 焼土粒微量。 大形土器破片（やや砂質）
d にぶい熱褐色土

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック・炭化粒少呈。 焼土粒微量。（やや砂貿）
e 褐 色 土

粘性中。 締り中。 ロー ム粒・ロー ムプロック少糞． 炭化粒微量． （やや砂質）

A
 SK171 SK173 

A' 

SK170 
27.10m 

未掘

゜ lm 

図58 土坑IlI類実測図②(S= 1/40) 
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第3章調査内容（縄文時代）

52TSK178 

A

 
A

' 

11区SK659

A 

/ 
—

l 
A

' 

A

 
A

' 

27.lOm

A
ロニ〗/

[620m

V-2

s K 1 7 8 

1 暗褐色砂質土

2 褐色砂質士

3 黒褐色砂質土

4 褐色砂質土

SK 6 5 9 

A 暗褐色土

B 明黒褐色土

c 暗褐色士

D 暗褐色土
E 暗褐色土

゜ lm 

粘性弱． 締り中 。 小レキ少葦． ロ ーム粒極微薩。

粘性弱。 締り中。 小レキ少量． ロ ーム粒・ロ ーム

プロック微量。

粘性弱。 締り中。 レキ。 小レキ少量． ロ ーム粒微塁．

粘性弱。 締り弱． 小レキ微量． 白色砂多量．

粘性強。 締り弱。 ローム粒少量。 炭化粒微亘。

粘性強。 締り弱。 ローム粒少量。 ロ ームプロック・炭化粒・焼土粒微量。

粘性強。 締り弱。 ロ ーム粒・ロ ームプロック・炭化粒・焼土粒微量。

粘性強。 締り弱。 ロ ーム粒少量。 ロー ムプロック・炭化粒微量。

粘性強。 締り強。 ロ ーム粒・ ロ ー ムプロック少塁。 炭化粒微量。

図59 土坑m類実測図③(S=1/40) 

SK119 (51T・図57)

土坑ma類に分類した。 長軸160cm、 短軸150cmを測り、 ほぼ円形の平面形である。 深さは約50cm

あり、 m- 1層から掘り込んでおり、 底面にV- 2層を確認した。 黒色 ・ 黒褐色砂質土を基調として

おり、 中位にテラスをもつ断面形である。 覆土上層に大形のレキを含む。 出土遺物は少量あり、 綱取

式（図60- 9 ・ 10)と加曽利B式（同図11~13)が出土している。 よって、 本土坑は加曽利B式期の

所産と考えられ、 9 • 10はm- 1層からの流れ込みと考えられる。

SK160 · 161 (52T西・図58)

これらは当初、 同一遺構として考えていたが、 調査途中平面プランの再確認を行い、 別遺構と判断

し、 それぞれ遺構番号をつけたものである。 しかし、 SK160は遺構かどうか明確ではなく、 ここでは

SK161の上層部分として理解し、 まとめて報告しておく。

SK161は士坑mb類に分類した。 V- 2層を掘り込んで構築されている。 長軸は約150cmを測り、

不整円形を呈する。 深さは約40cm ある。 SK169 · SK162を切って構築される。 覆士は上層部分が黒

褐色士であり、 下層は砂質土となっている。 断面右側が深い傾斜した堆積を呈する。 覆土上層に大形

のレキを含む。 出士遺物は少量あり、 大木9~10式（図60-14~17)が出土している。 よって、 本土

坑は大木 9 ~10式の所産と考えられる。
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第3章調査内容（縄文時代）

SK54 

ぎ］
2 3 戸

―'｀�- 仄
1 

戌 叫 八

ゴ遷' 〗 ..― ` 

SK92 

SK160· 161 

SK163· 164· 169 

〗

4 5 , ＂’,. ,’'l 

6 

SK119 

18 

， 

＼虞〗 11 鸞
＾
一9

ど
9＇9 , 〗 燿•一F 瓜 〗

し
I

,2 
13 

〗 瓜〇917 , 

15 

14 

〗 〗 ］ 
19 20 21 

゜ 10cm 

図60 土坑皿類出土土器① (S= 1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK可0· 171・173

:マ
＇

げ
且

2
 

3
 

ー

□
日
日
月‘ a

5

6
 

SK178 

ロ頁
ャ

U8 

7
 

゜ 10cm 10 

図61 土坑m類出土土器②(S=1/3) 

SK163 · 164 · 169 (52T西・図58)

これらも当初、 同一遺構として考えていたが、 調査途中平面プランの再確認を行い、 別遺構と判断

し、 それぞれ遺構番号をつけたものである。 しかし、 SK163 · 164は遺構かどうか明確ではなく、 こ

こではSK169の上層部分として理解し、 まとめて報告しておく。

SK169は土坑illb類に分類した。 長軸は210cm以上、 短軸は約160cm を測り、 楕円形を呈すると推

定される。 深さは約40cmある。SK161·SK170を切って構築される。覆士は上層が暗褐色土(SK163)

であり、 下層は褐色砂質土、 暗褐色士が互層となっている。 断面右側が深い傾斜した堆積を呈する。

出士遺物は少量あり、 大木8a式（図60-19 · 20 )、 大木8b式（同図21）、 大木9 ~10式（同図18)

が出士している。 SK163 · 164が別遺構である可能性があり、 所属時期は確定できない。 しかし、 18

は上層からの混入の可能性があり、 SK161 · SKl 70との重複関係も基に考えると大木8~ 9 式期にあ

たり、 大木8式期の可能性が高いと推定した。

SK170~173 (52T西・図58)

これらも当初、 同一遺構として考えていたが、 調査途中平面プランの再確認を行い、 別遺構と判断

し、 それぞれ遺構番号をつけたものである。 SK170は柱痕跡を確認し、 土坑I類と判断した。 SKl71 

は遺構かどうか明確ではなく、 ここではSK173の上層部分として理解し、 まとめて報告しておく。 ま

た、 SK172はSK173の底面まで到って確認されたもので、 SK173以前の遺構と考えられる。

-114-



第3章 調査内容（縄文時代）

SK170は土坑 I 類に含められる。 長軸130cm 、 短軸90cm を測り、 楕円形の平面形である。 深さは約

75cm あり、 柱痕跡の径は40~50cm を測る。 V-2 層を掘り込んでおり、 SK169 ・ 173を切っている。

覆士は暗褐色砂質土である。

SK170の出土遺物はSK173と一括して取り上げたため、 確実に伴う士器が不明である。 しかし、 本

士坑はSK173を切って構築しているため、 下限である大木 9 式（図61- 5 · 6) が伴う可能性が高

く、 暫定的ではあるが大木9式の所産と判断しておく。

SK173は土坑 IIlb類に分類した。 長軸240cm と推定され、 短軸は180cm を測る。 不整円形の平面形

と考えられる。 深さは約50cm ある。 覆士は下層に粘質のある黒褐色土・褐色土があり、 上層に暗褐色

砂質土、 黒褐色砂質土 (SKl 71) と砂質系統の堆積土が認められる。 断面右側が深い傾斜した堆積を

呈する。 覆土中及び上層からレキの出土が認められる。 V-2 層を掘り込んでおり、 SK174を切り、

SK170に切られる。

出士遺物は少量あるが、 前述したとおりSK170と一括して取り上げているため、 確実に伴う士器が

不明である。 また、 SK171が別遺構の可能性があり、 確定はできないが、 上限が大木8a式（図61-

1 ~ 3) であるため、 大木8a式期の所産の可能性が高いと推定される。

SK177 (52T西·図58) （注1)

士坑 I 類に含められる。 径110cm を測り、 円形の平面形である。 深さは約70cm あり、柱痕跡の径は

約50cm である。 V-2 層を掘り込んでおり、 SK175を切る。 覆士は暗褐色砂質土である。 図示でき

る出土遺物は認められなかった。 よって所属時期は不明である。

SK178 (52T西·図59)

土坑 IIlb類に分類した。 長軸190cm、 短軸170cm を測り、 ほぼ円形の平面形である。 深さは約50cm

あり、 V-2 層を掘り込んでいる。 覆土は上層に暗褐色 ・ 褐色砂質士があり、 下層底面近くで黒褐色

砂質士が堆積している。 断面右側が深い傾斜した堆積を呈し、 中位にテラスをもつ断面形である。 底

面に大形のレキを確認した。 出土遺物は少量あり、 大木8b式（図61-10) と大木9 式（同図 7 ~ 9) 

が出土している。 よって、 本土坑は大木9式の所産と考えられる。

なお、 士坑IIIb類が分布する範囲には、 土坑IV類も少量あり、 SK158では大木10式の遺物が出士し

ている（図63- 4 · 5) 。

SK659 (II区 ・図59)

土坑Ille類に分類した。 SDOlに切られ、 規模及び平面形は不明であるが、 大型の土坑であったと推

定される。 SI24を切る。 深さは35cm 、 IV- 2 層を掘り込んでおり暗褐色土、 黒褐色土を基調とした堆

積土であり、 上層に大形のレキを含む。 出土遺物は國示できるものがないが、 重複関係から中期後半

以後の所産と考えられる。

（注1) SKI 77は当初、 柱痕跡部分を別遺構と認識し、 調査を行ったが、 調査途中で平面形を確認し、 柱痕跡を伴う土坑

（土坑I類）と確認されたものである。
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第3章 調査内容（縄文時代）

7. 埋 設 土 器

これまでに述べなかった埋設土器を伴うものについて報告しておく 。

SK217 (52T東・図62)

径80cmを測り、 ほぽ円形の平面形である 。 深さは約45cmあり、 埋設された土器の形状に合わせた

ような掘り込みを持つ。 V-2層を掘り込んでおり、 土器外側の堆積土は暗褐色砂質土、 士器内面は

黒色系統の砂質土である 。 土器は縄文施文の大形のもの（写真112-1)と入れ子状に図63- 1が出

土している 。 これらの出土遺物から、 本士坑は綱取式期の所産と考えられる 。

52TSK217 52TSK424 59TP938 

A
 

A
 

A' A A
' 

｀〗

A' A 

25.70m 

A' A A' 

五40m ーも --;-7.80m

N-2

゜ 50an 

SK203 

1 黒褐色砂団士

2 暗黒褐色砂質土

3 黒色砂質士
4 暗褐色砂買土
5 暗褐色砂質士

6 暗褐色砂質土
7 黒褐色砂黄土

8 暗褐色砂質土

9 黒褐色砂質土

SK424 

1 黒褐色砂質土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 褐色土
5 暗褐色土

6 黒褐色土

7 暗褐色砂質土

P 9 3 8 

1 暗褐色土

2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 にぶい褐色土

粘性弱。 締り中。 小石微量．

粘性弱。 締り中。 小石少量．

粘性弱。 締り中． 小石少量．

粘性弱。 締り弱。 小石微量．

粘性弱。 締り弱。 小石・白色砂少量。

粘性弱。 締り弱． 小石微量。 白色砂多量．

粘性弱。 締り弱。 小石微量。

粘性弱。 締り弱。 小石微量。 白色砂微塁．

粘性弱． 締り弱． 小石微量． 白色砂微量。

粘性弱。 締り弱． 1Jヽ石微量．

粘性弱。 締り弱。 ロー ム粒微＿。

粘性弱。 締り弱． ロー ム粒微量．

粘性弱。 締り弱。 ロー ム粒・ロー ムプロック少量．

粘性弱。 締り弱． ロー ム粒少量．

粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ・ロ ー ム粒少量．

粘性弱。 締り中。 小石・小レキ微量．

粘性中。 締り弱。 ロ ー ム粒・炭化粒少呈。

粘性中。 締り中。 ロ ー ム粒・ロ ー ムプロック・炭化粒少量。

粘性強。 締り弱。 ロ ー ム粒。 ロ ー ムプロック・炭化粒少量。

粘性強。 締り弱。 ロー ム粒少蜃。 ロームプロック微量。

図62 埋設土器遺構実測図(S= 1/20) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真107 SK214調査状況

写真108 SK424調査状況

写真109

SK214調査状況

写真110

P938調査状況

SK197検出状況（東から）
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK217 P938 

SK158 

SK75 

4
 

5

゜ lOan ゜ 10cm 

図63 埋設土器遺構・土坑 IV 類出土土器 (S= 1/4 · 1/3) 

SK424 (53T東・図62)

径45cm を測り、 不整円形の平面形である。 深さは約25cm であり、 V-2 層を掘り込んでいる。 埋

設土器は底部を欠き、 横倒しの状況で確認されている。 土器内部にはレキが認められた。 埋設土器底

面が褐色砂質土、上面が黒褐色砂質土であり、土器内部は黒褐色土等ロ ー ム粒を含む層が確認された。

埋設土器（写真112-2) は綱取式である。

P938 (59T ・図 62)

径35cm を測り、 円形の平面形である。 深さは 15cm を測り、 IV- 2 層を掘り込んでいる。 覆土は暗

褐色土を基調としている。 埋設土器は胴部下半から底部にかけてのもので、 縄文が施文される粗製土

器である。 中期～後期の所産と考えられる。

この他、 SK197 （岡14参照）で埋設土器を確認しているが、 掘り下げて調査を実施していないた

め、 詳細は不明である。
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第3章 調査内容（縄文時代）

＼
 

(SK217) 

3 (SK138) 

写真112 埋設土器遺構出土土器
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第3章 調査内容（縄文時代）

51TSK25 51TSK51 ·52·53 

A
 

A
 

V-2

51TSK80·81 

A
 二 A

' 

△ SK80 SK8 l . Ji 

-V-2 

25.70m 

A 

25.70m 

51TSK99 

A
 

A
 

口

A 

25.70m 

口

A
' 

A
' 

25.70m 

SK53 

V-2

51TSK109 ・110

A
 

A
' 

A
' 

P88 

A
 

A
' 

SKl 10 P88 SK109 
·-

でここ〗五丁丞．70m

V-2 

52TSK182~186 

SK183 SK190 

A
 

A
 SK183 

1 

A 

26.lOm 
1 m 

図64 土坑w類実測図①(S=1/40) 

-120-



52TSK203 52TSK210~212 

第 3 章 調査内容（縄文時代）

52TSK218 

j\ •
‘

‘
‘ 

撹乱
----

-----

---—--―------• ロ
A
 

A
' A

 SK210 SK212 

口
25.70m 

SK210 
I 

I 

I 

I l, 

i SK211 I ， 
‘ ’ 

‘ ’
ヽ

SK212 

SK211 

A
' 

A
 

A
 

A
' 

A
' 

V-2 

V-2

52TSK241 

SK 2 5 

1 灰黒色士

2 暗褐色砂質土

3 暗褐色砂質土
4 暗褐色砂賓土
5 暗褐色砂質土

6 暗褐色砂質士

凶／
一

＼ A
‘ 

□
--

SK 5 1 

1 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少呈．

2 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ多量．

SK52 

A 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ微量．

B 暗褐色砂黄士 粘性弱。 締り中。 小レキ微量．

c 明褐色砂質土 粘性弱． 締り中． 小レキ微量．

A A
' 

戸 257知

V-2 

゜ lm 

SK 9 9 

1 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ多呈。

2 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小レキ微量。

P88 

A 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

ロー ム粒・炭化粒微量．

S K109 

a 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少量．

S K110 

1 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少呈。

黄白色砂微量。

2 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少量．

黄白色砂少量。

S K182 

A 暗褐色砂質士 粘性弱。 締り中。 小レキ微量。

SK 183 

1 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少量．

2 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小レキ多亘。

3 褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小レキ微呈．

SK53 

a 暗褐色砂質士

b 褐色砂質土

SK80 

a 黒褐色砂阿土
b 黒褐色砂質土

SK81 

1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 黒褐色砂質土

4 黒褐色砂質土

S K203 

1 暗褐色砂質土
2 暗褐色砂質土

S K210 

1 暗褐色砂質士

2 暗褐色砂質土
3 暗褐色砂質土

S K211 

a 暗褐色砂質土
b 暗褐色砂質土

S K212 

A 

25.70m=〈/
V-2 

粘性弱。 締り中。 小石・小レキ微量。

（やや砂質） 〔大別「層〕

粘性弱。 締り中。 小石・小レキ ・ ロー ム粒 ・ ロー ム

プロック・焼士粒少量． 〔大別Il - 1層〕

粘性弱。 締り中。 小レキ・ロ ー ム粒微量．

粘性弱。 締り中。 小レキ少量． ロー ム粒微量。

粘性弱。 締り弱． 小レキ多量． ロー ム粒微量．

粘性弱。 締り中。 小レキ多量．

粘性弱。 締り中。 小レキ微皿o

粘性弱。 締り中。 小レキ微量．

粘性弱。 締り中。 小レキ多亘。 黄白色砂微量。

粘性弱。 締り中。 小レキ多量。 黄白色砂少量。

粘性弱。 締り中。 小レキ多量。 （やや砂質）

粘性弱。 締り中 。 小レキ多量。 黄白色砂微量。 （やや砂質）

粘性弱。 締り弱 。 小レキ多量。 黄白色砂微嚢。

粘性弱。 締り弱。 小レキ多忌。 黄白色砂多逗。

粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

粘性弱。 締り中。 小レキ微量。

粘性弱。 締り弱． 小レキ少量。

粘性弱． 締り中。 小レキ少量。 黄白色砂微量．

粘性弱。 締り弱。 小レキ・黄白色砂多量。

粘性弱。 締り弱。 小レキ少忌。

粘性弱。 締り中。 小レキ ・ 黄白色砂少呈。

A 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小レキ少量。

B 暗褐色砂質土 粘性弱． 締り中。 小レキ・黄白色砂多量。

S K218 

1 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少量．
2 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り中． 小レキ微嚢．

S K241 

1 黒褐色砂質土 粘性弱。 締り中。 小レキ少量。

2 黒褐色砂質土 粘性弱 ． 締り中。 小レキ多量。

3 暗褐色砂質土 粘性弱。 締り弱。 小レキ微量。 黄白色砂少量。

4 暗褐色砂質士 粘性弱。 締り弱。 黄白色砂多蘊。

図65 土坑w類実測図②(S= 1/40) 
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第 3 章 調査内容（縄文時代）
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ロ
未掘（

、＼＼

SZ06 道路状遺構

1黒褐色土粘性中。 締り弱。 ロー ム粒多量。 ロ ー ムプロック少量。

2 暗褐色土粘性強。 締り中。 ロー ム粒・ ロ ー ムプロック少量。 炭化粒微邑。

3 褐 色 土粘性強。 締り強。 ロー ム粒・ ロ ー ムプロック少量。 炭化粒微量。

囲
亡

P�負布分層2
 

9

賛
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へ

．ヽ．
ヽ

9
9

バぃ
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゜ 1知
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門 叫
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゜
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□
ロ
ロ
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図66 道路状遺構実測図・出土土器(S= 1/200 · 1/60 · 1/4 · 1/3) 
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第3章 調蓋内容（縄文時代）

写真113 道路状遺構調査状況（北から南を望む。）平成14年度調査

写真114 道路状遺構北側調査状況 写真115 道路状遺構南側調査状況
（南から北を望む。）平成 14 年度調査 （北から南を望む。 ）平成 14 年度調査
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第3章 調査内容（縄文時代）

8. 土坑w類・小土坑

南台地区台地北・中央部全体では、 士坑

w類は437基確認している。小士坑は498基

確認された。 これらの多くは掘り下げて調

査を実施しておらず、 一段掘り下げ平面形

を確認しただけであるが、 縄文士器を伴う

かまたは覆士の特徴から縄文時代の所産と

推定されたものである。南台地区台地北部、

特にIII - 1層分布範囲周辺に多く認めら

れ、 南にゆくに従い減少している。 所属時

期は前期後半～後期中葉までと考えられる

が、 出士遺物と覆士の特徴から、 多くは大

木 9 式～綱取式の所産と推定される。

平面形は円形・不整円形を呈し、 径50~

写真116 道路状遺構断面
覆土は薄く、 暗褐色土を基調としている。

100cmのものが多数を占める。 南台地区台地北部では半裁して調癒したものがあり、 深さは比較的浅

く70cm未満のものが多い（図64·65)。 なお、 SK75(51 T) では加曽利B式期の大形士器片が出士し

ている（図63-3)。

9. 道路状遺構（図66)

南台地区台地中央部で確認された最大長約40m、 幅3~4m、 深さ10~20cmの遺構である。 SI20、

SZ05 · 06に切られ、 SK548を切っている。 IV- 1 · 2層を掘り込んでおり、 覆士は上層が暗褐色士

( 2層）、 下層が褐色士( 3層）である。 壁の立ち上がりは極めて緩やかで明確な掘り込みを呈さず、

遺構の立ち上がりとしたIV- 1 · 2層と覆士 3層の境界は不明瞭な点も認められる。 全体的な検出状

況は、 幅3~4 mの広い範囲でくぼみが確認できるというものである。 底面は特に硬化した面は確認

できなかった。 また遺構内には小士坑が存在するが、建物を構築するような組み合わせは確認できず、

本遺構に伴うものか定かではない。

本遺構は南端が破壊されているが、 南の延長線上には西向地区から入り込む谷の谷頭が位置する。

また、 周辺の遺構としては士坑II類が比較的多く分布しており、 その他は時期不明の推定竪穴住居

(SI18)・埋設士器(P938) があげられる程度である。 これらのことから、 本遺構は士坑II類分布範

囲（貯蔵穴群内）に位置し、 遺跡の中心である南台地区台地北部と西向地区から入り込む谷の谷頭を

結ぶ道路の可能性があるとして、 道路状遺構とした。 ただし、 本遺構は意識的に構築されたものであ

るかどうかは明らかではなく、 結果的な状況がくぼみを呈したとも考えられる。

出士遺物はわずかにあり（図66- 1 ~ 6 )、 大木10式と考えられる。 3~5は同 一個体である。 こ

れらの出士遺物から、 本遺構は大木10式期に埋没したものと考えられる。
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第5 節 台ノ前地区の調査

1. 貝層・遺物包含層の概要

第3章 調査内容（縄文時代）

南台地区から台ノ前地区にかけての東斜面に、貝層が 2箇所確認された。これらはこれまでに「台

ノ前貝塚」とされてきたものである。今回のトレンチによる調査・検土杖によるボ ーリング調査・表

面調査の結果、図67に示す範囲が推定され、北側に存在するものを「台ノ前北貝層」、 南側を「台ノ

前南貝層」と称することとした。

図67に示す貝層（旧 ー 3層）に含めた層位には、貝があまり含まれないものがある。 通常「遺物包

含層」とも言えるような検出状況であるが、 本遺跡では、 貝以外の動物遺存体の包含状況や堆積過程

から、 貝を多く含む層と一連のものと考えられるので、これらを 一括して貝層(ID- 3層）とした。

台ノ前地区・西向地区では、 この貝層(ID-3層）を貝の混入率（＝混貝率）等を基に、 下記のよう

に大別して示している。

混貝土層 層中の貝の混入率が比較的高いもの。 計測混貝率で概ね10％以上のものである。

土主体層 層中の貝の混入率が 低いもの。計測混貝率で概ね10％以下である。褐色系統の明るい色調

のものが多い。また、貝層最下層にあたり、 比較的獣骨土器の出士多い層も含めた。

土 層 層中に肉眼で貝の混入がほとんど認められなかったものであるが、 混貝士層及び土主体層

同様、動物遺存体が含まれるなど、一連のものと考えられるもの。土主体層と同様に褐色

を基調とするものが多い。

本調査で示している混貝率は現地で肉眼観察により判断し示したものである。貝の混入率について

は他に「計測混貝率」で表記している。 計測混貝率の具体的な算出方法は次のとおりである。

貝体積は、士壌サンプルを水洗洗浄した後、 5 mmメッシュで採取された貝の体積を測ったものである。よっ

て2.5mm以下の貝破片は含まれておらず、実際量より低く見積もられている。

土量体積（層体積）は次に掲げるい ずれかの方法で算出している。

① 採取した洗浄前の土量体積を計測。

② 平均厚さ法によ って算出。25cmグリットの交点の層厚の総計を交点数で割り、各層の平均厚さ

を求め、 それに面積を かけて体積を算出したもの。

③ 50cm角等の一定面積のコラムサンプルで、サンプル採取した面積と厚さをかけて体積を算出。

このように計測混貝率は計測した貝体積と計測及び算出した土量体積を基に算出したものである。

また、計測混貝率は混貝率に対し、概ね低い数値を示す。同様の方法で算出した北原貝塚遺跡群の北

原西貝塚はイボキサゴを主体とし、 肉眼観察による貝の混入率は極めて高いものであったが、全体の

計測混貝率は29％であった（川田·植月・樋泉2004)。

台ノ前南貝層は、 東西最大約14 m、 南北約31mを測る。31·32Tで上端が、39• 43Tで下端が確認

されている。確認された最大 厚は約1.0m(31 T) を測る。 下端の標高は39Tで21.0m、43Tで20.8m、

上端の標高は31Tで25.2m、32Tで26.0mを測り、 43T下端と31T上端の比高差は約4.4 mである。

斜面上位にある31· 32Tでは士層・土主体層が多く、斜面下位の37~39Tでは混貝土層が中心で

ある。

斜面下位にあたるI区ではII層中に破砕貝層が確認されたが、 二次堆積と考えられる。 I区ではm

-3層とは異なり、 貝は含まないが土器が多く出土する遺物包含層(ID- 5層）が確認されている。

台ノ前南貝層はI区より斜面上位に存在しているものと推定される。
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第3章 調査内容（縄文時代）

大別層 層 名 土 色 種別 粘性 締り ロー ム粒
ロー ム

炭化粒 焼士粒 混貝率 備 考プロック

I a 褐灰色 土 弱 弱 少呈 表土

I I b 褐灰色 ± 弱 弱 表土

I c 黒褐色 ± 弱 弱

Ila 黒褐色 土 中 中 多量 霞Ii! 破砕貝

Il b 黒褐色 土 中 中 微量

IIIA 1 褐色 土 強 強 少旦 微量 讚五 遺物少量。

旧A 2 褐色 土 強 強 少呈 少呈 少量 遺物少景． A 1よりやや暗い．

III B l にぶい褐色 土 強 強 多呈 多量 多盪 遺物多量。 獣骨少量。

lil [l 2 褐色 土 中 中 少量 少量 少景 遺物少呈。

IDB 3 にぶい褐色 土 強 強 少量 少塁 少量 5% 遮物多量。 獣母少塁。

Ill C 1 褐色 土主体 中 中 多呈 ． 極多量 10% 遺物少量。 獣骨少塁。

mc2 黒褐色 土主体 中 中 多呈 多塁 多量 5% 遺物少量。 獣骨少量．

ll-3 
m e 3 褐色 土主体 中 中 多量 多量 5% 遺物少呈。 獣骨少量。

mc4 黒褐色 土主体 中 中 少呈 少量 5% 遺物少盈。 獣骨少量。

m [） 褐色 土 強 強 多呈 多量 多蚤 遺物少嚢。 獣骨少量。

m E l 褐色 混貝土 中 中 少量 少量 30% 遺物少塁。 獣骨少量。

m E 2 暗褐色 土主体 中 中 少量 霞絨 5% やや砂質。 遺物少量。 獣骨少且．

IV a I 黒褐色 土 中 中 多逗 多量 遺物少量。 貝プロック含む。

IV a 2 黒褐色 土 中 中 多塁 少呈 遺物少量。 貝プロック含む。

m - 4 IV b 黒褐色 土 中 中 閲賢 遺物微量。

V-3 V 暗褐色 土 中 中 徴品 多量

※混貝率は肉眼観察によるもの

図68-2 31T実測図

台ノ前北貝層は、 東西最大約15m 、 南北約47m を測る。 54· 63Tで下端が、 53· 67Tで上端が確認

されている。 確認された最大厚は約1.8m (54T) を測る。 下端の標高は54Tで19.6m 、 63Tで21.5m 、

上端の標高は53Tで25.0m 、 67Tで24.5m を測り、 54T下端と67T上端の比高差は約4.9m である。

確認された層は土主体層が多く、 平面的な検出状況では、 54 · 63Tで混貝土層と土主体眉が互層と

なっており、 53Tでは混貝土層、 67Tでは土層が中心である。

46T、 54T東側、 56~58Tでは貝層は確認されなかったが、 二次体積と考えられる混貝土層が確認

されており、 下端部は破壊された部分が多いと推定される。 特に46T、 56T、 58Tでは II 層中に多量

の貝及び動物遺存体が確認されている。 また、 56~58T以東においても過去に貝層が確認されたとの

情報もあり、 部分的に坪掘りを行ったが、 現時点では確認することができなかった。

2. 台ノ前南貝層

(1) 31 Tの調査状況（図68)

31Tでは、 II 層（黒褐色土）下に褐色土を基調とする大別 III- 3 層（貝層）が確認されている。 貝

層範囲外は IV-2層が認められる。 大別 III- 3 層は IIIA· B · D層を土層、 IIIC·E2 層を土主体層、 III

El 層を混貝土層と分別した。 本調査区の大別 III- 3 層では、 土層・土主体層が大部分をしめており、

斜面下位の最下層に混貝土層が認められる。 IVa層はほとんど貝・動物遺存体を含まないが、 ブロッ

ク状に貝が分布する状況を確認できたため、 大別 III- 3 層に含めた。 土層・土主体層としたものは褐

色系統の色調を呈する。

IIIA·B·D 層に比較的多くの大形土器片が出土しており、 IVb層以下の出土量は極めて少量であ

る。 IIIA層には獣骨等動物遺存体がほとんど含まない。 IIIB層で獣骨の出土が少量認められるようにな
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真117

31T調査状況
31TIII- 3層は土・士主
体層を中心の堆積で あ
る。奥に白くみえるのがL
III貝層である。

写真118

31TLill貝層

調査状況

写真119
31TLill貝層

調査状況

I 



第3章 調査内容（縄文時代）
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写真120

31丁土器出土状況
（西南から）

柱状サンプル下にLIil貝
層が確認できる。

写真121

31TL皿貝層

調査状況

写真122

31TLm貝層・

LN2貝層調査状況
LlJI貝層下に貝プロック

(LN 2貝層）が確認さ
れる。
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写真124

第3章 調査内容（縄文時代）

写真123

31T貝層下部断面
m層の最下層にLill貝層

が認められる。その上下に

は貝の混入は極めて少な

いことが認められる。

31TLN 1貝層検出状況
w同中から貝プロックが確認できる。

写真125

31TIII層中土器出土状況



第3章 調査内容（縄文時代）

31TIII層

3
 

2
 

54T22層

54T28屠

図69 31 · 54T出土土器(S= 1/ 4) 

8
 

゜ 10cm 
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第3章 調査内容（縄文時代）
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真126 31T出土土器

り、極 少量の貝 が含まれる。 東側斜面下位に認められるIIIC層は比較的多くの貝 を含み、 皿 E層と連続

して薄い堆積の混貝土層を形成する。 これをL皿 貝層と称する。 特にIIIE層は貝の混入率が高い。

w層は黒褐色土 を基調とし、基本的には貝・獣骨等をほとんど含まないが、 2箇所において貝プロッ

クを確認した。 そ れぞれ、 LN 1 · 2貝層と番号を付けた。 なお、 LN 1 · 2貝層はWa層中から確認

されている。 いずれも極めて限られた範囲で確認されたもので、土壌ごと一括してサンプリングを行っ

ている。 31TIII層(LIII貝層）とは明確な間層をもって下位に堆積 する。

50cm角のコラムサンプルを北東隅に設定し、 厚さ 5 cm毎に18サンプルを採取している。 コラムサ

ンプル中にはLIII 貝層、 LN 2貝層が含まれている。 コラムサンプル全体の計測混貝率は1.3％であり、

極めて低い数値を示す。 LIII貝層に相当するコラムサンプルS11の計測混貝率は15.6％であり、31T中

のコラムサンプルでは最も 高い数値である。

出土土器の一部を図ー 69~70、写真126に示した。 31TIII層中からは大木7a式古段階の土器が多く

出土している（図69- 2 · 4、 図70 - 1 ~ 4、 写真126- 1 · 2 )。 大木6式に相当するものも 少量

認められており（図70- 5 · 6 )、 皿層最下層にあたるLIII貝層中（ コラムサンプルS11~12) からも

大木6式（同図14) が出土していることから、 31TIII層は大木6式に形成が始まり、 7a式期までの

所産と考えられる。

31TNa層からは主に大木4~ 5式と考えられるもの（図70- 9 ~12)の他、 大木6式（同屈7 .

8 ) が出土している。 W層中のLN 1 · 2貝層は、 明確な共伴遺物がないが、 Wa層出土 遺物に併せ、

LIII 貝層と明確な間層を持って確認された状況を考慮し、 大木6式以前、 大木5式に近い段階の可能

性が高いと推定される。 LN 2貝層中にあたるコラムサンプルS1 7については、サンプル中の種実の放

射性炭素年代 測定 を行 い、 14c年代 で4950土40BPの測定結果が得られている（附編参照）。

その他、 出土土器 には、 浮島・興津式系統のものが散見される（図69- 1 ・ 図70-13 )。

(2) 32~34T · 37Tの調査状況（図71)

32Tでは、 II層下 に貝層（ 皿 ー 3層）が確認されているが、 掘り下げて調査を実施していない。 上

面確認 状況では貝の散布が少量 認められるだけではあるが、31TIII - 3層上面と同様であることから、

III - 3層（土層・土 主体層）に相当すると考えられる。

33 · 34Tで確認した遺構は、 覆土の特徴から縄文時代の所産と考えられる。 貝層(III- 3層）は検
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32T 

A
 

A
' 

A \：9620m 

T
 

3
 

3
 ―

�
 

B
 

/
 

＇
 B

686

-

SK
 

二二二ニ二こ

32T 

1 暗褐色土 粘性弱。 締り弱．
（表土・大別1層）

2 明黒褐色土 粘性中。 締り中 。

ロー ム粒・焼土粒

微塁。 （大別Il層）
3 黒褐色土 粘性中。 締り中 。

ロー ム粒・焼土粒

微量。 （大別Il層）

B―
 

B
' 

26.40m 

4
 

33T 

1 暗褐色士 粘性弱。 締り弱．
（表土・大別1層）

2 馬色土 粘性中。 締り中．

ロー ム粒・ロー ム

プロック微量．

（大別Il層）
3 暗褐色土 粘性中。 締り中 ．

ロー ム粒・ ロー ム

プロック多呈。

4 暗褐色土 粘性強。 締り強．

ローム粒・ロー ム

プロック極多呈．

34T SK685 

口

゜ 2.5 m 

図71 32~34T実測図(S= 1/100) 

写真127 32T調査状況（南から） 写真128 37T調査状況（東から）
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第3章 調査内容（縄文時代）

出できなかった。

37Tでは、 表土下トレンチ全体で貝層(III- 3層）が確認されている。 平面的な観察からは土主体

層及び混貝土層が主体となり、 31Tと比較すると混貝率は高い。 掘り下げて調査を行っておらず、 時

期等は不明であるが、 隣接する38Tと同様と推定される。

(3) 38Tの調査状況（図72)

38Tでは1層（表土）及びII層下にトレンチ全体で貝層(III - 3層）が確認された。 西側及び北側

にサプトレンチを設定し、 掘り下げて調査を行った。 またサブトレンチ内にコラムサンプル(40X50

cm) を設定し、 厚さ 5cm 毎の2 1サンプルを採取している。 また、 西側に設定したサプトレンチでは層

毎に一括してサンプルを採取している。 北側に設定したサプトレンチでは、 現地調査時で混貝土層を

中心とする概ねIIID層までを上層、 土主体層が多いIIIE~Gまでを概ね下層とを大別し、 一括して資料

を採取している（プロックサンプル） 。 コラムサンプル中には、 IVa ~b層まで少量の貝を認めたが、

現地調査時はほとんど確認できなかったが、 土器の出土量などからIVa層を大別 III- 3層（貝層）最

下層とした。

主となる大別III - 3層は混貝土層であり、 III A 2 ~ 5 • C 1 · D · F層が該当する。 土主体層はIIIA

1 ·IIIB·C 2 ~3 · E· Gが相当する。 これらは互層となって堆積している。 38T土主体層は、 31T

土主体層に比較すると褐色を韮調とする点は類似するが、 全体的に混貝率は高く、 層厚は薄いことが

認められる。 層毎の計測混貝率は不明だが、 コラムサンプル中では各サンプル 13~23 ％の計測混貝率

であり、 38T III層全体では24.6％と浦尻貝塚の貝層の中では、 高い比率を示している。

出土遺物の一部を図73に示した。 IIIAl · C層には大木9式が含まれ( 1 · 4 ~6)、 IIIG層以下は

大木6~7a式が主体となる(1 1· 12 • 14~17)。 その他、 大木5式(13）、 大木7a式新段階～7b式

と考えられるもの(2 · 7 • 8 ) も散見される。 大木 8 式の土器は極めて少ない。

これらはサブトレンチ内で得られた資料であることなどから、 各層の時期決定は困難である。 一定

写真129 38T貝層断面（北壁）
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大別層 層名 土色 種別 粘性 締り
ロ ー ム ロ ー ム

小石 炭化粒 混貝率 備 考
粒 プロック

I I 灰褐色 土 弱 弱 少匡 少量 少蘊

Il Il 黒褐色 土 弱 弱 少盈 少量 人頭大レキ含む

IIIA I 暗褐色 土 弱 弱 多髪 徴丘 0% 漸移層

皿A2 黒褐色 混貝土 中 中 徴五— 曇：日 多量 60% 耕作の影響ややあり

皿A3 暗褐色 混貝土 中 中 少量 少呈 30% 漸移層

mA 4 暗褐色 混貝土 中 中 罠歴 霰凪 40% 上位耕作の影響あり

mA 5 暗褐色 混貝土 中 中 Ea 摸旦 50% 貝主体層

m B 黒褐色 土 中 中 少量 少逗 0% 

IIIC I 褐色 混貝土 中 中 多量 多量 盪口 10% 

皿C2 暗褐色 土主体 中 中 多量 多量 徴駐 5% 土廃菓層？

m-3 mc3 暗褐色 土主体 中 中 少量 少量 多量 5% 土廃梨層？

IIlD 1 明照褐色 混貝土 中 中 多量 多量 多量 50% 貝主体層

m D 2 暗褐色 混貝土 中 中 少量 少星 朦ほ 60% 貝主体層

IIID3 暗褐色 混貝土 中 中 少量 少星 微伍 40% 貝主体層

田E 褐色 土主体 強 強 極多量 盪口 多量 10% 土廃棄層？ ドングリ出土

IIIF I 暗褐色 澁貝土 中 中 微量 微只 70% 貝主体屑

m F 2 褐色 混貝土 強 強 少量 少忌 多忌 40% 貝主体層

mG 褐色 土主体 弱 弱 極多量 徽Jii 多呈 10% 土器多い。 土廃棄層？

Na! 明黒褐色 土主体 弱 弱 少忌 少最 3% やや砂質、 獣骨多い 。 母下層

Na2 明黒褐色 土 中 中 少呈 少量

IV a 3 黒褐色 土 中 中 少致 少量
m-4 

Na4 黒褐色 土 中 中 徴胃

Nb 暗褐色 土 中 中 少量 ややシルト質

Va 褐色 シルト 中 中 少量
V-3 

Vb 褐色 シルト 強 強 微凩

※混貝率は肉眼観察によるもの

図72 38T実測図(S=l/100 · 1/40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真130 38T貝層断面（北壁）

写真131 38T土器出土状況 写真132 39T貝層検出状況
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第3章 調査内容（縄文時代）
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第3章 調査内容（縄文時代）

A A
' 

― -.'.:.'..-.. 22.00m 

大別層 層名 士色 種別 粘性 締り ロ ー ム粒 炭化物 焼土粒 混貝率 備考

I 1 灰褐色 士 弱 弱

2 黒褐色 混貝士 弱 弱 臼門 沿置 徴昂 20% 

3 暗褐色 混貝土 弱 弱 霰口 覧凪 20% 

4 暗褐色 混貝土 中 中 紐 少量 微量 5% 破砕貝

5 暗褐色 土 中 中 轟駐 微置 微量
ll-3 

黒褐色 土 中 中 置旦 纏口 微量

7 暗褐色 土 中 中 多量 多最 多量

8 黒褐色 混貝土 弱 弱 樽絨 20% 

， 暗褐色 混貝土 弱 弱 少量 少量 少量 30% 

10 黒褐色 土 中 中 少量 微景
m - 4 

11 明黒褐色 土 中 中 柘徴依 多量

＇
 

ー

i

B

層＼
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t
口
ぃ_

」
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g

貝

g

III
 

L
 

声[

m

プサ
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 .

B
 

＼ゞ＼、

゜ 2.5 m 

※混貝率は肉眼観察によるもの

図74 39T実測図(S=1/100 · 1/ 40) 

の出土量があるIIIG層以下は大木7a式期と考えられるが、 その上位層は明瞭な間層が認められるわけ

ではなく、 各層厚も厚い状況ではないことから、 大きく取って大木7a~ 9式の所産とすることがで

きかただし、 IIIC層が大木9式であり、 上層部分は大木9式に含まれる部分が多いと推定される。

これらのことを鑑み、 暫定的ではあるがW層以下を大木6 ~ 7a式古段階、 大木9式が含まれない

IIIE~G層を大木7式期、 IIIC層以上を大木9式期と推定している。 IIID層を漸移層としたが、 第4章

の動物遺存体の分析では大木9式期に含めた。 この見解については今後変更する可能性がある。

なお、 IIIA3 · 5 層にあたるコラムサンプルA 4及びIIIA5 ·E·Fl 層にあたるコラムサンプルAll

のサンプル中の種実の放射性炭素年代測定を行っている。 いずれも14
c年代で、 A4が4400土40BP、

Allが4490土40BPの測定結果が得られている（附編参照）

(4) 39Tの調査状況（図74)

39TはサブトレンチにてII1- 3 層（貝層）を確認したものである。 サブトレンチ幅は約50cm であ

る。 斜面上位に混貝土層 (1 ~ 4 層）を確認し、 土層 (5 ~ 7 層）と互層になることが認められた。

混貝士層も比較的混貝率は低いものであった。 暦毎に一括してサンプルを採取している（ブロックサ

ンプル）。 厚さは約50cmを測り、 上位が削平されている可能性が高い。

貝層中から少量の遺物が出土しており、 概ね大木6 ~ 7a式に相当する。 狭い調査面積であるため、

時期の確定はできないが、 大木6 ~ 7a式期の所産である可能性が高い。
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第3章 調査内容（縄文時代）

22.00m �ミ＼
貝層範囲1 A

A- 未掘

21.00m 

サプトレンチ

| 
A

' 

゜ 25m 

゜ lm 

大別層 層名 士色 種別 粘性 締り ロ ー ム粒 小石 混貝率 備 考

I 1 黒褐色 士 弱 弱 少塁

m-3 2 暗褐色 士主体 弱 弱 少量 5% 遺物多量．

3 黒褐色 土 中 中 霞iil: 遺物微量。

4 黒褐色 土 中 弱 少塁 覧品

Ill- 1 5 暗褐色 土 中 中 少量 遺物極微量。

6 褐色 土 中 中 少量

7 黒褐色 土 中 弱 保位 少量

※混貝率は肉眼観寮によるもの

図75 43T実測図(S= 1/100 · 1/ 40) 

(5) 43Tの調査状況（図75)

43Tは表土を除去し、 サブトレンチにてrn-3層（貝層）を確認したものである。 サブトレンチ幅

は約50cmで、 斜面上位に混貝土層(2層）を確認したが、 部分的であり、 詳細は不明である。 混貝率

は低く、 貝が少量混じる程度であった。 多くが後世に削平を受けたか、 急斜面にあたるため崩落した

と考えられる。 所属時期は不明だが、 斜面上位にあたる38Tm- 3層と一連の層位と考えられる。

3. 台ノ前北貝層

(1) 54Tの調査状況（図76~78)

54 Tでは、 西側の段丘法面部分の約8mにわたって、 表土下にm-3層（貝層）が確認されている。

東側は削平を受けており、 m- 3層はより東に広がっている可能性が高い。 貝層確認時は、 平面的に

混貝土層と土主体層が互層となっている状況が確認された。 平面観察では、 斜面下位に混貝土層、 斜

面上位に土主体層が多く堆積している。

北側壁際にサブトレンチを設定し、貝層下までの調査を実施している。 サプトレンチ幅は60cmであ

る。 調査は平面的な観察により層位を分別し、 層毎に全土壌のサンプリングを実施した。 整理調査で

は、 これを30層にまとめ、 さらにa~l層に大別整理した。 このうち、 1 · 3 ~ 6層は上層からの影響

が認められ、 漸移層と認識し、 サンプリングを行わなかった。 堆積状況は上層に比較的貝の混入率が

高い混貝土層（大別b層）があり、 以下混貝土層と土主体層が互層となっている。 断面から観察した

堆積状況から見ると、 斜面上位及び下層に土主体層が多く、 斜面下位及び上層に混貝土層が多い傾向
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第3章 調査内容（縄文時代）

\ A 

戸

サプトレ冴チ

L•l-4 
2.5 m 

図76 54T実測図①(S=l/100)
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第3章 調査内容（縄文時代）

Al
 

24.00m 

゜
b·d層

゜ 2m 

二貝層 (ill-3層）混貝士

二貝層(m-3層）土主体

ロニ］貝層 (ill-3層）貝層下

ill-4層

二 V-3層

2m 

図77 54T実測図②(S= 1 /60 · 1 /80) 

が認められる。 最下層は獣魚骨・土器の出土量が多いが混貝率の低い大別1 層（計測混貝率 2 ％以下）

が堆積している。 確認されたIII- 3 層の最大厚は1.8mを測る。

混貝土層は計測混貝率でみると 2 層(b層）で16.7%、 12層(f層）で22.0%、 23層(i層）で35.6%

等であり、 15％以上を示すものが多い。 土主体層は、 11層(e層）で2.5%、 18層(g層）で0.5%、 25

層(j層）で1.7％等、 極少量の貝しか含まれておらず、 その差異は明確である。 また、 54T全体の計

測混貝率は6.3%、 最下層の大別l層を除いても7.5％と低い数値を示し、 土主体層が中心であることが

確認できる。

混貝土層と土主体層の土器の出土量は差が認められず、 土器は22層以下の下層に多い傾向が認めら

れる。 また、 獣魚骨の出土量も詳細な検討は未終了であるが、 現地採集及び5 mmメッシュの水洗洗浄

資料では、 混貝土層と土主体層では大きな差異は無く、 土器の出土と同じく27 · 28 · 30層等の下層部

分に多く認められる。 これらのことから、 貝の廃棄と土器、 獣魚骨の廃棄は必ずしも一致しないこと

が認められる。 土主体層は、 貝の廃棄は少ないが混貝土層と同じく獣魚骨 ・ 土器の廃棄があり、 活動

の停止時期を示すものではないとすることができる。 土主体層は、 貝以上に土の堆積が顕著な層とす

ることができ、 土の廃棄が行われたものと推定される。
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A
 

湿
3

蜀

24.00m 54T 貝層整理表

23.00m 

大別層名 層名 土器量 貝 獣魚骨 備考

纏 1·3-6 漸移層・サンプル無し
b 2 X ゜ △ 混貝土

C 7 X X △ 土主体

.. 8 △ △ △ 混貝土

e 9~1 1・13 X X △ 土主体
f . 12•15 △ ゜ △ 混貝土

g 14·16-19 X X △ 土主体

h 20·21 △ △ △ 混貝土
I 22•23 ゜ ゜ △ 混貝土

j 24•25 △ X △ 土主体

k 26·27 ゜ △ ゜ 混貝土・貝層最下層

i 28-30 ゜ X ゜ 土主体・貝層下

〇＝多い△＝やや多いX＝少ない

後世の削平

貝の廃棄

土の廃棄

埜
闘
丑
塙
（
謳
泊＝
咄{
t)

貝•土器の廃棄

-
1
4
4

|

29 

A
 

゜ lm 

A
' 

20.00m 

図78-1 54T断面図(S=1/ 40) 
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大別層 種別 層名 土色 粘性 締り 獣骨
ローム ローム

炭化粒 混貝率 備 考
粒 プロック

I 表土 I 黒灰褐色 中 中 少呈 少量 表土

3 黄褐色 中 中 少量 多量 多量 少量 10% 

4 黄褐色 中 中 少量 微量 多量 多量 40% 
a 漸移層

5 にぶい褐色 強 強 少量 多量 少呈 少量 5% 灰プ ロ ッ クを含む。

6 にぶい褐色 中 中 少量 微量 少呈 多量 10% 

b 混貝土 2 黒褐色 弱 中 少量 少量 少量 少量 70% 

C 土主体 7 にぶい褐色 強 強 少量 少旦 少量 少呈 5% 

混貝土 8 にぶい褐色 中 中 少量 徽Iii 少量 少量 40% 

， にぶい暗褐色 中 強 少量 多量 少垣 多量 10% 

e 土主体 10 にぶい褐色 中 中 少量 少量 少量 少量 15% 

11 にぶい褐色 中 中 少量 少量 滋＂ 少量 20% 

， 混貝土 12 にぶい褐色 強 強 少黛 少量 少量 多塁 50% 

e 土主体 13 にぶい褐色 強 強 少量 少塁 徽堕 少量 10% 

g 土主体 14 灰褐色 強 強 少量 微量 少量 極多量 5% 

f 混貝土 15 にぶい褐色 強 強 少匿 少量 少量 多量 50% 

16 灰褐色 強 中 少塁 摺賢 微見 多量 5% 

17 にぶい褐色 中 強 少逗 少量 徴泣 少量 30% 
g 土主体

中 董 少量 少量 多量18 にぶい褐色 強 10% 

19 黄褐色 中 中 沿費 少量 少量 少呈 10% 

20 にぶい褐色 強 中 少量 少塁 少量 多量 40% 
混貝土

21 にぶい褐色 強 強 渥量 少量 少量 少lil: 40% 

22 黒褐色 中 強 少量 少嚢 少量 少量 80% 
混貝土

23 黒褐色 強 強 少量 少量 少且 多量 8憚

24 黄褐色 強 強 少量 少量 少量 少量 20% 
土主体

少呈25 にぶい褐色 強 強 少量 少量 多量 15% 

26 熟褐色 強 中 少塁 少量 少量 多量 70% 
混貝土

27 暗褐色 強 中 多昼 少嚢 少量 多呈 50% 

28 黒褐色 強 中 多量 少塁 少量 少匿 5% 貝層下。

l 土主体 29 熙褐色 強 強 多量 少塁 微量 多量 30% 貝層下。

30 黒褐色 強 強 多量 少量 少且 少伝 5% 貝層下。（ややシルト質）

31 a 黒色 強 強 罹徴m 少量 少量 少量

31 b 黒色 強 強 抱撤泣 少量 徽m 少量

m-4 シルト 31 C 黒色 強 強 柑訟昂 少且 少量 少量 小レキ少蚕。

31 d 黒色 強 強 少量 少量 小レキ多量。

31 e 黒褐色 強 強 少量 小レキ微塁．

32 a 黒色 強 強 少量 小レキ・黄褐色シルト多量．
V-3 シルト

32 b 黒色 強 強 微量 小レキ多呈黄褐色シルト少量。

※a~lはlll-3（貝層に相当） ※混貝率は肉眼観察によるもの

体積比率 土器出現率
層名 土量体積（cm) （層堆積／ 貝体積（面） 計測混貝率 土器数 (10cm当り

貝層総体積） 出土数）

2 層 397,941 11.1% 66,335 16.7% 107 0.3 

7疇 59,800 1.7% 70 0.1% 20 0.3 

8 層 233,214 6.5% 22,065 9.5% 148 0.6 

9 層 34,920 1.0% 70 0.2% 8 0.2 

10層 172,0 46 4.8% 2,080 1.2% 101 0.6 

11層 182,126 5.1% 4,575 2.5% 68 0.4 

12層 71,910 2.0% 15,825 22.0 % 47 0.7 

13層 62,250 1.7% 225 0.4% 18 0.3 

14 閉 29,529 0.8% 70 0.2% 10 0.3 

15層 108,680 3.0% 17,610 16.2% 86 0.8 

16層 40,718 1.1% 70 0.2% 2 0.0 

17層 104,160 2.9% 3,120 3.0% 39 0.4 

18層 158,538 4.4% 780 0.5% 98 0.6 

19じl 130,237 3.6% 1,525 1.2% 40 0.3 

20，りl 33,798 0.9% 1,560 4.6% 25 0.7 

21,. 111,767 3.1% 10,140 9.1% 87 0.8 

22層 132,496 3.7% 21,720 16.4% 207 1.6 

23層 69,792 1.9% 24,855 35.6% 231 3.3 

24層 193,200 5 .4% 7,020 3.6% 71 0.4 

25層 294,138 8.2% 4,905 1.7% 199 0.7 

26層 56,356 1.6% 4,350 7.7% 107 1.9 

27層 298,391 8.3% 13,190 4.4% 674 2.3 

28層 292,756 8.1% 5,460 1.9% 811 2.8 

29層 21,285 0.6% 35 0.2% 37 1.7 

30層 303,548 8.4% 468 0.2% 771 2.5 

総計 3,593,598 100% 228,123 6.3% 4012 1.1 

※体積は、 25cmグリットの交点の厚さの総計を交点数で割り 、 平均厚さを求め、 それに面積をかけて算
出したもの 。

※貝体積は、 5mmサンプルから 、 貝を抽出し 、 その体積を測ったもの 。

器片数（同 一個体は1) 。

※土器数は、 5 Clll以上の土
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図78-2 54T断面図



第3章 調査内容（縄文時代）

写真 133 54T貝層検出状況（東から）混貝土唇 ・ 土主体層が互層となって確認される。

写真 134 54T貝層調査状況（東から） 写真 135 54T貝層断面
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真136

54T貝層検出状況（西から）
斜面上位上層は上層・上主体層
が堆積している。

写真137

54T貝層調査状況（東から）

斜面下位上層は混貝土層が堆
積している。

写真138

54T貝層断面（斜面上位）
上主体層の厚い堆積が認めら
れる。



第3章 調査内容（縄文時代）

写真141

54T土器・鹿

角出土状況
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写真139

54Tイノシシ下顎骨等出土

状況

写真140

54T土器出土状況

写真142

54T土器出土

状況



第3章 調査内容（縄文時代）
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第3章 調査内容（縄文時代）

1 (30層）
2 (30層）

3 (8層） 4 (21 上層）

5 (23層）
6 (28層）

写真 143 54T出土土器
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第3章 調査内容（縄文時代）

土主体層は褐色系統の色調であり、

大別rn 一 層のように土層中心の層位は認められず、

黒色系統のシルト層が堆積している。

台ノ前南貝層 (31T) の土主体層・土層と類似している。 31T

わずかながらも貝の混入が認められる。 貝層下は

出土土器の一部を図69 · 79、 写真143に示した。 貝層下にあたる31層からは茅山上層式（図 79-

16 · 17) が出土している他、 大木 6 式（同図15) が出土している。 貝層最下層の30唇には大木6式の

完形に近い土器が出土しているが（写真143- 1 · 2 ) 、 破片資料では大木7a式古段階の士器が含まれ

この上位の27 · 28層では大木7a式の古段階が主体となっている（図69-

7 、 図 79- 8 ~11) 。 また、 中層にあたる21上層で写真143- 4 が、 斜面下位の22層で図69- 6 が出

土しており、 五領ヶ台 Ilb式相当と考えられる。 同じく中層にあたる20層で図79- 6 、 斜面下位の23

層で写真143- 3 ・ 図 79- 7 等が出土しており、 27~30層の下層に比較すると大木 7 a式でも新しい

段階の土器が出土している。 上層にあたる10層では押圧縄文が施されるもの（図 79- 3)、

ている。 （岡 79-12 · 13) 。

Y字状隆

3

2
 

5 3 T東

1 暗褐色士

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 暗褐色土

粘性中。 締り中。 貝微且(5%） 。

灰プロック多量。 土器少量。
粘性中。 締り中。 貝少坦（20%) 。

土器少量。

粘性中。 締り中。 貝・遺物無し？
（ややシルト質）
粘性弱。 締り弱。 黄白色砂少嚢。

（やや砂質）

゜ 2m 

大別土層説明

亘 I · 2層

四フ］ 3 · 4層

図80 53T東実測図 (S=1/60) 

／
／
什
什口
I

2
 。 10cm 

図81 53T東III -3層出土土器 (S= 1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

53T 63T 2層

63T 3層

゜ 10cm 

3
 

図82 53T東IIl-3層．63T出土土器(S= 1/ 4) 

線文の可能性があるもの（同図 ー 4 )がある他、 2層では有節沈線を施すもの（同図 ー 1)が出土し

ており、これらは大木7b式まで下がる可能性がある 。

各出土土器は、60cm幅のサプトレンチ内で得られた資料であり、各層の時期決定は難しいが、暫定

的に28~30層を大木6 ~ 7a式古段階に、14~23層を大木7a式の新段階に、 2 ~10層を大木7a 新段

階～7b式としておく。 第4章の動物遺存体の分析では、28層以下を大木6 ~ 7a式古段階とし、27層

以上を大木7 式期として分析を進めているが、 各層の詳細な時期決定は今後の検討事項とする。

なお、サンプル中の種実の放射性炭素年代測定を行っている。 いずれも14
c年代で示すと、 30層で

4 57 0士40BP、27層で4620士40BP、 15層で4430士40BP、 2層で427 0士40BPの測定結果が得られ

ている（附編参照）。

(2) 53T東の調査状況（図80)

台地上に位置する 53T東端では、III- 3層（貝層） を幅約1.0mで確認した。 上面だけ確認しただけ

で掘り下げて調査は実施していない。 1層は灰ブロックが集中して認められ、 2層では少量の貝が混

入している。 表土直下に確認されており、上層が削平されている可能性が高い。 また、 台地上で検出

されたことから貝層の下層部にあたると推定される。 III- 4層とした 3 · 4層も貝の混入は確認でき

なかったが、 III- 3層に含まれる可能性がある。

出土遺物は 1 · 2層上面から少量認められ、 図81- 1 · 2 ·図82 - 1が該当する。 図81- 1は口縁

部に指頭による交互押捺が施され、地文上に押圧縄文を山形に配し、 下端を爪形文で区画している。

口縁部の特徴から大木4式に相当すると考えられる。 同図 2 は類例を知らないが、 半裁竹管による平

行沈線文により木葉文状の文様を描くことから、 諸磯a式の影響を受けた可能性がある。 このことか

ら、 53TIII- 3 層は前期後半の大木3 ~ 4式期に形成されたものと考えられる。
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第3章 調査内容（縄文時代）

K・1-3

貝層範囲

A 

l \I r ＼＼ ／
゜ 2.5 m 

テストピット
A

' 

サプトレンチ

A 
-
-

□ ]J層

ロニ貝層（皿 ー 3層）混貝土

ロ貝層（町 ー 3層）士主体

ロニ貝層(m-3層）貝層下

二町 ー 4

ロニV-3層

゜ 2m 

A
 

A
' 

24.00m 

- 23.00m

- 22.00m

- 21.00m

7a 

テストピット

゜ 2m 

図83-1 63T実測図(S=l/100 · 1/60) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

大別層 層名 土色 種別 粘性 締り ロ ー ム粒 ロームプロック 炭化物 混貝率 備考

I I 黒灰褐色 土 弱 弱 表士

Ila 黒褐色 土 弱 弱 少量 ややシルト質

Il b 黒褐色 土 弱 弱 纏塁 ややシルト質
Il 

Il C 黒褐色 土 弱 中 少量 霰泣 霞Iii ややシルト質

Il d 明黒褐色 土 弱 中 少量 徴駐 R凡 ややシルト質

1 a 暗褐色 土主体 弱 中 多量 多量 少呈 漸移層

1 b にぶい褐色 土主体 強 中 少量 少呈 少量 5% 

1 C にぶい褐色 土主体 中 中 少量 少量 少量 20% 

1 d にぶい褐色 土主体 中 中 少量 少量 撹R 10% 

m-3 1 e にぶい褐色 土主体 強 中 多量 多量 多量

2 にぶい褐色 混貝土 中 中 多量 多量 多量 40% 焼土粒微塁

3 にぶい褐色 混貝土 中 中 少量 少量 多量 50% 焼土粒少量

4 にぶい褐色 土主体 中 中 少量 少量 少量

5 にぶい褐色 混貝土 中 中 少呈 少量 少量 30% レキ少量

6 黒褐色 シルト 強 強 微量 やや砂質

ID- 4 7 a 暗褐色 シルト 強 強 鑓量 やや砂質

7 b 暗褐色 シルト 強 強 やや砂質

V-3 8 黄褐色 シルト 強 強

※混貝率は肉眼観察によるもの

図83-2 63T実測図

(3) 63Tの調査状況（図83)

63Tでは、西側の段丘法面部分の約4 mにわたって、m-3層（貝層）が確認されている。 東側は

溝状に後世に掘り込まれており、m-3層はより東に広がっていた可能性が高い。 貝層確認時は、54T

と同様に平面的に混貝土層と土主体層が互層となっている状況が確認された。 主に、斜面下位に混貝

土層、斜面上位に土主体層が堆積することも共通している。 土層の特徴も54Tとほぼ共通しており、

土主体層は褐色韮調を呈し、混貝土層の混貝率は 38T（台ノ前南貝層斜面下位）ほど高いものでは

ない 。

北側壁際にサブトレンチを設定し、1層途中までの調査を実施している。 サブトレンチ幅は60cmで

ある。 掘り下げて調査を行った分については、層毎に全土壌のサンプリングを行っている。

出土土器の一部を図82·84に示した。 1層以外掘り下げておらず、上面で確認されたものを各層に

相当するものとして示している。 大木7b式（図82-2 · 3、図84-10 · 12）、大木8a式（図84-

5 ·6)、大木8b式（図84- 1 · 2 ) が出土しており、上層部分は大木7b~ 8 b式期に形成されたと

考えられる。 この出土遺物から、 大木7b式以降も貝層が形成されていたことが確認でき、また台ノ

前北貝層の下限を大木8b式期に推定できよう。

(4) 67Tの調査状況（図85)

台地上に位猶する67Tは東側の斜面方向に向かって 1.7mにわたり、土層を中心としたm-3層（貝

層）を確認した。 掘り下げて調査は行っていないので、詳細は不明だが、約6m東に位猶する54Till

-3層と一連のものと考えられる。 m-3層範囲の西側はV-2 層が確認される。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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11 

12 

10 ゜ 10cm 

図84 63T出土土器 (S= 1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真144 53T東貝層検出状況（西から）

写真146 63T貝層検出状況（東から）

写真145 63T貝層検出状況（東から）

写真147 63T貝層調査状況
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第3章 調査内容（縄文時代）

゜ 2.Sm 

図85 67T実測図(S=l/100) 写真148 67T貝層検出状況（東から）

4. I 区遺物包含層（図86)

1区は平成12年度に調査された41 · 42Tを拡張して平成13年度に調査されたものである。 台ノ前南

貝層の斜面下にあたり、 台ノ前地区から小迫北地区（西の谷）にかけて認められる埋没谷部に相当す

る。 平成12年度調査時は縄文中期～晩期の土器が出土することと、 湧水点を掘削して構築される木組

遺構(SXOl) を中～近世の所産として報告した（川田2001)。

調査区を拡張して実施した結果、 谷部に傾斜して調査区全体を覆う暗褐色シルト層(illa·b層）を

検出し、 縄文土器を多く含むことが認められた。 これを大別rn-5層（貝層以外の縄文遺物包含層）

とした。

m- 5層は、 サブトレンチを調蓋区北壁際に設定し、 掘り下げて調査を実施した。 5 ~1 0cm掘り下

げた段階で多くの土器が出土したため、 掘り下げを止め、 サブトレンチ西端の斜面上位でテストピッ

トを設け、 層厚及び堆積状況を確認した。

m-5層は2層に細別され、 下層部分(illb層）より多くの土器が出土する。 層厚は約20cmである。

土器は大型土器片も含むが、 復元率は低く、 完形 ・ 半完形の土器はほとんど見られない。 また被熱し

たレキを多く含む。 出土土器は網取式が最も多く、 中期の土器も含まれているが、 貝層が位置する斜

面下に検出されたため、 流れ込みが多数あるものと予測される。

中近世の遺構とした木組遺構は、 階段状にテラスを持ちながら掘り込まれた最下面に位置すること

が確認された。 これを全体的に総称して水場遺構とした。 詳細は本報告では見送るが、 m-5層を掘

り込んで構築されており、 中近世における湧水利用施設と考えることができる。

rn-5層は土器の出土量は多く、 また埋没谷及び湧水部に堆積しているものであることから、 縄文

時代における谷部の積極的な利用を示していると言える。 rn-5層の堆積の下限としては、 後期前薬

と考えられる。 また、 II層中に含まれる破砕貝については、 貝層の二次堆積と考えられる。
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水場遺構

M-7 

2.5 m 

図86 I区実測図(S= 1/100) 
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rr区
la 烏 灰 色 士
lb 黒 灰 色 土
lb 灰 褐 色 土
Id 灰 褐 色 士
Ila 黒 褐 色 士
Ilb 黒 褐 色 士
rrc 熱 色 土
皿a 暗褐色シルト
頂b にぶい暗褐色シルト
皿c 黒褐色シルト
皿d 黒褐色シルト

粘性弱。 締り弱。 小石 ・小レキ微量。

粘性弱。 締り弱。

粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ微量。 破砕貝多量。

粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ微量。

粘性弱。 締り弱。 小石・小レキ微量。 （やや砂質）
粘性弱。 締り中。 小石・小レキ少呈。 （やや砂質）
粘性弱。 締り中。小石・小レキ少且。 （やや砂貿）
粘性中。 締り中。 土器少呈。

粘性強。 締り強。 士器・レキ（被熱）多量。

粘性強。 締り強。小石・小レキ少量。

粘性強。 締り強。 小石・小レキ多量。

大別土層説明

て` =訂 ma·mb層

me•田d層

A
' 

18.00m 

゜ 2m 

図87 I区断面図(S= 1/60) 

写真149 1区遺物包含層確認状況
（西南から北東を望む。 ）

写真150 I区遺物包含層調査状況
（サプトレンチ）

写真151 I区水場遺構確認状況
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第3章 調査内容（縄文時代）

第6節 西向地区の調査

1. 貝層・遺物包含層の概要

南台地区から西向地区にかけての西斜面（西向地区斜面上部）に、 貝層が1箇所確認された。 これ

までに「西向貝塚」と称されてきたものである。 今回の トレンチによる 調査、 検土杖によるボ ー リン

グ調査、 表面調査の結果、 図11に示す範囲が推定され、「西向貝層」と称すること とした。 貝層の分

類及び混貝率の基準は台ノ前地区と同様である。

西向貝層は 、 東西最大約20m 、 南北約49mを測る。 64Tで上下端が確認されており、 削平部分を挟

んではいるが、 上端の標高が約25.5m、 下端で約20.0mを測り、 上下端の比高差は約5.5mである。 土

主体層の上位及び斜面下位に混貝土層が堆積している状況が認められた。

また、 52T西では貝層 (ill-3 層）上に竪穴住居が構築されている。 53T西では、 西端に破砕貝混

じりの西ab層を確認したが、 貝の混入状況もまだらであること から、 後世の影響を受けているものと

考えられ、 II 層に含めた（図19参照）。 過去に福島大学考古学研究会で調査したD トレンチは、 53T西

に隣接するものと 推定され、約20cmの貝層が確認されている（福島大学考古学研究会1971) 。 しかし、

今回のボーリング調査等では当該部分までの貝層の広がりは確認できなかった。 調査後、 耕作等の影

響により破壊されている可能性もある。

また西向地区斜面下部は、表土上から多くの破砕貝が認められており、過去の表面調査でも貝層の分布が

指摘されてきた（森1991等）。今回の65T等のトレンチによる調査及びボーリング調査により、破砕貝は表土中

に含まれるもので二次堆積であることが確認され、現時点では斜面下部において貝層は認められない。これら

二次堆積の破砕貝は、耕作等により西向貝層が破壊され、斜面下部まで崩落したものと考えられる。

斜面下部には遺物包含層(ID- 5層）が確認され、 ①～③Tが位置する低地部まで広がるものと 考

えられる。 68 · 69Tは急斜面にあたり、 ill-5 層（遺物包含層）を確認すること ができなかった。 低

地部にあたる田区では深掘りを行い、標高約O.lmで基盤層である青灰色シルト岩を確認した。 標高1.0

m前後で平安時代の土師器を含む自然流路及び溝を確認した。 縄文時代の堆積 土は、 谷からの流水に

より失われている可能性が高く、 確認できなかった。

2. 西 向 貝 層（図 88~90)

64Tで調査が実施されている。 m- 3 層（貝層）は、 台地上から斜面下部に向かって約14m、 削平

部をおいて約 5 m の範囲で I · II 層下に確認されている。 検出状況から上部は一部削られているもの

と判断される。 m- 3 層分布範囲の東側では、 SD02がV- 2 層を掘り込んで構築されている。 SD02

東側はm- 1 層（暗褐色系砂質土 ・縄文包含層）の堆積が認められる。

貝層確認時は、 土主体層の上層及び斜面下位に混貝土層が堆積している状況が確認された。 この貝

層(m-3層）を平面的な観察により、 次のように大別した。

a層 混貝土層を中心とし、 黒褐色土を基調とするものである。 混貝率が比較 的高く、 平面観察で

は最も上層にあたる。 出土土器には網取式を含む。

b層 混貝土層を中心とし、 暗褐色土、 褐色土を基調とするものである。 混貝率はa層に比較し低い

ものである。 a層下、 C層上に堆積しており、 斜面下に多 く認められる。

c層 土主体層を中心とし、 褐色を基調とするものである。 台ノ前南・北貝層の土主体層・土層と類

似する。 a·b層の下層に堆積している 。

d層 貝層最下層にあたり、 貝をほとんど含まない層である。
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亡埋設土器

ロニコラムサンプル

゜ 2.Sm 

G-5•1 
A

' 

15 
2.5 m 

D
_
 

S4 

図88

゜

V-2

2m 

I 1 · 2 !ill 表土
＂ 2 ~ 12層 縄文以後

m - 1 13 · 14層 縄文包含層
a 混貝土（後期）
b 混貝土皿 ー 3

土主体・土C 15-19層
d 20層 土 ・ 貝層下

F 21層 砂レキ

V- 3 シルト

部
3
昴

64T実測図① (S=l/100· l/60) 
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I 1 · 2庖 表土

Il 2~12層 縄文以後
皿 ー 1 13 · 14層 縄文包含層

a 混貝土（後期）
b 混貝土

m-3 
15~19層 土主体

cl 20層 土・貝層下
V-3 シルト

〇〉
b2 

a3 

渥
諏
丑
咽
（
濫
沖
乖｛
さ

ー

1

6
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—

:

cl 

雖
3
栂

仁士坑w類・小士坑（縄文）

ロニ］コラムサンプル

゜ 2m 

平面分類 土色 種別 ロ ー ム粒
ロ ー ム 焼土 炭化 涅貝

備 考 AA'·BB'ナ層層 名 プロック 粒 粒 率

al 馬褐色 混貝土 少量 少量 少塁 少量 50% 

a2 黒褐色 混貝土 徽量 微量 多量 50% 

a3 黒褐色 混貝土 少温 少嚢 少盈 多墨 80% 
bl にぶい褐色 混貝土 多量 少量 棟邑 多董 30% 

b2 にぶい褐色 混貝土 少量 少量 多量 多塁 40% 灰プロック多呈

b3 暗褐色 混貝土 微量 微量 霰函 少量 30% 

b4 暗褐色 混貝土 多量 多量 少量 多量 50% 

C1 にぷい褐色 土主体 少旦 少量 少量 少量 5% 15層

c2 にぶい褐色 土主体 少嚢 多嚢 少嚢 懃愚 5% 16層
c3 にぶい褐色 土 多盈 多盈 少最 少量

c4 暗褐色 土主体 少量 少量 少量 5% やや砂質

d 褐色 土 多呈 多呈 ややシルト質砂 20層

B
 

B
' 

25.70m 

2m 

※混貝率は肉眼観察によるもの

図89 64T実測図②(S= 1/60) 



第3章 調査内容（縄文時代）

D
一

にコラムサンプル

゜ 2m 

サプトレンチ2

D
 

D
' 

20.00m 

7
 

ー

E―
二，―
二
14

卜ッ）
 

グ

゜ 2m 

AA'•BB'断面

1黒 褐 色 土粘性弱。締り弱。ローム粒微量．

2 明黒褐色土粘性弱．締り弱。小石・小レキ・ローム粒微量。 グリット1

3黒 褐 色 土粘性弱。締り弱。小石・小レキ・土器多量。ローム粒少量。 1 黒 褐 色 土 粘性弱。締り弱。小石多量。破砕貝多量。

4明黒褐色土粘性弱。締り弱。小石・ 小レキ・ローム粒少呈。 土器多量。 2 黙 褐 色 土 粘性弱。締り弱。小石少量。破砕貝多量。褐色土プロック少量．

5 黒 色 土粘性弱。締り弱．小石・ 焼 土粒微量。ローム粒少量。 粘性弱。締り弱。小石少量。褐色土プロック多呈。

6 にぶい暗褐色土粘性弱。締り弱。小石・小レキ・ローム粒少量。 （やや砂質） 3 熱 褐 色 土 粘性強。締り強．小石・小レキ少量。

7黒 褐 色 土
・

粘性弱。締り弱。小石・小レキ多量。ローム粒少量。 （やや砂質） 4 暗 褐色シ ル ト 粘性強。締り強。小石・小レキ少旦。

8 暗褐色砂質 土粘性弱。締り弱。小石・小レキ多羹。黄灰色砂プロック多量． 5 褐 色 シ ル ト 粘性中。締り中。小石・小レキ多量。

9 明黒褐色土粘性弱。締り弱．小石・小レキ・ローム粒・ 焼土粒少量。 6 灰褐色砂質シルト 粘性中。締り中。小石・小レキ少量．

10明黒褐色土粘性弱。締り弱。小石・小レキ・ローム粒微量。 7 黄灰色砂質シルト 粘性強．締り強。小石・小レキ少量．

11明黒褐色土粘性弱。締り弱。小石・小レキ・レキ・ ローム粒少量。土器多嚢． 8 祖色 砂 質 シ ル ト 粘性強。締り強。小石・小レキ少量．

12黒 褐 色 土粘性弱。締り弱。ローム粒微量． 9 黄褐色砂質シルト 粘性中。締り中．小石・小レキ少量。

13暗褐色砂質土粘性弱。締り中． 1Jヽ石・黄灰色砂微盈。 10青灰色砂質シルト 粘性中。締り中．小石・小レキ少量。

14暗褐色砂質土粘性弱。締り中．小石・黄灰色砂少量。

15にぶい暗褐色士 粘性中。締り中。小石・小レキ微量。ローム粒・ロームプロック・

焼土粒少量。土器多量．

サプトレンチ2

16にぶい褐色土粘性中。締り中。小石・小レキ微量。ローム粒・ロームプロック 1 黒 褐 色 土 粘性弱。締り弱。
1Jヽ石多量。破砕貝多量。

少量。 焼土粒微量．土器多量．
2 暗 褐色シ ル ト 粘性強。締り強。小石・小レキ少量．

17にぶい暗褐色土粘性中。締り中 。小石・小レキ・焼土粒微塁。 口＿ム粒・ローム 3 褐 色 シ ル ト 粘性強。締り強。小石・小レキ少且．

プロック少量。土器多量。
4 灰褐色砂質シルト 粘性中。締り中。小石少量。

18暗 褐 色 土粘性中。締り中。小石・小レキ・ロームプロック・ 焼土粒微塁。
5 暗灰褐色砂質シルト 粘性中。締り中。小石・小レキ多量．

ローム粒少量。土器多量。
6 褐 灰 色 砂 粘性弱。締り中。小石・小レキ少量．

19にぶい褐色土粘性強。締り中。ローム粒・ロームプロック少量。 焼土粒微量． 7 褐 色 砂 粘性弱。締り中。小石・小レキ多量．

土器多lil:. 8 青灰色砂質シルト 粘性強。締り強。小石・小レキ微量。

20 褐 色 土粘性強。締り強。ローム粒・ロームプロック多量。土器微量。
9 黄 灰 色 砂レ キ 粘性弱。締り強．

（ややシルト質 砂） 10褐 色 砂 レ キ 粘性弱。締り強．

2 1黄灰色砂レ キ粘性弱．締り強．
11褐灰色砂質シルト 粘性強。締り強．

図90 64T実測図③ (S= 1/60) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

S3 

SW 

10 

11 

12 

14 

大別層 層名 土 色 種別 粘性 締り ロ ー ム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 混只平 備考プロック

1 黒 褐 色 土 弱 弱 懺塁

色 土2 黒 褐 弱 弱 醤 微量

3 暗 褐 色 土 中 弱 少量 徴址 少量 少量

4 にぶい暗褐色 土 中 弱 少糞 少量 少呈

5 にぶい暗褐色 土 中 弱 少量 少量 少量

6 褐 色 土 中 中 多嚢 少量 少量 少量

7 暗 褐 色 土 強 強 少量 少量 少量 少量

田 ー3 8 褐 色 土 中 弱 ほ僅 徽費

(c) ， にぶい暗褐色 土 中 中 少塁 徴計 多量 少量

10 に ぶ い 褐 色 土主体 中 中 多量 少量 多量 少量 5% 

11 黒 褐 色 土主体 中 弱 少量 讚a 多量 懺は 10% 

12 に ぶ い 褐 色 土主体 弱 弱 多嚢 散it 霞は 5% 

13 褐 色 土 土主体 弱 弱 少且 微量 叢“ 5% 

14 明 褐 色 土 土主体 中 中 5% 漸移層

Sl 

13 12 

NW 

10 

11 

14 

_NW_／□門＿NE_

10 

11 

13 

14 

SE 

10 

11 

12 

13 

※
混
貝
率
は
肉
眼
観
察
に
よ
る
も
の

SW 

24.00m 

SW 
22.50m 

13 

大別層 層名 土 色 種別 粘性 締り ロ ーム粒 炭化粒 混貝率 備 考

1 黒 褐 色 混貝土 弱 弱 溢口 20% 破砕貝多量．

2 黒 褐 色 混貝土 弱 中 霞厄 60% マテガイ集中．

3 暗 褐 色 混貝土 弱 中 霞伍 50% アサリ主体。
m-8 

4 にぶい暗褐色 混貝土 弱 中 泣僅 20% 
(a) 

5 にぶい暗褐色 混貝土 弱 中 誼旧： 40% アサリ・イポキサゴ多量。

6 褐 色 混貝士 弱 弱 微量 80% マテガイ集中．

7 暗 褐 色 混貝土 弱 弱 霰品 30% 破砕只主体。 レキを含む。

m-3 8 褐 色 土主体 中 中 霰品 徴茄 5% 

(c) ， にぶい暗褐色 土主体 中 中 徴品 徴5k 5% 

10 褐 色 砂質士 強 強
m-5 

褐 色 砂質土 強 強11 黒 ややシルト質

12 に ぶ い 褐 色 砂質シルト 強 強 やや砂阿
V-3 

褐 強 強13 色 土 シルト

※混貝率は肉眼観察によるもの

゜ 50cm 

図91 64TコラムサンプルSl ·S3断面図(S=1/20) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

S2 

SW 

9 ' 11 

NW NE 

6
 

SE SW 

22.00m 
3

 

， 

大別庖 層名 士色 種別 粘性 締り ロ ー ム粒 炭化粒 混貝率 備 考

1 黒褐色 混貝士 弱 弱 殿伍： 橙用 20% 破砕貝多量。

2 黒褐色 混貝士 弱 弱 ll量 60% アサリ ・ イポキサゴ多量。

3 黒褐色 混貝土 弱 弱 沿＂ 50% アサリ ・ イポキサゴ多量。

m-3 
4 黒褐色 混貝土 弱 中 微量 20% 

(a) 
5 黒褐色 混貝土 中 中 微量 80% アサリ ・ マテガイ多量。

6 黒褐色 混貝土 中 中 誼鉱 80% ツメタガイ主体。

7 黒褐色 混貝土 中 中 徽 30% 破砕貝主体． レキを含む。

8 暗褐色 土主体 強 中 讚臼 微量 20% 
ill-3 

， 暗褐色 土主体 強 中 少量 少量 15% ロ ー ムプロック少量．
(c) 

IO 褐色 土 強 強 微H

V-3 11 明褐色 シルト 強 強

※混貝率は肉眼観察によるもの

S4 

旦□□］竺
21.00m 

lb 

3
 

゜ 50cm 

大別層 層名 土色 種別 粘性 締り ロ ー ム粒 炭化粒 混貝率 備 考

I a 黒褐色土 土 弱 弱 讚望： 小石 ・ 小レキ微量．

I 
I b 明黒褐色土 士 弱 弱 徴爵 小石 ・ 小レキ微塁。

1 にぶい暗褐色 混貝土 中 弱 訟丑 多呈 20% 破砕貝多量。

m-3 2 にぶい褐色 混貝土 中 中 霰伍： 少量 30% 破砕貝多量。

(b) 
レキ含む。3 黒褐色 混貝土 中 中 ＂ 少量 5% 

（ややシルト質）

V-3 4 褐色シルト シルト 強 強

※混貝率は肉眼観察によるもの

図92 64T コラムサンプル S 2 · S 4断面図(S= 1/20) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真152 64T貝層検出状況（西から）

写真154 64T貝層(a層）検出状況（西から）
a層はC層を掘り込むように検出される。

写真153 64T貝層調査状況（西から）
黒褐色士を基調とし、 貝が多く含まれる土層が胡目である。

写真155 64T貝層台地上調査状況（東から）
斜面上位は士層•土主体層が確認される。

写真156 64Tb層（斜面下位）検出状況
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真157

64T コラムサンプル

S3調査状況
S3は土層が中心で、 極少
愚の貝が含まれる土主体
唇が多く認められる。

写真158

64T コラムサンプル

S1調査状況
中層にマテガイの集中層
が認められる。 下層のC
層を掘り込んで、a層が堆
積している。

写真159

64T コラムサンプル

S2調査状況
V-3層を掘り込んでい
る状況が確認できる。



第3章 調査内容（縄文時代）

写真161 SMOl 検出状況

写真 162 SM01調査状況
写真160 SMOl 出土土器 土器内部から骨片が確認された。

これらは、 さらに細別される。 また、 台地上にサブトレンチ 1 を設定し、 15~25cm 掘り下げて貝

層上端の確認を行った。 III-3 層の調査は、 50cm 角のコラムサンプルを4箇所設定し、 厚さ 5 cm 毎の

サンプルを採取している 。

c層はa·b層の下位にあたるものであり、 コラムサンプルS3 では、 約90cm の堆積が認められた。 S

3 の14層は V-3 層にあたる褐色シルト（砂質シルト）と漸移的であることから、 C層はほぼlm前

後の堆積と推定される。 S3の上層は貝を含まない土層が中心であり、 下層に至り少量の貝を含む土

主体層となるが、 上層部にも魚骨の出土は比較的多く認められる。

コラムサンプルS1 · S 2 では、 a層下に25~30cm のC層が確認されている。 S2 ではc層が V-3 層

を掘り込んでいる状況が確認され、 貝層下に遺構が存在する可能性がある。

c眉の計測混貝率はS1 で0.2% 、 S2 で3.1% 、 S3 で0.2％といずれも低い数値を示す。

また、 c層上面に完形土器が横倒しになった状態で出土している（写真 161 ・ 162) 。 土器内部より骨

片を確認したことにより、 掘りこみを持たないが埋設土器と考えられる(SMOl）。 土器は大木8a式

に相当する（写真160) 。

c層内の出土遺物の一部として、 S1 から大木 6 式（図 93-4~6) 、 S3 から大木6 ~ 7a式（同図 一

10~16) を掲載した。 これらから、 C層は大木6 ~ 7a式期の堆積であり、 埋設土器の確認から大木 8

a式期にほぼ堆積を終了しているものと考えられる。 S3 の11層下部 (c層）にあたるサンプル15内か

ら出土した種実の放射性炭素年代測定を行っており、 14c年代で4590 士40BPの測定結果が得られてい

る（附編参照）。

a層は斜面下部に約 6m の範囲で確認されている。 コラムサンプルS1 · S 2 で調査がおこなわれて

いる。

S1では最大厚40cm を測り、 c層を掘り込むような堆積が認められる。 全体的にはアサリを主体とす

るが、 2 • 6層はマテガイの集中が見られ、 3層がアサリ主体、 5層はアサリ ・ イボキサゴが多いこ
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第 3 章 調査内容（縄文時代）

Sl 大別a層

1 (3A) 

Sl 大別C層

n
日
日
日]
1

(8�) 

疇 a
5(7B) 

4 (7B) 

S2大別a層
゜ 10cm 

晶

7 (12A) 8(A一括）

S3 （大別c層）
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※（）書きはサンプル番号を示す。

‘‘·,'

 

6

□
1̀5

16(18) 

門
日
日
以
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図93 64Tコラムサンプル出土土器①(S= 1/ 4 · 1/3)
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第3章調査内容（縄文時代）
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図94 64T コラムサンプル出土土器② (S= 1/3) 

とが認められるなど、 特定貝種の包含状況が層序の分類基準となる状況が認められた。 計測混貝率は

29.8 ％と高い数値を測る。

S2 のa層は、 最大厚70cm を測り、 S1 と同様、 C層を掘り込むような堆積が認められる。 2 · 3 層

はアサリ・ イボキサゴ、 5 層でアサリ・ マテガイが多く見られ、 下層にあたる 6 層はツメタガイの集

中層である。 S1 と同様、 特定の貝種が集中して堆積する状況が認められた。 計測混貝率は24.9％と

高い数値を測る。 S 1 · 2の堆積状況からは、 台ノ前北・南貝層の混貝土層と比較し、 特定の貝種が集

中すること、 高い計測混貝率を図ること、 土主体層・土層を含まないことなど大きな差が認められる。

また、a層はc層を掘り込むような堆積状況を示していることから、遺構内貝層の可能性も指摘できる。

S 1 · S 2 のa層からは綱取式の遺物が多く出土しており（図93- 1 ~ 3 、 7~9) 、 a層は綱取式期

の形成と考えられる。 S2 の 3 · 4 層にあたるサンプル 3 内から認められらた種実の放射性炭素年代

測定を行っており、 14c年代では3740土 40BPの測定結果が得られている（附編参照） 。

b層は、 斜面下部のa層下に認められたものと、 削平部を挟んでさらに西側の斜面下に確認されたも

のがある。 a層下のb 1 ~ 3層はa層に比較し、 褐色系統の色調を示し、 混貝率も低いものである。 西

側の斜面下に確認したb4 層も混貝率は低く、 褐色系統を中心とし、 c層上に堆積する。

コラムサンプルS4 はb4 層に相当し、 約40cm の層厚を確認した。 破砕貝が多く認められ、 計測混

貝率は7.8 ％と比較的低い数値を示す。 上面は破壊されている部分が多いと考えられる。 魚骨量は少な

い。 出土遺物は上層の 1 層相当のサンプル 2 から綱取式（図94- 1) が出土し、 下層の 3 層相当のサ

ンプル 6~9 で大木 7a新段階～ 7b式（同図 2~5) が出土している。 これらは小破片であり、 時期

を確定するには至らないが、 暫定的に上層を綱取式期、 下層を大木 7a新段階～ 7b式期としておく。

全体的なb層の堆積時期は、 a·c層との前後関係を踏まえ、 大木 7 式期以降、 綱取式期以前と推定

される。

また、 貝層下の堆積状況を確認するため、 コラムサンプルのほか、 グリット・サブトレンチ2を設

定して調査を実施している。 最も下層にあたるサプトレンチ2では、 シルト層の下層に砂層が確認さ

れ、 以下砂質シルトと砂レキが互層となって堆積している。
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図95 西向地区斜面下部・低地部調査状況図 (S= 1/500) 
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＼◎ー
ロ
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。

7

672

゜ 2.5m 

A
' 

13.00m 

A
' 

5(V-3) 

B
 

65T-1 

la 灰 黒 色 土 粘性弱。 締り弱。 小石・レキ多呈。 破砕貝微塁。

lb 黒 色 土 粘性弱。 締り弱。 小石・レキ少呈。 破砕貝多量。

IC 灰 黒 褐 色土 粘性弱。 締り弱。 小石 ・ レキ少里。 破砕貝少量。

Id灰 黒 色 土 粘性弱。 締り弱。 小石・レキ多量。

11 黒 褐 色 士 粘性弱。 締り中。 小石・レキ少量。

1 暗 褐 色 土 粘性中。 締り中。 小石少量。土器少量。 （ややシルト質）

2 暗 褐 色 土 粘性中。 締り中。 小石微呈。 土器微母。 （ややシルト質）

3 暗褐色シルト質土 粘性強。 締り強。 小石・レキ多里。 土器極微量。

4 黒 褐 色 土 粘性中。 締り強。 小石・レキ少量。 炭化粒微量。 (SK671覆土）

5 淡い黄褐色シルト 粘性中。 締り中。 小石・レキ多量。

6 褐色砂質 シルト 粘性強。 締り強。 小石・レキ多量。

7 淡い褐色砂質シルト 粘性強。 締り強。 小石・レキ少量。

8 淡い褐色シルト 粘性強。 締り強。 小石微量。

9 褐 色 シ ル ト 粘性極強。 締り極強。 凝灰質シルト。

B
' 

11.00m 

゜ 2m 

大別土層説明

□ la~d 

亡 Il

四 l~4層

□三］ 5～8層

□ 9層

図96 65T実測図 (S=l/100· 1/60) 
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L //|B' ー」 ＼ 
V-3

゜ lm 

65T-2 

SK671 

1黒 褐 色 土粘性中。 締り強。 小石・レキ少量。 炭化粒微呈。

2黒 褐 色 土粘性中。 締り強。 小石多呈。 炭化粒・焼土粒・焼骨片微量。 土器多蘊。

3黙 褐 色 土粘性中。 締り強。 小石少量。 炭化粒・焼土粒・焼骨片微蛍。

4明黒褐色土粘性強。 締り強。 小石・レキ多量。 炭化粒・焼骨片微星。

SK672 

a 黒 褐 色 土粘性強。 締り強。 小石・レキ少呈。 炭化粒微量。

図 97 65TSK671 実測図 (S=1/40) 
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写真164 65T調査状況

写真163 65TSK671調査状況 写真165 65TSK671調査状況
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図98 65TSK671出土土器(S= 1/3) 

12 

13 

0 1 m 

-174-



第3章 調査内容（縄文時代）

3. 遺物包含層（図 96)

遺物包含層は65 · 70 • 71 ·①～③Tで確認されている。 このうち65Tの調査状況について報告して

おく。 65Tでは、 ほぼ全面的に]Il- 5層（遺物包含層）が確認されている。 ]Il- 5層は暗褐色土を基

調とし、 少量の土器を含む。 層厚は約20cm であり、 斜面下位側に比較的に厚みをもって堆積してい

る。 表土中には破砕貝 を多く含むが、 皿 ー 5層中にはまったく含まれない。 65T中の]Il- 3層の標高

は、 斜面上位で12.7m、 斜面下位で10.2mを測り、 IJI- 5層は緩斜面上に堆積しているとすることが

できる。

IJI- 5層下は小石・レキが多く認められる黄褐色シルト層(V- 3層）が確認され、 西向地区斜面

下部の縄文時代の遺構確認面となっている。 小石・レキが多く含まれることについては、 65T付近が

貝層が堆積する急斜面から緩斜面部に移る部分に相当し、 上位からの崩落によるものと考えられる。

IIl - 5層下にSK671を確認し、 半裁して調査を行っている。 SK671は長軸270cm以上、 短軸110cm

の長方形状の掘りこみを持ち、 深さは約30cmを測る。 覆土中にレキが多く含まれるが、地山であるV

-3層からの流れ込みと考えられる。 炭化粒・焼土粒・焼獣魚骨片が顕著に認められるほか、 多くの

土器片が出士した。 図98にその一部を示した。 13が大木8a式、 5 が大木9式に相当するが、 その他

は全て綱取式である。 このことからSK671は綱取式の所産とすることができる。

SK671上に堆積するIJI- 5層も綱取式の士器が主体であり、 それ以前の土器も少量含まれている。

このことから]Il- 5層は網取式期の堆積と考えられる。

SK671及びIJI- 5層の検出は、 西向地区斜面下部における、 後期前葉段階の積極的な利用を示すと

言えよう。 少量ながら出土している士器から、 斜面下部での活動はそれ以前の段階にも行われていた

可能性が指摘できる。
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第3章 調査内容（縄文時代）

第7節 小迫北・南地区の調査

1. 調査区について（図6 • 99 • 100)

小姐北・南地区の調査は平成12·15·16年度に実施されたものである。

一部南台地区の調査区を含

むが、次のように整理される。

南 台 地 区 台 地南………13~15、21、22T

小迫北 地 区 台 地…·…••21~28、50、72、76、77、79、80T、 IV区、 1~ 7G

小姐北地区台地の東西二箇所の埋没谷を西の谷・ 東の谷と呼称する。

西 の 谷………26~28、80T、 IV区

東 の 谷………72、76、 1~7G

小 姐 北 地 区低地…••…•73T

小姐南地区台地西………11、12、82T

小姐南地区台地東……•••83、 84T

小迫南地 区斜面………81T

小 迫 地 区 南 谷……… 1~7 、74、75、78T

この他に 9 · 16~20、29、30Tが平成12年度に調査されたが、 削平されており遺構・ 遺物は検出さ

れていない。

2. 基 本 土 層

第1節に加え、小姐 地区の堆積土を確認しておく。 調査区が分散し、調査区により層序が異なるの

で、調査区断面・サプトレンチ断面等により調査区ごとに土層を大別して柱状國に示した（図1 01)。

III層の分類のみ南台地区等と異なる。 III層以外は南台地区と同様である。

1層……表土。 近代の耕作土と考えられる。

II層…•••黒色土。 谷堆積土でIII層上に堆積。

III層……縄文時代の堆積層。 小迫地区では次のように大別した。

III -1層…••黒褐色・ 暗褐色混貝土層。 縄文時代晩期。

III-2層……小姐北地区台地の西の谷に堆積する焼獣魚骨を含む包含層。

III-2a層…•黒褐色土。 晩期前葉～中葉。

III-2b層•••…暗褐色土。 後期中葉～晩期前薬。

III- 3層……小迫北地区台地の東の谷に堆積する包含層。

III-3a層……暗褐色・ 黒褐色土。 晩期前葉～中葉。 獣魚骨含む。

III-3b層……暗褐色土・ 黒褐色土。 後期中葉～晩期前葉。 獣魚骨含まない。

III-4層……III-1~ 3層下に堆積する縄文時代の遺物を含まない層。

III-4a層……暗褐色シルト。

III-4b層……黒褐色土。

III-5層……III-1~4層以外の縄文包含層を一括した。 柱状圏には示していない。

IV層……ロ ー ム層

IV-2層……硬質ロ ー ム （ハ ー ドロ ー ム）。

IV-3層……軟質ロ ー ム（砂質ロ ー ム）。

v層……第四紀の段丘堆積物。
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図100 小迫地区トレンチ配置図②(S=l/1,000)
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V-3層……シルト及び砂質シルト。

VI層……凝灰岩質シルト

遺構確認面は旧層及びIV層である。

28m 

27m 

26m 

25m 

24m 

23m 

77T 

テストピット

V-3 

土層大別説明

［二表土
［黒色土

22m ービここl 貝層（晩期）

79T 
テスト
ビット

ー黒褐色土（縄文包含層。獣魚付含む。晩期）

区三］暗褐色土（縄文包含唇。獣魚骨含む。後～晩期）

ー暗褐色士•黒褐色土（縄文包含層獣魚骨含む。 晩期）

巨暗褐色土（縄文包含層。 獣魚骨含まない。 後～晩期）

21m -—巨三日暗褐色シルト（遺物を含まない）

区黒褐色土（遺物を含まない）

ロハ ー ドロ ー ム

二砂質ロ ー ム

ニシルト・砂質土

図101 小迫地区土層柱状図(S= 1/ 40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

3. 小迫北・南地区の調査成果

遺構の調査方法・種別分類方法は南台地区等と同様である。

(1) 小迫北・南地区の調査概略

南台地区台地南部・ 小迫北地区台地部（図102~109) 

南台地区台地南部は、南台地区台地中央部の南側に位置する。 標高25~29mを測る。 小迫北地区台

地部は、小姐北地区内の西側に位置する。 標高約20~28

mを測る。 小迫北地区斜面部に向かって緩やかに傾斜し

ている。 東西二箇所の埋没谷（西の谷・東の谷）を確認

している。 東西の谷に挟まれて、 舌状の台地が北に延び

る。 東西の谷の間隔は約25mである。

南台地区台地南部の東の部分にある21 · 22T、 小姐北

地区の西の部分にある23~25 · 50Tでは、 士坑II · IV類

を検出した（図102 · 103、 写真166~171) 。 小迫北地区

写真166
22T遺構検出状況。 （北から）
Il 類と推定される 3基の土坑が確

認された。

写真167
21T遺構検出状況。（北から）
II 類と推定される5基の土坑が確

認された。

器
ぎ

ぅ
k
9
s
6

吋）

仁土坑Il類

※点線は推定を示す。

21T 

゜ 50cm 

図102 21 · 22T実測図(S=l/200)

-180-



第3章 調査内容（縄文時代）

50T 

25T 

SZOl 

二土坑n類

゜ 2.5 m 

24T 

SK156 

亡二］土坑 Il類

亡土坑W類 ・ 小土坑

※点線は推定を示す。

SK159 

23T SK160 

2.5 m 

図103 23~25 · 50T実測図(S= 1/100) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真168 50T遺構検出状況。 （北東から）
土坑II類を1基、 浦尻古墳群1号墳の周溝

と推定される溝1条、 時期不明の溝を1条

確認した。

写真170 23T遺構検出状況。 （西から）
Il類と推定される土坑が5基確認された。

写真169 25T遺構検出状況。 （南西から）
II類と推定される土坑を2基、 浦尻古墳群

1号墳の周溝と推定される溝を1条確認

した。

写真171 24T遺構検出状況。 （西から）
II • VI類と推定される土坑が4基確認された。
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調査内容（縄文時代）

サプトレンチ1

m-2 
゜

9 --- ------.J 

/-
-
-」、 ベヘ、、 ＇

0 /S
‘
＼し／
レ------

［ニコ士坑I類

［ニコ柱痕跡

l＝土坑暉 ・ 小土坑

゜

図104 w 区実測図(S= 1/100) 
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N-12·1 

N ・1-12·1

K
7

 

s
3

 

／
）
／＼ 
‘-//＇ 

\／
／ 

） ／
＾ゾ\

三

P: 
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ノ

＼ N ・1-13•1

9) 

N-

亡コ土坑1類

柱痕跡
1 -- ． 

亡コ土坑 11 類

E 士坑1Y類 ・ 小土坑

［ニコ埋設土器
※点線は推定を示す。

il 

゜ 2.5 m 

図105 71T実測図(S= 1/100) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真172

w 区西の谷検出状況。 （北から）
中央にII層が、 II層の外側にm-2層が確認された。

写真173

w 区遺構検出状況。（北から）
谷周辺から多数の士坑I類• VI類が確認された。

写真174

77T遺構検出状況。（南から）
士坑I類• II類•IV類が確認された。 トレンチの北
側では逍構数がやや減少する。

写真175

77T遺構検出状況。（北から）
土坑I類· II類はトレンチ南側で確認される 。



第3章 調査内容（縄文時代）

西の谷に位置する26~28Tでは 谷の堆積土であるlI層（黒色士）から縄文中～後期の遺物が多数出土

した。 8OT、 IV区ではII層下に焼獣魚骨を含む縄文包含層のill-2a·b層を確認し、IV区ではサブト

レンチを設定して調査を実施した。 76Tでは、縄文包含層であるrn-3b層を確認し、 テストビットを

設定して調査を行った。 72T、 1 · 3Gでは混貝土層である m-1層、 縄文包含層のm-3a. b層を確

認した。 4~ 6 Gでは、 lI層下にrn- 3a層を確認した。 76 · 77 · 79 · SOT、 IV区では、 士坑I · lI · 

IV類を確認した。（図104~109、 写真172~183)特に76Tでは、 トレンチ中央から北側で士坑I類が

多数確認され、SB01~04の4棟が復元された。 また、76Tの南側では、 縄文時代の竪穴住居と推定さ

れる 遺構が確認された。

JI
 

Ill-2b 

仁コ土坑 1類

亡柱痕跡

仁コ土坑IV類 ・ 小土坑

N・1-11・1
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- -
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ー・
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----- → 
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二＼K39 0P97 
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り 1 口云

粒

『
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:；;

JクI ::[ I 焼ii

t

| 備考
゜ 2.5 m 

図106 80T実測図(S= 1/100) 

写真176 80T遺構検出状況。 （西から）
土坑I類• IV類が確認された 。

写真177 80T西の谷検出状況。 （北から）
トレンチ西側でIV区から続く1l層（奥） 、

ill- 2b層（手前）が確認された 。
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第3章 調査内容（縄文時代）

撹乱

0-11・1

3
 

卜ツピ卜ステ二
'

0

l

0

6

0-12 

写真 178 79T遺構確認状況。（南から）
土坑I類• IV類を確認した。 トレンチ北側で

は耕作等の影轡を受けており、 遺構は確認さ

れなかった。

写真179 79T遺構確認状況。（北から）

にコ土坑1類

仁二］柱痕跡
亡土坑w類・小土坑 ゜ 2.5 m 

図 107 79T実測図 (S= 1/100) 

写真180 79T遺構確認状況。（東から）
土坑I類はトレンチ南側で確認される。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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第3章 調査内容（縄文時代）
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図109 76T実測図②(S= 1/100) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真 181 76T遺構確認状況。（南から）土坑I類• W類が確認されている。

写真182

76T遺構確認状況。 （南から）

m-3b唇上面からも多数遺構が確認されている。
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写真 183

76T遺構確認状況。 （南から）
トレンチ南側では世構数が減少す

る。 手前はS101 と SK46。



第3章 調査内容（縄文時代）

小迫南地区台地部（図110~113)

農道を挟んで、 小迫北地区の南側に位置する。 法

面を境に西部・東部の二地区に分かれる。 小迫南地

区傾斜面・小迫地区南谷に向かって緩やかに傾斜し

ている。 標高23~28mである。

西部の11 · 82Tで土坑w類が確認された。 また、

llTでは平安時代の竪穴住居を、 82Tでは古墳末の

竪穴住居を検出した （図110 · 111 、 写真184~187)。

東 部の84Tで縄文時代の竪穴住居を1軒と土坑II

類•W類を、83Tで土坑W類を検出した（固112·113 、

写真188~191)。 8 ~10 · 12Tでは、 遺構は検出さ

れなかった。

／ 
SK 
172(Pl) 

0 。

Q
 SK174 

(SK02) 

写真184

1 lT遺構確認状況。 （南から）
土坑w類•平安時代の竪穴住居(SI04)
が確認されている。

SK176 

」
-

｀
｀
心 S104 

(S101) 

亡土坑1V類
・小士坑

゜ 2.5 m 

写真185 1 lT遺構確認状況。 （南から） 図110 llT実測図(S= 1/100) 
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第3章 調査内容（縄文時代）
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写真186
82T遺構確認状況。 （北から）
士坑w類が確認されている。

Q-14·1 

゜

仁コ土坑IV類
゜

゜

・小土坑

o0]

写真187
82T遺構確認状況。 （西から）

C) 
古墳時代末の竪穴住居も確認されている。

゜

Q-15 

゜ 2.5 m 

図111 82T実測図(S=1/100) 
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巨竪穴住居

Eコ土坑Il類

E 土坑w類

※点線は推定を示す。

第3章 調益内容（縄文時代）

S・1-12·1

◎ 

6
 

K
4
 

S
l

 

゜ 2.5 m 

0 ／へ。
0 \ \ 

図112 84T実測図(S=1/100) 

写真188 84T遺構確認状況。（北から）
縄文時代の竪穴住居 (SI03) 、 土坑 II 類・

w類が確認された。

写真189 84T遺構確認状況。 （南から）
トレンチ南側で土坑1I類が確認された。
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第3章 調査内容（縄文時代）

0 00\
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二
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写真190 83T遺構確認状況。（南から）
土坑1V類が確認された。

T-13 写真191 83T土坑w類検出状況。（東から）

゜ 25m 
土坑1V類・小土坑

図113 83T実測図(S=1/100) 

小迫地区斜面部(81T)・小迫地区南谷部(78T)

小姐地区南谷部は、 遺跡の南東に位置する埋没谷である 。 小迫地区斜面部は農道を挟んで、 北地区

斜面部・南地区斜面部に分かれる。 小姐地区斜面部・小迫地区南谷部ともに北東に傾斜している。

南地区斜面部の81Tで前期前葉の包含層を、 南谷部の78Tで後期前葉と推定される包含層を確認し

た。 1 ~ 7 · 74 · 75Tでは遺構は検出されなかった。

小迫北地区低地部(73T)

小姐北地区内の北側に位置する。 標高4.5~10mである 。 北東に向かい緩やかに傾斜している 。

73Tで後期中葉～晩期前葉の包含層を確認した。 また、 時期不明の溝4条が検出されている 。

住

76Tの南側で1軒(SIOl)、 84Tで1軒(SI03)検出されている。

(2) 竪 穴 居

76TSI01（図109)

上面が削平されている。 やや硬化しており、 プロック状の埋土が確認できることから、 住居構築時
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第3章 調査内容（縄文時代）

の粗掘りと推定した（写真195)。 大木9 ~10式期と推定したSK46 に切られているので、 縄文時代の

所産と判断した。

84TSI03（図114·115)

上面は削平されており、 北半分では掘り込みは確認できない。 南半分で確認された掘り込みは3 cm 

前後である。 平面プランは楕円形と考えられる（写真19 2)。 長軸は約3 m 60cmと推定され、 短軸は3

m30cm である。 覆土は暗褐色土を基調としている。 複式炉と周溝が重複して確認されたが、 切り合い

関係は不明である。 複式炉は上面確認で留めているので詳細は明らかでないが、 土器埋設部・石組部

に分かれる（写真193)。 土器埋設部と石組部の間には括れが認められる。 士器埋設部には、 1個体の

士器の埋設が確認されている。 前庭部の形状については不明である。 周溝は壁面に沿って構築されて

いる。 床面はN-3層である。 硬化した部分は見られない。 覆土の観察からSK 133 · 134 · 141 · 142 、

P3 

疇

〔
P391 09 

\

P3

: 

\ 
P393 

` 9卜 9

゜ 2m 

「
― ―l

r 
‘
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りぃ A A' 

--—� `, ！ 
25.80m 

w-3

L ＼ _J 

゜ lm ゜ 2m 

図114 SI03実測図(S=1/40、 1/60)
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第3章 調査内容（縄文時代）

P378~380 · 383~385 、 389~393が伴うと考えられる。 主柱穴配置は、 SK134 · 141 · 142が主柱

穴の3本柱あるいは5本柱と推定される。 出士遺物（図115)から所属時期は大木10式期と考えて

いる。

〗 3(SK134) 

2 

゜ 10cm 

゜ 10cm 

図115 S103出土遺物(S=l/3、 1/4)

写真192 84TSI03検出状況。 （北から）
床面はN-3層である。 上部は削平を受け
ており、 確認できる掘り込みは浅い。

写真194 84T遺物出土状況。
床面直上から出士。 図115- 1。

写真193 84T複式炉検出状況。 （南から）
士器埋設部と石組部に分かれる。 士器埋設
部には1個体の士器が埋設されている。

写真195 76TSI01検出状況。 （南から）
SK46（奥）に切られている。
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第3章 調査内容（縄文時代）

(3) 土坑及び掘立柱建物

土坑 I 類（図116 · 117) 

土坑 I 類は、 76 · 77 · 79 · SOT、 W 区で検出されている。東西の谷周辺および III- 3b層上に多数

検出されている。 小迫南地区では確認されておらず、 小姐北地区の南側では分布が希薄である。 小迫

北地区では、 建物復元を考える基準の一 つとして、 掘り方の径を基に50cm 未満を小型 (P) 、 50cm 以

上を大型 (SK) に分類し、 それぞれの組み合わせを検討した。小型の掘り方は26~49cm、 柱痕跡の

径は16~43cm、 大型の掘り方の径は50~100cm、 柱痕跡の径は16~50cm である。大小合わせて196

基の土坑 I 類が確認されているが、 後述するSBOl~04で示した柱穴以外の組み合わせは明らかでは

ない。 掘り方の平面プランには76TSK80 （図116) のような隅丸方形に近いものも見られるが、 円

形・楕円形のプランが多い。 小型・大型の分布域の顕著な相違は認められない。柱痕跡は黒褐色～黒

色が多く、 掘り方の埋土は暗褐色～黒褐色が多い。 III-3b層を掘り込んでいるものが多い。 一段掘

り下げた段階での出土遺物は後期末～晩期後葉（新地～大洞A式期）にかけてものであり、 代表的な

もののみ図示した（図117) 。 また、 晩期前葉（大洞BC式期）以降の土器が出土する遺構が多く、 中

でも大洞C2 式が多い。 本類は晩期前葉（大洞BC式期）以降、 特に大洞C2 式期に増加すると考えら

れる。

半裁した76TSK80は掘り方の径は50cm、柱痕跡の径が38cm、深さが24cm である（図116、写真198) 。

図117- 9 から晩期前葉（大洞BC式期）と考えている。

SKl13からは骨製の装飾品、 SK123からは逆刺付剌突具が出土している。（図154- 7 · 18) 

写真196 77T土坑 I 類検出状況。 （東から）
トレンチ南側に確認される。

76T SK80 

A
 

A 

s k 8 0 

A
' 1 黒色土 粘性中。 締り中。

ロー ム粒・炭化粒少塁。

暗褐色土 粘性中。 締り中。

ロー ム粒・ ロー ム

プロック多量。 炭化粒
微童．

A
' 

26.30m r1III 柱痕跡

N-3 ゜ lm 

写真 197 76T土坑 I 類検出状況。（南から）
トレンチ中央より北側に多数確認される。

図116 76TSK80実測図(S=l/40) 写真 198 76TSK80断面。
柱痕跡は黒色土で、 埋土は暗褐色である。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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16 : 76T P210 17 : 76T P297 

図117 土坑I類出土遺物(S=l/3)

掘立柱建物（図118~123) 

大型の柱穴を中心に、 掘り方及び柱痕跡の径 、 柱配列、 柱間距離を基に4本柱の建物を2軒、 6本

柱の建物を2軒復元した。 SBOlの主軸方向とSB04のSK91-SK101間の軸方向が北東 一 南西で一致

し、8B02 · 03は主軸方向が北西 ー 南東で一致する 。 各建物は柱穴を一つずつ半裁して調査を行った。

なお、 各柱間の距離は柱痕跡の 中心間の距離である 。

SBOl（図118 · 119) 

4本主柱で、 2本の棟持柱を持つ建物跡である 。 平面プランは六角形を呈し、 主軸は北東 一 南西で

ある。 全ての柱穴がN-3層を掘り込んでいる。 柱痕跡の平面プランはSK52 · 62が楕円形で、 他は

ほぼ円形を呈する 。 掘り方の平面プランは不整の円形のものが多く、 SK62のみ楕円形である 。 柱痕

跡は暗褐色～黒色で、 掘り方の埋土は暗褐色～黒褐色土である 。 掘り方の径は64~74cm、柱痕跡の径

は30~50cm を測る 。 主軸のSK52-SK85間 、 5 m74cm、 短軸のSK53-SK62間は 3 m06cm、 SK66

-SK83間は 2 m84cmである 。 半裁したSK62の深さは50cmを測る（図119 、写真202)。 SK85がSB02

のSK86を切っている。 出土遺物（図123- 1 ~ 9)から所属時期は晩期 中葉（大洞C2式期）と考え

ている。
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第3章 調査内容（縄文時代）

SB02（図118 · 120) 

4本主柱の建物跡である。 平面プランは長方形を呈し、 主軸は北西 ー 南東である。 SK68 · 82はIV

-3層を掘り込んでおり、 SK86 · 88はIII-3b層を掘り込んでいる。 柱痕跡の平面プランはSK88の

み三角形に近く、 他はほぼ円形を呈する。 掘り方の平面プランはSK88が円形で、 他は不整の円形か

楕円形である。 柱痕跡は黒褐色土～黒色土で、 掘り方の埋土は暗褐色土～黒褐色土である。 柱痕跡の
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亡二］ ill-3b層

2.5 m 

図118 SBO 1 ~04 (76T)実測図(S=1/100) 

-199-



第3章 調査内容（縄文時代）

写真199 SB01~04復元状況。（南から）

写真200 SB01~03復元状況。 （北から）
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第3章 調査内容（縄文時代）
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SK62 

A
' 

A
 

74 ／ 
w-3 

A
' 

26.40m 

S K62 

1暗褐色土 粘性中 。 締り極弱。 ロー ム粒・
ロームプロック多量。 炭化粒少量

2黒褐色土 粘性中 。 締り極弱。 ローム粒．
ロー ムプロック多量。 炭化粒少量

3黒褐色士 粘性中 。 締り極弱。 ロ ー ム粒·
ロームプロック極多量。 炭化粒少量。

4 暗褐色土 粘性中 。 締り強。 ロー ム粒·
ロ ー ムプロック少量。 炭化粒微量。

5 暗褐色土 粘性中 。 締り強。 ロー ム粒・
ロームプロック多量。 炭化粒微量。

6暗褐色土 粘性中 。 締り強。 ロ ー ム粒多量。

ロームプロック・炭化粒少量。

7暗褐色士 粘性中 。 締り強。

ロー ム粒・ ロー ムプロック多量。

8暗褐色士 粘性中 。 締り強。

ローム粒多量。 ロ ー ムプロック少黛。

9黄褐色土 粘性中 。 締り強．

ロー ムプロック主体層。

柱痕跡

゜ lm 

゜ 2m 

図119 SB01実測図(S=l/40、 1/60)

写真201 SBOl復元状況。（南から） 写真202 SK62断面。
柱痕跡は暗褐色～黒褐色士で、 埋士は暗褐
色土を基調としている。
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第3章調査内容（縄文時代）

径は29~42cm、掘り方の径は85~100cmを測る。 柱 間距離はSK68-SK82間3 m40cm、SK68-SK86

間2 m36cm、 SK82-SK88間2 m50cm、 SK86-SK88間3 mlOcm である。 半裁したSK88の深さは

45cm を測る（図120、 写真202)。 SK86が、 SBOlのSK85に切られている。 出土遺物は図123-10~

15である。 所属時期はIII-3b層を掘り込み、 SBOlに切られているので晩期前葉～中葉（大洞BC~

C2式期）と考えている。

SB03（図118·121)

4本主柱 で、 2本の棟持柱を持つ建物跡である。 平面プランは六角形を呈し、 主軸は北西 ー 南東で

ある。 P215は他の柱穴に比べると小型である。全ての柱穴がIV- 3層を掘り込んでいる。柱痕跡の平

P220 

A-

A
' 

- --- -― /
 SK88 

1 黒褐色士

2

3

4

5
 

／
 

し

／

舌

／，

撹
ー＇

 

／
 

SK68 

＇

 

／
 SK86 

黙褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土
8 黄褐色土
9 黒色土
10 黄褐色士

A

::
立碍[

:2540m

N-3

粘性中。 締り弱。 ローム粒・ロームプロック・炭化粒少量。

焼士粒微風

粘性中。締り強。 ローム粒少量。 ロームプロック微量

炭化粒少量。 焼土粒微量。

粘性中。 締り強ローム粒少量。 ロームプロック微呈)

炭化粒少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック・炭化粒少塁。

粘性中。 締り強。 ローム粒・ロームプロック多量。 炭化粒・

焼

粘性中。締り中。 ローム粒・ロームプロック極多量。

炭化粒多量，

粘性中。 締り中． ローム粒・ロームプロック多旦） 炭化粒徴量。

粘性中。 締り中。 ロームプロック主体層． 炭化粒少量

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多童。 炭化粒少量0

粘性中． 締り強。 ロームプロック主体層。 炭化粒少呈。

柱痕跡

゜ 2m ゜ lm 

図120 SB02実測図(S=l/40、 1/60)

写真203 SB02復元状況。（西から） 写真204 SK88断面。
柱痕跡は黒褐色士で、 埋土は黒褐色・暗褐
色等が薄い堆積をしている。
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第3章 調査内容（縄文時代）

面プランはSK84 · P215が円形で、 他は楕円形を呈する。 掘り方の平面プランはP215のみが円形で、

他は楕円形である。 柱痕跡は黒褐色土～黒色土で、 掘り方の埋土は暗褐色～黒褐色土である。 掘り方

の径は27~81cm、 柱痕跡の径は19~50cm を測る。 主軸のSK64-P215間は 5 m06cm、 短軸SK69-

SK84間は 3 m50cm、 SK72-SK81間は 3 m50cm である。半裁した SK81の深さは56cm を測る（図121、

写真206)。 重複関係はない。 出土遺物（図123-16~19) から所属時期は晩期中葉（大洞C2 式期）

と考えている。

SB04 （図 118 · 122) 

4本主柱の建物跡で、 平面プランは方形を呈する。 全ての柱穴がIII-3b層を掘り込んでいる。 柱

痕跡の平面プランはSK90 · 98がほぼ円形で、 SK91 · 101が楕円形である。 掘り方の平面プランは

/�宣：
610m

N-3 

SK69 

S K 8 1 
1 黒色士 粘性弱． 締り極弱。 ロ ーム粒．

ロ ー ムプロック・炭化粒少蜃。

2 暗褐色土 粘性中。 締り強。 ロー ム粒・ ロー ム

プロック多足。 炭化粒少量．
3 黄褐色土 粘性中。 締り中。 ロー ムプロック

主体層． 暗褐色土プロック少量．
4 暗褐色土 粘性中。 締り強． ロー ム粒・ ローム

プロック極多塁。

SK84 5 暗褐色士 粘性中。 締り強． レ キ微量．

ロー ム粒・ ロー ムプロック多盈。

6 黄褐色土 粘性中。 締り強． ロー ムプロック

主体層。 暗褐色土プロック少塁．

゜ 1 m 

柱痕跡

゜ 2 rn 

図121 SB03実測図 (S=l/40、 1/60)

写真205 SB03復元状況。 （東から） 写真206 SK81 断面。
柱痕跡は黒色土で、 埋上は暗褐色土を基調
としている 。
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第3章 調査内容（縄文時代）

SK101が楕円形で、 他は不整の円形である。 柱痕跡は黒褐色～黒色土で、 掘り方の土層は暗褐色～黒

褐色土である。 掘り方の径は73~89cm、 柱痕跡の径は20~44cm を測る。 柱間距離はSK90-SK91間

3 m30cm、 SK90-SK98間 3 m64cm、 SK91-SK101間 3 m55cm、 SK98-SK101間 3 m80cm であ

る。 半裁したSK101の深さは47cm を測る（図122、 写真208) 。 重複関係はない。 出土遺物（図123-

20~29) 及び層位関係から所属時期は晩期中葉（大洞C2 式期）と考えている。

土坑11 類（図 124~126)

21 ~25 · 50 · 76 · 77 · 84Tで、 合わせて28基確認されている。 南台地区台地南の東側及び小姐北

地区台地の西側と南側に多く分布する（写真209) 。 平面プランは円形・楕円形・隅丸方形近いものな

ど様々である。 8基については断ち割り調査を実施した。

77TSK18 （図 124)

平面プランは不整の円形を呈する。 IV- 2 層から掘り込んでいる。 最大径は166cm 、 深さ60cm を測

る。 ほぼ直立に立ち上がり、 断面形は円筒型である。 覆土は褐色・暗褐色土を基調とし、 最下層に黒

A
 

A
' 

5□竺
25.50m 

2 

III -3b 

S K 1 0 1 
1 黒色 土 粘性弱。 締り弱。 ロ ー ム粒．

炭化粒・焼土粒少量。

2 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ロ ー ム粒多量。

炭化粒少量． 焼土粒微量。

3 暗褐色土 粘性中。 締り中。 ロ ー ム粒．

炭化粒少菌。 焼土粒微量．

4 暗褐色土 粘性中。 締り強． ロ ー ム粒少量．

炭化粒微量．

5 暗褐色土 粘性中。 締り中． ロ ー ム粒・

炭化粒微量．

柱痕跡

゜ 2m ゜ lm 

図 122 SB04実測図 (S=l/40、 1/60)
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写真207 SB04復元状況。（南から） 写真208 SKlOl 断面。
柱痕跡は黒色土で、 埋士は暗褐色士である 。
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第3章 調査内容（縄文時代）
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SB02 10·11: SK68 12·13: SK82 14·15: SKBB 

SB03 16· 17: SK64 18·19 : SK84 

SB04 20·21 : SK90 22-24 : SK91 25-29 : SKlOl 

゜ 10cm 

図123 SB01 ~04出土遺物(S= 1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

褐色土 が堆積する。 小片のため図示していないが中期と考えられる土器片 が出土している。

77TSK23（図124)

平面プランは ほぼ円形である。 IV- 2層から掘り込んでいる。 最大径は110cm、 深さ96cmを測る。

断面形はフラスコ状を呈する。 覆土は暗褐色・黒褐色土を基調としている。 底面付近に黒色土 が堆積

している。 また、 底面のほぼ 中央には小穴を有する。 図126- 1 より大木6 式期と考えている。

76TSK46（図124)

平面プランは不整の円形である。IV- 2層から掘り込んでいる。 最大径は 136cm、深さ44cmを測る。

断面形は若干フラスコ状を呈する。 覆土はにぶい褐色を基調とする。 図126- 2 より大木9~10式期

と考えている。

84TSK144（図124)

平面プランは円形である。 IV- 3層から掘り込んでいる。 最大径は160cm、 深さ48cmを測る。 断面

形は若干フラスコ状を呈する。 覆土は暗褐色土を基調とする。 時期を決定するような遺物は出土して

いないが、 他の貯蔵穴の分布状況から 中期の可能性が高い。

84TSK145（図125)

平面プランは円形である。 IV- 3層から掘り込んでいる。 径は110cm、 深さ30cmを測る。 断面形は

若干フラスコ上を呈する。 覆土は暗褐色土を基調とする。 時期を決定するような遺物は出土していな

いが、 他の中期の貯蔵穴の分布状況からから 中期の可能性が高い。

50TSK152（図125)

『小高町内埋蔵文化財調査報告I』(2000)でSK03として報告された貯蔵穴である。 平面プランは

調査区外にまたがるため不明であるが、 楕円形と考えられる。 IV- 2層から掘り込んでいる。 最大径

は174cm以上、深さは88cmを測る。 断面形はフラスコ状を呈する。 覆土は黒褐色土を基調とする。 図

126- 3 より大木9~10式期と考えている。

25TSK153（図125)

『小高町内埋蔵文化財調査報告I』でSK02として報告された貯蔵穴である。 平面プランは調査区

外にまたがるため不明であるが、 楕円形と考えられる。IV- 2層から掘り込んでいる。 最大径は124

cm以上、 深さ108cmを測る。 断面形はフラスコ状を呈する。 覆土は 褐色土を基調としている。 図126

-4·5より大木10式期と考えて

いる。

24TSK155（図125)

『小高町内埋蔵文化財調査報告

l』でSKOlとして報告された貯蔵

穴である。 平面プランは調査区外に

またがるため不明であるが、 楕円形

と考えられる。IV- 2層から掘り込

んでいる。 最大径は140cm以上、 深

さ60cmを測る。断面形はフラスコ状

を呈する。 覆土は黒褐色土を基調と

している。図126- 6 より大木7b式

期と考えている。
写真209 77T土坑1I類検出状況。（北から）

トレンチ南側で確認される 。
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第3章 調査内容（縄文時代）
77T SK23 

I

 

ヽヽヽ
、

A
「

I
I
ー
ー
1

ヽ

A
A
 

w-2 

IV-3

SK 1 8 

1 黒褐色土

2 黒褐色土
3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 褐 色 土
6 褐 色土
7 黄褐色土

8 褐 色 土

9 暗褐色土

10 暗黄褐色土
11 黒褐色土

粘性中。 締り中。 ローム粒多量． ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒少量．

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少ー·
粘性中。 締り中。 ローム粒微量。

粘性中。 締り中。 口てム粒・ロームプロック少量。

粘性強。 締り強。 ロームプロック主体層．

粘性中。 締り中。 ローム粒多量。 ロームプロック少量．

粘性弱。 締り弱。 ローム粒・ロームプロック少量．

粘性中。 締り中。 ロームプロック主体層
粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量．

炭化粒微量．

76T SK46 

A A
' 

w-
8
2冒：攣 26.70m

N-3 
SK46 

1 褐 色 土
2 暗褐色土

3 にぶい褐色土

4褐 色士

5 黄褐色土

6 にぶい褐色土
7 にぶい褐色土
8 にぶい褐色土

9 暗褐色土

10褐 色土

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少忌．

焼土粒微量．

粘性中。 締り中。ローム粒・ロームプロック少量．

粘性中。 締り中。 ローム粒少量。 ロームプロック
多量．
粘性中。 締り中。 ロームプロック主体屈
粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多塁。

粘性中。 締り中。 ローム粒多逗。 ロームプロック
少量。

粘性中。 締り中． ローム粒多量。 ロームプロック
少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒少量。 ロームプロック
多量．

A
' 
�

27.50m 

SK23 

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色士

5 黒褐色土

6 黒色 土

7 暗褐色土
8 黒褐色土
9 暗褐色土
10黒色 土
11 暗褐色土

A
' 

27.60m 

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多量。 炭化粒少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒多量。 ロームプロック少量。 炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒少量。 ロームプロック・炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。 炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒少量。 ロームプロック・炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック・炭化粒微呈。

粘性中。 締り中。 ローム粒微羹。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック微量。

粘性弱。 締り弱。 ローム粒・炭化粒微量。

84T SK144 

w-3 

SK 1 4 4 

1 にぶい褐色土

2 暗褐色士

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土
6 暗褐色土

7 暗褐色土
8 にぶい褐色土

9 黒褐色土
10 暗褐色土

A
' 

A
5
 

A
' 

25.80m 

粘性中。 締り強。 ローム粒・ロームプロック少量。 炭化粒微量。

粘性中。 締り強。 ローム粒多最。 ロームプロック少童。炭化粒微量。

粘性中。 締り強。 ローム粒多蜃． ロームプロック少量。 炭化粒微呈．

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多量。 炭化粒微量。

粘性中。 締り強。 ローム粒・ロームプロック少量。 炭化粒微量．

粘性中。 締り強。 ローム粒・ロームプロック極多量。 炭化粒微量。

粘性中。 締り強。 ローム粒・ロームプロック多且。 炭化粒微量。

粘性強。 締り強。 ローム粒・ロームプロック少量．

粘性強。 締り強。 ローム粒・ロームプロック少呈。 炭化粒微量．

粘性強。 締り強。 ローム粒・ロームプロック少量。 炭化粒微量。

゜ lm 

図124 土坑II類実測図①(S=1/ 40) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

84T SK145 50T SK152 

(SK03) 

A
 

A
' A

 

••
 
＇
 

／
 互＇，＇＇

／

A
 

A . A
' ーご了5.80m

w-3

SK 1 4 5 

1 黒褐色土

黒褐色土

3

4

5

6

 

暗褐色士

黒褐色土

暗褐色士

暗褐色土

25T 

粘性中。 締り強。ローム粒·ロームプロック少量。

炭化粒微量。

粘性中。 締り強。ローム粒多量。

ロームプロック少呈。 炭化粒微量．

粘性中。 締り中。 ローム粒多且。

ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多量．

粘性中。締り強。 ローム粒・ロームプロック多量。

炭化粒微最．

粘性中。締り中． ローム粒・ロームプロック少量。

SK153 

(SK02) 

I

I
 ー

＼
 

ー

＼
 

ー

\
 

＼
 

I
 

／
 

＇
 A

/

／
 

一

，

|
9,
＇

 
A
 

A
 

A
' 

29.00m 

IV-2 

N-3 

SK 1 5 3 

、 1 黒褐色土

2 褐 色 士

3 褐 色 士

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 褐 色 土

7 明褐色士

8 暗褐色士

9 明褐色土

図125

粘性中。締り中。 ローム粒少呈。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多量．

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性中。締り中。 ローム粒少量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量．

粘性中。 締り中．ローム粒多呈．

粘性中。 締り中。ローム粒多量．

粘性中。 締り中。ローム粒・ロームプロック多量．

粘性中。 締り弱．ローム粒少量。

土坑 II 類実測図② (S=1/ 40) 

24T 

SK 1 5 2 

1 黒褐色土

2 暗褐色士

3 黄褐色土

4 黒褐色土

5 黄褐色士

6 褐色土

7 黒褐色士

8 暗褐色±

9 明褐色土

10 黄褐色土

SK155 

(SKOl) 

N-2

SK 1 5 5 

1 褐 色 士

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色士

5 黒褐色土

6 黒褐色士

7 褐 色 士

8 明褐色土

9 明褐色土
10 褐 色士

4

 

A
' 

28.90m 

w-3

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多量．

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック多量．

粘性中。 締り中．ロームプロック主体層．

粘性中。 締り中。ローム粒少量．

粘性中。 締り強。 口＿ムプロック主体層．

粘性中。締り中． ローム粒・ロームプロック多量．

粘性中。 締り中。 ローム粒少量．

粘性中。 締り強。 ロームプロック極多量。

粘性中。締り中。ローム粒微量．

粘性中。 締り中。ローム粒微量．

A

＼ 

ヽ

＼ 

＼ 

＼ 

\ A9 

．上一
I 

I 
／ 

―-- - -- - - - - --____ /

A
 

A
' 

28.80m 

10 

w-3

粘性中。 締り中。ローム粒多量．

粘性中。 締り中。ローム粒微量。

粘性中。 締り中。 ローム粒・ロームプロック少量。

粘性中。 締り中。 ローム微量。

粘性中。締り中。ローム粒・ロームプロック少蛋．

粘性中。 締り中。 ローム粒微量。

粘性中。 締り中． ローム粒・ロームプロック少蚤．

粘性中。 締り中。 ローム粒多量。

粘性強。 締り中。ローム粒多量。

粘性弱。 締り弱．

゜ lm 
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第3章調蓋内容（縄文時代）

疇ロ迂零雲

雲
―

曇［
、
刀
タ

3
 

闘籍r a 
4
 

5
 

u 

1 : 77T SK23 2 : 76T SK46 3 : 50T SK152 

4·5 : 27T SK153 6 : 26T SK155 7 : 25T SK159 

|
1に

゜ 10cm 

図126 土坑II類出土遺物(S=l/3)

写真210 77TSK18。
最下層に黒色土に近い黒褐色土が堆租している。

写真211 77TSK23。
最下唇に黒色士が堆積している。底面のほぼ中央には
ピット状の掘り込みを有する。

写真212 76TSK46。
にぶい褐色土を基調とした覆土が堆積している。

写真213 84TSK144。
暗褐色土を基調とした覆土が堆積している。
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真214 84TSK145。 写真215 50TSK152。
暗褐色土を甚調とする覆土が堆積している。 土坑中位にロ ー ムプロックを主体とする層が堆積する。

写真216 25TSK 153。 写真217 24TSK155。
褐色土を基調とする覆土が堆租している。 黒褐色上を墓調とする覆土が堆積している。

土坑w類・小土坑（図127)

士坑w類は、 南台地区台地南部、 小姐北・南地区台地の調査区で合わせて69 基、 小士坑322碁確認

されている。 本類の中には、 本来、 柱穴であっても柱痕跡が確認されなかったものも含まれていると

考えられる。 III-2· 3層、 W層から掘り込んでいる。 平面プランは円形・楕円形のものが多い。 覆

士は暗褐色～黒褐色土が多いが、 褐色 ・ 黒色の覆土を持つものもある。 一段掘り下げた段階での出土

遺物の代表的なもののみ図示した。 （図127)土坑I類と同様にIII-3b層を掘り込んでいるものが多

く、 晩期前葉（大洞BC式期）以降の士器が出土する土坑が多いことから、 晩期前葉（大洞BC式期）

以降に増加していくと考えられる。

埋設土器(77TSK17 図128 · 129) 

7 7Tで1 基確認されている。 平面プランは楕円形であり、 W-2層から掘り込んでいる。 径が40~

45cm、 深さが26cm である。 覆士は暗褐色土を基調とし、 最下層に黒褐色土が堆積している。 埋設土

器内には褐色土が堆積している。 無文土器の底部（図129- 3)が正位に埋設されており、 その下 か

らは櫛描文の土器（図129-1)が出土している。 土器に穿孔などは見られない。 無文の底部は薄手

で、 内面は磨かれてやや光沢を帯びている。 外側には若干の輪積みを残している。 出士遺物（図129)

より晩期中葉の所産と考えている。
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第3章 調査内容（縄文時代）

念--
血•一

芦／
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r1
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n
H
H
H
材

゜

介
H
H
H
U,

＇

 門 ー ー

8 

／ ［ 
-［剛

15 17 18 

゜ 10cm 

゜ 10cm 

1 : IV区 SK04 2·3: IV区 P05 4 : 77T P27 5: 77T P44 6·7 : 77T P56 8: 76T SK103 

9 : 76T SK104 10 · 11 : 76T SKl 12 12 : 76T P261 13 : 76T P284 14 : 76T P292 15 : 76T P313 

16 ·17:lG P332 18=11T SK176 19=3G SK128 

図127 土坑w類出土遺物(S= 1/3) 
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第3幸 調査内容（縄文時代）

77T SK17 

A
 

A
 

A
 

A
' 

A
 

3
□9-

A
' 

27.50m 

w-2

A
' 

SK 1 7 

1暗褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒微量。

2褐 色 土 粘性中。 締り中。 ローム粒少量．

3暗褐色土 粘性弱。 締り極弱． ローム粒少嚢。 ロームプロック微量。

4暗褐色土 粘性弱。 締り極弱。 ローム粒多量。 ロームプロック少量。

5黒褐色土 粘性中。 締り中。 ローム粒・ ロ ームプロック多量。

A
' 

゜ 50cm 

図128 77TSK17実測図(S=1/20) 

/
U
｀

．

 

2
 

゜ 10cm 

゜ 10cm 
3

図129 77TSK17出土遺物(S=l/3、 1/4)
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真218 77TSK17。 写真219 77TSK17。
無文士器の底部が正位に埋設されている。 無文士器の下位から櫛描文土器が出士した。

(4) 貝層及び遺物包含層（図130~149)

小迫北地区台地部 で 1箇所の貝層と 2箇所の遺物包含層を、 小姐北地区低地部・小迫南地区斜面部・

小姐地区南谷部 でそれぞれ1箇所の遺物包含層を確認した。

小迫北地区台地西の谷(26~27 · 80T、 W区 図99)

IV区で サブトレンチ1を設定して調査を実施し、 V-3 層まで掘削した（図130、 写真224~230)。

1 層は黒色土である。 2 ~14層まではロ ーム粒・炭化粒を含む黒褐色土（粘性中）を基調とする。 2

~8 層までは小石、 レキ・焼土粒を含み、 9 ~13層 では小石・レキ・焼土粒をほとんど含まない。 15

~17層まではロ ーム粒・炭化粒を含む暗褐色土（粘性強）を基調とする 。 調査時には、 2 ~ 5 層まで

をIIIA層、 6 · 7 層をIIIB層、 8 ~14層までを皿c層、 15層をIIID層、 16層をIIIE層 、 17層をIIIF層と

分層 して 遺物を取上げた。 焼獣魚骨が出土するため、 北壁に接するかたちでコラムサンプルを設定し

てIIIA~F層の層位毎に調査 した。ただし、 焼獣魚骨の遺存状態は悪い。

IIIA · B層……加曽利B～大洞C2式までの土器が出土するが、 相対的に大洞C2式が多く見られる 。 加

曽利B～大洞B式までは少量混じる程度である。他の層に比べると小片が多く復元率も高くない。完形

土器も少ない。 製塩土器が多量に出土する（図131-1 ~10、 岡133- 2 ~ 4、 図135-1 ~ 7、 写真

220 - 1)。 焼獣魚骨を多量に含む。 ” ‘ 

皿C層… …加曽利B～大洞C2式までの土器が出土する。 相対的に大洞Cl式が多くなり加曽利B～大洞

B式の土器の割合が若干高くなる。IIIA · B層と比較すると、 大型破片が多くなり復元率も高くなる。

完形土器も増加する。 製塩土器も多量に出土するが、 IIIA · B層と比較すると出土量は 減少する（図

131-11~17、 図131- 5 · 6 、 図135-8、 写真220 -2 ~ 4)。 焼獣骨を多量に含む。

なお、 IIIC層とIIID層については非常に多くの遺物が出土したため 一括して取上げた 遺物がある（図

132-1 ~ 7、 図133- 7、 図135- 9 ~11、 写真220 - 5 · 6)。

IIID · E層……加曽利B～大洞C 2 式までの土器が出土する 。 相対的に大洞BC式の土器が多くなり加曽

利B～大洞B式の土器の出土量がIIIC層と比較すると増加する。 復元率が高くなり、大洞BC式の完形土

器や大型破片が多くなる。 製塩土器・焼獣魚骨がIIIC層と比較すると減少する（図132-8 ~12、 図

134-1 ~10、 図133-8 ~10、 写真221~223)。

IIIF層 ・ ・… •大洞B式以降の土器 および製塩土器は混じらず加曽利B～新地式の土器のみ出土する。 獣魚
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第3章 調査内容（縄文時代）

北壁

2

7
 

l8 

26.00m 

15 

゜ 2m 

13 

26.00m 

16 16 

V-3 

大別層 層名 土色 粘性 締り 小石 レキ
ロ ー ム ロー ム

閉
焼土 獣骨 遺物 備考

粒 プロック 粒

n 1 黒 色 中 弱 少量 薇伍 少蘊 微量 徴呈

2 毀 褐 色 中 中 少塁 微旦 少糞 微量 は糧 少呈 黒色士プロック少滋

少嚢 徴
A層

3 黒 褐 色 中 中 少量 少量 少塁 多量 4·5層より暗い

4 黒 褐 色 中 中 多量 少量 少盈 楓置 少量 少量 多量 2層より明るい 。

5 黒 褐 色 中 中 少量 少量 少塁 微爵� 微量 多量 3層より明る<4層より暗い

中 中 少量 微量 少呈 微量
B層

黒 褐 色 徴品 少量 多温 4層よりやや暗い

7 黒 色 中 中 少盈 少量 少量 微量 纏量 廣品 多量 灰白色粘土プロック微量

m-2a 8 黒 褐 色 中 弱 少量 散品 少黛 微量 多量 少量 多量

， 黒 褐 色 中 弱 少呈 微量 多量 多量 8層より明るい

10 暗 褐 色 中 弱 閲霰 微量 少量 少嚢 16 · 17層より明るい
c層

11 黒 褐 色 中 中 少量 澄云

12 黒 褐 色 中 弱 少塁 霰贔 少黛 少量

13 黒 褐 色 中 弱 微呈

14 黒 褐 色 中 弱 少量 少量 少量 少量 少量 微量 多量 4層より暗い 。

15 暗 褐 色 中 弱 少量 少量 少量 徽 少量 微量 多量 D層

ID-2b 16 暗 褐 色 強 中 少量 微爵 少量 微量 少量 徴厨 少量 E層 15層より明る＜粘性が強い．

17 暗 褐 色 強 中 霞伍 少量 少呈 紐 微量 F層 16層より暗い 。

18 暗 褐 色 強 中 少量 少嚢 置誓： 極微量 17層よりやや明るい 。 シルト質。

19 暗褐色シルト 強 弱 微量 少量 微量 少量 様霞 18層より暗い 。

20 暗褐色シルト 強 中 微量 少量 少量

21 暗褐色シルト 強 中 少量 微量 少量 18層よりやや明るい 。

22 褐 色 シ ルト 強 強 微量 少量 慮Q 閲愚 暗褐色粘士プロック多呈。

23 暗褐色シルト 強 弱 少量 少量 讚 24層より暗い

24 暗褐色シルト 強 中 微量 少量 少量
m-4a 

25 にぶい褐色シルト 強 中 微量 少量 少量

26 暗褐色シルト 強 強 微量 徴 少量 24層より暗い

27 黒 褐色シルト 強 強 •箪 少量

28 褐 色 シルト 強 強 少量 少塁 徴量 微歴 22層より明るい 。

29 にぶい褐色シルト 強 弱 叢置 微量 霞贔： 25層より明るい

30 褐 色 シ ル ト 強 弱 微星 微量 費111 黒褐色粘土プロック少量

31 明褐色シルト 強 強 微量 少量 微量 少量 黒褐色粘土プロック少量。

V-3 32 黄褐色シルト 強 強 徴量 ロ ー ムシルト

図130 N区サプトレンチ1実測図(S=1/60) 
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第3章 調査内容（縄文時代）
皿A
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図131
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第3章 調査内容（縄文時代）

illC·D 

で
主丑辛
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繹バ 2
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自
ヽ2 

10 

゜ 10cm 

図132 N区サプトレンチ1出土遺物②(S=1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

皿
皿A

、
入
、

2
 

三 3

皿B
皿c

:_|
 

.

-
――'

 

景'-'--.!r - -, 

4
 

皿C·D

， ヽ と

IIID 

8
 

，

 

゜ 10cm 

図133 N区サブトレンチ1出土遺物③(S= 1/ 4) 

骨の出土量が減少する（図134-11~14)。

以上のように、 IIIA~E層までは多寡の差があるものの、 加曽利B～大洞C 2 式までの土器が出土す

る。 これは、 土器量が非常に多いうえ、 それぞれの層位の堆積が厚くないため混在して出土したもの

と思われる。 完形士器・大型破片の出土量、 相対的な出土量から考えて、 IIIA~C層までは大洞BC式

期以後、 IIID~F層までは大洞BC式期以前に堆積したと推定している。

皿A~F層まで磨石・叩石等が多量に出土している。 また、 IIIC·D層からは上面？ （図151- 3 )  

が出土している。

18~31層までは粘性が強く、ロ ー ム粒・炭化粒を含む暗褐色を基調とするシルトが堆積している。遺

物はほとんど出上しない。 32層は黄褐色シルトで基盤層である。

柱状図（図101)では、 1 層をIl層、 2 ~14層までをIII-2a層、 15~17層までをIII-2b層、 18~

31層までをIII-4a層、 32層をV-3 層に大別した。
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第3章 調査内容（縄文時代）

mB IIIC 

3
 

4

illC·D 

5

6
 

写真220 N区サブトレンチ1出土遺物①
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第3章 調査内容（縄文時代）

mD 

”
 

，ヽ
會

2

写真221 IV区サプトレンチ1出土遺物②
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第3章 調査内容（縄文時代）

皿E

4
 

門
日
日
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け
け
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8
 

，

 

n
H
什
H
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ー
灯
口
l
l�

/

10

皿F

12 
13 

4
 

゜ 10cm 

図134 w 区サプトレンチ1出土遺物④(S= 1/3) 
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第3章 調査内容
・

（縄文時代）
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写真222 N区サブトレンチ1出土遺物③
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第3章 調査内容（縄文時代）

mE 

2

写真223 IV区サプトレンチ1出土遺物④
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第3章 調査内容（縄文時代）
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写真225

w区サプトレンチ1遺物出土状況②。（北から）
大型破片も多星に出土し 、 復元率も高い。

写真227

IV区サブトレンチ1遺物出土状況④。（西から）
サブトレンチ 1東壁IIIE陪から出土。 写真223- 5。

写真229

IV区サプトレンチ1断面。 （北から）

写真224

IV区サブトレンチ1遺物出土状況①。（東から）
サプトレンチ 1内 一面に土器が大量に出土する。

写真226

w区サブトレンチ1遺物出土状況③。（北から）
数個体の完形土器の廃棄状況が確認できる。

三選心｀

、
a•→面

ギヅ 7 會”名寸， ．9

と99．揖喩！’ ～； 
if C. ィ へ`1`` ¢へ；

/
マ

＇

：ヤ；．．． ｀ふ. .

＼ 

<〇

写真228

w区サプトレンチ1遺物出土状況⑤。 凍から）
サプトレンチ 1内からは焼獣魚骨も多量に出土する
が、 遺存状態は悪い。

写真230

w区サプトレンチ1完掘状況。 （東から）
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第3章 調査内容（縄文時代）

JIIA 

5
 

4
 

皿B rnc 

ー

8 

IIIC·D 

10 
11 

10cm 

illB 

皿c

12 

畜三＇

13 14 

こ
／ 

15 

゜ 10cm 

図135 IV区サプトレンチ1出土遺物⑤(S=1/3) 
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小迫北地区台地東の谷 (72· 76T、 1· 3· 4~6G 図 99)

小迫貝層（図136~143) 

第3章 調査内容（縄文時代）

獣魚骨を含む ill-3a 層が混貝土層であるm- 1 層の上に堆積していることが考えられ、 一連の堆

積土の可能性があるため、 m- 1 層． ill- 3a 層合わせて小迫貝層と呼称することにする。 m- 1 層

は72T、 1 · 3 Gで確認されており（写真23 1~23 5) 、 トレンチ等による確認・ボ ー リング調査の結

果から約12X10mの範囲で広がると推定される。 概ねヤマトシジミ・イソシジミが多く、 ハマグリ・

ウバガイ・アサリ等が混じる（写真236) 。 台ノ前・西向貝層と比較すると骨角器の出土量が増加する。

m - 3a 層は72T、 1· 3· 4~6Gで確認されている。 72Tでは、 ill-l•ill-3a 層がブロック状

に重複して堆積している。 貝種・土層の違いが認められる。 各細別層をプロックと称した（図 137-

1 · 2 、 写真 237~240) 。 斜面部ではN-3 層を掘り込むようなかたちで堆積した貝プロックも認め

られる（写真238) 。 なお、 図 137-1 の各プロックの番号は、 ill-1 · ill-3a· ill-3b· ill-4b 

lG 

大別層 層名 土色 粘性 締り ロ ー ム粒 ロームプロック 炭化粒 焼土粒 備考

a 黒褐色 中 中 少量 少量 多旦 蘊置
m-3a 

゜ 2.5 m 
b 暗褐色 中 中 徴飛 少亘 微量

図 136 72T、 1 ~ 3G実測図 (S=1/100) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真231

72T、 lG 田 一 1 · 3 a層検出状況。（東から）

写真233

1 Gill- 1 · 3 a層検出状況。（西から）

三
写真235

3 Gill- 1 · 3 a層検出状況。（西から）

写真232

72Till- 1 · 3 a層検出状況。（南から）
台地上から北の斜面に向かって堆稽する斜面貝層である。

写真234

3 Gill- 1 · 3 a層検出状況。（西から）
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写真236

72TIII- 1 層検出状況。
ヤマトシジミ ・ イソシジミ等が確認できる。
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＠ ⑱ サプトレンチ

|
2
2
7

—
 

a
b
c
d
e
f
g
h
i

a
b
a
b
c
a
b
c
d
 

I

I

I

I

I

I

I

I

I

II

II

皿

皿

m

w

w

w

w

v

黒褐色土
灰褐色土
暗灰褐色土
黒褐色土
暗褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒 色 士
暗褐色士
黄褐色土
褐 色 土
黄褐色シルト
黄褐色砂質シルト
黄褐色シルト
黒褐色シルト
黄褐色砂質士

粘性極弱。 締り極弱。 小石少最。 ロ ー ム粒・炭化物・焼土粒微拭。

粘性弱。 締り弱。 ロー ム粒少量。 ロ ー ムプロック・炭化物・焼土粒微員。

粘性弱。 締り弱。 ロー ム粒少星。 ロ ー ムプロック・炭化物・焼土粒微凩。

粘性弱。 締り弱。 ロー ム粒・炭化物・焼土粒微只。

粘性弱。 締り弱。 小石・レキ・ロー ム粒少量。 炭化物・焼土粒微量。

粘性弱。 締り弱。 小石・霰伝。 ロー ム粒少品。 ロー ムプロック・炭化物微磁。

粘性弱。 締り中。 小石・ロー ム粒微塁。

粘性弱。 締り弱。 小石・レキ・ロー ム粒微量。

粘性弱。 締り弱。 貝少量。 ロ ー ム粒・ロ ー ムプロック微紐。

粘性弱。 締り中。 ロー ム粒・炭化物少琶: 焼士粒微且。

粘性弱。 締り中。 ロー ム粒少量。 ロームプロック微量。 炭化物・焼土粒少量。

粘性強。 締り強。 ロー ム粒·ロー ムプロック・炭化物・焼土粒少景。 （ややシルト質）
粘性強。 締り強。 ロー ム粒多量。 ロー ムプロック少量。 炭化物・焼士粒微量。 （ややシルト質）
粘性中。 締り中。 ロー ム粒・炭化物微量。 （やや砂質シルト）
粘性強。 締り強。 ロー ムプロック多量。

粘性強。 締り強。 ロー ムプロック多量。

粘性強。 締り強。 （ロー ムシルト）
粘性強。 締り強。 ロー ムプロック微量。

粘性中。 締り強。 （砂質ロー ム）

大別土層説明

I I I 表 土
t, L I 黒色～黒褐色（締り中）
I m-1I 貝 層
I m-3a I 暗褐色～黒褐色士（縄文包含層、 獣骨含む）
| m-3b I 褐色～暗褐色（縄文包含層、 獣骨含まない）
I m-4 I 黄褐色シルト（遺物をほとんど含まない）
I IV-3 I砂質ローム

A
' 

A
' 

24.50m 

瀕
3
驚

゜ 2m 

図137- 1 72T実測図(S= 1/60) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

大別層 層名 士色 粘性 締り ローム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土 混貝率プロック

① 黒褐色 弱 弱 少量 徴昼 多量 少溢
② 暗褐色 中 中 少塁 微昂 多量 少盈
③ 暗褐色 中 中 多量 少量 多量 多量
④ 暗褐色 中 中 少量 微量 多量 少呈
⑤ 黒褐色 中 中 少量 多量 多量
⑥ 黒褐色 弱 弱 少量 少量 少量
⑦ 暗褐色 中 中 少量 溢llt 多量 贔霞
⑧ 暗褐色 中 中 微呈 少量 微量
⑨ 暗褐色 中 中 微量 多呈 少量
⑩ 暗褐色 中 中 少量 少量 微逗
⑪ 暗褐色 中 中 少量 少量 蘊Ill 微嚢
⑫ 暗褐色 中 中 微量 少塁 控贔

m-1 ⑬ 暗褐色 中 中 少量 少量 多磁 粽偉
⑭ 黒褐色 弱 弱 微量 少量 少嚢
⑮ 黒褐色 中 中 多量 少量 少量 少量
⑯ 暗褐色 中 中 多呈 少量
⑰ 暗褐色 中 中 少量 微量 徴粧
⑱ 暗褐色 中 中 少量 少呈 微tit
⑲ 暗褐色 中 中 少量 少量 少量 微量
⑳ 暗褐色 中 中 少量 少量 少呈 徴爵
⑪ 暗褐色 中 中 少量 微量 少丑 少量
⑫ 暗褐色 中 中 少量 徴代 少量 少旦
⑬ 黒褐色 中 中 多量 多呈
⑳ 暗褐色 中 中 少呈 少量 少量 微量
⑮ 黒褐色 中 中 多量 徴量
⑳ 暗褐色 強 強 少量 少呈
⑰ 暗褐色 強 強 少量 少量 少塁 少塁
⑳ 黒褐色 中 中 少量 少呈 少呈
⑳ 暗褐色 中 中 多量 滋量 多量
⑳ 黒褐色 強 強 少量 少塁 微量
⑪ 暗褐色 中 中m-aa 少量 " 多量 信量

暗褐色 中 中 微量

⑳ 暗褐色 中 中 徴呈 様量 徴量
® 暗褐色 弱 中 徴量 少量 微葦
⑮ 黒褐色 中 中 徴置 微量 多量 多量
⑱ 黒褐色 中 中 徴量 少量 少量
⑰ 暗褐色 弱 中 徴量 微量 微量
⑱ 暗褐色 中 中 微量 微量 少量 微量
⑲ 暗褐色 中 中 少量 少量

lll-3b ⑩ 褐色 弱 弱 多量 極多量

⑪ 褐色 中 中 微量 微量
⑫ 暗褐色 中 中 微量 微呈 微量

m-4b ⑬ 黄褐色
強 強 多量シルト

図137-2 72TlII -1層• lII-3a層プロック説明

20% 

I⑯ 

10% 

5% 

5% 

1⑯ 

5% 

30% 

20% 

5% 

10% 

20% 

3⑯ 

8⑯ 

10% 

5% 

80% 

20% 

10% 

70% 

10% 

30% 

30% 

10% 

5% 

備 考

アサリ等。 破砕貝多い 。

ウバガイ等。 灰プロック含む。

アサリ等。 破砕貝多い。 灰プロック含む。

破砕貝多い。 ヤマトシジミ等．

完形貝多い 。 ヤマトシジミ ・ ハマグリ等。 粘土プロック含む 。

破砕貝多い。 アサリ ・ ウバガイ・オオノガイ等。

破砕貝多い。

破砕貝多い。 アサリ ・ ヤマトシジミ・ハマグリ・ウバガイ等。

完形貝多い。 アサリ ・ ヤマトシジミ・ハマグリ等。

完形貝多い。 ヤマトシジミ ・ イソシジミ ・ ハマグリ等。 図 138-5 層

ウパガイ等。 図 138- 611 

完形貝多い。 イソシジミ ・ ハマグリ ・ ヤマトシジミ・シオフキ等

破砕貝多い。

完形貝多い。 イソシジミ ・ ハマグリ等

破砕貝多い。 粘土プロック含む。

破砕貝多い 。 ヤマトシジミ等．

ややシルト質。

レキ多量。

砂質土

砂質土

図 138-7 層

図 138 -8 屈

ロー ムプロック主体層。 図 138 - 11 層

やや砂質シルト。

層の順でつけた。 堆積順序を示すものではない。 各ブロックの代表的な出土遺物を図 示した。（図139
-6 ~11、 写真24 4)大洞BC~C2式、 製塩土器の底部 が出士している。 lGでは、 ill-3a層から遮
光器土偶が出土している 。 （図151- 1) 

72Tで 2箇所(S1 · S 2)、 lGで 2箇所(S1 · S 2)、 3Gで 1箇所(S1)に50X50cm のコラム
サンプルを設定し、 厚さ5 cm毎にサンプリングを実施した。
72T（図138 · 139) 

S1はll-1層の最大厚12cmである（図138)。 混貝率の高い5層の下位に混貝率の低い6層が堆積
する 。 rn- 1層下にはll-3b層、 ll-4b層、 V-3層が堆積する 。 時期を決定するような遺物は認
められない。 S2はll-1層の最大厚 5 cmである 。 S2はm- 1層のみの サンプリングに留めた。出土
遺物は図139-1 ~ 5である 。 2 · 3は製塩土器の口縁部である。
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真237 72TIII- 1 · 3 a検出状況。（東から）
平面観察で貝暦·土層プロックが確認できる。

写真238 72Tll- 1 · 2a検出状況。 (;ftから）
m-1唇がN-3暦を掘り込むように堆積している。

写真242 1 G 遺物出土状況。

写真239 72TIII - 1 · 3 a検出状況。（北から）

写真240 72TIII - 1 · 3 a検出状況。（北から）
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写真241 72Till - 1 層遺物出土状況。
浅鉢・クジラの肋骨等が出土している。

写真243 72T東壁断面。（西から）
表土下に11層の薄い堆積が確認できる。11層下にIll-
1 · Sa· 4層が堆積している。
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第3章 調査内容（縄文時代）

72T S 1 EL=24.20m 

2
 

NW NW 

4
 

7
 

NE NE 

6
 

5

6

 

1

1

 

SE SE SW 

17 

V-3 V-3 V-3 V-3 

゜ 50cm 

大別層 層名 土 色 種 別 粘性 締り ロ ー ム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 混貝率 備 考
プロック

1 暗褐色 土 弱 弱 少量 微iii: 微量 少呈 表土。

黒褐色 土 弱 弱 少量 朦B 微量 少量 表土。

3 黒 色 土 弱 弱 少量 畏量 様償

4 黒 色 土 弱 弱 貴Ii! 少量 少量

5 黒褐色 混土貝層 弱 弱 檄足 少塁 少量 80% 
III-1 

6 黒褐色 混土貝層 中 中 多量 少量 少羹 少旦 10% 

7 暗褐色 士 中 中 訟旦 霰ほ 少量 徴

8 暗褐色 土 中 中 少量 少量

， 暗褐色 土 中 中 少量 少塁 ” 微量

10 黒褐色 土 中 中 岱霞
m-3 b 

11 褐 色 ± 中 中 多量 極多量

12 黒褐色 土 中 中 霞品； 少量 ややシルト質

13 黄褐色砂質 土 中 中 極多塁 ロームブロック主体層。

14 黒褐色 士 中 中 少量 徴:iil

15 黒褐色 士 中 中

16 黒褐色 土 中 中 少函 少盈 ロー ムをブ ロック状に含む

m-4 b 17 
黄褐色砂質

土 強 強 極多量
ロ ー ムシルトプロック主体層。 小

シルト 石・レキ少量．

18 黒褐色 土 中 中 賣Q 微量 19 層よりやや暗い

19 黒褐色 土 中 中 徴母 微昂 シルト質

※混貝率は肉眼観察によるもの

図138 72T コラムサンプル Sl実測図(S=l/20)
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S2 

n
2
 

J‘

 

．

 

一
人

゜ 10cm 

□
5
 

゜ 10cm 

貝層・土層プロック

6 ② 

7 ⑭ 

8 ⑬ 

゜ 10cm 

笠二三グ 10⑭ 心�',,⑭
゜ 10cm 

丸数字は図 1370)貝層・土層プロックを示す。

図139 72TコラムサンプルS2、 皿 ー 1層• III-3a層出土遺物(S=1/3、 1/4)
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� � 

写真244 72T出土遺物
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第3章 調査内容（縄文時代）

lG （図140~142)

S1 はm- 1 層の最大厚は22cm である（図140) 。混貝率がやや高い 3 眉が薄く堆積する。 3 層下に

は、 混貝率の低い 4~ 7 層が確認される。 5 層はアサリ・ハマグリが多く、 7 層はアサリ・ハマグリ

が薄く層状に堆積する。 S2 はIII-3aの最大厚33cm である （図141) 。 4 層は炭化物をブロック状に

含む。 III-1 · 3a層下には72T と同様に III-3b層、 III-4 b層、 V-3 層が堆積する。 S1 · 2 の出

土遺物は図142- 1 ~17、写真251-1 である。 S2 からは大洞BC式の小型の深鉢が出士している（写

真251-1) 。

3G （図141 · 142)

S1 はm- 1 層の最大厚は24cm である （図141) 。 7·8 層はヤマトシジミが主体である。 9 層もヤ

マトシジミを多く含む。 6 · 10層は混貝率が低い。 m- 1 層下にはIII-3b層、 III-4b層、 V-3 層

1 G S 1 EL=24.50m 

SEI ----、_ I SW SW 

3
 

12 

13 

14 

15 

4
 

14 

NW N-N 

13 

NE 竺口翌

6
 

3
 

V-3 V-3 V-3 V-3 

゜ 50cm 

大別層 層名 土 色 種 別 粘性 締り ロ ー ム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 混貝率 備 考
プロック

1 暗褐色 土 弱 弱 少量 摺屈 微B 少量 表土．

2 黒褐色 土 弱 弱 少量 微塁 微泣 少葦 表土。

3 黒褐色 混貝土層 弱 中 微量 少量 30% 

4 黒褐色 混貝土層 弱 中 少呈 20% 

5 黒褐色 混貝土層 弱 中 蘊爵 少量 10% アサリ・ ハマグリ多い 。

6 暗褐色 混貝土層 弱 中 微 少量 微位 5% 
Ill- 1 

黒褐色 混貝土層 弱 弱 直m 少塁 微量 20% アサリ・ ハマグリ層状に堆積。

8 黒褐色 混土貝層 中 中 多量 少呈 少呈 少量 5% 

， 褐 色 混貝土層 弱 中 徴玉 少量 徴鼠 5% 

10 黒褐色 混貝土屑 弱 中 少羅 多忌 少量 10% 

11 褐 色 土 中 中 少量 少量 徴償 徴"
m-3 b 

12 褐 色 土 強 強 少量 微置 徴邑 徴址

13 馬褐色
土 中 中シルト質

m-4b 

14 
暗褐色

土 中 中 沼置 曇シルト

V-3 15 
黄褐色

土 強 強 ロ ー ムシルト
シルト

※混貝率は肉眼観察によるもの

図 140 1 G コラムサンプルSl 実測図 (S= 1/20) 
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1G S2 旦＝24.50m 3G Sl EL=24.50m 

!ft{ NW 

．

 
V-3 V-3 

NW［ロ
ー

］埜 翌，� SE

3

5
6
7

 

5

6
 

V-3 

゜ 50血

1GS2 

大別層 層名 士 色 種別 粘性 締り ローム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 混貝率 備 考
プロック

1 暗褐色 土 弱 弱 少量 は1il: 置“ 少量 表土。

2 黒褐色 土 弱 弱 織 徴ほ 徴位 瀾磁 表土．

3 馬褐色 土 中 中 少塁 微量 少量

m-3a 4 黒褐色 土 弱 弱 多逗 少量 多量 少量 プロック状に炭化物を含む

5 黒褐色 土 中 中 霞泣 徴見 多量 微量

IIl-3 b 6 褐 色 土 強 強 微量 微量 少塁 微位

7 黒褐色 土 中 中 少量 少量 島仕 ややシルト質．

m-4b 8 黒褐色シルト質 土 中 中 徴騒 少量 撤伍

， 暗褐色シルト 土 中 中 讚砿 様且

3GS1 

大別層 層名 士 色 種別 粘性 締り ロー ム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 混貝率 備 考
プロック

1 暗褐色 土 弱 弱 少量 霰泣 表土。

2 暗褐色 土 弱 弱 朦沿 徴情 表土。

3 黒褐色 土 弱 弱 微霞 霞l'il 徴飛 5% 表土。

4 黒褐色 土 弱 弱 徴旦 少量 少量 5% 表土．

5 黒褐色
混土

弱 弱 多量 多量 少量 60% 破砕貝多い。

貝屈

6 黒褐色
混貝

弱 弱 霰a 多量 少呈 5% 
土層

7 黒褐色
混土

弱 弱 多量 少量 80% 
ヤマトシジミ主体。

貝層 破砕貝多い。

ID-1 

8 昂褐色
混土

弱 弱 多量 少量 80% ヤマトシジミ主体。

貝層 アサリ混じる。

9 黒褐色
混土

弱 弱 多量 少忌 80% 
ヤマトシジミ多い 。

貝層 アサリ ・ ハマグリ混じる。

10 黒褐色
混貝

中 中 少量 少量 少蘊 霰国： 5% 
土層

III-3 b 11 黒褐色シルト質 ± 中 中 界滋 巖姐 探贔

12 黒褐色シルト質 土 中 中

ill-4b 13 暗褐色シルト質 土 中 中

14 黒褐色シルト質 土 中 中 倒木痕

※混貝率は肉眼観察によるもの

図141 1 G コラムサンプル S2、 3Gコラムサンプル S1実測図(S= 1/20) 
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1 GS 1 
4一↓鼻

1 / 

謬〗 患JJ j 
3 2 4 

マ=..,--

5 

疇 り

1GS2 

3 GS 1 

図142

［ 
7 

｀t．琴；令民翠妥--て ＼ ＼ 
6 

［ ［10 

11 

〗
14 

15 

／／ 

こ
19 

18 

］ ［ 
22 23 

1 G · 3Gコラムサンプル出土遺物(S= 1/3) 
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第3章 調査内容（縄文時代）

が堆積する。 出士遺物は図142-18~24、 写真251-2である。 S1からは大洞BC式の深鉢が出士し

ている（写真251-2) 。

4~6G（図143)

黒色士下に暗褐色士を基調とした獣魚骨を含むIII-3a層が堆積している。 4 Gから6Gに向かって

緩やかに傾斜しながら堆積している。 5cm前後の掘り下げを実施したのみであるため詳細は不明だが、

5Gから大洞C2式の浅鉢が出土している（写真251-3 )。 6Gでは湧水が認められる。

72T、 1·3~ 6Gの出土遺物から、 III- 1層、 III-3a層は大洞BC～大洞C2式期にかけて堆積した

と考えている。

写真245 72TS1 断面。
11層下にヤマトシジミ・イソシジミ等を含み混貝率の高

いIII- 1層が堆積している。

写真247 1GS2断面。
黒褐色を基調としたIII- 3a層が堆積いている。 堆積土
のなかには炭化物をブロック状に含む層もある。

写真249 4GIII -3a層検出状況。（北から）
11層下にIII- 3a層が堆積している。 土器の出土量は多
し9。

写真246 lGSl断面。
III- 1層は混貝率・主要貝種により8層に分けることができ
る。72TS 1 ·S 2、3GS 1と比較すると混貝率は低い。

写真248 3GS1 断面。
III- 1層は混貝率．主要貝種に よ り6層に分け る こ と が
できる。 ヤマトシジミを多く含む層が多い。

写真250 5G III -3a層検出状況。（北から）
4G同様に11層下にm- 3a層が堆積している。 4 Gと比
較する と土器の出土量は若干減少する。
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第3章調査内容（縄文時代）

、 , Pl-10 Q-10 

5G 

Al 

大別陪 層名 土色 粘性 締り ロー ム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 備考プロック

a 暗褐色 中 中 少量 少量 多旦 少量
b 暗褐色 中 中 長旦 多盈 多量 図147 - 10層

IJI-3 a C 暗褐色 中 中 少量 微量 多菌 少量
d 暗褐色 中 中 微II 少重 少鼠 図147 - 11屈

e 暗褐色 中 中 少量 少量 讚臼

25 

4G 5G 
6G 

A 三/ここ□三］土1.80m

lli-2b 

B
「--7三

11�二こニ
B 

21.20m 

皿 ー2b

c

4
 

7G 
゜ 2m 

4
 

V-3

D
' 

19.40m 

大別層 屠名 土 色 粘性 締り ロ ー ム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 備考プロック

1 灰褐色 弱 弱 ＿ 少呈 ―

楳Ii!: 1'1J:B: 怜8 表土．
2 灰褐色シルト質 中 弱 微量 表土。

I 3 黒褐色シルト質 中 弱 泣R 表土．
4 褐灰色シルト 中 弱 表土。

5 褐灰色砂質土 弱 弱 小石微量。

6 黒 色 弱 中 醤 磁胃 微霞
7 黒色シルト 中 中 徽量

黒褐色シルト 中 中 纏
， 灰黒色シルト 中 中 滋1lt

10 暗褐色 中 中 微量 多葦 多量 シルト質。

IO -3 a 
11 暗褐色 中 中 徽＂ 少量 少量

図143 4~7G実測図(S=l/60、 1/100)
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1 GS 2 3 GS 1 

A1-

ゞ
I
●
’
 
・

,
J

囀
噌l.

‘‘ 

5G 

76T 

写真251 76T、 1 · 3 · 5 G出土遺物
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第3章 調査内容（縄文時代）

76T（図144 · 145) 

m- 1層．ill-3a層下に堆積する縄文包含層のll-3b層が確認された。 暗褐色土を基調として獣

魚骨を含まない。 ロー ム粒や炭化物などの混入が多く、 平面的な観察から谷部中央に向かってくぼむ

自然堆積ではなく、 層位がブロック状に分かれることが認められた。 ll-3b層中に2X3mのテス

トピットを設定し、 層位的に調査を実施した。 平面的な観察からa~d層に細別できる。 また、 断面か

らもレンズ状の堆積を示す自然堆積でないことが認められ、 整地及び遺構等の構築による堆積と考え

られる。 遺構の破壊の恐れがあることなどから約 20cm まで調査にとどめた。 テストピットからの出土

土器は加曽利B ～ 新地式であり、 ill-3b層は後期中葉～ 後期末の所産と考えられる。

AI 

b
 

5
 

6
/ 10 

m-3b

A
' 

25.60m 

゜ 2m 

A'/ 

大別層 層名 土 色 粘 性 締 り ロ ー ム粒
ロ ー ム

炭化粒 焼土粒 備 考
プロック

1 暗 褐 色 中 弱 少量 微量 微量 表土

I 2 暗 褐 色 中 中 多量 少呈 微量 表土

3 暗 褐 色 中 中 少量 少量 少量 表土

4 暗 褐 色 中 中 少嚢 徴顎 多量 食品

5 褐 色 中 強 多呈 少量 少量 微贔 暗褐色土プロック多量

6 暗 褐 色 中 中 少塁 徴贔； 多凪 磁ffl:

7 暗 褐 色 強 強 多量 少量 微量

8 暗 褐 色 中 中 少量 少量 徴量

ill-3b ， 黒 褐 色 中 中 少量 少量 少量 微量

10 暗 褐 色 中 中 微J11; 微量

a 黒 褐 色 中 中 少量 樋● 断面図8層

b 黒 褐 色 中 中 少量 少量 少量 探lll: 断面図9層

C 暗 褐 色 中 中 多量 多呈 少量 誼

d 暗 褐 色 中 中 多量 少量 黒褐色土プロック少呈

図144 76Tテストピット実測図(S= 1/60) 

写真252

76Tテスト
ピットIII-
3b層検出

状況。（北から）

写真253

76Tテスト
ピット断面。

（西から）
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4
 

2
 

5
 

3
 

゜ 10cm 

図145 76Tテストピット出土遺物(S=l/3)

小迫北地区低地部(73T 図146 · 149-1 ~4) 

低地部における遺構の有無を確認するため調査区を設定した。 黒色シルトを基調とした1I層（縄文

以後）の厚い堆積が認められる。 1I層中からは湧水が認められた。 1I層下に縄文包含層（皿層）を確

認したため、 サプトレンチを設定して調査を実施した。 また、 グリットを設定して深掘りを行った。

灰褐色砂のma層下に、灰黒色～黒灰色シルトのillb層～mg層が堆積する。ma層はillb~illg層に比べ、

土器の出土量が多い。 rnc層は泥炭質で灰褐色砂を互層状に含んでいる。 illa~g層まで小石・小レキ

を多く含む。 ma層上面の標高は約4.5mである。 堆積状況からは遺構構築などに伴う人為的な堆積は

認められず、 自然堆積と考えられる。 出土遺物は後期中葉～晩期のものである。 これらの縄文包含層

下に砂・レキを多く含む灰色基調のシルトが堆積し、 その下は基盤層の凝灰岩シルトである。 基盤層

上面の標高は約3.6mである。

小迫地区南谷(78T 図147 · 149-5~8) 

谷部における遺構の有無を確認するため調査区を設定した。 1I層下に縄文包含層(rn層）を確認し

たため、 サブトレンチを設定して調査を実施した。 包含層は大きく、 灰黒色～黒灰色シルト(illa~g

層）と暗褐色土(illh · i層）の二種類に分けることができる。 illa~g層ば焼土粒、 焼土ブロックを多

く含む。 illc~g層に比べ、 ma. mb層は土器を多く含む。 mh層の上層からは比較的多くの土器が出

土するが、 mh下層・mi層は土器量が少ない。 rn層上面の標高は約8.0mである。 1I層中からは、 湧水

が認められた。 堆積状況からは遺構構築などに伴う人為的な堆積は認められず、 自然堆積と考えられ

る。 センイを含む前期の土器が若干混じるが、 出土土器は摩滅しているため時期決定が困難なものが

多い。 包含層直上面からは後期前半の土器が多数出土している。 堆積の時期については後期前半かそ

れ以前と考えている。
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戸

ベルト2

Ul-8-1 

゜ 2.5m テストピット3

A
 

A
' 

6.10m 

VI 

73T西壁
I a 褐灰色土
I b 灰褐色土
l c 黒灰色土
I d 黒褐色土
II a 黒褐色シルト質
II b 黒褐色シルト
II c 灰黒色シルト
II d 黒色砂質シルト
ma 灰褐色砂
mb 黒褐色シルト
mc 黒色シルト
md 黒灰色シルト
me 灰黒色砂質シルト
mf 灰黒色シルト
mg 黒灰色シルト

粘性極弱。 締り極弱。 小石 ・ ローム粒微量。

粘性極弱。 締り極弱。 小石・ローム粒少量。

粘性極弱。 締り極弱。 小石・ローム粒微呈。 褐色土ブロック少量。

粘性弱。 締り弱。小石少量。ローム粒・褐色土ブロック微量。 （ややシルト質）
粘性弱。 締り弱。 小石・ロ ーム粒少塁。

粘性中。 締り中。 小石・ロ ーム粒微量。

粘性弱。 締り弱。 小石・レキ少量。 （やや砂質）
粘性中。 締り中。 小石少逗。

粘性弱。 締り中。 小石・レキ多呈。
粘性強。 締り強。 小レキ・レキ多昼。

粘性弱。 締り弱。 泥炭層。灰褐色。砂が互層状に涅じる。

粘性中。 締り強。 小レキ多量。

粘性中。 締り弱。Ilヽレキ微量。
粘性強。 締り中。 小石多量。 小レキ・炭化粒少量。

粘性強。締り中。小石多量。小レキ少量。炭化粒•青灰色シルトプロック微量。

wa 暗褐色シルト
Wb 暗褐色シルト
wc 明暗褐色シルト
Wd 灰褐色砂質シルト
We 褐色砂質シルト
Wf 緑灰色砂質シルト
wg 青灰色砂質シルト
Wh 黄灰色シルト
W i 育灰色シルト
VI 黄灰色シルト
A 黒色シルト
B 暗灰色シルト
c 暗褐色砂質土
D 暗掲色砂質シルト
E 黒色シルト
F 暗褐色砂レキ
1 黒色シルト

粘性中。締り中。小石多量。 黒色土ブロック少量．
粘性強。締り強。 小石少量。

粘性中。 締り強。 小石少量。

粘性中。 締り極強。 小石多量。 レキ極多且。

粘性強。 締り強。 小レキ少呈。 酸化鉄多量。

粘性強。 締り強。 小レキ多量。

粘性強。締り中。小レキ微量。

粘性強。 締り中。 小レキ微量。 （やや砂質）
粘性強。 締り中。ローム粒・ロームプロック少蕊。
粘性極強。 締り極強。 （凝灰岩質）
粘性強。 締り中。小石少量。 褐色シルトブロック微呈。
粘性弱。 締り中。 小石微量。 （やや砂質、 SD O 1) 

粘性極弱。 締り極弱。小石・レキ多量。 (SD O 3) 
粘性弱。締り極弱。小石少量。 (SD O 3) 

粘性強。 締り中。 小石微量。 （やや泥炭質、SD O 3) 

粘性弱。 締り中。小石・レキ主体層。 (SD O 3) 
粘性強。 締り中。 小石多量。 レキ少量。 (SK132) 

゜ 2m 

(SDOl) 

土層大別説明

仁表土

亡縄文以後

Eう］縄文包含層（後期～ 晩期）

区シルト

こ凝灰岩質シルト

図146 73T実測図(S = 1 / 60、 1 / 100) 
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I Wl-10 
， 

X-10 

A
' 

゜ 2.5 m 

A
 

7.80m 

゜ 2m 
、 llld

土層大別説明

［口表土

仁戸黒色土（締り中）

阿縄文包含層

区黄褐色シルト（遺物含まない）

78T北壁

I a 暗褐色土 粘性極弱。 締り弱。 小石 ・ 焼土粒少量。

I b 黄褐色土 粘性弱。 締り弱． ロー ムプロック主体層． 小石 ・ 焼土粒少量．

I c 暗褐色土 粘性中。 締り強 ． 小石・焼土粒多量．

Id 暗褐色士 粘性中。 締り強 。 小石多呈。 焼土粒少量．

I e 暗褐色土 粘性強 。 締り中。 小石多量．

I f 暗褐色土 粘性中。 締り中． 小石多量． 焼土粒微塁．

I g 黒褐色土 粘性中。 締り中。 小石少量。 焼土粒微量．

I h 暗褐色土 粘性強 。 締り弱． 小石少量．

Ii 黒褐色士 粘性強 。 締り中． 小石少量．

II a 黒 色 土 粘性弱。 締り中． 小石 ・ 小レキ・焼士プロック少量．

II b 黒 色 土 粘性中。 締り中。 小石 ・ 小レキ多量．

ma 灰黒色シルト 粘性強 。 締り弱。 小石・小レキ ・炭化粒 ・ 焼土粒多呈．

皿b 灰黒色シルト 粘性強 。 締り弱。 小石 ・ 小レキ ・ 焼土粒多量。 炭化粒少量。
ill C 暗褐色シルト 粘性強 。 締り弱。 小石・小レキ多量。 炭化粒・焼土プロック・黒灰色シルトプロック少量．

皿d 黒灰色シルト 粘性強 。 締り極弱． 小石 ・ 小レキ ・ 焼土粒多量。炭化粒微量．

皿e 黒灰色シルト 粘性強．締り弱。 小石・焼土プロック多量． 小レキ少塁。 炭化粒微塁．

皿f 黒灰色シルト 粘性強 。 締り弱。 小石 ・ 焼土プロック多呈。 炭化粒微量。 黄白色シルトプロック少量．

皿g 黒灰色シルト 粘性強 。 締り弱。 小石多呈。 小レキ ・炭化粒・焼土プロック少量．

皿h 暗褐色土 粘性中。 締り強 。 小石・小レキ ・ 焼土プロック少量。 （ややシルト質）
illi 暗褐色士 粘性中。締り強 ． 小石 ・ 小レキ多量。 焼土プロック微足。 （ややシルト質）
Na 黄褐色シルト 粘性強．締り強 。 小石多且． 小レキ ・ 焼士プロック少量．

図147 78T実測図(S=l/60、 1/100)
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小迫南地区斜面部(81T 図148 · 149-9~13) 

斜面部における遺構の有無を確認するために調査区を設定した。 表土下に縄文包含層を確認したた

め、 サプトレンチを設定して調査を実施した。 トレンチ北側では、 黒色土が薄く堆積している。 包含

層は大きく黒灰色～灰黒色シルト(II!a~k層）と褐色砂質士(II!m · n層）の二種類に分けることが

できる。 II!a~k層からは多くの土器が出士する。 II!m · n層は士器量が少ない。 II!a~n層ともにロー

ム粒・ ロー ムブロックが多く混入する。 III層上面の標高は約21.lmである。 また、 III層中からは、 湧

水が認められた。 堆積状況からは遺構構築などに伴う人為的な堆積は認められず、 自然堆積と考えら

れる。 出土土器は前期前葉のものである。 前期前葉の土器は小姐地区全体に認められるが、 遺構は検

出されていない。

写真254 72T遺構検出状況。（北から）
縄文包含層の他に時期不明の溝が4条検出されている 。

写真256 78T縄文包含層検出状況。（東から）

写真258 81T縄文包含層検出状況。（南から）

写真255 72Tベルト2断面。（東から）
灰褐色砂(Illa層）下に灰黒色～黒灰色シルト(Illb~g
層）が堆積する 。

写真257 78T断面。 （北から）

写真259 81T断面。（南から）
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暗褐色土

黒褐色士

黒 色 土
黒褐色士
黒 色 土
黒褐色土
黒灰色シルト
黒灰色シルト
黒灰色シルト
黒色シルト
灰黒色シルト
灰黒色シルト
灰黒色シルト
灰黒色シルト
黒褐色土
黒灰色砂質シルト
暗褐色砂質土
褐色砂質土
褐色砂質士
にぶい黄褐色砂質シルト
灰黒色砂質シルト
青灰色砂質シルト

粘性弱。 締り中。 小石 ・ ロー ム粒少呈。

炭化粒微量。

粘性中。 締り中。 小石 ・ 炭化粒少呈。

ロ ー ム粒多量。 ロー ムプ ロ ック微量。

粘性中。 締り中。 小石 ・ ロ ー ム粒·炭化粒少呈。

レキ ・ ロー ムプ ロ ック ・ 焼土粒微量。

粘性弱。 締り弱。
ロ ー ム粒少量。

ロ ー ムプ ロ ック ・ 炭化粒微量。

粘性弱。 締り中。
ロ ー ム粒・炭化粒微量。

粘性弱。締り弱。 ロー ム粒 ・ 炭化粒 ・ 焼士粒微量。 黒褐色土プ ロ ック少量。

粘性強。 締り中。
ロ ー ム粒 ・ ロー ムプ ロ ック多量。 炭化粒 ・ 焼土粒少量。 （シルト質）

粘性強。 締り中小石少量。
ロ ー ム粒 ・ ロー ムプ ロ ック多量。 炭化粒 ・ 焼土粒少量。

粘性強。 締り中。 小石少量。 ローム粒 ・ ロ ー ムプ ロ ック多量。 炭化粒少量。 焼士粒微呈。

粘性強。．締り中。 小石少量。 レキ微量。ロー ム粒・ ロ ー ムプ ロ ック ・ 炭化粒多呈。 焼士粒微量。

粘性強。 締り弱。 小石少呈。
ロ ー ム粒多量。 ロ ー ムプ ロ ック・炭化粒 ・ 焼土粒少量。

粘性強。 締り中。 小石少量。 ロー ム ・ ロ ー ムプ ロ ック多呈。 炭化粒 ・ 焼士粒微量。

粘性強。 締り弱。 小石少量。 ロー ム粒多量。
ロ ー ムプ ロ ック少呈。 炭化粒 ・ 焼土粒微呈。

粘性強。 締り弱。 小石 ・ ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック ・ 炭化粒・焼士粒少量。 レキ微量。

粘性強。 締り中。小石・レキ少量・ ロ ー ム粒 ・ ロ ー ムプ ロ ック少量。 炭化粒 ・ 焼士粒微量。

粘性弱。 締り強。 ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック ・ 炭化粒 ・ 焼士粒少量。 （やや砂質）
粘性中。 締り中。小石少量。

ロ ー ム粒 ・ ロー ムプ ロ ック多量。 炭化粒 ・ 焼土粒微量。

粘性弱。 締り強。 小石 ・ ロ ー ム粒・ロー ムプ ロ ック ・ 炭化粒・少量。 レキ ・ 焼士粒微量。

粘性弱。 締り強。小石多呈。 レキ微量。 ロ ー ム粒 ・ 炭化粒少量。 （ややシルト質）
粘性弱。 締り強。 小石多量。

ロ ー ム粒・炭化粒少量。 焼土粒微呈。 （ややシルト質）
粘性弱。 締り強。 小石 ・ レキ多量。

粘性弱。 締り中。 小石 ・ ロ ー ム粒 ・ ロ ー ムプロック多量。 青灰色砂質士プ ロ ック少量。

粘性弱。 締り中。 小石 ・ ロー ム粒・ロー ムプ ロ ック多量。 黒灰色砂質士プ ロ ック少量。

Ila 

゜ 2m 
Ne 沸

8

條

（ややシルト質）

土層大別説明

二表士

□E］黒色（締り弱）

直縄文前期包含層

区砂質シルト

渥
闘
苫
説
（
濫
尺
栞｛
｛）

図148 81T実測図(S=l/60、 1/100) 
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図149 73 · 78 · 8 lT出土遺物(S=l/3、 1/4)
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第3章 調査内容（縄文時代）

第8節 出 土 遺 物

出土遺物は現在整理調査中 であるが 、 これまでに示した土器以外の主なものを実測図・写真 で掲載

し、 概略を示しておく。

1. 土 製 品

土偶は現在18点を確認している。 前期末～中期前葉の資料と しては板状士偶の 図151- 2 がある。

この他にも 1 点 、前期後半の 板状土偶がある。 その他の写真掲載資料は小如北地区からの資料 であり、

後期中葉～晩期に相当するものと考えられる。 圏151- 1 （写真260- 1 ) は遮光器土偶の頭部であ

り、 小姐貝層(ID-3 a層）からの出士である。

土製のけつ状耳飾りは台ノ前 南・西向貝層から出土しており、 写真260- 4は、31 TIV層（ 大木 4

~6 式期）からの出士である。 耳飾りは、 西向貝層（写真260- 6）、 小妃北地区m層（写真260- 5 )

等から出士している。

士器片錘は台ノ前・南台地区から 4点のみ確認され た（写真260- 7 )。 福島大学考古学研究会の調

査 では10点の土器片錘が出士している（福島大学考古学研究会1971)。 有溝土錘も 小姐北地区を中心

に出土しているが（写真260- 8) 、 量的には少ない。 小迫北地区 では、 後期中葉～晩期中葉と考えら

れるスタンプ型土製品（写真260- 9)や土面？ （図151-3〔写真260-10〕） 等、 南台地区等に比

較し、 多くの土製品が出土している。 南台・西向地区等では、 中期後葉から後期前葉と考えられる土

製円盤が多く出土している。 また 、 図152- 1は大木10式の土器破片であり、 動物意匠文である可能

性がある。

2. 石器 · 石製品

石器 ・石製品は浦尻貝塚全体で多数出土している。 本報告では、 比較的多くの石器を出土した54T

貝層(ID-3層）サプトレンチ内（前期末～中期前葉）とIV 区サプトレンチ 1内（後期中葉～晩期中

葉） の概略を述べるに留める。54Tサブトレンチ内は、 全ての土壌サンプルを 水洗洗浄している。 IV

区もコラムサンプル中の土壌は水洗洗浄し、その他の土壌も 現地で 5mmメッシュの乾フルイにかけて

いることから 、 サンプリングエラーが 少ないものと考えられる。 これらの組成は図150のとおりで

ある。

w区サブトレンチ 1

(n=38), 
I 

54T サブトレンチ内

(n=45) I•-
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

I口石鏃 ■ 尖頭器口石匙口石錐 ■ スクレイパー ・不定形石器口磨製石斧 ■ 磨石 ・ 敲石口石皿 ■ 石核1

図150 N区サプトレンチ1 · 54Tサプトレンチ石器組成
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l(lG皿ー3a)

/
／ ` -I I -/ ｀ 

: い `-
2(38TillG層）

3(N区皿C·D層）

□ロロー

※（ ）書きは出土箇所を示す。

図151 土製品(S= 1/2) 

゜ 5an 
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写真260 土製品
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写真261 石製品
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(52TSI03床面）
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※（ ）書きは出土箇所を示す。

図152 土製品 ・ 石製品(S= 1/2)

＼
 

ジ＼。(3沿T)

表3土製品・石製品一覧表

挿図番号 写真番号 地区名 貝層名 トレンチ名 層名 採取 種別 備考

151: 1 260: 1 小迫北 小迫 lG 皿 ー 3a 現地 土偶

151 l 2 - l - 台ノ前 台ノ前南 31 S 15 現地 土偶l 

151: 3 260: 10 小迫北 IV 区サプトレ 1 III-2 現地 土面？

152: 1 - I - 南台 53 SK316 現地 土器（動物意匠文？） SI09上I 

152: 2 - l - 南台 52 S!03床面 現地 石製垂飾I 

152: 3 - I - 台ノ前 台ノ前南 38 一括 現地 石製けつ状耳飾りl 

- I ― 260: 2 小延北 IV区 I 現地 土偶I 

- I - 260: 3 小姐北 小迫 72 I 現地 土偶l 

- I - 260: 4 台ノ前 台ノ前南 31 Na 現地 土嬰けつ状耳飾りI 

- I ― 260: 5 小迫北 w区サプトレ 1 m 現地 耳飾りI 

- I - 260: 6 西向 65 I 現地 耳飾りl 

- I - 260: 7 台ノ前 台ノ前北？ 58 II 現地 土器片錘I 

- I - 260: 8 小姐北 IV区 I 現地 有溝土錘l 

- I - 260: 9 小迫北 76 I 現地 スタンプ型土製品
R 

- l - 261: 1 台ノ前 台ノ前北 54 30 現地 石鏃I 

- I - 261: 2 台ノ前 台ノ前北 54 27 5mm 石鏃l 

- - 1 - 261: 3 台ノ前 台ノ前北 54 25 5mm 石鍛l 

ー '- - 261: 4 台ノ前 台ノ前北 54 25 現地 石鏃I 

- ＇- 261: 5 小狛北 w区サプトレ 1 III- 2 a 現地 石鍛l 

- I - 261: 6 小迫北 w区サプトレ 1 Ill- 2 a 現地 石鏃＇

- I - 261: 7 小迫北 w区サプトレ 1 Ill-2 b 現地 石鏃l 

- I - 261: 8 台ノ前 台ノ前北 54 24 現地5mm 石錐l 

- I - 261: 9 台ノ前 台ノ前北 54 20 現地5mm 石匙I 

- l - 261: 10 台ノ前 台ノ前北 54 31 現地 スクレイパ ー

l 

- I - 261: 11 台ノ前 台ノ前北 54 19 現地 尖頭器I 

- I - 261: 12 小迫北 w区サプトレ 1 ill-2b 現地 磨製石斧I 

- I ― 261: 13 台ノ前 台ノ前北 54 20 現地 磨石l 

- ＇- 261: 14 台ノ前 台ノ前北 54 30 現地 磨石I 

- I - 261: 15 小廻北 IV 区サプトレ 1 m-2a 現地 石皿I 
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第3章 調査内容（縄文時代）

54Tでは石鏃が最も多く、 29点の出土がある。 これらは土壌サンプルを水洗洗浄して採取されたも

のが多く、 現地で採集されたのはこのうち3点のみであり、 現地採集率は約10％である。 次に多いの

が、 磨石で7点の出土があり、 スクレイパー・不定形石器が4点、 石錐が2点の他、 石匙、 尖頭器、

磨製石斧がそれぞれ1点出土している。

IV区では磨石・敲石の出土が最も多く、 14点の出土がある。 石皿も8点あり、 製粉具の出土が顕著

である。 石鏃は9 点あり、 現地採集されたのはこのうち6点である。 この他、 磨製石斧が4点、 不定

形石器が1点、 石核が3点ある。

この石器組成及び器種は、 概ねそれぞれ時期の石器保有状況を反映しているものと考えられる。 こ

の他、 SI03（大木9式期）では緑色凝灰岩製の垂飾（図152- 2 )が、 台ノ前南貝層からけつ状耳飾

り（図152- 3)が出土している。

3. 骨角器·貝製品

浦尻貝塚の貝層は大きく分けると、 前期後半～後期前半の台ノ前北（南）・西向貝層、 晩期の小姐

貝層に分けられるので、 以下では骨角器・貝製品（貝加工品） をこの2 つに分けて報告する。 なお、

器種・材質の同定については樋泉岳二氏に指導を頂いた。

(1) 台ノ前北（南）・西向貝層（図153)

調査面積は小迫貝層に比較し広いが、貝層に伴う骨角器の量は少ない。釣針は2点出土しており( 1.

2) 、 1 は大木 6 ~ 7a式期、 2 は後期前葉以前と考えられる。

刺突具はエイの尾棘を利用したものが比較的多く見られるほか (4 ~ 6) 、 シカ・イノシシの長骨

や鹿角を素材として、 先端を尖らせただけの不定形のものが数点認められる( 3)。 他に刺突具類と

して、 基部と思われるもの( 7 · 8 )、 シカ中手・中足骨製のもの(12)がある。 10 は西向貝層から

出土したもので、 鈷頭の二次加工品の可能性がある。 また、 牙斧（イノシシ犬歯製） が台ノ前北、 西

向貝層でそれぞれ1点出土している(19 · 20)。

垂飾品はサメ歯製(13~15)、 タヌキ犬歯製(16)がある。 11 はスズキ主鯉蓋骨で穿孔が行われて

いるものである。 17 は丁寧な研磨がなされ、 線状の装飾が施されている。 この他、 鯨骨の加工品が西

向貝層(18)及び台ノ前北貝層で出土している。

貝製品としては、 台ノ前南貝層からハマグリ製とウバガイ製の貝刃が見られ（写真262-11 · 12)、

西向貝層でもハマグリ製の貝刃が1点出土している。 貝輪はサトウガイ（またはサルボウ） 製のもの

が、 台ノ前南（北） 貝層で出土しており（写真262-14 · 15)、 前期末～中期前葉に伴う可能性が高

い。 イタボガキの穿孔品も台ノ前北貝層、 特に54T貝層中から多数 出土しており（写真262-17)、 同

じく前期末～中期前葉の所産と考えられる。 イタボガキ製貝輪は台ノ前北（南）・西向貝層で数点出

土している（写真262-13)。 穿孔品としては他に、 ウバガイ・アカニシ（写真262-16)・マガキ製

のものが少量認められる。
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真262 骨角器・貝製品（貝加工品）〔台ノ前北（南） •西向貝層出土〕
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第3章 調査内容（縄文時代）

写真263 骨角器〔小迫貝層出土〕
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表4 骨角器・貝製品（貝加工品） 一覧表

挿図番号
153: 1 

153: 2 

153: 3 

153: 4 

153: 5 

153: 6 

153i 7 

153: 8 

153: 9 

153: 10 

153: 11 

153 [ 12 

153: 13 

153: 14 

153: 15 

153: 16 

153: 17 

153: 18 

153: 19 

153:20 

- I -

l 

- I -

I 

- I -

l 

- I -

l 

- I -

l 

- I -

l 

- I -

l 

154: 1 

154: 2 

154: 3 

154: 4 

154: 5 

154: 6 

154: 7 

154: 8 

154: 9 

154: 10 

154: ll 

154: 12 

154: 13 

154: 14 

154: 15 

154: 16 

154: 17 

154: 18 

- I -

l 

写真番号
262: 1 

262: 2 

262: 3 

262: 4 

- I -

l 

- I -

I 

- I -

l 

- I -

l 

- I -

l 

262: 5 

- I -

l 

262: 9 

- I -

l 

- I -

l 

262: 6 

262: 7 

262: 8 

- I -

l 

262: 10 

- I -

’ 

262: 11 

262: 12 

262: 13 

262: 14 

262: 15 

262[ 16 

262: 17 

263: 1 

263: 2 

263J 3 

263: 4 

- I -

l 

263: 5 

263: 6 

- I -

l 

263: 7 

263: 8 

263: 9 

- I -

l 

ー： 10

263: 14 

263: 13 

263: 11 

263: 15 

263: 16 

263: 12 

貝層
台ノ前北

西向
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北

西向
台ノ前南

西向
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北
台ノ前北

西向
西向

台ノ前北
台ノ前南
台ノ前南
台ノ前南
台ノ前南
台ノ前南
台ノ前北
台ノ前北

小迫
小姐
小迫
小迫
小姐
小始
小姐
小迫
小姐
小姐
小始
小迫

小廻
小始
小廻
小始
小迫
小迫
小始

トレンチ名 層名
54 27 

64 I11層上面
54 11 

54 19 

54 27 . 

54 25 

63 III 
58 II 
56 II 
64 I 
31 III 
64 I 
54 25 

54 10 

54 10 

54 25 

54 4 

64 I 
64 I 
58 II 
38 IIID 
38 IIIC · D 
38 m 
38 m E. F 
39 illD 

54 23 

54 27 

lG I 
72 I 
72 m層直上
72 I 
72 I 
lG I 
76 SK123 

lG I 
3G I 
lG I 
72 I 
3G 一括

72 I11層直上
4G II層
72 I 
72 I 
72 I 
76 SK113 

72 m層直上

第3章 調査内容（縄文時代）

採集 種別 材質
5mm 釣針 鹿角
5mm 釣針 鹿角
現地 刺突具 骨製
現地 加工品（鏃） ？ エイ尾棘
現地 加工品（鏃または装飾品） エイ尾棘
現地 加工品 エイ尾棘
現地 加工品 鹿角
現地 棒状製品（鈷基部？） 鹿角
5mm 棒状製品 鹿角？
現地 鈷頭の二次加工品？ ？ 
現地 加工有（穿孔品） スズキ主鯉蓋骨
現地 刺突具 シカ中足骨（左・近）
現地 装飾品（垂飾） サメ歯（サメ類）
現地 装飾品（垂飾） サメ歯（メジロザメ科？）
現地 装飾品（垂飾） サメ歯（メジロザメ科）
現地 装飾品（垂飾） タヌキ犬歯
現地 装飾品？ ？ 

現地 加工品 クジラ骨
現地 牙斧 イノシシ（オス）下顎犬涸
現地 牙斧 イノシシ（オス）下顎犬歯
現地 貝刃 ウバガイ（左）．

現地 貝刃 ハマグリ（左） ．
現地 貝輪 イタボガキ（右）；
現地 貝輪 サトウガイ（左）．

現地 貝輪 サトウガイまたはサルボウ（右）

現地 穿孔品 アカニジ

現地 穿孔品 イタボガキ（右）
現地 釣針 鹿角
現地 鏃 鹿角
現地 鏃 ？ 
現地 鏃 鹿角
5mm 鏃 鹿角
現地 逆刺付刺突具 鹿角
現地 逆刺付刺突具 鹿角
現地 逆刺付刺突具 鹿角
現地 逆剌付刺突具 鹿角
現地 刺突具 鳥長骨
現地 刺突具 鹿角
現地 ヤス先端返しまたは釣針？ 鹿角？
現地 張形製品 鹿角
現地 装飾品（管状垂飾） ？ シカ／イノシシ長骨

現地 装飾品（垂飾） イノシシ（オス）下顎犬歯

現地 装飾品（垂飾） ウ上くちばし
5mm 垂飾？ シカ中手・中足骨？
現地 ． 装飾品 鹿角
現地 骨刀 クジラ肋骨
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第3章 調森内容（縄文時代）

(2) 小迫貝層・小迫北地区（図154)

小姐貝層は貝層を掘り下げて調査を実施していないが、 貝層上面や遺構内から多くの骨角器が出土

している。 釣針、 刺突具、 装飾品等の種類も増え、 形態も定型化しており 、 台ノ前南貝層等古い段階

の貝層と 大きな変化 を認めることができる。

釣針は 1点のみであるが大型のものが出土している（l)。 鏃は基体と茎の区別が明瞭なもの(2 )

や無茎のもの(4 · 5 )、 先端にスリットをもつもの(3)など多様な形態が見られる 。 刺突具 は逆

刺付刺突具が見られるようになり(6 · 7 )、 組み合わせ式の逆刺付刺突具も 出土している(8 · 9)。

1 1 ・ 12も同様の刺突具 と考えられ 、 大小の 形態差を認めることができる。 他に 大型鳥類長骨製剌突具

(10)もみられる。 13 は鹿角製の張形製品である。

装飾品としてはイノシシ犬歯製(15)、 ウ上くちばし製(16)の他、 環状のもの(17) や中央に溝

をもつ管状のもの(14)がある。 18 は山形の文様が刻まれる装飾品である。 この他、 鯨骨製骨刀破片

が出土しており（写真263-12)、 鯨骨の加工品は前段階に比較し増加している 。 また、 小迫貝層・ 小

如北地区では貝製品や貝穿孔品はほとんど確認されていない 。
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第4章 浦尻貝塚における動物遠体群の概要

第4章 浦尻貝塚における動物遺体群の概要

は じ め に

浦尻貝塚では、 今回の一連の発掘調査によって台ノ前北貝層、 同南貝層、 西向貝層、 小姐貝層の

4ヶ所の貝層が良好な保存状態で確認され、 各貝層から貝類・魚類・鳥獣類を主体とする多数の動物

遺体が採集された。 これらの貝層の形成年 代は、 台ノ前（北・南）貝層が縄文時代前期後葉～中期後

葉、 西向貝層が中期前葉～後期前葉、 小姐貝層が晩期前薬～中葉であり、 後期中葉～後葉に貝層形成

の断絶期間を挟むものの、 全体としては縄文前期後葉から晩期中葉にわたっている。 さらに隣接する

北原貝塚遺跡群（西貝塚）では前期前葉における動物遺体群の詳細が報告 されており（植月・樋泉

2004) 、 両遺跡のデー タを合わせれば前期前葉から晩期中葉にいたる長期的な動物遺体群の変遷を把

握できることになる。

本貝塚の動物遺体群については現在も分析を継続中であり、 分析未了の資料やさらに分析を要する

項目も若干残されてはいるが、 本報では現時点までに明らかとなった動物遺体群の概要およびそれか

ら推定される周辺の古環境や本遺跡における動物資源利用の様相について予察を述べる。

なお、 本貝塚の動物遺体に関するこれまでの報告 としては、 昭和26年・同46年 の福島大学考古学研

究会による西向貝層の発掘資料に関する金子浩昌の報告（金子1971) および台ノ前貝層の貝類に関す

る石川隆司の報告（石川1983) がある。

1. 資料の採集方法

分析資料には、 貝層の水洗選別によって回収された資料（以下「水洗選別資料」）および発掘時に

現地において手で拾い上げられた資料（以下「現地採集資料」）の2種類がある。

水洗選別資料：台ノ前北貝層54Tでは貝層全体を細別層に分けながら発掘が行われており、 各細別層

からブロックサンプルが採取されている。 台ノ前南貝層31T • 38T、 西向貝層64T、 小姐貝層 1G·3

G·72Tでは、 それぞれ50cm 角 (38Tのみ50cm X40cm) のコラムが設定され、 層序に沿って貝層サン

プルが採取されている。 これらの貝層サンプルは自然乾燥（および体積・重量の測定：31T • 38T •

54Tを除く）の後、 5 mm • 2.5mm • 1 mm 目のフルイを用いて水洗されている。 また上記のサンプル以外

の貝層についても、 すべて 5mm メッシュで水洗され、 貝殻・骨類が回収されている。

現地採集資料：発掘現場で目に付きやすい大型の骨が大半である。 上記の通り発掘された貝層はすべ

て 5mm メッシュで水洗され遺体が回収されていることから、 集計に際しては現地採集資料と水洗選別

資料のうち 5mm メッシュで回収されたもの（以下「 5mm 資料」）は一括して扱うこととした。

2. 分析対象資料と分析方法

貝類では、 水洗選別 5mm メッシュ資料を分析対象資料とした。 同定・計数部位は、 二枚貝では殻頂

とし、 巻貝では種類ごとに殻ロ・殻軸など特定部位を適宜設定した。

骨類では、 現地採集資料と水洗 5mm 資料の全てとコラム／ブロックサンプルの2.5mm • 1 mm 資料を分

析対象資料とした。 ただし後者については魚骨を中心に大量の骨が検出されており、 現時点では一部

のサンプルの分析を終えたのみである。 これらの資料の中から、魚骨では主上顎骨、前上顎骨、 歯骨、

角骨、 方骨、 主鯛蓋骨、 椎骨の全資料およびその他同定可能な資料を抽出し、 同定用資料とした。 爬
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第4章 浦尻貝塚における動物泣体群の概要

虫類 ・ 鳥類 ・ 哺乳類では部位の判定可能な資料を同定用資料とした。

同定方法は現生標本との比較を基本とした。 比較標本には筆者の所蔵標本のほか、 西本豊弘氏（国

立歴史民俗博物館）の所蔵標本も参照させていただいた。 貝類の同定に際しては黒住耐二氏（千葉県

立中央博物館）のご教示を賜った。

なお、38T貝層上部、54T貝層および64T貝層下部の年代については、 出土土器および放射性炭素

年代の検討において未確定の部分が残されている。 今回は暫定的に54T貝層最下部(28層以下）を大

木6式～7a式（古段階）、54Tの27層以上および64T貝層下部を大木7式期、38T貝層上部(mD層

以上）を大木9式期として扱ったが、 これらについては今後若干の修正がなされる可能性がある。 こ

のため魚類 ・ 鳥獣類の集計については、今回は最小個体数(MNI)の算定は行わず同定標本数(NISP)

のみを示すにとどめたが、 遺体群の基本的な特徴は示されているものと思われる。 なお分析結果（図

155 ～國159 、 表5 )には、 隣接する北原貝塚遺跡群（西貝塚。 縄文前期前葉）のデータ（植月 ・ 樋泉

2004)もあわせて示した。

3. 動物遺体の概要

(1)貝 類（図155 ・ 図156)

前期後葉～後期前葉（大木5式～網取式期）は、 アサリを主体とし、 イボキサゴ ・ ハマグリなどが

しばしば多産する点で一貫している。 大木5式～7式期にはヤマトシジミもやや多く、54Tでは少数

ながらイタボガキがみられる点も特徴である。 これに対し、 晩期（大洞式期）にはアサリが激減し、

イソシジミ ・ ヤマトシジミが主体となって組成が一変する。 ハマグリも増加し、 ウバガイも少数なが

ら増加する。 いっぽうマガキ ・ オオノガイ ・ ツメタガイ ・ スガイなど多くの種が減少または消滅し、

組成が特定の種に集中する傾向が認められる。

(2)魚 類

現地採集資料と水洗5 mm資料で示される比較的大型の魚類と、 水洗2.5mm · 1 mmで示される小型魚類

とで内容が大きく異なるため、 ここでは両者に分けて記載する。

現地採集資料・水洗5 mm 資料（図157)：前期後葉～中期初頭（大木5式～7a式古段階期）では地点

によって組成にばらつきがあるが、31Tではカツオ ・ ウナギ属が主体をなし、38T • 54Tではスズキ

が圧倒的多数 を占める。 中期前葉（大木7式期）にはブリ属 ・ カレイ科が増加し、 カツオが減少する。

中期後葉～後期前葉（大木9式～綱取式期）にはカツオが消滅し、 プリ属も減少傾向を示す一方、 ウ

ナギ属・フサカサゴ科などが増加して、 組成がやや多様化する。 晩期前葉～中葉（大洞BC~C2式期）

にはスズキ ・ カレイ科が激減する一方で、 大型のネズミザメ科を含むエイ ・ サメ類、 フナを主とする

コイ科、 ボラ科が増加して、 組成が一変する。 マダイ ・ フサカサゴ科 ・ アイナメ属 ・ フグ科なども普

通にみられ、 組成が著しく多様化する。

水洗2.5mm · 1 mm資料（図158)：各時期の貝層サンプルからは微小魚骨がきわめて高密度で検出され

ており、 こうした小魚類が一貫して本遺跡における魚類の主体をなしていたことを示す。 現時点では

31 T-LIV 1 （大木5式期）、54T-15層（大木7式期）、 3G- 2B （大洞C2式期）の各サンプルに

ついて分析を終えたのみだが、他の資料の予備的な観察所見も含め、その特徴について予見を述べる。

各期のサンプルはウナギ属を主体とし、 ハゼ科を多く含む点で一貫しているが、 その他の種類につ

いては時期ごとに大きな変化が見られる。 前期後葉（大木5式期）ではドジョウ科、 フナを含むコイ

科、 ギギ科が多いのに対し、 中期前葉（大木7式期）にはこれらが激減し、 マイワシを含むニシン科
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が急増する。 少数ながらブリ属が出現する点は現地採集・水洗5 mm資料と連動した特徴といえる。

中期後葉～後期前葉（大木9式期～綱取式期）のサンプルについては分析未了だが、 予備的な観察

所見によれば、 ウナギ属とニシン科を主体として、 ハゼ科・カタクチイワシも普通にみられるなど、

基本的な特徴は大木7式期と変わらない。 ただし大木9 式期以降は、 きわめて微小な魚骨（おそらく

ハゼ・イワシ類など）が増加するなど、 若干の変化も認められるようである。

晩期（大洞 C2 式期）にはニシン科が減少し、 フナなどのコイ科、 ワカサギ科が増加するほか、 ア

イナメ属、 カレイ科、 フグ科なども微増し、 組成が多様化する。 この点は現地採集資料・水洗5 mm資

料と類似した傾向といえる。 ただし別地点のサンプルの予備的な観察ではニシン科も多くみられるな

ど内容にバラッキがあり、 その特徴については今後さらに検討を要する。

(3)鳥 獣 類（図 159)

陸獣類では全体にシカ・イノシシが主体をなす。 前期後葉～後期前葉（大木5式～綱取式期）には

タヌキもやや多く、 綱取式期にはノウサギが増加する。 晩期（大洞式期）にはシカがやや増加傾向を

示し、 タヌキが激減する。

鳥類は、 前期後葉（大木4~6式期）には少ないが、 中期前葉（大木7式期）以降に増加する。 全

体的にカモ類が多く、 他にカイップリ、 ウなどの水鳥が主体をなす。 後期前葉（綱取式期）以降はキ

ジ類も微増する。 晩期（大洞式期）にはミズナギドリ類が特徴的にみられる。 鳥類の多産は本遺跡の

鳥獣類相の最大の特徴であり、 この点は金子 (1971) もすでに指摘している。

海獣類は、 前期後葉～中期前葉（大木4~7式期）には少数ながらクジラ類、 アシカ類、 アザラシ

類、 ウミガメ類がみられるが、 中期後葉～後期前葉（大木9 式～綱取式期）にはいったん消滅し、 晩

期（大洞式期）には再びクジラ類、 アシカ類が見られるようになる。

4. 考 察

以上の結果を表 5 に要約した。 ただしこれは現時点での暫定結果であり、 今後の貝層の詳細な年代

決定、 微小魚骨（水洗2.5mm • 1 mm資料）の分析の進捗、 最小個体数の検討などに伴って修正が必要に

なるものと予測されるが、 動物相の基本的な特徴は示されているとみてよいであろう。 ここでは、 ま

ず上記の結果に北原貝塚のデ ータを加えて縄文前期前葉から晩期中葉に至る動物遺体群の変遷の特徴

を概観し、 次いでその背景について古環境および動物資源利用の両面から簡単に予察する。

(1) 動物遺体群の変遷

北原貝塚および本貝塚における各期貝層の遺体群の変遷を概観すると、 とくに魚貝類に関して下記

のような明確な時代変化が確認できる。

前期前葉（北原貝塚） ：イボキサゴ・フグ科・カタクチイワシの多産によって明確に特徴付けられる。

魚類ではスズキ属·ニシン科も多く、 カツオも普通である。

前期後葉～中期前葉（大木 5~7 式期） ：イボキサゴ・フグ科が激減し、 アサリ・ウナギ属が増加し

て、 様相が大きく変化する。 ヤマトシジミも微増する。 大木7式期ではカツオが減少し、 ブリ属が増

加する。 なお大木5式期における水洗2.5mm • 1 mm資料の魚類は、 ウナギ属のほかドジョウ科、 コイ

科、 ギギ科といった淡水魚が卓越する点で特異的である。

中期後葉～後期前葉（大木 9 式～綱取式期） ：基本的には大木7式期の 様相が継続するが、 ブリ属は

減少し、 カツオは綱取式期に消滅する。 そのほかにもヤマトシジミの減少、 カレイ科・ウナギ属の増

加（現地採集・水洗5 mm資料）など、 若干の変化が認められる。
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表5 浦尻 ・ 北原貝塚における動物遺体群の変遷（予察） 本空：主体種 ，
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晩期前葉～中葉（大洞BC~C2式期） ：スズキ属が減少し、 ヤマトシジミ、 イソシジミ類、 エイ ・ サメ

類、 フナなどが増加して、 様相が再び大きく変化する。

鳥獣類についてはシカ・イノシシ主体の陸獣類相およびカモを主とする鳥類の多産が全期間を通じ

て継続しており、 明確な時代変化は認められない。 ただし、 前期後葉における鳥類の一時的減少、 前

期前葉と後期前葉～晩期においてキジ類・ ノウサギがやや多くみられる点など、 若干の変化も認めら

れる。 海獣類は少数ながら前期後葉～中期前葉と晩期でのみ出現が認められる点で特徴的である。

全体として、 動物遺体群の変遷には前期前葉と後葉の間、 および後期前葉と晩期の間に明確な変化

が認められ、 これらの時期に資源環境あるいは動物資源利用の様相に大きな変化が生じたことが推測

される（上記の通り前期後葉～後期前葉の間にもいくつかの変化が認められるが、 それらはさほど顕

著なものではなく、 またその変化は連続的である）。 またこれらの画期は北原貝塚遺跡群→浦尻貝塚

台ノ前 ・ 西向貝層→浦尻貝塚小迫貝層という貝層形成の場の移動にも対応しており、 両者の間に何ら

かの関連性があった可能性も考えられる。

(2) 動物遺体群の変遷の背景

上記のような動物遺体群の変遷の背景について、 古環境変遷および生業（動物資源利用）の両面か

ら予察する。

a. 古環境 ・

変 遷

浦尻・北原両貝塚から出土した主要魚貝類の生息環境をみると、前期～後期前葉には、貝類ではアサ

リやイボキサゴなどの内湾性種が大半を占める。 魚類でも内湾性のスズキや外洋沿岸性の表層回遊魚

だが内湾にも多く来遊するマイワシ ・ カタクチイワシなどが多い。 これらの特徴から、 すでに石川

(1983) が指摘しているとおり、 この時期の宮田川谷は砂質干潟を伴う内湾（以下「古宮田湾」と仮

称）であったと推定される。 また魚類では、 前期後葉以降に淡水～汽水性のウナギ属の急増がみられ

ることから、 古宮田湾の奥部や縁辺部ではこの頃から淡水化が進行し始めたと推測される。 さらに晩

期にはヤマトシジミやフナなどの淡水～汽水性種が急増することから、 古宮田湾口部における砂州の

発達による湾の閉鎖と潟湖化が急速に進み、 井田川浦の原形が形成されたと推定される（イソシジミ

類については同定や生態に関してさらに検討を要するため、 ここでは触れない）。

なお前期後薬には、 水洗2.5mm• 1 mmの魚類においてドジョウ科、 フナを含むコイ科、 ギギ科といっ

た淡水魚の一時的増加が認められ、 現地採集資料·水洗5 mm資料でもウナギ属の増加があり、 前後の

時期に比べて淡水魚が卓越する傾向を示す。またヤマトシジミが前期後葉～中期前葉に微増するのも、

これと連動した現象と思われる。 これらの変化は上記のような内湾から潟湖への一方的な変化という

図式とは整合していないことから、この時期に短期的な淡水域の拡大が生じた可能性も考えられるが、

詳細は今後の課題である。

そのほか、 上記のようなロ ーカルな環境変遷とは別に、 海流系・古水温変動との関連で注目される

のはカツオ、 ブリ属の動向である。 両種は典型的な暖流系種で、 本貝塚では前者は前期前葉～中期前

葉、 後者は中期前葉～後葉に多くみられ、 ともに晩期には消滅している 。 石川 (1983) が暖流系種と

して注目したイタボガキも前期末～中期前葉にやや多くみられるが、 後期～晩期には減少 ・ 消滅して

おり、 同様の動向といえる。 これらの特徴から、 本貝塚周辺海域における暖流の影響は前期～中期に

強く、 後期～晩期には衰退した可能性も考えられる。 寒流系の貝であるウバガイ（現在の分布南限は

鹿島難）が上記の暖流系種とは逆に晩期に微増するのも、 これと関連するものかもしれない。 今後、

現生種の分布•生態の検討、 他遺跡のデータや古環境資料との比較などを進める必要がある。
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b. 動物資源利用

前期前茉～中期前葉：漁労・採貝活動に関しては、 古宮田湾でのアサ［）などの内湾生貝類の採取およ

び ．スズキやイワシ類などの内湾性魚類の漁が中心であり、 前期後蔀以降は淡水域の拡大に伴ってウナ

ギなどの淡水魚漁も活発化する。 またカツオやプリ属は内湾にはあまり侵入しないことから、 外海域

での漁も行われていたと推定される。 ただし本貝塚の貝層は貧弱であり、 貝類利用は比較的低調であ

る。 タイ類やカツオなどの大型魚も少なく、 スズキも若魚が主体で大型成魚は少ない。 これに対し、

各貝層サンプルからはイワシ類やウナギなどの小型魚骨がきわめて高密度で検出されており、 この時

期の漁獲物の主力がこうした小型魚類であったことを示す。 狩猟に関しては、 シカ ・ イノシシ猟とカ

モを主とする水 鳥猟が中心であり、 アシカ類・イルカなどの海獣猟も行われていた可能性がある。

中期後葉～後期前葉：基本的には前時期の様相が継続するが、 魚類ではカツオ・ プリ属などの外洋性

種が減少し、海獣類も消滅することから、活動領域が古宮田湾内に収束する傾向が読みとれる。 また、

現地採集資料・水洗5mm資料の魚類にみられる組成の多様化（とくに綱取式期はその傾向が顕著）も

漁労様式の変化を反映している可能性がある。

晩期前葉～中葉：古宮田湾の潟湖化に伴って、 ヤマトシジミやフナなどの汽水～淡水性魚貝類の利用

が増大する。 その反面で大型サメ類の漁が始まり、 アシカ類などの海獣猟も復活して、 外洋域での活

動が再び活発化する。 剌突具（鈷・ヤス）の増加は、 明らかにこうした大型の魚類・海獣類の増加と

関連したものである。 また魚類におけるマダイ、 フサカサゴ科（メバル ・ カサゴ類）、 アイナメ類な

どの増加、鳥類におけるミズナギドリ類の増加も外海域での活動の活発化と連動したものと思われる。

このように、 晩期には活動が淡水～汽水域（潟湖）と外海域に二極分化する傾向がみられる。 このう

ち前者については環境変化（潟湖化の進行）への対応であり、 後者については仙台湾～三陸方面ない

しはいわき方面からの影轡が明らかである。

5. まとめ ー 動物遺体からみた浦尻貝塚の重要性

以上のように、 今回の浦尻貝塚の調査では、 縄文前期後葉から晩期中葉に至る各期の貝層が丹念に

調査され、 多数の動物遺体を得ることができた。 今回得られた資料は精密なサンプリングと詳細な年

代決定に裏付けられており、 質的にも充実している。 単一遺跡においてこのような長期間にわたる動

物遺体群が産することは、 縄文遺跡としては希有の事例といえる。 さらに隣接の北原貝塚遺跡群と合

わせれば、 ほぼ同 一の立地条件を持つ一連の貝塚群を通して、 縄文海進最盛期以降の各種動物遺体群

の長期的な変遷を「定点観測」することが可能である。 動物遺体からみた場合の本貝塚の意義のひと

つはこの点にある。

また本遺跡の周辺地形をみると、 小規模な内湾である古宮田湾が太平洋に向けて直接開口し、 これ

を取り巻いて台地が広がっている。 本地域では、 これら内湾・外洋·台地といった多様な地理的要素

がコンパクトにまとまって箱庭的な構成をなしている点が特徴であり、 古地理変遷を復原していくう

えで好条件が整っている。 さらに、 古宮田湾岸には他にも多くの縄文貝塚が分布しており、 それらが

全体として良好な状態で保存されている点も特筆される。

このように、 古宮田湾周辺地域は縄文海進最盛期以降の自然環境と人間活動がどのような関係をも

ちながら変遷したかを長期的なスケ ールで検証するうえで格好の条件を備えたフィ ールドであり、 な

かでも浦尻貝塚は、 北原貝塚遺跡群と合わせ地域の中核的遺跡としてきわめて重要な位置を占めて

いる。
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第4章 浦尻貝塚における動物遺体群の概要

さらに本地域は、三陸～仙台湾地域といわき地域というふたつの縄文貝塚密集域の中間地点にあり、

東北地方太平洋岸における縄文社会の広域的な関係を検討する上でも重要な位置にある。 これまで本

地域の動物遺体に関する知見はごく限られたものであったが、 今回浦尻貝塚において長期的かつ高精

度のデータが得られたことにより、 上記の諸地域との通時的な比較研究が一気に可能となった。 詳細

な検討はこれからの課題だが、 今後は動物資源利用の様相を通じて、 これら諸地域間の関係性の解明

が大きく進展するものと期待される。

このように浦尻貝塚は、 縄文時代における人と自然の関わりあいの歴史を解明し、 また東北地方太

平洋岸における縄文社会のあり方を理解する上で不可欠の意義をもつ遺跡であり、 今後充分な保全が

なされることを強く要望するものである。

謝辞：末筆ながら、 調査分析に際して多大なる援助とご教示を賜った川田強氏・佐川久氏（小高町教

育委員会）、 現生標本を閲覧させていただいた西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館）、 貝類同定に際して

ご協力いただいた黒住耐二氏（千葉県宣中央博物館） に厚く御礼申し上げる。
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 

72T：大洞C2

1G+3G：大洞BC

64T：綱取

38T：大木9

38T：大木7a-9 I 

54T：大木7

38T：大木7a

54T：大木6-7a古

31T：大木6-7a古

31T：大木5-6

北原：前期前葉

口ヤマトシジミ ロマガキ ■ イタポカ
・

キ □ オオJガイ □ オキシジミ ■ イ‘)シジミ類 □ アカニシ

■ アうムシロ ロサルボウ ■ アサリ ロイポキサゴ DI＼マグリ ■ ウミニナ ■ ホソウミニナ

■ ウミニナ類 ■ ツメタカ
・

イ ロカカ
・

ミガイ ロシオフキ ロマテガイ ■ ツJガイ ●イポニシ

■ スカ
・

イ 口タマキピ ロカリガネエガイロクホ
・

ガイ類 ロウI＼
・

ガイ ロその他

図155 浦尻貝塚における貝類遺体の変遷
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イタボガキ スガイ マガキ・オオノガイ ツメタガイ ウバガイ

0.0 2.0 

72T ：大洞C2

1G+3G ：大洞 BC

64T ：綱取

38T ：大木9

|
2
6
7

-

38T ：大木7a-9

54T：大木7

38T ：大木7a

54T ：大木6-7a

古

31T ：大木6-7a

古

31T ：大木5-6

北原：前期前葉

72T ：大洞C2

1G+3G ：大洞BC

64T：綱取

38T ：大木9
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54T ：大木7
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北原：前期前葉
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64T ：綱取
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古
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古

31T ：大木5-6
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0.0 
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古

31T ：大木5-6

北原：前期前葉
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38T ：大木7a-9

0.0 

72T ：大洞C2

1G+3G ：大洞 BC

64T ：綱取

38T ：大木9

54T ：大木7

38T ：大木7a

54T ：大木6-7a

古

31T：大木6-7a

古

31T ：大木5-6

北原：前期前葉

0.4 

図156 少数要素の中で特徴的な変遷を示す貝類の例（数値：％）

瀕
4
贄

苺
濁
皿．
5(
い

舛
5←}
が
湮
落
涵
吝
咄
ざ）
華
漉



第4章 浦尻貝塚における動物遺体群の概要

小迫：大洞BC-C2

小迫：大洞BC

64T：綱取

38T：大木9

38T：大木7a-9

54T：大木7

38T：大木7

54T：大木6-7a古

38T：大木6-7a古

31T：大木6-7a古

31T：大木5-6

北原：前期前葉

■ネズミザメ科

■サケ科

ロスズキ属

ロタイ科

■コチ科

ロフグ科

O'lli 20% 

カスザメ属

ロフナ

■ブリ属

■カツオ

□ ヒラメ科

ロその他

！ 

40% 60% 80% 100% 

口他のエイ・サメ類 ■ ウナギ属

ロコイ科（種不明） ロボラ科

ロクロダイ属 Iiiマダイ／マダイ亜科

■フサカサゴ科 ロアイナメ属

■イシガレイ ■カレイ科

■ 真骨類・未同定

図 157 浦尻貝塚における魚類遺体の変遷(1) 一 現地採集資料および水洗 5 mm資料
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3G-2B（大洞C2)

54T-15層（大木7)

31T-LIV 1（大木5)

-
2
6
9

|

北原（前期前葉）

Ill]] 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

ロエイ・サメ類

ロアナゴ属

ロスズキ属

口タイ科？

■ ヒラメ科

ロニシン科

ロフナ

■ムツ属

■サバ属

ロカレイ科．

カタクチイワシ

ロコイ科（種不明）

■ブリ属

■ガソオ

ロフグ科

ロサケ科

ロドジョウ科

ロアジ類

■ハゼ科

ロその他

■ ワカサギ科

ギギ科

ロウミタナゴ科

ロフサカサゴ科

■真骨類・未同定

ロアユ

■サヨリ属

ロクロダイ属

■アイナメ属

ロウナギ属

ロボラ科

■マダイ亜

■コチ科

図158 浦尻貝塚における魚類遺体の変遷(2) 一 水洗2.5mm • 1 mm資料
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第4章 浦尻貝塚における動物遺体群の概要

小迫：大洞BC-C2(223)

64T：綱取(128)

38T：大木9(28)

63T：大木7a-8b(90)

64T：大木7(30) 

54T：大木7(597)

54T：大木6-7a古(106)

31T+38T：大木6-7a古
(64) 

53T+54T：大木4-6(89)

北原：前期前葉(69)

0% 

ロカイツブリ

■ キジ

■ ミズナギドリ

■ カラス

ロクマ

□ オオカミ

ロイノシシ（幼）

■ イルカ ・ クジラ類

ロキツネ

ロテン

ロイノシシ

20% 40% 

■ ウ

口他の鳥類

■ タヌキ

ロイタチ

ロシカ

60% 

ロカモ

口ノウサギ

ロイヌ

■ アナグマ

ロウミガメ類

80% 100% 

ロワシ科

ロムササビ

ロイヌ（幼）

■ カワウソ

■ アシカ ・ アサ
・

ラシ類

図159 浦尻貝塚における鳥獣類遺体の変遷（現地採集資料および水洗5 mm資料）
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写真264 貝類 1スガイ、 2イポキサゴ、 3ツメタガイ、 4アサリ、 5ヤマトシジミ、 6イソシジミ、 7ハマ グリ、

8オオノガイ、 9ウバガイ、 10イタボガキ、 11マガキ （縮尺1/1)
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第4章 浦尻貝塚における動物遺体群の概要

写真265 魚類 iネズミザメ科椎骨、 2トビエイ科歯： 3フナ主鯉蓋骨R 、 4ポラ科主鯉蓋骨L 、

5~7スズキ属(6はスズキ） ［5歯骨L、 6主鯉蓋骨L 、 7主上顎骨R]、 8プリ属椎骨 、

9~ 11クロダイ属[9前上顎骨R、10歯骨L、11主上顎骨L]、12マダイ前頭骨、
13 • 14マダイ亜科[13前上顎骨L、14歯骨L]、15コチ科歯骨L 、 16フグ科歯骨R、
17カツオ椎骨、18ヒラメ科椎骨。 （縮尺1/1)
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第4章 浦尻貝塚における動物迫体群の概要

写真266 哺乳類(1) 1オオカミ下顎骨L、 2クマ踵骨L、 3 • 4 イヌ[3上腕骨R、 4尺骨L]、 5 • 6カワウソ

[5大腿骨R 、 6上顎骨R]、 7 • 8タヌキ下顎骨R、 9アナグマ下顎骨L、 10ノウサギ下顎骨L、

11テン下顎骨L、 12キジまたはヤマドリ中手骨L、 13アピ科烏口骨L、14カモ類上腕骨L 、

15カイップリ属上腕骨R。（縮尺2/ 3) 
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第 4意 浦尻貝塚における動物遺体群の概要

写真267 哺乳類(2) 1 • 2イノシシ下顎骨、 3シカ角座骨＋角、 4シカ下顎骨R、 5 同L、 6クジラ椎骨
（縮尺 3 · 6: 1 /5 、 その他：1 / 3) 
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第5章 縄文時代の調査成果について

第5章 縄文時代の調査成果について

は じ め に

平成12年度の試掘調査及び平成13~16年度の範囲内容確認調査で得られた資料は多量にのぼり、整

理調査も終了していない。 また、 範囲確認調査という性格上、 掘り下げて調査を行っていない部分も

多く、 所属時期など不明確な点も残されている。 詳細な検討は将来的な課題ではあるが、 ここでは、

これまで本報告で述べてきた調査成果を基に、 浦尻貝塚の集落構成と変遷について現在の見解を述べ

ることとする（注1)。 また、 動物遺存体の調査成果については第4章にまとめてあるので、ここで

は詳細は触れないこととする。

第1節 南台・台ノ前 ・西向地区の調査について

1. 遺構について

遺構の種別については、 第 3 章第 2 節にその分類基準を示している。 この基準に基づき、 國160に

南台地区の種別の分布状況を示した。 遺構は III- 1 層（暗褐色系砂質土・縄文包含層）分布範囲を中

心に多く確認されており、 南側の南台地区台地中央部では遺構数は減少している。 以下では、 遺構種

別毎に分布状況と形成時期を概観する。

(1)竪 穴 住 居
:,t. 

竪穴住居は推定も含めて19軒確認している。 通時的な分布状況をみると、台地北部の III- 1 層分布

範囲縁辺部に多く確認され、 弧状に分布していることが指摘できる。 東側の状況は明らかではなく、

土坑I類（柱穴）が竪穴住居である可能性もあるので、 環状集落であるかどうか即断できないが、大

木9式期以降はその可能性が高いと予測している。

出土遺物等から推定した時期は次のとおりである（推定して竪穴住居としたものも含む。）。

・大木5 式期 SI06 · SI07 

・大木7a式期 SI04 

・大木8 ～大木10式期 SI02

・大木9 式期 SI03 

・大木10式期 SIOl · SI08 · SI09 · S113 · S115 

・大木9 ~10式期 SI16 

・大木9 ～綱取式期 Sll 1 · S112 · S114 · S124 · S125 

・綱取式期 SI10·SI17 

・不明 SI18 

大木9 式期以前の住居は断片的に過ぎないが、 52T西に重複して確認されており、 居住施設構築場

所が踏襲されていることが指摘できる。 大木9式期以降増加しており、特に大木10式期の複式炉を伴

う住居が明瞭に確認できる。 綱取式期までは確実に存在している。

(2) 土坑I類（柱穴）

土坑 I 類は推定も含めて 58基検出している。 通時的な分布状況は III- 1 層分布範囲を中心として多

く分布しており、竪穴住居が弧状に分布する内側に多く認められる。 竪穴住居に伴う床面等が削られ、
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図160 南台・台ノ前・西向地区縄文遺構種別分布図(S= 1/700) 
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第5章 縄文時代の調査成果について

柱穴だけ残存したものも多数あると考えられ、 掘立柱建物であるかどうかは定かではない。

南台地区台地中央部にも12韮集中して確認されており、 これらは竪穴住居とは異なり、 掘立柱建物

（平地式建物）を構成するものと考えられる。

半裁を行うなど調査を実施したもので、 出土遺物等から推定されている時期は次のとおりである。

・大木 9 式期？ SK170

・大木10式期 SK520 

・綱取式期 SK93 · SK229 · SK235 · SK264 

•加曽利B式期 SK15

その他の上坑I類は大木9～綱取式期に推定され、 大木 8b式以前は現在のところ確認できない。

南台地区台地中央部の士坑I類群 (SK520等）は大木10式期と考えられるが、 南台地区台地北部の

ものは綱取式期の所産が明確であり、 綱取式期に増加することが推定される。

(3) 土坑II類（貯蔵穴）

土坑II類は南台地区だけで推定を含め合計35基検出されている。 小迫北地区では28基確認されてお

り、 浦尻貝塚全体では、 合計63基となる。 通時的な分布状況をみると、 南台地区台地北部ではm- 1 

層分布範囲の外周に多く認められる。

南側の台地中央部では広い範囲に全体的に分布しており、台地中央部の主体的な遺構となっている。

特に一定地区に集中度をもって分布しない状況は、 南台地区台地南部及び小姐北・南地区まで確認さ

れている。 これらは南台地区台地北部及び小姐北・南地区の中期以前の居住地に伴う貯蔵穴群と理解

することができる。

半裁を行うなど調査を実施したものを中心に、 出土遺物や重複関係から推定されている時期は次の

とおりである。

•前期後葉～中期前葉 SK507

・大木 7a式期 SK290 

・大木 7b式期？ SK546 · SK548 

・大木 8a式期 SK545 · SK630 

・大木 8a式期以後 SK649 

・大木 8 式期 SK04 

・大木 9 式期 SK03 · SK643 

・大木 9 式期以後 SK506 

・不明 SK620 

士坑I類に比較し、 古い段階のものが多く、 大木9式期以前の構築が多い。 南台地区台地南部、 小

迫北地区では、 大木6式、 大木 7b式、 大木9~10式、 大木10式期のものが確認されており、 前期末

以降中期末まで継続的に構築されていたことが確認できる。 南台地区台地北部の士坑II類と南台地区

台地中央部～南部、 小迫北地区の土坑II類の構築時期は大きな差はないと考えられるが、 南台地区台

地北部の士坑II類は、 重複関係や出土遺物から大木10式期以降構築されていないものと推定される。

(4) 土坑m類（大型土坑）

士坑IlI類は推定を含め合計41基検出されている。 士坑IlI類はさらに細別を行った。 Illa類と Illb類は

検出箇所、 形成時期、 基調となる覆士は異なるが、 一方向の壁際に傾斜した堆積状況、 大形のレキを

含むものが多いこと、 士器の出土状況等は類似点が多い。 これらの機能としては、 墓壊の可能性が高
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いと考えている。 土坑Ille · d類もその可能性があるが、 竪穴住居に伴うものなどが含まれていると考

えられる。 図160 では墓壊の可能性が高い士坑Illa類とIllb類のみ分けて示した。

土坑Illa類は覆土が黒色基調のものである。 SK20 · 54 · 61 · 92 · 119の5基が該当し、 うち3 基

(SK 54 · 92 · 119)が加曽利B式期に形成されたものである。 いずれも51TIII-1層分布範囲で確認

され、 SK119は III- 1層上から構築されている。 その他のものも時期は不明であるが、 覆士の特徴か

ら加曽利B式期に形成されたものの可能性が高い。

土坑Illb類は 52T西で集中して分布するもので、 10基が該当する。 しかし、 これらは 同一遺構を別

遺構としている可能性があり、 これを統合して整理すると7 基となる。

半裁を行うなど調査を実施したもので、 出土遺物等から推定されている土坑Illb類の時期は次のと

おりである。

・大木8a式期 SKl 73 (171) 

・大木8 式期？ SK169 (163 · 164) 

・大木9式期 SK178 

・大木9 ~10式期 SK160 (161)

これらは 士坑I類に比較し、 古い段階が多く、 大木9式期以前の形成が多いものと考えられる。

(5) 土坑w類・小土坑

士坑IV類は 南台地地区台地北部・中央 部では437基確認されており、小土坑は498基確認されている。

III- 1層分布範囲に多く分布し、 特に大木9 ～綱取式期の所産が多いものと推定される。

(6)埋 設 土 器

埋設士器は 、 掘り込みを 伴って埋設されているものが8 基確認されている。 他にSK03 （士坑II類・

貯蔵穴）を転用したものと西向貝層上に1 基存在する(SMOl)。 このうち、SK138 、SK320 、SK399、

SK480 は竪穴住居と重複 またはこれに伴うものと考えられる。 この他、SK197 も複式炉の埋設部の可

能性がある。 分布状況に大きな特徴は見出せないが、 他遺構と同じくIII- 1層分布範囲周辺に多く認

められる。

出土遺物等から推定されている時期は次のとおりである。

・大木8a式期 SMOl 

・大木9式期 SK03 · SK138 

・大木10式期以後 SK320

・綱取式期 SK217 · SK399 · SK424 

・ 中～後期 P938 · SK197 · SK480 

(7)道路状遺構

道路状遺構は南台地区台地中央部に存在し、 大木10式に埋没したものである。

(8)遺構の変遷

この遺構分布状況及び変遷を次のようにまとめた。

① 前期後葉から遺構は 構築されていると考えられ、 前期末に南台地区台地北部では竪穴住居が存

在する。

② 前期末～ 中期 中葉に貯蔵穴（土坑II類） が多く構築されるようになり、 南台地区台地中央部～

小姐北地区にかけて貯蔵穴群が形成され、 中期末まで営まれる。 また、 中期 中薬に南台地区台地

北部において断片的ながら竪穴住居が確認される。
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③ 中期中葉から中期後葉にかけて、 南台地区台地北部の一角に、 墓壊と推定される土坑（土坑III

b類）が構築される。

④ 中期後葉は、 確認される遺構数が増加し、 中期末～後期前葉に遺構数の最盛期を迎える。 特に

南台地区台地北部を中心に遺構が構築されている。中期末の複式炉をもつ竪穴住居が多く存在し、

見かけの分布状況は弧状を呈するようになる。

⑤ 柱穴は中期後薬以降に構築されており、 後期前葉に最も多く認められる。 南台地区台地中央部

の竪穴住居と離れた位置に確認される柱穴群は中期末に構築される。

⑥ 南台地区台地中央部の貯蔵穴分布範囲内に、 竪穴住居がある南台地区台地北部と西向地区から

入り込む谷の谷頭を結ぶ道路状遺構が存在する。 道路状遺構は中期末に埋没する。

⑦ 埋設土器は中期中薬～後期前葉のものがある。

⑧ 後期中葉は、 墓壊と推定される土坑（土坑ma類）が南台地区台地北部に少数存在する。 柱穴

はわずかに確認できるが、 明確な居住施設は不明である。

2. 台ノ前北貝層·台ノ前南貝層・西向貝層について

貝層は段丘の東西斜面に 3箇所確認することができた。 いずれも東西幅15~20m、 南北30~40m

を測る。標高25~26mの台地上から斜面に向かって堆積しており、貝層下の標高は20m前後である。各

層の分類基準を改めて示しておく。

混貝土層 貝の混入率が比較的高いもの。

土主体層 貝の混入率が低いもの。 褐色系統の明るい色調のものが多い。 また、 貝層最下層にあた

り、 比較的獣骨土器の出土の多い層も含めた。

土 層 肉眼で貝の混入が認められなかったが、 混貝土層・土主体層と一連のものと考えられる

ものである。 土主体層と同様に褐色を基調とするものが多い。

各層は、 これらが上下に重なるか、 互層となって確認されている。 堆積状況等を踏まえ、 これら検

出された貝層を次のように整理・類型化した。

Aタイプ 混貝土層を中心としたもの。 さらに次のように細別される。

A 1 :大木7a~ 9の所産で、 主にBタイプの上位（斜面下位）に、 明確な広がり、 層厚

をもって堆積しているもの。 一部土主体層が含まれるが、土主体層の層厚は薄い。

台ノ前北貝層では54T大別b層、 台ノ前南貝層では38T (IlIA~G層）、 西向貝層で

は、 64Tの大別b層が含まれる。 63T 2 · 3 · 5層も含めておく。

A 2:綱取期の所産で、 貝の混入率が極めて高いもの。 64Tの大別a層が相当する。

Bタイプ 土層・土主体層が中心となるもの。 一部貝層最下層にあたり廃棄開始段階のもの、 また

は54Tの土主体層に挟まれ、 厚さの無い混貝土層も含めた。 台ノ前北貝層では54T大別c

~l層、 台ノ前南貝層では31TllIA~E層、 西向貝層では64T大別c·d層が相当する。 63T

1 · 4 層も含めておく。

Cタイプ プロック状に確認される小規模な貝層であり、 前期段階のものである。 台ノ前北貝層で

は、 53T東lil -3層、 台ノ前南貝層では31TLIV 1 · 2 貝層が相当する。

浦尻貝塚を特徴づける貝層はこのうちBタイプである。 台ノ前北・南、 西向貝層のいずれの貝層で

も層厚をもって堆積している。 また、 BタイプやAlタイプに見られる土層・土主体層は、 貝層中のい

わゆる「間層」ではなく、 多量の獣魚骨及び土器が含まれている。 これは廃棄行為が停滞するなど自
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然堆積として形成されたものではなく、 むしろ積極的な人の関わりを認めることができる。 このこと

からBタイプは貝の廃棄以上に土の廃棄が多く行われていたものとすることができる。 Cタイプは部分

的に台ノ前北・南貝層で確認され、 Aタイプは概ねBタイプの上位（斜面下位）に存在している。

これらの堆積状況から、 それぞれの形成状況は次のように推定される。

① Cタイプは貝・獣骨の廃棄が小規模であったものと考えられる。

② Bタイプは貝・獣骨の廃棄とともに、 土の大量廃棄が行われたものと考えられる。

③ Alタイプは土の廃棄も行っているが、 むしろ貝の廃棄が多く行われたものと考えられる。

④ A2タイプは土の廃棄は行われず、 貝の廃棄が積極的に行われたものと考えられる。

以下では貝層ごとに形成過程を整理しておく。

(1)台ノ前北貝層

台ノ前北貝層では、 詳細は不明であるが、 大木3 ~4 式期にCタイプが53T東で確認され、 浦尻貝

塚の貝層で最も古いものと考えられる。

本格的な形成は大木6 式期からであり、 54TでBタイプが形成される。 54Tでは大木6 ~ 7a式期に

かけてBタイプが1.8mの厚みをもって確認されている。 さらに、 Bタイプ上に比較的厚みをもったA

1 タイプ（大別b層）が形成されている。 この54TのAl · Bタイプの下限は確実ではないが、 出士遺

物から見る限り、 ほぽ大木7a式段階で収束するものと考えられる。 ただし、 調査面積が狭いことと

上位が削平されていることもあり、 より新しい段階まで形成されていた可能性もある。

63Tでは混貝土層と士主体層が互層となった状況が平面的に確認されており、AlタイプとBタイプ

の両者が存在するものと考えられる。 上面から出土する遺物から見ると、 大木7b~8b式期までに形

成されたものと考えられる。 よって、 台ノ前北貝層では、 部分的で小規模ではあるが、 大木8b式期

まで継続して貝層の形成があったことが推定される。 Al ·Bタイプいずれも主体となる貝種はアサリ

であり、 獣魚骨の出土量は多い。

また、 調査を行った台ノ前北貝層の貝層Bタイプは、 台ノ前南貝層のように士層が中心の部分は認

められず、 一定量の貝が層中に含まれる士主体層が中心である。 この相違点はBタイプを確認したの

が、 斜面下位に当たることによると考えられる。 斜面上位にあたる67Tで確認した貝層は土層中心の

Bタイプに相当する。

(2)台ノ前南貝層

台ノ前南貝層では、 大木5 式期にCタイプの形成がある(31TN a層）。 斜面上位では、 Cタイプと間

層をもって大木6 ~ 7a式のBタイプ(31TIIIA~E)が形成されている。 斜面下位では大木7a~9式

にかけて、 混貝土層と士主体層が互層となったAlタイプ(38TIIIA~G層） が形成される。 このAl

タイプには大木8 式の土器が極めて少ないが、 明瞭な間層は確認できなかった。 いずれも主体となる

貝種はアサリであり、 獣魚骨の出土量は多い。 ただし、 斜面上位のBタイプには動物遺存体があまり

含まれない土層(31TIIIA · B圏）が上層に存在する。

(3)西 向 貝 層

西向貝層では、 貝層形成開始段階は不明で、 Cタイプは確認していないが、 台ノ前北・南貝層と同

様、 大木6 ~ 7a古段階にはBタイプが形成される。 Bタイプは大木7a式を中心とし、 大木8a式期に

はほぼ堆積を終えている。 Bタイプ上層は土層が中心で動物遺存体があまり含まれない(64TS3- 3 

~9層）。 斜面下位には、 大木7式期中心のAlタイプの形成があり、 下限は定かではないが、 大木9

式期までは下がらないものと推定される。 いずれも主体となる貝種はアサリである。 Bタイプ上層を
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図161 貝層断面模式図(S= 1/200 · 1/100) 
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除き、 獣魚骨の出土量は多い。

西向貝層では、 Al · Bタイプの上層にA2タイプが綱取式期に形成される。 A2タイプは土主体層

を全く含 ま ず 、 混貝率が高い。 ま た特定の貝種（マテガイ ・ ツメタガイ等 ） が集中している層 が確認

できるなど、 堆積状況にも大きな違いが認められる。 ただし、 主体と なる貝種はA2タイプもアサ

リである。

(4) 貝層の形成過程

この貝層 形成過程を次のようにまとめた。

① 前期後薬から台ノ前北・ 南 貝層で、 小規模ながら 形成が認められる(Cタイプ）。

② 前期末～中期前葉にかけて、 いずれの貝層でも、 斜面への貝 ・獣魚骨及び土の大規模廃棄が開

始される(Bタイプ）。 特に中期初頭（大木7a式期 ） に活発に行われ、 斜面上 位の上層 部分では

土 廃棄のみ積極的に行われた時期 が認められる(31T · 64T)。 ま た、 斜面下位 は貝の廃棄が比較

的多く認められる(A1タイプ）。

③ 前段階で行われた斜面への貝 ・獣魚骨及び土の廃棄(Bタイプ） は中期 中葉には縮小する。 部

分的には中期 中薬（台ノ前北•63T)、 中期後薬（台ノ前南•38T) も行われているが、 土の廃棄

よりも貝の廃棄が比較的多い(A1タイプ）。

④ 中期末（ 大木10式期）には、 貝層の形成が確認できない。

⑤ 後期前葉には、 西向貝層において、 土の廃棄はないが、 部分的に貝の廃棄が行われる(A2タ

・ イプ•64T)。

3. 遺物包含層について

台ノ前地区 斜面部(I 区）と西向地区 斜面下部(65T等）で遺物包含層(rn- 5層）が確認 された。

いずれも、 層厚はなく、 貝層(rn-3層）のように大型土器片や獣魚骨 は認められない。 西向地区

(65T)では、 遺物包含層 下に綱取式期の土坑を確認 している。 段丘上のように遺構は集中しないが、

遺物包含層の存在は斜面下部及び低地付近まで、 縄文時代の活動が行われていたことを示していると

考えられる。

下限は綱取式期と考えられるが、 それ以前の土器も含 まれており、 これらの分布範囲では、 より古

い時期の活動が行われていた可能性が指摘できる。

4. 縄文時代の掘削行為について

(1) ロ ー ム層の欠落について

これまで報告してきたように南台地区台地北部の広い範囲では、 通常段丘上に堆積 し、 縄文遺構の

基盤層となるロ ー ム層(IV層）が欠落していた。 この範囲で縄文時代の遺構は段丘堆積層(V- 2層）

を掘り込んで構第されている。 ロ ー ム屑の欠落については、 貝層の形成、 遺跡の変遷と関係すること

であるので、 検討を加えることとにする。

南台地区の堆積 土を改めて記すと 次のようになる。

I層 表土

II層 黒色～黒褐色土 。 （ 砂質土を含む。）

III層 縄文時代の堆積層 。 これらの各層を、 南台 ・ 西向・台ノ前地区では次のように大別した。

III- 1層 暗褐色系統の砂質土 。 粘質がない堆積 土である。
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III- 2層 台地上に堆積するもので、 暗褐色・褐色を基調とする。

III-3層 貝層。

III-4層 斜面部の無遺物層。

III - 5層 斜面部の貝層以外の縄文遺物包含層。

III-6層 褐色系統の砂質土で、 遺構覆土として確認できる層である。

w層（ロ ー ム層）

w-1層 軟質ロ ー ム（ソフトロ ー ム）

w- 2層 硬質ロ ー ム（ハ ー ドロ ー ム）

w-3層 砂質ロ ー ム。

v層（ロ ー ム層下の段丘堆積層）

V-1層 褐色砂質土。 W-3層とV-2層の漸移層。

V - 2層 砂・レキ•砂レキ。

堆積状況を改めて確認するため、調査区土層断面図等の調査成果から、模式図（図162) を作成した。

まず、 W層（ロ ー ム層）の基盤となるV層の堆積を確認しておく。 南台地区台地北部・中央部では

砂層、 砂レキ層等からなるV-2層及び漸移層であるV- 1層が堆積している。 V層は南から緩やか

に傾斜するが、 ほぽ平坦な堆積をしている。

w層は南台地区台地中央部では明瞭に確認できるのに対し、 南台地区台地北部では北端及び台地縁

辺部のみ確認でき、 その中央部分において欠落している。 特に W-2 層（硬質ロ ー ム）については北

端と南側の台地中央部側しか確認されない。

w層は基盤が平坦であればほぼ同様の層厚をもって堆積すると考えられるのに対し、 南台地区台地

北部の中央部のみ欠落しているこの堆積は不自然な状況と言える。 また、 W層は南側の台地中央部で

はlm以上の堆積があり、 自然に失われたとは考えにくい。 この堆積状況から、 W層は本来、 段丘上

に堆積してい たが、 後世の人為的な掘削ならびに土の移動（廃棄）によって失われたものと考えら

れる。

では次にどの段階でW層が失われたのかを検討する。 これについては、 W層が欠落している部分に

おいてV層直上に堆積するIII- 1層の時期決定が重要となる。・

III- 1層は大木9 ～綱取式が多く出土する。 また、 大別するとIII- 1層に相当する覆土を持つ大木

北 南台地区台地北部 南台地区台地中央部 南

N-1 

!V-2 口表土

「黒色～黒褐色土（やや砂質・締り弱）

巨 0音褐色系砂質土（縄文包含暦·遺構覆土・締りやや弱）

こ褐色土 ・ 暗褐色土（縄文包含層・ 遺構覆士 ・ 締り有）

図 162 南台地区土層断面模式図 (S= 1 / 1,000 • 1 /200) 
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第5章 縄文時代の調査成果について

9 ～綱取式の遺構が多く確認されている。 今回報告している中でも、 南台地区台地北部の土坑I類の

大部分及び大木10式期の竪穴住居(SI0 9)覆士もIII- 1層である。 また、 平安時代の竪穴住居や時期

不明の溝の他、 加曽利B式期の土坑(SK119)など黒色系統の遺構が、 III- 1層上面から構築されて

いる。

このことにより、 III - 1層は大木9～綱取式期の所産であり、 加曽利B式期にはほぼ堆積を終えて

いると考えられる。 よって、 本来V層上に堆積していた1V層は、 III- 1層が堆積する以前（大木9式

期以前）に掘削が行われ、 無くなっていたと考えられる。 そして、 この掘削行為に伴う土の廃棄によ

り、 先に述べた東西斜面に存在し、 土層・土主体層を含む貝層Bタイプ•Alタイプが形成されたと考

えられるだろう。

また、 IV- 3 層（砂質ロ ー ム）はV層と漸移的な部分も認められるので、 確実に失われたといえる

IV-2層（硬質ロ ー ム）以上が掘削されたとすると、 南台地区台地中央部のIV層の堆積状況からみて、

その深さは約70cm 以上であると推定される。 さらに、 IV- 3 層までの掘削とすると約1.0m 以上の深

さと考えられる。

(2) 掘削範囲について

次に、 掘削が行われた範囲を検討することとする。 まず、 V層上に皿 ー 1層が確認できる範囲は、

確実に縄文時代に掘削が行われていたものと考えることができる。 III- 1層は約54X35mの範囲で確

認される。 問題となるのは表士直下にV層が確認された部分である。 この部分については、 縄文時代

に掘削されたか、 より新しい時期に耕作等で失われたのか定かではない。 これを推定するために遺構

覆土に注目することとする。 ここでは埋没時の遺構周辺の堆積土が遺構覆土を形成すると仮定して

いる。

南台地区台地北部・中央部において確認された縄文時代の遺構覆土を次のように大別した。

覆土A類 粘性のある締りの強い覆土。 （褐色・暗褐色を基調とする。 皿 ー 2層相当。）

覆土B類 砂質で、 締りがやや弱い覆土。 さらに次の2類に細別できる。

1類 褐色を基調とする。（基本土層III- 6層と大別している。 ）

2類 暗褐色を基調とする。 （皿 ー 1層相当。）

覆土c類 黒色、 黒褐色を基調とする覆土（砂質土も含む。 II層相当）

遺構覆土は当然のことながら、 上層と下層で異なることがあり、 ここで類型化した遺構にも、 上層

で覆土A類、 下層で覆土B類に含められるものなどが認められる。 また遺構種別によっては、人為的な

埋め戻しが行われる等の堆積環境が異なることが予測される。 さらに、 別遺構の覆土を統合すること

については、 多分に主観的な認識が左右すると考えられる。 しかし、 この4類は比較的分別しやすい

ことや失われた堆積環境を検討する方法としてあえて分類を試みた。 半裁したもので、 両者が混じる

場合はB·C類の堆積土を優先した他、 最下層等は外し、 主体となるもので分類した。 また、 半裁して

いないものは上面確認のみで分類している。

ここで分類した覆土種別の分布状況を確認するため、 図163を作成した。 この分布状況から次のこ

とが指摘できる。

覆土B·C類はIII- 1層分布範囲を中心とし、 ほぼ1V-2層（硬質ロ ー ム）が確認できない部分にお

いてのみ分布する。 ただし、 C類については、 小迫北地区(IV- 2層）の後晩期の遺構では多数確認

されている（砂質士は除く。）。 逆に、 覆土A類はIV- 2層確認範囲ではほぼ全ての遺構が該当し、 IV

-2層が確認できない部分においても少数認められる。
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第5章 縄文時代の調査成果について

このことから、 覆土A類の遺構はN-2層が存在した箇所（段階）で、 埋没したものが多いと考え

られる。 よって、 覆土A類の遺構が存在していた箇所は、 現在N-2層が確認できなくても、 遺構埋

没時にはN-2層が存在していた可能性が高いと考えられる。

また、 覆土B類は、 砂質という特徴も考慮すると、 N- 3 層（砂質ロ ー ム）、 V層（砂•砂レキ ・レ

キ）が混入して形成されたものと考えられる。 このことと分布状況を考えあわせると、 覆土B類の遺

構はN-2層が欠落した箇所（段階）で埋没したとできよう。 よって、 覆土B類の遺構分布範囲は、

N- 2 層が掘削された範囲を示すと推定される。 その範囲は約64X60mに及ぶ。 これを掘削範囲（＜

ぼ地）と表現することとする。

(3) 掘削過程の復元

次に、 掘削行為の過程を検討する。 先に検討した貝層B タイプ・Al タイプは、 掘削行為に伴う土の

廃棄により形成されたと考えられるので、 その形成段階は掘削時期を示すものと言える。 貝層B タイ

プは前期末～中期前葉（大木6 ~ 7a式期）に大部分が形成されており、 この段階で活発な掘削が行

われたと考えられる。 また、 中期後葉まで断続的にB タイプ・Al タイプが認められることから、 縮小

しながらも、 中期後葉まで掘削が継続していたことが認められる。 後期前葉には土の廃棄のないA2

タイプが形成されているので、 掘削は終了していると推定されよう。

さらに、 W層がどの段階で失われていたのかどうかを検討する。 先に分類した覆土種別を、 掘削範

囲にあり、 時期がほぼ確定しているものについて分類すると、 次のようになる。

覆土A類(III-2層）

・大木 7a式期 SK290（土坑1I類）

・大木 8 式期 SK04（土坑1I類）

・大木 9 式期 SK03 · SK643（土坑1I類）

・綱取式期 SK404（竪穴住居炉）

覆土Bl類(III -6層）

・大木 8a式期 SK173（土坑IIIb類）

・大木 8 式期？ SK169（土坑IIIb類）

・大木 9 式期 SK178（土坑IIIb類）

・綱取式期 SK229（土坑I類）

覆土B2類(III- 1層）

・大木 9 式期？ SK170（土坑I類）

・大木10式期 S109（竪穴住居）

・綱取式期 SK93 · SK235 · SK264（土坑 I 類）、 SK217 · SK424（埋設土器）

・加曽利B式期 SK15（土坑 I 類）

覆土c類(II層）

・大木 9 ~10式期 SK161（土坑IIIb類）

・加曽利B式期 SK54 · SK92 · SK119（土坑Illa類）

このことから次のような傾向が見出せる。

覆土A類•Bl類は大木9式期以前のものが多いのに対し、 覆土B2類は大木9式以後、 特に綱取式

期までが顕著である。 覆土c類は加曽利B式期に主体となっている。 このことは、 覆土A·Bl類⇒B

2類⇒c類というおおまかな順番を示していると考えられる。 掘削範囲内における各遺構の重複関係
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でも、 この傾向を多く認められる。

このことから掘削範囲の堆積土は、 掘削以前のIII- 2層（暗褐色土等・覆士A類）から、 掘削が進

むにつれ砂質系統のIII- 6層（褐色砂質土・覆士Bl類）、 さらにIII-2層（暗褐色系統砂質土・覆士

B2類）が堆積し、 その後II層（黒色基調、 覆土c類）が堆積する過程が推定される。 時期的には、 III

-6層の堆積は大木8式期以降、 III- 1層の堆積は大木9式以降綱取式期、 II層の堆積は加曽利B式

期以降主体になると考えられる。 ただし、 覆土の種別が各遺構の時期を確実に示すものではないこと

は、 綱取式期の覆士A類．Bl類の存在や加曽利B式期の覆土B2類の存在によっても明らかである。

また、 このことから、 IV- 2層の掘削過程を推定すると、 覆土A類の存在から大木9式期までは掘

削範囲一部でIV- 2層が存在していた可能性が指摘でき、 逆に覆士Bl類の存在から大木8式期には

既にIV- 2層が失われ、 V層上面まで掘削が及んだ箇所があると考えられる 。 また、 櫻土B2類の全

面的な分布状況から大木10 ～ 綱取式期にはIV- 2層はほぼ削り取られているとすることができる 。 こ

の過程は、 土の廃棄場所（貝層）からみた掘削行為の過程と概ね 一致するものと言える。

(4) 掘削行為に伴う遺構の破壊

掘削範囲は大木8b式期以前の遺構が極めて少なく、 遺構と貝層の形成のピ ー クは一致しない。 こ

の原因の一つとして、 掘削行為により前段階の遺構が破壊されていることが想定される。

掘削範囲における土坑II類（貯蔵穴）は、 極めて浅く、 底部付近のみ残っているような状況である

(SK290 · SK643) 。 特にSK643では、 上面にIII- 1層が堆積しており、 後世の耕作等により上部が

削られたわけではなく、 III- 1層堆積以前に既に上部が削られていることが確認される。 このように

掘削行為は前段階の遺構を破壊しながら行われたものと考えられる 。

また、 大木9式期の遺構は、 大木10 ～ 網取式期の遺構が多数検出されているにも関らず、 多く確認

されている。 このことから、 少なくとも大木10式期以降、 遺構の構築が多くとも、 前段階の遺構の大

部分を破壊する行為、 あるいは掘削範囲（くぼ地）底面の低下を伴う掘削行為は行われていないと考

えられる。 この見解は、 先にみた掘削行為の過程からも推察される。

5. 縄文時代の南台・台ノ前・西向地区の変遷について

これまで述べてきた遺構、 貝層、 及び掘削行為の変遷について、 表6に整理し、 図164· 165にその

変遷過程を示した。 また、 時期別の状況を図166~17 0に示した。 時期的な概略は次のとおりである。

1期 前期初頭～中葉

土器の散布のみ認められる時期である。

II期 大木3 ~5 式期

小規模な貝層の形成が始まり、 台地北部を中心に、 竪穴住居など遺構が構築される時期である。

m期 大木6~ 7a式期

台地北部を中心にロ ー ム層の掘削行為が開始され、 斜面への土および貝の大量廃棄が活発に行わ

れる。 また、 遺構数の増加が伺えるが、 明確な遺構は断片的な竪穴住居と貯蔵穴が存在するのみで

ある。 本期の遺構の多くは後世に破壊されていると推定される。

IV期 大木7 b ~8b式期

南台地区台地中央部 ～小迫北地区にかけての貯蔵穴群が明確になってくる。 掘削範囲を中心とし

た集落構成は、 墓城と考えられる土坑illb類や貯蔵穴群が明確であることから、 断続期や縮小期が

ありながらも継続していたと考えられる。 ただし、 竪穴住居は推定されるだけである。 貝層の形成
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1期
前期初頭～中葉

11期
大木3~5

m期

大木6~7a

南台
・・・・・・············

W贋 ：極少塁の土器が出 ： 
v層 ：土している。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . .

1 貝層Cタイプの形成1

只

遺構へのm-2層の堆積（覆土A類）

·········••'••······ 

：前段階遺構の破壊？ ：
···················

1 遺構
：

構築OR掘
：

行為 I : ……………… •ー，

ヽし .. ／ ： ロ ーム層の掘削、 ：
： 斜面への廃棄 、

： 前段階遺構の破壊 ： 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

小迫地区に遺物包含層を確認

現在も[V -2層（硬質ロ ー ム層）

が存在する地点の遺構覆土は、 Ill-

2暦が主となる覆土（覆土A類）で

あり、 [V ― 2層が存在している段階

では覆土B類の遺構は認められない

と推定される。

掘削に伴うロ ー ム層の廃棄によ

り形成されると考えられる貝層B

ダイプからは、 いずれの貝麿で

も、 最下層に大木6、 主体は大木

7aが出土することにより、 ロ ー

ム層の掘削はIl1期を中心になされ

だものと推定される。

// / 心＼‘|貝層Bタイプの形成1

、 、
-------4----＿全-----

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

：掘削範囲（＜ぽ地）底面の低下：
··························· 

／ ヽ
1貝層A1タイプの形成1

m~W期

図164 南台・台ノ前・西向地区縄文時代台地利用変遷図①

-288-

貝 層Bタイプの主に上位

（斜面下部）に、 混 貝土 層

(A 1ダイプ）が形成される

(38T • 54T)。 以後、 土王体

層と混貝土層は互暦となりな

がら堆積する(38T·54T·63T

の堆積状況）。



IV期 南台
大木7b~8b

西向
1遺構へのm-6層の堆積（覆土B1頻） 1 

台ノ前

:v層上面までの掘削到達？

： 前段階遺構の破壊？
ーー・・・・・・・・・・・・・• - - . ． . ． ． ． ．I 遺構の構築 I 

OR掘削行為—←-- /•----

／ 
‘‘ / \ 

ヽ

／＼亙へt 1 \‘\、、‘ ·

V期
大木9～綱取

w期
加曽利B

： ＜ぽ地（掘削範囲）底面の ： 
さらなる低下

------------------------

I貝層A1タイプの形成1

,··_,. __.,.. _..........
・遺物包含層の形成：...................

r··-----------------------

! m-1層上面からの遺構構築 i
, _____ ··------------------·····-···· ·-' 

------------------------------------------

第5章 縄文時代の調査成果について

V期以前に、覆土B1類(III-
6暦〔褐色砂質土））の遺構が
存在する。 III-6層は、 IV-3
層（砂質ロ ー ム）及びV層（砂・
レキ層）が混じった掘削範囲（＜
ほ地）特有の土層と考えられる。

このため、 掘削はV期以前の
段階でV層上面まで、 一部到達
していたものと推定した。

III~V期にあいて、 掘削範囲
（くほ地）外縁で貯蔵穴を確認
していることや断片的ながら掘
削範囲 （くほ地） にあいても遺
構の構築を推定していることか
ら、 掘削範囲（くほ地）を中心
とした集落構成は、 断続期や縮
小がありながらも、 ほぼ継続し
ていたと考えられる。

IV期の掘削行為については、
僅かに63Tでのみ貝層Bタイプ
の形成が確認できる程度であ
り、 II1期ほど大規模ではないと
考えられる。
しかし、 IV期にあいても、 集落
ガ踏襲されていることと前段階
の遺構が少ないことから、 遺構
の構築及び掘削行為による前段
階還構の破壊及び掘削範囲 （＜
ほ地）底面の低下がなされてい
だと考えられる。

大木9の遺構は、大木10及び
綱取期の遺構が多数検出されて
いるにも関わらず、 多く確認さ
れている。

よって 、少なくとも大木10以
降は、 遠構の構築 が多くとも、
前段階の還構の大部分を破壊す
る行為、 あるいは掘削範囲（＜
ぼ地）底面の低下を伴う掘削行
為はなされていないと考えられ
る。

III-1層の掘削範囲（くほ地）
への雉積は、 これまでの掘削行
為ガ縮小されたことによると考
えられる。

！ 南台地区縄文遺構構築の終了
-------------------------

図165 南台・台ノ前・西向地区縄文時代台地利用変遷図②
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表6 南台・台ノ前・西向地区変遷表

|290— 

遺構の形成 貝層の形成 遺物包含層 の形成

時 細 土
期 別 ロ

ー

主
ム
な

層

置
掘

土
削種部別

の ロ ーム掘閉部の 竪 ＾土 ＾土 大坑 埋
＾

土
区 時 土器型式 主な桂定堆積土 穴 柱坑 貯坑 塁m 設 そ坑 内容 台ノ前北貝層 台ノ前南貝層 西向貝恩 内容 台ノ前斜面住 穴I 蔵n 土a 土 の IV 西間斜面下懸
分 期

居 -頚 ッ穴類 坑b 器 他� -• 類ツ類

・遺構数の激減．

VJ 1 加曽利B 覆土C類 n 層 ゜ ゜ ゜ ・竪穴住居の消滅。

・掘 削範囲内での大型土坑構築。

・竪穴住居の渾？ A2,ィブ3綱取 覆土B2類 11-1層 ゜ ◎ ゜ @ ・柱穴の増。 ゜ 西向のみで貝廃 棄 。 ゜ ゜
・貯蔵穴の消滅．

(MT大綱遭）

・竪穴住居｀ 柱穴の増 ．

V 2 大木10 覆土82霞 11-1層 ◎ ゜ △ △ ◎ ・掘削範囲中央で、 大型土坑構築終了つ △ △ 
・貯蔵穴の減？
・道路状遺構．

・遺構数の激増。

゜
Bタイプ？ A1タイブ1大木9 覆土B2類 :u-1層 ゜ △ ゜ ゜ ゜ ◎ ・竪穴住居の増、 柱穴の出現？ 台ノ前南で、 土及び貝廃棄。 △ △ 

・道路状遺槽？ (38TB·C層〕 〔38T皿A·D層）

3大木8b 薦 覆土B1類 11-2● m-6層 △ △ △ △ ・遺構数の減？ 8タイブ A1タイブ？ 台ノ前北で、 土・貝等の廣棄 △ △ 
(63T1層） 終了 。

・遺構数の増？
N 2 大木8• 璽 覆土B1類 11-2暑 m-6層 △ ゜ ゜ ゜ △ ・南台地区～小迫北地区での貯蔵穴の構 0 Bタイブ？ A1タイブ △ Bタイブ？ A1タイブ？ ＇ A1タイブ？ 西向で． 土の廃 棄終了 。 △ △ 築。 (63T2•3層〕 断続的OR1Jヽ規模な庚棄？

・視�lj範囲中央で、 大型土坑構築。
△ Bクイブ？

1大木7b 覆土All △ △ ・遺構数の減？ Bタイブ A1タイブ 土及び貝
OR
等

小
廃
規

棄

模
の

な縮廃
小 。 △ △ 〔63T4層） 〔63T5層J 断続的 棄？

・遺構数の増 。
A1タイプ

Bタイプ A1タイブ A1タイプ
〔54T大別b層〕 (64T大別b層〕 活発な土及び貝等大規模虜2 大木7a 覆土A頸 ゜ ゜ △ ・竪穴住居の構築。 ◎ 

Bタイプ
◎ 〔釘T (38T ◎ 

Bタイプ 棄。
△ △ 

・貯蔵穴構築。 〔54T大別c~I層〕
mA~E層） mE~G層））

(64T大別c層）m 

1大木6 覆土A類 △ △ ゜
Bタイプ

゜
Bタイブ △ Bタイブ？ 斜面への土（ローム）及び貝 △ △ [54T大別l層） (31TmE~"●層） 等大規模廃棄の開始。

皿ー2層

2大木5 覆土A類 ゜ △ △ ・竪穴住居、 貯蔵穴？の構築開始。 ム Cタイブ？
゜

Cタイブ
貝等の小規模な廃棄．(53T東m-3層） [31TW•層J

n 

1大木3~4 覆土All △ ・迫構の構築閤始？ ゜
Cタイブ △ 土器 廃棄のみ？

貝等の 小規模な虔棄開始。(53T稟m-3層J 〔31T!Va層）

I 2 前期初頭 •土器散布のみ。～中葉

◎洛く確認している、 〇＝確認している、 △→推定のみ
覆土A類粘性のある絆り(J';強ぃ覆土(基本土層皿一2層に堆積したもの）

褐色・暗褐色を基詞とする。

覆土B類砂質で、 締りがやや弱い覆土
1類褐色を基調とする。 （基本土層 ill-6層が堆積したもの）
2類暗褐色を基罪とする。 （基本土1!l皿 ー1層が堆積したもの）

覆土c類黒色、 黒褐色を基閲とする覆土

◎＝活発な形成時期、 〇＝形成時期、 △＝可能性のある時期
Aタイブ混貝土層としたもの（貝の計渭混入率が概ね10％以上で、 貝の比率が高いもii))

A1 大木7a~9の所産で、 主にBタイブの上位（斜面下位）に 、 明確な広がり、 層犀をもって堆積しているもの 。

A2綱取期の所産で、 員の混入率が極めて高いもの。

Bタイプ土層•土主体層としたもの 。 （貝の計測混入率が概ね10％以下で、 土の比率が極めて高く｀ 褐色基調のもの。 ）
Cタイブブロック状に確認される小規損な貝層
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及び掘削行為も縮小ながらも継続している。 この段階でロ ー ム層(IV- 2層）の一部は既に失われ

ており、 V層上面まで掘削が及んでいたと考えられる。

V期 大木9～綱取式期

遺構数が激増し、 複式炉をもつ住居が最も明瞭に検出される他、 柱穴の多くはこの段階に伴い、

多くの施設が作られた事が認められる。 小迫北地区において貯蔵穴群が継続するが、 本期の最終段

階では消滅するものと考えられる。 貯蔵穴群の終了と同時に、南側にあった道路状遺構が埋没する。

同様に墓壊と考えられる士坑illb類も最終段階では確認できない。

貝層は部分的に形成されるが、 これまで継続されていた士の廃棄がほとんど行われなくなる。 IV

-2層は大部分が失われているが、 くぼ地（掘削範囲）底面の低下や前段階の遺構の大部分の破壊

を伴う掘削行為は終了するものと考えられる u ':.(])段階で、 くぽ地（掘削範囲）にはrn- 1層が堆

積していく。

VI期 加曽利B式期

遺構数は激減し、 墓塙と考えられる士坑ma類が掘削範囲で構築される。 柱穴も極少数であり、

竪穴住居も確認できず、 施設の構築はほぼ終了している。 掘削行為や貝層の形成はなく、 掘削範囲

にはm- 1層の堆積がほぼ終了している。

6. 縄文時代の掘削行為の評価

縄文時代の掘削行為及び士の廃棄行為については、 いわゆる「盛士遺構」と呼ばれるものを中心に、

多くの縄文遺跡で確認されている〔千薬県流山市三輪野山貝塚（小川・小栗2003)等〕。 しかし、 こ

れらは結果的に類似した状況であっても、 その形成過程や内容については、 地域・時期・各遺跡に

よって大きく異なっていると考えられ、 いわゆる 「盛士遺構」 と浦尻貝塚例を同一視することにば慎

重であるべきである。 まず始めに、 各遺跡の形成過程・内容等を相互検討する作業が必要であろう。

浦尻貝塚では、 前期末から中期前薬にかけて掘削行為及び士の廃棄の大部分が行われ、 中期後薬ま

で継続している。 また、 廃棄場所（貝層）の上層から下層まで、 ほぼ途切れることなく極めて多量の

動物遺存体が得られており、 短期間に形成されたものではないと推察される。 よって、 現在確認され

る＜ぽ地と貝層の状況は、 大規模な目的物を構築する作業（くぼ地の形成や斜面の造成、 大規模構造

物の構築等）によるものではなく、 長期間にわたる継続的な掘削及び土の廃棄行為の結果と考えられ

る。 このことは、 長期間に及んで、 一定の区域で継続的な同様の行為が行われたとも評価することが

できる。

この継続的に行われた掘削行為は、 その行為自体が目的である場合と小規模な遺構の構築が目的で

あること（部分的な整地等も含む。 ）が想定されるが、 浦尻貝塚のケ ー スがどちらに該当するかは今

後の課題である。 また、各時期の掘削行為が異なった目的や意識から為された可能性もある。 しかし、

いずれの場合であったとしても、 掘削範囲が長期間にわたり特徴的な使われ方をしていることが指摘

できる。

掘削範囲は中期中葉以後、 その一角に墓壊と推定される土坑が確認される他、 中期末～後期前薬段

階は竪穴住居が掘削範囲を取り囲むように構築されている。 また、 中期後葉～後期前葉には遺構の構

築は、 掘削範囲に集中して行われており、 後期前葉には柱穴が増加している。 後期中葉に至り明確な

居住施設が確認できなくとも、 墓塙と推定される土坑が存在する。 この通時的な 「場」 の利用は、 貯

蔵穴群が存在する南台地区台地中央部の利用状況と対照的である。そして、このように長期間にわたっ
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て特徴的な利用が行われる「場」において、 集落の開始段階に掘削行為及び土の廃棄行為が行われ、

それが継続していると指摘できる。

浦尻貝塚は、 小迫北 ・ 南地区を除いた範囲においても前期末～後期前葉までの居住地であり、 周辺

遺跡に比して継続期間が長い遺跡である。 また、 浦尻貝塚は、 前段階の北原貝塚遺跡群と並び、 旧井

田川浦周辺（古宮田湾）の貝塚群では、 貝塚の規模が 大きい。 このような拠点的なあり方をみせる集

落に、 長期間の掘削行為及び土の廃棄という特徴的な行為が認められることも、 今後、 縄文時代の集

落研究を進める上で重要な 事柄と言うことができるだろう。

このような状況は、 岩手県宮古市崎山貝塚（高橋・三浦1995) との類似点が認められる。 崎山貝塚

は前期前薬～後期前葉まで長期間にわたって 集落が営まれており、 集落の中心部が「非居住空間」と

して中期前葉から区別されている。 大木8b式期には、 「中央広場」 ． 掘削及び盛土を伴う「環状遺構

帯」・「居住域」からなる「同心円状の重層構造」が認められ、 この構造は後期前葉まで変容しながら

も継続している。

浦尻貝塚南台地区等では、 「重層構造」、 中心部の 「 非居住地空間」といった点は明確ではないが、

周辺遺跡に比して長期間営まれていること、 集落の中心部を意識した集落変遷、 中心部への掘削行為

が行われている点は共通する。 この事は、 大木式 土器分布圏の拠点集落の一 類型として認めることが

できよう。

これまで見てきたように、 南台地区等では、 ロ ー ム層の掘削及び斜面への土・貝 ・ 獣魚骨の廃棄と

いう段丘上の集落の動向と貝塚の形成に有機的な関連性が認められた。 この検討は、 「貝塚」と「集

落」がセットで確認できる浦尻貝塚において可能であ ったことであり、 浦尻貝塚の大きな特徴として

改めて評価されることと言えよう。
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第2節 小迫北·南地区、 南台地区台地南部の調査について

小迫北・南地区、 南台地区台地南部からは、 前期前葉～晩期後葉の遺構・遺物包含層が確認された。

以下に、 大きな変化が認められる後期前薬以前と後期中葉以後に分けて、 調査成果を整理しておく。

1. 前期～後期前葉

(1)竪 穴 住 居

小迫北地区台地部で縄文時代所産と推定される竪穴住居(S IOl）、 小姐南地区台地東部で大木10式

期の 竪穴住居(SI03 )の2軒が確認されている（図171)。 SIOlは住居構築時の粗掘りであり、 詳細

は不明であるo SI03は祷式炉を持つ大木10式期の竪穴件居である。 この r．とじより大木10式期には、小

姐南地区台地東部で、 南台地区と谷を挟んで同時期の居住地が形成されていたことが確認された。

(2) 土坑II類（貯蔵穴）

南台地区台地南部及び小迫北・南地区台地で、 合計28基確認されている。 重複せずに検出されてお

り、 広範囲にわたる分布状況が認められる（医171)。 南台地区台地南部・小姐北地区台地の西側では

主体的な遺構となっている。 半裁するなどの調査を行った土坑1I類の推定時期は次の通りである。

大木 6 式 SK2 3 

大木 7b式 SK15 5  

大木 9 ~10式 SK46 · 152 

大木10式 SK15 3 

これら小姐北・ 南地区台地部等で確認された貯蔵穴は、 南台台地中央部から続く一連の貯蔵穴群で

あり、 南台地区台地北部及び小迫南地区台地部の中期以前の居住地に伴うも のと推定される。

(3)遺物包含層

小迫南地区斜面部(81T)では、 前期前葉の遺物包含層が確認されている。 大形破片が少なく、 復

元率も悪いことから台地部からの流れ込みと推定している。 小廻地区南谷部(75 T)では、 後期前葉

の可能性が高い遺物包含層が確認されている。 出土土器も小破片が多く、 摩滅も激しいことから、 谷

上部からの流れ込みと推定している。 これらの遺物包含層が検出されたことから、縄文時代に斜面部・

南谷部を利用していた可能性が考えられる。

2. 後期中葉～晩期後葉

(1) 土坑I類（柱穴）・土坑w類・小土坑．掘立柱建物

土坑I類は、 小迫北地区台地部で196基確認されている。 北から入り込む埋没谷（東の谷・西の谷）

周辺に多く分布し、 76Tの南側．77Tの北側で分布が希薄になっている。 分布域は、 約5 0X45mを

測る。

柱穴の構築は新地式期から認められ、 柱穴に伴う東西の谷の遺物包含層が加曽利B式期から形成さ

れることから、 加曽利B式期まで遡る可能性もある。 しかし、 新地式～大洞B式期までは、 大洞BC式

期以降と比較すると数は少ない。 大洞BC式期以降になると、 東の谷周辺を中心に柱穴の構築は活発化

する（医171)。 大洞C2 式期の柱穴が最も 多く確認され、 大洞A式期になると柱穴数は減少し、 大洞

A'式期以降は認められない。

土坑IV類は69基、 小土坑は322 基確認されている。 土坑IV類・小土坑は、 土坑I類（柱穴） と分布

-298-



_
_

 i.
1
,

．
i'
»

 
z p

 
Q
 

T
 

，

 

10 

12 

13 

15 

L
 

‘

/
 

＞`
 

/

』

'
（1'

サー
ロ

ー
＼

＼

．
＼．

 

\
3[
 

2B 

27.9 

1 /， 

·27.9 

5
 

ー'
8

ー

乞．

14 三ゴプ ‘

I I'I I I 1, fl I''fl I'I, I,, I I II l I " I I''" I "'11'' 

1 1, 

·27.9

゜

．．．
 

．
 ． 

．．
 

．．
 

．·
 

T

:
 ．．
 

6
 

ーー

7

·27 5 

;
 
．．
．．．．．．．．．．．．．

．
 
＿
 ．．
．．．．
．

 -

：
●
：
·

 

•
•

 

．．．

27,7· 

=-=＝-
T r -—→ L

ヽノ

5

}
＼

r
1
，
し

ー

7

,
＼

＼ ,

-――
 

2

\
 

\
＼
 

\＼ー1
4
/

J
、

/
i

□ 
L I 

＼ピI
＼ 

\，ヘ
/---

・ぶ
i2T 

L
 

M
 

z ゜

- - - - -L -=- -=-�n_ ..... ‘グ．

-T_L -T ーコ—r- L 上 __J[ ／ ：..、3
p Q 

R S 

lヽノ ＼ l
‘
ヽ． I I \ I ‘‘_ ． -.—•--`· 

.·-

Q 

A
 

0. 

--＾ / 
1\ 

/° 
/ 
--

6
9
 

\ ，
＼
26-�

J[
／

ー
ー

k

． ．

ィ
、

／
/

/`
9

 

<
、
／

／
 

<
／
 

＼／
 

·2611

／ 
／ 

/ 
----

／ 

＼ 

＼ 

グ

\..-
/ 

／ 
／ 

/ 
／ 

／ 
／ 

／ 
／ 

／ 

＾

 

11 

13 

\•26.5- ---', ．—••• 

84T 

/ . 

＼ 

---
\v
\ · • 

\
． 

こ澤·穴

［三-- --- --•ロニ土→＼沢 ’匹9や-- '

□
丁 15

Q 

/ 
／ 

/ 
/ 

/ 

·26.0 

14 

R
 

s
 

図171 小迫北 ・ 南地区、南台地区台地南部縄文遺構分布図(S = 1 / 500) 



第5章 縄文時代の調査成果について

域が類似しているものも多く、 柱痕跡の確認はできないが、 柱穴である可能性も考えられる。

確認した柱穴のうち大型のものを選別し、 柱配列 ・ 柱間距離を基に4棟の組み合わせを考えている。

SBOl 6 本柱。 平面プランは六角形。 大洞C2 式期。

SB02 4 本柱。 平面プランは長方形。 大洞 BC以降大洞C2 式期以前。

SB03 6 本柱。 平面プランは六角形。 大洞C2 式期。

SB04 4 本柱。 平面プランは方形。 大洞C2 式期。

SBOl ~04の柱間距離は3.0m~3.5m前後、 掘り方の径は70cm ~80cm 前後が主体である。 SB02は

SBOl に切られており、 時期差があることが確認できる。 SBOl · 03 · 04は、 大洞C2 式期の所産であ

るが、重複して検出していることから、 同一の場所で建て替えられたことが認められる。 また、SBOl

の主軸方向とSB04のSK91-SK101 間の方向が北東 ー 南西で一致し、 SB02 · 03の主軸方向が北西 一

南東で一致する。 軸方向を意識して建物を構築していた可能性も指摘できる。

今回、 これら復元した建物を掘立柱建物として報告したが、 小姐北 ・ 南地区全体で上面が削平され

ている可能性が高く、 本来は竪穴住居であった可能性がある。 この課題について、 近隣の遺跡と比較

し、 若干の検討を加えておく。

近隣の後期末～晩期後葉の竪穴住居は、飯舘村山辺沢遺跡（玉川1984) ・羽白 C遺跡（山内ほか1988·

鈴鹿ほか1989) 、 福島市南諏訪原遺跡 （武田ほか1991) 、 郡山市北向遺跡 （本間ほか1990) 等で確認

されている。 山辺沢遺跡では主柱穴がなく、 円形 ・楕円形に壁柱穴が巡り、 地床炉 ・石囲炉を持つ構

造が確認されている。 南諏訪原遺跡では4本主柱の方形プランを呈し、 壁柱穴を伴う周溝が円形に巡

り、 地床炉を持つ構造が確認されている。 主柱穴の径は17~65cm、 柱間距離は1.4~3.lmを測るが、

主柱穴の径が40cm を超えるもの、 柱間距離が2.5mを超えるものは少ない。 北向遺跡では、 4 本ある

いは 5 本主柱で方形、多角形プランを呈し、石囲炉を持つ構造が確認されている。 主柱穴の径は13~

32cm、 柱間距離は0.9~2.0mを測る。 飯館村羽白c遺跡では、 主柱穴数は不明であるが、 地床炉を持

つ大型のもの ・ 不規則な柱配列で石囲炉を持つ構造が確認されている。

これらと小迫北地区台地部の柱穴群を比較すると、 平面プランについては4本主柱、 5本主柱の構

造を呈するものについては類似性が認められるが、小迫北地区では柱穴の周囲に円形にめぐる壁柱穴・

周溝のほか、 炉跡も確認できないことが指摘できる。 小迫北地区でば炉跡等は既に削平されている可

能性があるが、 近隣遺跡の竪穴住居主柱穴の径は40cm 以下であることが多く、 70~80cm を測る小迫

北地区の大型柱穴とは差が認められる。 柱間距離も2.5m以下が多く、 3.0m以上を測る小迫北地区

SB01~04とは規模の点で明確な差が認められる。

しかし、 羽白 C遺跡のSI42 （東側半分は切られているため主柱穴数は不明）のように主柱穴の径が

54~64cm、柱間距離は3.7mを測る大型の竪穴住居も確認されており、小迫北地区SB01~04と規模が

共通するものも認められる。

大洞C2 式期前後の掘立柱建物は、 福島市宮畑遺跡 （斉藤ほか2004) ・南諏訪原遺跡等から確認さ

れている。 宮畑遺跡では、 4 本柱で平面プランは方形～長方形を呈し、 柱間距離2.7~5.4mを測る。

南諏訪原遺跡では 6 本柱で平面プランが六角形、 4 本柱で平面プランが長方形を呈し、柱間距離2.9~

5.7mである。 これらは柱数 ・ 平面プラン ・ 柱間距離において、 小姐北地区のSBOl~04と共通する部

分が多い。

この比較から、 小迫北地区のSBOl~04などの大型柱穴群は、 掘立柱建物あるいは大型竪穴住居を

構成する可能性が高いと推定している。 また、 小型の柱穴 ・土坑IV類・小土坑は、 竪穴住居 ・ 掘立柱
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第5章 縄文時代の調査成果について

建物どちらの遺構に伴うかは判断できない。 段丘上に立地する南諏訪原遺跡・羽白c遺跡等の遺跡で

は、 竪穴住居と掘立柱建物の両者が確認されており、 小迫北・ 南地区でも竪穴住居と掘立柱建物が並

存した可能性も考えられる。

(2)埋 設 土 器

小迫北地区台地部で、 掘り込みを伴って埋設されているものが 1基確認されている。 出土遺物から

晩期中葉と推定される。

(3)西 の 谷

加曽利B式期から土器・焼獣魚骨等が廃棄され始める。 加曽利B～大洞B式期までは、 大洞BC式期以

降と比較すると遺物量が少なく、廃棄行為は停滞している。 大洞BC式期以降になると廃棄行為が活発

化し、 遺物量は急激に増加し、 大洞C2式期まで継続的に行われている。 西の谷は、 東の谷と比較す

ると土器 の出土量が多く、 長期間かけて形成されており、 谷の堆積土中を掘り込む遺構が少ない。 こ

のことから、 西の谷は後期中葉～晩期中葉まで廃棄場として利用されていたと考えられる。

(4)東 の 谷

斜面上位に加曽利B～ 新地 式期にかけて暗褐色土を基調としたm- 3b層（獣骨を含まない）が認め

られる。 ID-3b層は、 谷中央に向かってくぼむような堆積状況ではなく、 層位がブロック状に分か

れ、 掘削及び埋め戻しが重複して行われたような状況を呈している。 また、 ロー ム粒や炭化物などの

混入が多く、 人為的な影響が大きいことも確認できる。 この堆積状況から、 m-3b層は整地または

重複した遺構の構築により、 形成されたと考えられる。

大洞BC式期には、 主に斜面下位のID-3b層上に貝・ 獣魚骨が廃棄され、 混貝土層であるm-1層、

獣魚骨を含む土主体層である皿 ー 3a層が堆積する（小姐貝層の形成）。 rn-1層・皿 ー 3a層の堆積は、

大洞C2式期で終了している。 この貝層の形成は、 ID-3b層上における遺構の構築時期と一致するこ

とから、 土坑I類（柱穴）を中心とした遺構構築に伴うものと考えられる。

混貝土層であるrn- 1層は、 約12X 10mの範囲で確認された。 皿 ー 3a層は、 検土杖によるボーリ

ング調査ではID- 3b層との区別が難しいため明確な分布範囲は示せないが、 76Tでは確認されず、

76Tより東側の72T、 1 ·3~6Gで確認される。 ID-3a層は、 m-1層と互層となって堆積してい

る可能性もあり、 皿 ー 1層と一連のものと考えられる。

72T、 1·3Gのコラムサンプルの調査結果では、 皿 ー 1層の最大厚は24cm、 皿 ー 3a層の最大厚は

33cm であった。 これを台ノ前北（南）貝層及び西向貝層と比較すると、 小姐貝層の堆積は極めて薄い

ことが認められる。

また、各コラムサンプルのrn-1層の計測混貝率は、72TS1で24.7%、S2で1 4.5%、1GS 1で2.3%、

3GS 1で13.9％である。 1GS 1は、 他のコラムサンプルと比較すると極端に低く、 皿 ー 3a層に近い

ものと言える。 小姐貝層の計測混貝率は、 概ね台ノ前北貝層等の土主体層 （貝層 Bタイプ）よりは高

いが、 西向貝層の綱取式期(64T大別a層）より低いことが指摘できる。

このように、 小姐貝層は、 台ノ前貝層•西向貝層と比較すると、 分布範囲が狭い上、 堆積は極めて

薄く、 混貝率も高いものではないことが認められる。 後期中葉～ 晩期中葉にかけて西の谷など明確な

土器等の廃菜場が形成されているにもかかわらず、 貝層形成の時期及び場所が限定的であることが指

摘されよう。 また、 土主体層である皿 ー 3a層も薄い堆積をしていることから、 台ノ前北貝層等とは

異なり大規模な土の廃棄によるものではないと推定される。
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(5)柱穴の性格

後期末～晩期後葉における柱穴で構成される施設の用途について考えてみたい。

①西の谷で、 土器（製塩土器を含む）、 石皿 ・ 磨石等の石器類等の道具、 焼獣魚骨の多量の廃棄が

確認される。

②東の谷でも、 土器（製塩土器を含む）等の道具、 貝 ・ 獣魚骨の多量の廃棄が確認される。

③埋設土器群等の明確な祭祀遺構の検出が少なく、 土偶等の祭祀遺物も集中して出土するなどの状

況が確認されない。

以上の点から、 後期中葉～晩期後葉にかけて、 小迫地区台地部は居住地であったと推定できる。 居

住地である以上居住施設が存在するはずだが、 今回の調査で確認された建物と考えられる遺構は柱穴

だけである。 したがって、 柱穴が構成する施設は、 掘立柱建物・竪穴住居のいずれであっても居住施

設の可能性が高く、 分布範囲は居住域を示していると推定している（図171) 。

(6) 製塩土器について

小姐北地区では、 III-1層 •III-2a層 • III-3a層から多量の製塩土器が出土している。 以下に特

徴をまとめる。

口縁部

・ 直口気味のものもあるが、 緩く内湾するものが多く、 厚さは 1cm 前後である。

・ 内面は丁寧に調整されて光沢がある。

・ 外面は粗い調整のものが多く、 輪積み痕をそのまま残すものもある。

・ 表面がピンクかがった赤褐色・橙色を呈するものが多く、 剥離しているものも見受けられる。

底 部

．径は 7 ~10cm 前後、 厚さは1 ~ 2cm 前後に集中する

・内面は丁寧に調整されて光沢があるものが多い。

・外面は ヘ ラケズリ、 ヘ ラナデのような調整が施される。

今回の調査では、 製塩土器が出現する時期を明確にできなかったが、 IV区の包含層の調査では、 大

洞C2 式が多く出土するIIIA · B層から多量の出土が認められることから、 大洞C2 式期には出現して

いたと推定される。 また、 IIIA · B層と比較すると出土量は劣るものの、 大洞Cl 式を多く含むIIIC層

からも一定量に出土しており、 製塩土器の出現が大洞Cl 式期まで遡る可能性も考えられる。

段丘上に製塩土器が多量に出土していることから、 小迫北地区低地部に製塩遺構の検出を主目的の

一つとして調査区を設定したが (73T) 、 製塩炉等の遺構は確認できなかった。

また、 低地部 (73T) において、 製塩土器の出現が推定される大洞C2 式期の遺物包含層は確認さ

れなかったが、 後期中葉～晩期前葉の遺物包含層が確認された。 このことから、 製塩を行う以前にも

低地部を利用していた可能性が考えられる。 遺物包含層下の地山の標高は約3.6~4.5m を測り、 製塩

炉等の検出には、 さらに北側にあたる標高がより低い汀線付近の調査が必要と考えられる。

4. 小迫北・南地区、 南台地区台地南部の変遷

小組北・南地区及び南台地区台地南部の変遷を時期別に表7にまとめた。 時期的な概略は次の通り

である。

I期 前期初頭～中葉

遺構は確認されていないが、 小姐南地区斜面部において遺物包含層(rn-5層） を確認している。
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表7 小迫北・南地区、 南台地区台地南部変遷表

ー304|

遺構の形成 貝層・遺物包含隈の形成 遺物包含層の形成

時 細
竪 ＾土 ＾土 埋 ＾土期 別

区 時 土器型式 主な遺構覆土 ▼I▲、ヽ 柱坑 貯坑 設 そ坑 内容 西の谷 東の谷 斜面部 南谷 低地部
分 期 住 穴I 蔵 ll 土 のw 

居 -類 ヽ
穴

�類 器 他ヽ 類

4大洞A 覆土A類
゜ ゜ 遺構数の減少。覆土c類

3大洞C2 覆土A類 柱穴は前段階同様多い。 ◎ !V区皿2•層 土器、 焼獣魚骨の廃棄。
IIl-1患 lll-3a層

貝•土器・獣魚骨等の廃棄。覆土c類 ◎ ◎ ◎ 〔72T 111-1層〕 (SG m-3•層）

2大洞C1 覆土A類 ◎ ゜ ◎ 柱穴は前段階同様多い。 ◎ IV区皿2a患 土器、 焼獣魚骨の廃棄。 △ m-1隠？ ill-3a屠？ 貝・土器・獣魚骨等の断続的な廃棄？覆土c類

1 大洞BC 覆土A類 ◎ ◎ 柱穴の増加。 ◎ IV区
患

IV区 土器、 焼獣魚骨の庚棄。

III-1思 III-3a屡
貝•土器・獣魚骨等の廃棄開始。覆土c類 m•2a m-2b屈 ◎ 

〔3G m-1層） 〔1G皿3a層〕 ゜

3大洞B 覆土A類
゜ ゜ 柱穴の構築。 0 lV区m・2b磨 土器、 焼獣魚骨の庚棄。 ゜覆土c類

VI 2 新地 覆土A類
゜ ゜ 柱穴の構築。 。 IV区fil-2b尼 土器、 焼獣魚骨の廃棄。 ◎ 76Til-3b庖 整地oriA構憫削？ ゜覆土c類

1 加曽利B 覆土c類 △ △ 柱穴の構築開始？ 0 N区皿•2b屡 土器、 焼獣魚骨の廃棄の開始。 ◎ 76Tfil-3b磨 整地or遺構掘削？ ゜

3綱取 △ 

V 2 大木10 覆土A類
゜ 竪穴住居・貯蔵穴の構築。 △ 覆土c類

1 大木C 覆土A類
゜ △ 貯蔵穴の構築？ △ 覆土c類

3 大木Eb △ 

IV 2 大木Ea △ 

1 大木;b 覆土c類 ゜ 南台地区台地南部で貯蔵穴の構築。 △ 

2 大木7a △ 

＂ 

1 大木6 覆土A類 ゜ 小迫北地区で貯蔵穴の構築開始。 △ 

n 1 •2 大木3~5 △ 

I 2 前期初頭 •土器散布のみ。 ゜ △ ～中葉

◎＝多く確認している、 〇＝確認している、 △＝推定のみ
覆土A類粘性のある締まりのある覆土 。 褐色・暗褐色を基調とする。

覆土c類黒色｀ 黒褐色を基関とする覆土 。

◎＝活発な形成時期 、 〇＝形成時期、 △＝可能性のある時期
皿1混貝土層（暗褐色・黒褐色土。）
m.2a黒褐色土（焼獣魚骨を含む。）
皿•2b暗褐色土（焼獣魚骨を含む。 ）
m-3a暗褐色・黒褐色土（獣魚骨を含む． ）
"→ 3b暗褐色土（獣魚骨を含まない。）
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また、 小迫北・南地区の広範囲でI期の土器の散布が認められる。

I1期 大木3~5式期

第5章 縄文時代の調査成果について

小迫北・南地区及び南台地区台地南部においては遺構・包含層等は確認されていない。

II1期～IV期大木6~8b式期

小迫北地区台地・南台地区台地南部で貯蔵穴が構築され、 小姐北地区台地部における遺構構築が開

始される。

V期 大木9～綱取式期

小迫南地区台地東部で、 竪穴住居が確認されているほか、 小迫北地区台地部及び南台地区台地南部

では、 前段階に引き続き貯蔵穴が確認されている。

本時期の最終段階である綱取式期の遺構は確認されておらず、 遺構の構築は一時収束するが、 南谷

部で遺物包含層(III- 5層） が確認されている。

VI期 加曽利B～大洞B式期

柱穴が構築され始め、 再び小迫北・南地区の利用が始まる。 西の谷では、 土器・焼獣魚骨等の廃棄

が開始され(III-2b層の堆積） 、東の谷では整地あるいは遺構の構築が行われる(III-3b層の堆積） 。

低地部でも遺物包含層(III- 5層）が形成される。

VI1期 大洞BC~A式期

小迫地区の利用が最も活発になる時期である。 引き続き柱穴が構築される。 東の谷では、 VI期に堆

積したIII-3b層を掘り込む柱穴も多く、VI期と比較すると数は増加する。 SB01~04の構築も認めら

れる。 西の谷では、 引き続き土器・焼獣魚骨等の廃棄が行われる。 VI期と比較する土器・焼獣魚骨の

数は急激に増加する。 東の谷では、 III-3b層上に貝層III- 1層•III-3a層が堆積する（小姐貝層の

形成） o VI期に続き低地部では、 遺物包含層(III- 5層）が確認される。 大洞A式期になると遺構数は減

少し、 小姐地区及び浦尻貝塚における遺構構築は収束する。

5. 小迫地区のまとめ

小姐南地区斜面部では、 前期前葉の遺物包含層が確認され、 浦尻貝塚では確認されていない前期前

葉の遺構が検出される可能性が指摘できる。 南台地区台地南部及び小姐北・南地区では、 前期末～中

期末の貯蔵穴が確認されることから、 それぞれの時期の竪穴住居が小迫北地区等で存在することも予

測される。

中期末には、南台地区の同時期の居住地から約300m南東に離れた地点（小姐南地区台地東部） に、

居住地が形成されている。 南台地区の居住地とは一連のものとは考え難く、 隣接して別の居住地が形

成されていたと言える。 南台地区では、 前段階から続く継続的で集中的な遺構形成が認められるが、

小迫北・南地区では断続的であると考えられ、 大きな差異が認められる。 この2箇所の居住地がどの

ような関係にあったのか今後の大きな課題になろう。

小姐北地区では綱取式期の遺構が確認されず、台地部における遺構の構築は、 大木10式期で一時収

束すると推定される。 しかし、 小迫地区南谷部では後期前薬と推定される遺物包含暦が確認されてお

り、 遺構を構築している可能性も考えられる。

後期中薬の明確な遺構は小迫北・南地区では確認されていないが、 後期中薬～後期末には、 東の谷

では整地または遺構構築等の掘削行為が行われる。 柱穴の検出が少ない時期であり、 この掘削行為に

よる掘り込みが竪穴住居等の居住施設である可能性も考えられる。 一方、 西の谷では、 土器・焼獣魚
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骨等の廃棄が開始される。

後期末には、 柱穴が確実に構築されることが認められ、 晩期前葉～中葉にかけて増加する。 晩期前

葉以後は、 東の谷において、 前段階の掘削等により形成されたIII-3b層を掘り込む多数の遺構が集

中して構築される。 柱穴等遺構の構築は大洞C2式期が最盛期であり、 大洞A式期で縮小し、 大洞A
’

式

以降は認められない。 このように東西の埋没谷を中心とした居住域が後期末～晩期後葉まで営まれ

ている。

この居住地の形成に伴い、 東の谷斜面下位には、 貝・獣魚骨が廃棄され、 小姐貝層が形成される。

西の谷でも、 前段階以上に廃棄行為が活発化し、 士器・焼獣魚骨等が多量に廃棄される。 これら廃棄

行為も大洞A式期以降は明確ではなく、 居住地の変遷過程と一致した状況が認められる。

このように、 小姐地区では、 南台地区で遺構の構築が収束する後期中葉以降の活動の痕跡が確認で

き、 断続期をはさむ可能性はあるが、 浦尻貝塚全体を通してみると、 ほぼ連続して活動していたこと

が確認できる。

東の谷では、 後期中葉以降、 整地または遺構の構築等が行われたと予測され、 晩期中薬には近接し

た場所でSB01~04の建て替えが認められるほどの遺構の集中が認められる。 このように東の谷では、

継続的で集中的な遺構の構築等の士地利用及び斜面下への貝・獣魚骨の廃棄による小姐貝層の形成が

認められる。 東の谷は、 後期中薬以降の集落の中心部分にあたると考えられよう。

西の谷では、 後期中薬～晩期中薬までの長期間にわたる継続的な士器·焼獣魚骨の廃棄行為が行わ

れ、 東の谷との利用のされ方が異なることが認められる。

このように小姐北地区を中心とした後期末～晩期後葉の集落は、 東の谷を継続的に利用した居住地

と貝塚を伴った明確な廃棄場を持つ集落として位置づけられよう。
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第3節 ま と め

最後にこれまで述べてきた浦尻貝塚の縄文時代の調査成果について、 遺構、 貝層、 遺物包含層の分

布状況及び形成時期を全体的に整理しておくことにする（図 172) 。

南北に延びる舌状段丘（南台地区）上では前期後葉以降の遺構が確認され、 その段丘の東西に斜面

貝層が分布している。 遺構は中期後葉以降に増加し、 後期前葉までが多く認められるが、 後期中葉で

断片的となり、 それ以降の形成は認められない。 前期後葉から後期前葉の居住地は舌状台地の北側が

一環として中心となっている。 その中央部は掘削行為により、 縄文時代中期後葉段階では既にロ ー ム

層が失われている。 掘削行為による土の廃棄場所は東西の斜面貝層と推定している。 また、 居住地の

南側には広い範囲で前期末以降の貯蔵穴群が認められる。

貝層は前期末から中期前葉を中心として形成され、 部分的に前期後葉、 中期中葉、 中期後葉、 後期

前葉の貝層が存在する。 東西の貝層のさらに斜面下では、 後期前葉の遺物包含層が認められ、 低地付

近まで活動が及んでいたことを伺わせる。

一方、 南側の東西に伸びる段丘上（小迫北・南地区）では、 規模は小さいながらも東端に中期後葉

の居住地があり、 全体的に前～中期の貯蔵穴が広がっている。

南台地区等で遺構の形成が収束する後期中葉以降、 北側から入り込む埋没谷を中心として、 多くの

活動が行われるようになり、 後期末～晩期中葉にかけて居住地が営まれる。 埋没谷は廃棄場及び居住

地として利用されており、 東の谷には、 晩期前葉～中葉にかけて斜面貝層の形成が認められる。 北側

に広がる低地部には後期中葉～晩期、東南の谷には後期前葉の遺物包含層があり、段丘周囲の低地部、

谷部も活動の痕跡を確認することができる。 また、 前期前葉の遺物包含層も認められ、 より古い段階

の遺構の存在も予測される。

このように、 南北（南台地区）、 東西（小迫北・南地区）の段丘は、 縄文時代前期後葉～晩期中葉

以後の長期間にわたり居住地として利用されており、 斜面には各時期の貝層が形成されている。 遺物

包含層の存在から、 縄文時代の活動のエリアはより広がることが考えられるので、 遺跡の範囲として

は、 図 172に示すように段丘を中心とし、 低地・谷部まで含んだ部分と考えることができる。

注1 ：浦尻貝塚については、 これまでに報告を行ったことがあるが（川田2002等） 、 今回の報告では、 その後の発掘調査成果

や調査指導委員会での審議を踏まえて変更している点がある。
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図172 浦尻貝塚縄文時代全体図(S= 1/2,500) 



第6章 浦尻貝塚の歴史的意義

第1節 浦尻貝塚と福島県内の貝塚

1. 福島県内の貝塚調査の歴史

第6章 浦尻貝塚の歴史的意義

福島県における貝塚の発見1877年（明治10)、 モ ー スによる東京都大森貝塚の発掘調査は、 我が国

における科学的考古学調査の最初の事例として学史に記録される。 この調査によって、 大森貝塚が石

器時代の遺跡であることが明らかにされ、 後の縄文時代研究の先駆けとなったことは広く世に知られ

るところである。

福島県内の貝塚の調査は、 大森貝塚の発掘調査から13年後の1890年（明治23) 、 若林勝邦らによっ

て行われた、 相馬郡新地町に所在する新地貝塚（国指定史跡、 小川貝塚と称したこともある）の調査

が最初の事例とされる（若林1890) 。 この調査を契機に、 当時東京人類学会に籍を置く福島県在住の

会員らによって、 福島県内での貝塚の確認調査が行われた。 後に東京大学や日本考古学協会によって

調査され、 多くの人骨が出土したことで知られることになった新地町三貫地貝塚は、 若林を新地貝塚

に案内した、 当時中村（現在の相馬市）に在住した館岡虎三が発見し、 明治27年に『東京人類学会雑

誌』に報告した貝塚である。

小高町における貝塚の発見 しかし、 館岡の浜通り地方の石器時代遺跡の確認調査に先行し、 早くも

新地貝塚の調査が行われた同じ年の8月、 小高町片草に所在する片草貝塚を発見し、 『東京人類学会

雑誌』に報告したのが、当時福島県尋常中学校の教員であった犬塚又兵衛であった。 記録で見る限り、

小高町内の遺跡では学会に報告された最初の貝塚である（犬塚1890) 。

1901年（明治34) 、 東京帝国大学人類学教室の大野延太郎は、 磐城線（現在のJR常磐線）の全線開

通を契機に福島県浜通り地方の遺跡調査を行った。 大野はこの調査で小高町浦尻にある台ノ前貝塚を

調査し、 その成果は「磐城線十日の旅」（大野1901) で報告した。 この報告にある台ノ前貝塚が今回

報告する浦尻貝塚にあたることは、 前に触れたとおりである。

小高町内の貝塚は、 犬塚や大野の報告により考古学会に知られることになったが、 その後の調査状

況には不明な点が多い。 しかし、 1959年（昭和34) の酒詰仲男による『日本貝塚地名表』には、 小高

町内の貝塚として、 片草貝塚・角部内貝塚（現角部内南台貝塚）・台ノ前貝塚（現浦尻貝塚）•西向貝

塚（現浦尻貝塚）・上浦貝塚（現宮田貝塚）の5遺跡が収録されているので、 この間に町内の貝塚に

対する所在確認調査が、 識者によってある程度行われたものと考えられる。

小高町内の貝塚の調査 県内の貝塚の調査は、 大正末期に行われた新地貝塚や三貫地貝塚の調査が学

史的には著名なものであるが、 戦後はいわき地区で大学や地元研究者によって行われた積極的な調査

がある。 しかし、 小高町内の貝塚は、 古くは明治期に知られた貝塚があり、 またその数も決して少な

いものではないにもかかわらず、 研究者によって大きく取り上げられることもなかったことに大きな

特色がある。

町史編纂事業による宮田貝塚の発掘調査（竹島國基1975) 、 福島県学生考古学会や福島大学考古学

研究会による西向貝塚の発掘調査（福島大学考古学研究会1971) 、 崖面崩落に伴う角部内南台東貝塚

（玉川・吉田1988) の発掘調査などが過去の調査としてあげられるが、 これらは小規模な調査であっ

て、 小高町内の貝塚の詳細を明らかにするものではなかった。 このような背景に加え、 町内の貝塚は

-309-



第6章 浦尻貝塚の歴史的意義

幸いにも大きな開発の波にさらされることなく近年に至った。 浦尻貝塚を含め、 小高町内の貝塚が、

その多くが掘り散らかされることなく、 いずれも良好に保存されている理由はここにある。

2. 福島県内の貝塚の分布と小高町内の貝塚

福島県内の貝塚については、 『福島県の貝塚 一 県内貝塚詳細分布調査報告ー』（福島県教育委員会

1991)が最新のデータを提供している。 ここには貝層を確認できない遺跡も含まれるが、全県で55遺

跡が収録されている。 このうち会津盆地内に所在する淡水産貝塚3遺跡以外は、 南からいわき市・双

葉町 ・浪江町・小高町 ・ 相馬市 ・ 新地町の2市4町の太平洋沿岸部に分布が確認できるが、 その分布

には空白地域があって、 いわき地区の貝塚群(30遺跡）・双葉北部から相馬南部の貝塚群(16遺跡）

相馬北部の貝塚群(6 遺跡）の3つのプロックに分けることが可能である。

いわき地区の貝塚 蛭田川 ・ 藤原川・小名川 ・滑津川 ・夏井川 ・仁井田川・浜川流域の段丘面を中心

に分布するが、 分布の中心は小名浜湾に流入する藤原川流域にある。 この地区の貝塚の特色は、 夏井

川流域の弘源寺貝塚が縄文前期初頭の貝層をもつ以

外は中期以降の貝塚であること、外洋に面した丘陵や

段丘に立地する貝塚が貝層の厚い堆積層を形成し、外
I ） 宮城県

洋性漁労活動を示す優れた骨角器が出土することな

どをあげることができる。

双葉北部から相馬南部の貝塚群 相馬郡北部は小高

町の貝塚群を含んだブロックである。 前田川・請戸川・

宮田川・小高川の流域の段丘面を中心に分布する。 貝

塚の形成が縄文海進期の前期に始まる貝塚が多いこ

と、また自然遺物や漁労具が内湾性漁労活動を示して

いる点が特色である。 分布の中心は小高町の宮田川と

小高川の流域にある。

相馬郡北部の貝塚 松川浦に流入する宇田川・日下石

川流域と、 旧新沼浦に流入する立田川、 濁川の流域に

分布するが、松川浦流域の貝塚は小規模で、 また古墳

時代から奈良•平安時代の貝塚がほとんどと考えられ

ている。立田川流域の三貫地貝塚と濁川流域の新地貝

塚は、 いずれも低位の段丘面に立地すること、 貝層が

縄文後・晩期に形成された内湾性の漁労活動を示す貝

塚であるという共通した特色がある。

福島県内の貝塚は、縄文時代の貝塚文化の大きな拠

点であった東京湾・霞ヶ浦周辺地域と松島湾周辺地域

との、中間地帯に分布する貝塚として重要な位罹関係

にある。 この地域の貝塚研究は、県内の貝塚文化の形

成における関東地方や東北地方の文化的関連を明ら

かにする大きな可能性を秘めていることは明白であ

り、 今後の調査・研究に期待される。
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3. 小高町の貝塚

『福島県の貝塚 一 県内貝塚詳細分布調査報告 ー 』には、 小高町内の貝塚遺跡として13 遺跡が収録さ

れている。 しかし、 これらの遺跡は貝層が確認されない遺跡を含んでいることや、 集落遺跡内の地点

貝塚を単独に取り上げているなど、 遺跡として貝塚をとらえるには課題がある。 立地する遺跡の地形

などを考慮すれば、 次の2つの水系にある7 遺跡として考えるのが現状では最も理解しやすい。

宮田川流域の貝塚 旧井田川浦を含んだ宮田川下流域の南側丘陵地にある貝塚で、 4カ所の貝塚遺跡

としてとらえることが可能である。

①北原貝塚（仮称） ：浦尻字北原地区の貝塚で、 北原貝塚群・北原西貝塚が台地の東と西の斜面に

形成されている。 台地部を居住域とした一つの遺跡と考えるべきであり、 北原貝塚と仮称する。

西貝塚にはイボキサゴを主体とする縄文前期前薬の貝層があり、 台地の東側の斜面の貝塚では、

詳細は不明だが、 前期を中心に中期まで断続的に貝層の形成が行われたと推定される。

②浦尻貝塚：今回調査した貝塚で、 浦尻字南台・台ノ前・西向・小迫地区に分布する4カ所の貝塚

で構成される。 縄文前期後葉から中期・後期・晩期の各時期に貝層が形成され、 小高町内の貝塚

では貝塚の形成時期が最も長期にわたる。

③加賀後貝塚：上浦字加賀後地区の低位段丘面の北側斜面に形成された貝塚で、 貝層の下方は現在

の水田面下に埋没している。 小高町内の貝塚では、 最低位のレベルに形成された貝塚である。 貝

層はイボキサゴを主体としていて、縄文前期前葉の比較的短期間に形成されたものと考えられる。

④宮田貝塚：上浦字宮田地区の段丘面の東端にある貝塚で、 東・北・西の3カ所の斜面に遺物包含

層があり、 東側の遺物包含層にイボキサゴを主体とする貝が含まれているのでこの地点を宮田東

貝塚と称している。 縄文早期末葉から前期末葉の土器が出土しているが、 貝層の形成時期は前期

前葉の短期間と考えられる。 宮田川流域の貝塚では最も内陸に位置する貝塚で、 現在の海岸線か

らは約4.2kmある。

小高川流域の貝塚 小高川の下流域にある貝塚で、 南側の丘陵地に2カ所、 北側の段丘端に1カ所の

貝塚が知られている。 小高川下流の村上地区には、 旧前川浦の名残りの潟湖がある。

①角部内南台貝塚（仮称） ：角部内字南台地区の貝塚で、 段丘面東側斜面の東貝塚と南側斜面の南

貝塚に分けられているが、 これらは中央の段丘面を集落の中心として斜面に形成された貝塚であ

り、 遺跡としては1つに数えるべきである。 角部内南台貝塚と仮称する。・ 出土する土器には、 縄

文前期前葉から中期末葉の各型式が含まれるが、 アサリを主体とする貝層は中期に形成されたと

推定されている。

②小谷津貝塚：泉沢字小谷津地区にある貝塚とされる。 小高川の支流である泉沢川の開析谷の南端

の段丘面に立地するが、 竹島國基の表面調査の結果以外に、 貝層に関する詳しい情報がない。 現

在は貝層の存在も含めて不明といわざるを得ない。

③片草貝塚：片草字金場台にある貝塚である。 小高川の北岸の段丘面の東端に集落遺跡があり、 そ

の東斜面に貝層が形成されている。 貝層はアサリを主とし、 縄文前期中葉の大木2式の短期に形

成されたとみられている。 現在の海岸線からは西に約4.3km内陸にあり、 小高川水系の貝塚とし

ては最も内陸に残る貝塚である。

小高町内の貝塚遺跡については、 以上のように2 水系の7カ所の遺跡群として整理することができ

る。 発掘調査が実施されていない貝塚が多く、 貝層の広がりや内容、 また貝層形成の時期などに不明

な点があるが、 現在の限られた情報だけでも、 縄文海進を含めた縄文時代の自然環境の復元などが可
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能である。 前述したように、 小高町内の貝塚は、 その大半が未調査の状況にあり、 このことは将来に

おける貝塚の考古学的研究に大きな可能性を残している点も高く評価されるべきである。

小高町内の貝塚は、 北原貝塚（仮称）・ 加賀後貝塚•宮田貝塚 ・ 片草貝塚などのように、 縄文前期

前葉に貝層が形成される。 これは双葉町郡山貝塚や浪江町植畑貝塚などとともに、 双葉北部から相馬

南部の貝塚群に共通する特徴であって、 貝塚の形成が遅れるいわき地区や相馬北部の貝塚とは大きな

違いをみせている。

第 2節 浦尻貝塚の調査の成果

1. 浦尻貝塚の貝層とその特色

平成12年度から実施された浦尻貝塚の 5 ケ年にわたる発掘調査は、 その契機が遺跡内に計画された

道路建設による確認調蓋であったが、 初年度の成果を受けて、 13年度以降は国史跡指定をめざした範

囲確認調査として実施された。 このため、 調査はトレンチによる部分調査が選択され、 特に貝層はそ

の分布範囲を確認することに主眼が置かれ、貝層そのものの調査は最小規模で実施した。 したがって、

遺跡全体の中での遺構の分布や数、 貝層の詳細な堆積状況などは、大まかな情報しか得られなかった。

制限された調査であったが、 その成果から主な点をまとめてみたい。

貝塚の形成時期 浦尻貝塚には、 台ノ前北貝層・台ノ前南貝層・西向貝層 ・ 小姐貝層の4カ所の貝層

が所在することが明らかになった。 これらの貝層はいずれも段丘の斜面に形成された貝層であり、 い

わゆる斜面貝塚に含めることが可能である。 上位部の段丘平坦面が集落の居住域であったことは、 検

出された竪穴住居跡などの遺構のあり方から明白である。

貝層の形成年代は、 台ノ前（北・南）貝層が縄文時代前期後葉から中期後葉、 西向貝層が中期前葉

から後期前葉、 小迫貝層が晩期前葉から中葉にかけての時期と考えられた。 中期末葉と後期中・後葉

の貝層が欠落しているが、 一つの集落遺跡の全体としては前期末葉から晩期中葉までの長期間にわた

る貝層の形成が行われていて浦尻貝塚の大きな特色となった。 このことは、 福島県内の他の貝塚にみ

られない特色であり、 また浦尻貝塚が縄文時代におけるこの地域の拠点的な集落であったことを考え

させる理由でもある。 県内の縄文遺跡の中で、 これほど長期間にわたり集落として土地利用された遺

跡は、 浦尻貝塚の他に類例をあげることができないのである。

台ノ前北貝層は、 最下層が大木3 • 4式期から貝層の形成が始まることが明らかになった。 福島県

内の貝塚では、 いわき市弘源寺貝塚や小高町北原貝塚（北原西貝層）・上浦加賀後貝塚・上浦宮田貝

塚・片草貝塚で前期前～中葉の貝層が確認されているが、 前期後葉の貝層は、 台ノ前北貝層が県内の

貝塚では最初の発見例であり、 年代的にも重要な意義がある。 また、 前期末～中期初頭の貝塚も県内

ではほとんど類例がない。

貝層の特色 4カ所の貝層のうち、 台ノ前（北 ・ 南）貝層と西向貝層の前期後葉から後期前葉の貝層

はアサリが主体となった貝層であるが、 晩期の小迫貝層はアサリが減少してイソシジミ ・ ヤマトシジ

ミが卓越する貝層であることが明らかにされた。 大きな動向として、 バ ックグランドとしての旧井田

川浦の環境が、 縄文洵進期の砂質干潟を伴う内湾から徐々に潟湖化した状況を示す所見である U 詳し

い動向は、 魚類の組成の変化とあわせて第4章に概要がまとめられているが、 宮田川流域の他の貝塚

調査が進展し、 自然遺物の詳細な比較が行われれば、 さらに具体的に旧井田川浦の古環境の変遷が記

述可能になるであろう。
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浦尻貝塚の貝層のもうひとつの特色は、 貝の混入密度が比較的小さく、 いわゆる純貝層が形成され

ずに、 士を多量に含んだ混貝士層や混土貝層が分厚く堆積していること、 また動物遺存体の中でも魚

骨が大量に出土したことである。 この特色は台ノ前（北・南）貝層と西向貝層に特に顕著であり、 B

タイプとした多量の土を含んだ堆積層の形成は、 後述するように居住地区と想定される台地部の地山

掘削の行為との関連が想定される。 魚骨の豊富さも県内の他の貝塚に類をみないあり方であり、 動物

遺存体全体を含めて浦尻貝塚人の生業や周辺環境の変化を考える格好の資料となった。 浦尻貝塚の遺

跡としての価値の高さを示す特色ともいえよう。

縄文時代の地山掘削 集落遺跡としての浦尻貝塚の構造を知るために南台地区の台地上に設定したト

レンチ調査では、 南台地区台地北部に地山のロ ー ム層が欠落し、 地山面がくぼ地を呈する地形の変化

を確認したことも大きな成果であった。 このくぽ地は縄文前期後薬のII期から始まった竪穴住居など

の遺構の掘削や、 前期末葉から中期初頭の皿期に特に盛んに行われたと考えられる遺構掘削などに

よって形成された地形の変化であって、 掘削に伴う土の廃棄は台地の東・西斜面に行われたものと理

解された。 台ノ前貝層と西向貝層に、 多量の土を含んだ混貝士層・混士貝層が厚く堆積しているのは、

これらの地山掘削行為が直接の原因であったと考えざるを得ない。

縄文時代の集落遺跡では、 集落の中央部を掘削しくぽ地を形成する事例や、 中央のくぽ地を掘削し

排出士を周辺に盛土した事例が増えている。 栃木県寺野東遺跡や千薬県三輪野山貝塚など、 関東地方

の縄文後期の集落遺跡に類例が多いが、 宮崎県本野原遺跡も後期の同種の集落遺跡である。 これらは

縄文時代における大規模な土木工事が行われた集落として位置づけられているが、 浦尻貝塚はこれら

に新しい事例として加わることになった。

出土した遺物 浦尻貝塚の確認調査では、 貝層や遺構の部分的な調査であったにもかかわらず、 多種

多量の人工遺物・自然遺物が出土した。 その内容や詳細な観察と分析は今後の課題として残されてい

るが、 特色をまとめれば以下のようになろう。

まず、 縄文士器では早期後葉から晩期大洞A式までの多くの型式の士器が大量に出土した。 量的な

まとまりをもつものは、 台ノ前（北・南）貝層の大木6 · 7a· 7b· Sa· 9 ·10式、 綱取式の前期

末葉から後期前葉の士器群と、 小迫地区の貝層や遺物包含層から出土した晩期大洞BC· C 1 • C 2式

土器群である。 特に大木6 · 7式土器は、 福島県内では最もまとまった士器資料になったものと考え

られる。 これらの士器は、 文様構成などに松島湾を中心とした東北南部地域に共通する特徴が認めら

れ、 この地域が大木系土器文化圏の決して外縁地域ではないことを確認することができた。 分層され

た貝層ごとの詳細な検討が行われれば、 体系的な型式変遷が明らかになるものと期待される。

小姐北地区では、西の谷の遺物包含層と東の谷の小姐貝層から多量の亀ケ岡式士器が出土している。

中心となる大洞BC· C 1 · C 2式土器では、 BC式の精製土器に縄文帯が付加されたり、 地文に横回転

の結節縄文が施されるなど、 福島県地域の特色が色濃く表れている。 詳細な文様の検討、 組成の検討

が進めば、 亀ケ岡式士器の地域的特色がより鮮明になるものと思われる。

小姐地区の貝層・遺物包含層には大洞各型式の士器に混じって、 多量の製塩士器が出土していて、

浦尻貝塚人の生業の一端を明らかにする成果もあった。 小迫貝層から製塩士器が出士すること、 その

年代が大洞C2式期と推定されることは既に報告されたことではあった（玉川1986)が、 今回の調査

で、共伴する土器から大洞C2式期は確実で、大洞Cl式期に遡る可能性があることが明らかになった。

小迫北地区の低地には、 土器製塩の場との関連を解明する目的でトレンチを設定したが、 今回はその

関連を明らかにはできなかった。 旧井田川浦周辺の縄文時代の製塩遺跡としては、 浦尻貝塚の東約
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800mの地点に位置する磯坂遺跡が知られており、 表面採集での所見ながら、 ここでの土器製塩は晩

期後葉の時期が推定されている。 小迫地区の製塩土器は、 この地域での土器製塩がより早い晩期中葉

に始まることを確実にした。

なお、 小如地区の西の谷・東の谷の遺物包含層の下層には、 後期中葉から後葉にかけての加曽利B

式・新地式が多く包含されることが明らかになっている。 小如地区の集落の在り方や、 この地域にお

ける後期中葉・後葉の土器変遷を考える上で重要な情報が眠る包含層である。

貝塚の調査であったので、 骨角器などの人工造物の出土にも大きな期待が寄せられていたが、 この

成果は必ずしも大きなものにはならなかった。 貝層の調査が極めて限定された範囲の中で実施された

ことが最大の理由であるが、 骨角器が大量に出土しないのは、 むしろこの貝塚の特色の一つともいえ

るのではなかろうか。 それでも、 漁具としての釣り針・剌突具や装身具など、 貝塚ならではの人工遺

物が出上し、動物遺存体などとの関連から浦尻貝塚人の狩猟・漁労活動を考える若干の手懸かりになっ

た。 この貝塚での 漁労活動については、 今後の魚骨などの詳細な分析によって具体的な内容が明らか

になるものと期待される。

2. 浦尻貝塚の変遷

浦尻貝塚の調査の成果をもとに、 本文では集落の変遷を7期に分けてまとめたが、 遺跡全体の変遷

と土地利用の関連を、 主だった時代・時期に分け簡単にまとめれば、 以下のような特徴をあげること

ができよう。

縄文前期前葉 浦尻貝塚において集落が形成される可能性が指摘される時期である。 具体的な遺構は

検出されていないが、 小迫北地区の北斜面に遺物包含層が形成されているので、 この地区の台地平坦

面に居住区域が残されている可能性がある。

縄文前期後葉 南台地区の北側台地部が集落遺跡の中心地に選ばれ、 東側斜面の台ノ前北貝層に最初

の小規模な貝層が形成される。 浦尻貝塚の集落遺跡としての本格的な土地利用が開始された時期とい

うことができる。 大木3~4式期にあたる。

縄文前期末葉 南台地区の台地北側が集落の中心にあり、 大木5式期から竪穴住居が構築される他、

大木6式期から東側斜面の台ノ前北貝層に、 貝・獣骨の投棄とロ ー ム層の掘削土の廃棄が行われる。

居住区域は台地北側平坦面にあったと推定されるが、 この後に活発化した中央部の地山掘削行為によ

り、 遺構の多くが消滅したものと考えられる。

縄文中期前葉～中葉 集落の中心は南台地区の台地北側部分にあり、 東側斜面の台ノ前北貝層と南貝

層の形成が継続する一方、 西側斜面に西向貝層の形成が開始される。 また、 台地中央部には貯蔵穴が

群をなす貯蔵区域が成立する。 居住区域は台地北側のくぼ地部分にあったと考えられるが、 継続され

た地山掘削行為により住居遺構などは破壊され、 明確ではないものの、 居住区域・捨て場・貯蔵区域

が集落内に分化するのがこの時期である。

貝層には大量の貝・獣骨・魚骨の投棄が行われる他、 特徴的な土の大量廃棄も継続され、 浦尻貝塚

人の生業活動が最も活発に展開された時期と評価できる。 大量の土の廃棄は、 台地中央部西寄りの地

点にくぼ地を形成するほど大規模なものであり、 この事実は策落内で長期継続的に実施された土木工

事があったことを明らかにし、 浦尻貝塚の重要性を大きなものとした。

大木7式期が最も活発であった貝層の形成は、 西向貝層では大木8a式期、 台ノ前北貝層は大木8b

式期で終了する。
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縄文中期後葉 台ノ前南貝層の形成も大木9 式期で終了する。 この時期は南台地区の北側で続けられ

た地山の掘削行為も行われなくなり、 くぼ地を中心とした複式炉をもつ竪穴住居による居住区域が明

確に認められる。 台地の中央部には引き続き貯蔵穴群が配憤されるが、 台地の東端の小姐南地区に共

存したと考えられる居住区域が成立することが大きな特徴である。

南台地区北側のこの時期の竪穴住居は、長期の掘削により形成されたくぼ地の周縁に分布していて、

窪地を中心とした環状の住居配置があった可能性の高いことが指摘されている。浦尻貝塚の遺構では、

この時期の住居跡などに保存状態の良好なものが多い。

縄文後期前葉～中葉 中断していた西向貝層で貝の廃棄が再開されるが、 綱取式期の短期間で終了す

る。 以後、 南台地区の貝層（台ノ前北・南貝層・西向貝層）では、 貝層の形成が復活されることはな

かった。 綱取式期では竪穴住居が検出されていて、 この段階までは前代までの居住区域が踏襲されて

いたものと考えられるが、 柱穴が増えていて、 掘立柱建物が併存した可能性もある。

加曽利B式期になると、 南台地区ではくぼ地部に墓と見られる墓塙が少数みられるが、 住居遺構や

貝層の形成もなく、 この地区では集落の居住地域を形成する状況になかったものと推測される。

しかし、 南台地区のこのような状況に対し、 小迫北地区では東の谷と西の谷の下層に、 加曽利B式

と後期後葉の新地式土器を含んだ遺物包含層が形成されること、 また台地中央部の平坦面から掘立柱

建物跡とみられる遺構が検出されることなどから、 後期中薬以降は、 この遺跡の集落の中心が小姐北

地区に移動したものと考えられる。 南台地区のくぼ地部の墓塙は、 この時期に小姐地区集落の墓域と

して土地利用されることになったものとも理解できよう。

縄文後期後葉 南台地区では土器片がわずかに採集されるだけで、 生活の直接的な痕跡が消滅する。

小迫北地区の遺物包含層や柱穴の一部が新地式期の遺構と考えられ、 この時期は加曽利B式期に継

続して小姐北地区に集落が形成されていたとみられる。

縄文晩期前葉～中葉 南台地区には生活の痕跡がなく、 小廻北地区に集落が継続して営まれ、 小姐貝

層が形成される時期である。 居住区域は小迫北地区台地の中で、 東側・西側に北側斜面から入り込ん

だ狭い谷を控えた平坦部が中心になった区域で、 大洞BC· C 1 · C2式期の掘立柱建物が主体となっ

た遺構群がある。 平坦面は後世の削平があって、 竪穴住居は残存しない可能性がある。

小姐貝層は、 大洞BC~C2式期に形成され、 C2式期には確実に製塩土器が供伴している。 この時

期には、 台地の下方の旧井田川浦周辺で土器製塩が行われたことが確実であるが、 製塩場の特定はで

きなかった。

縄文晩期後葉 小姐地区を含めた浦尻貝塚では、 晩期後葉の大洞A
‘

式期以降の土器資料は急激に減少

することから、 この台地における縄文時代の人々の生活は大洞A式期ををもって終わりを告げ、 新た

な拠点での営みが行われたものと考えられる。

縄文時代以降 浦尻貝塚のある南台・小迫地区の台地部からは、 弥生土器もわずかに採集されるが、

生活の痕跡となる遺構は確認できない。 しかし、 南台地区の台地部には、 古墳時代後期になって古墳

が築造され、 新たな墓域としての土地利用が行われる。 3基の円墳からなる浦尻古墳群として遺跡地

図に登録されているが、 今回の確認調査によって、 墳丘を失った周溝だけが残る2基の円墳が新たに

確認された他、 台地の北端の高まり(4号墳）も方墳である可能性が指摘されている。 1965年（昭和

40)、 1号墳が農道建設により破壊され、 凝灰岩製の剖抜石棺が発見されているが、 今回の調査で確

認した5号墳は、 墳丘のほぼ中心に土坑があり、 内部に凝灰岩の腐食部が見えており、 これも剖抜石

棺を埋葬している可能性が強い。 未調査のまま埋め戻したが、 周溝からは6 世紀中頃の土師器が出土
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図174 浦尻古墳群の分布(S=1 /2,000) 

していて、 この古墳群が後期群集墳であることは明確である。 地域の古墳時代を考える上で貴重な古

墳である。

南台地区の台地部のトレンチからは、 平安時代の竪穴住居も検出されている。 この時期に集落が営

まれたことを確認したのも今回の大きな成果であった。 また、 遺跡がある南台地区は、 中世は標葉氏

の支配地であり、 『奥相誌』「浦尻村」の項に、 「古舘址 南台にあり。 土人相伝う、 佐藤越前の居址

なり。」と記された中世城館跡とも考えられている。 今回の調査では、 確実な中世遺構・遺物は検出

されなかったが、 今後の調査においては、 遺跡の全域を舘跡として検証することも重要な課題である。
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第3節 浦尻貝塚と周辺遺跡との関連

浦尻貝塚は、 宮田川下流域の、 旧井田川浦の南岸の台地に立地する縄文時代の貝塚であるが、 調査

の成果で触れられているように、 流域の縄文時代の遺跡の中では、 長期間にわたり集落が営まれた遺

跡として重要性が指摘されている。

しかし、 この流域には、 隣接する請戸川や小高川流域を含め、 同時代の貝塚遺跡や貝層をもたない

集落遺跡が点在していて、 浦尻貝塚の歴史的重要性は、 これらの遺跡との関連の中で評価されなけれ

ばならないものでもある。 同時に、 浦尻貝塚の評価は、 宮田川流域の縄文時代の環境、 とりわけ内湾

（古宮田湾）や潟湖（旧井田川浦）などの環境変化との関連の中でまとめられなければならない。 調

査された遺跡が少数であるという制約があるが、 現時点で考えられる遺跡の関連を簡単にまとめてみ

たい。

宮田川流域での縄文文化の始まり 宮田川流域が内湾化する時期については、 縄文海進との関連で説

明しなければならないが、 現段階ではその具体的動向は不明である。 しかし、 北原貝塚では縄文早期

初頭に位置づけられる押型文土器が採集されたり（志賀1985) ， 早期後半の条痕文系土器は各型式が

採集されるなど、 流域では早期から人々の活動があったことは否定できない。

縄文海進と貝塚の形成 前期前半の大木 1 · 2 式期になると宮田川流域では北原貝塚西貝層 ・ 加賀後

貝塚•宮田貝塚で貝層が形成される。 同様な動きは、 南に請戸川流域の植畑貝塚、 北の小高川流域の

片草貝塚にも認められ、双葉北部から相馬南部地域の貝塚の特色であることは前述したとおりである。

これらの貝層はイボキサゴ・ アサリを主体とした貝層であり、 流域に砂泥底の内湾が形成されたこと

が明らかである。 こうした環境の変化は、 明らかに縄文海進が直接の原因であったものと推定され、

類似した地形で構成されるこの地域の河川部に共通した環境変化であったと思われる。

前期後葉の大木3· 4式期には、 浦尻貝塚で最初の貝層が形成されるが、 この時期から大木5 · 6 

式期は、 むしろ北原貝塚に同期の資料が多いことから、 貝層の形成が北原貝塚にあり、 流域の遺跡で

は北原貝塚に活動の拠点があったように推定される。 上流域の宮田貝塚や加賀後貝塚では貝層の形成

が終了し、 生活の痕跡が縮小されることが確認されるが、 これは浦尻貝塚台ノ前南貝層で判明した魚

骨や貝にみられる淡水化の動向を反映したものであろう。

浦尻貝塚の拠点的役割 浦尻貝塚が宮田川流域の遺跡で拠点的な役割を果たしたのは、 前期末から中

期にかけての時期と考えられ、 この時期は南台地区の北側でロ ー ム層の掘削が継続され、 くぼ地が形

成された。

この時期は、 基本的には古宮田湾が砂質干潟を伴った内湾環境にあり、 砂泥底に生息するアサリを

主体とした採貝活動と内湾に来遊するスズキ ・ マイワシ ・ カタクチイワシなどを対象とした内湾性の

漁労活動が展開された。 北原貝塚ではこの時期の土器資料が少なく、 上流の宮田貝塚や加賀後貝塚で

は集落の形成が認めらないなどの点は、 この時期の古宮田湾の経済活動の拠点が浦尻貝塚にあったこ

とを物語る。

一方、 小高川流域の南岸部には、 角部内南台貝塚があり、 この貝塚は浦尻貝塚が最も活発であった

前期末から中期中薬にかけての時期の土器資料が多く、 貝層の形成もこの時期と推定されている。 小

高川下流域も内湾から潟湖へ環境の変化をした流域と思われるが、 角部内南台貝塚は、 浦尻貝塚と同

時に小高川南岸での拠点的な役割を果たした貝塚かもしれない。
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表 8 浦尻貝塚周辺の貝塚一 覧表
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＿遺構・遺物包含居・貝塚の積極的な形成時期

ー遺構・遺物包含屈・貝塚形成時期
ーー・士器の出十あり。

S 貝塚形成時期

図175 浦尻貝塚周辺での拠点の移動(S=l/10,000)
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中期後葉の拠点の分化 中期後葉の大木 9 · 10式期には、 浦尻貝塚に複式炉をもった住居が居住域を

形成していて、 引き続き古宮田湾南岸の拠点的集落を維持していたと考えられる。 しかし、 この時期

になると、 北原貝塚の台地部で同型式の大型土器破片が採集されるので、 再び北原貝塚にも集落が形

成され、 拠点的な集落が分化したものと思われる。 中期後葉の集落は、 県内各地でも遺跡数や住居数

の著しい増加があったことが明らかであるが、 浦尻貝塚でも小姐南地区に居住区域が成立し、 北原貝

塚にも集落が復活するのは、 この時期の社会全体の動きの中でとらえる必要があろう。

このような動きは、 内陸の大富西畑遺跡の大規模集落遺跡の出現とも関連したものであり、 その背

景に一時的な人口増とそれを支えた食料資源確保の問題があるが、 浦尻貝塚ではこの時期に貝層の形

成が中断するなど、 むしろ水産資源の確保の面では、 逆行する動きを認めざるを得ない。

小迫地区への拠点の移動 縄文後期になると、 浦尻貝塚では南台地区で引き続き集落が営まれ、 西向

貝層には綱取式期の貝層も形成され、 古宮田湾を舞台とした内湾性漁労活動が展開される。しかし、

加曽利B式期には南台地区での土地利用が墓域などに転換され、 居住区域は、 同じ台地でも小迫北地

区の平坦部に移動する。 そして、 小廻北地区を中心とした集落の営みは、 後期後葉から晩期中葉まで

継続される。一方、 これまでの拠点であった南台地区は、 後期後薬以降は、 遺物も散在する状況にな

り、 生活の痕跡を認めることが不可能になる。

そして、 この時期の特色としてもう一つ指摘しなければならないことは、 後期後葉以降の遺跡が、

宮田川流域のみならず、 小高川流域も含めて急減することであろう。少なくとも古宮田湾周辺の遺跡

では、 後期後半から晩期の遺跡は、 浦尻貝塚の小姐北地区と、 磯坂遺跡をあげるのみである。この点

からみると、 浦尻貝塚小迫北地区の該期集落は、 規模は小さいものの、 この地域における後期後葉以

降の拠点的な役割を果たした遺跡と考えられる。

小姐北地区の縄文後期中葉から晩期中薬にかけての集落は、 少なくとも掘立柱建物を有する集落で

あったことは間違いないが、 晩期大洞BC式期からは貝層が形成される。しかし、 貝層にはヤマトシジ

ミやフナなどの淡水ないし汽水性種の遺存体が多く含まれていて、この時期には、かつての内湾であっ

た古宮田湾が砂州により閉鎖され、潟湖化が進行し、旧井田川浦の原型が形成される環境の変化があっ

たことを物語る。 ただし、 小迫貝層には大型サメ類・アシカ類・マダイなどの外洋域での漁労活動を

推定させる動物遺存体と鈷・ヤス類の刺突具があり、 潟湖化する内湾での漁労活動に加え外洋への活

発な活動が営まれたことは樋泉らが別章でまとめているとおりである。また、 大洞C2式期を中心に、

古宮田湾周辺では土器製塩が開始され、 生業の多様性がみられるのもこの時期の特色である。

浦尻貝塚の終焉 小姐北地区での晩期集落は、 大洞A式期までは遺構・遺物が認められ、 この時期ま

では集落が機能していたものと考えられる。しかし、 後続型式の大洞A'式は、 南台地区も含めて確認

できておらず、 遺構も検出されなかった。断続的ではあれ、 長期にわたり古宮田湾周辺の拠点的集落

として重要な役割を果たしてきた浦尻貝塚は、 大洞A式期をもって集落の営みを終えたものと評価さ

れるが、 その背景にあったものは何であろうか。古宮田湾の急激な潟湖化に伴う環境の変化や、 稲作

農耕社会への胎動など、 複雑な背景があったものと推察される。

小迫北地区の晩期集落が廃棄された後、 東に離れた磯坂遺跡では大洞A
‘

式期の製塩土器を多量に含

んだ遺物包含層が確認されている。この地域での縄文時代最終末の重要な遺跡であるが、 浦尻貝塚の

集落が姿を消した後、 土器製塩場として新たな役割を担った遺跡ということができる。
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附 編

附編 浦尻貝塚出土資料自然科学分析

は じ め に

浦尻貝塚は、 現在の海岸線 よ り 約700m離れた標高25~28 m 前後舌状の台地上およびその周縁部に

立地する。 遺跡は旧井田川浦（潟湖）に面しており 、 この地域には多くの貝塚が集中 している。 本遺

跡は、 縄文時代前期～晩期、 古墳時代、 平安時代の遺構・遺物が検出されている。 とくに、 縄文時代

では前期～晩期にいたるほぼ連続した時期の貝塚が形成されていること、 集落と貝塚がセットで良い

状態で保存されていること、 拠点的な性格を備えたムラであることなどが確認されている。

今回の自然科学分析調査では、 縄文時代貝層の中から検出された種実遺体の種類同定および放射性

炭素年代測定を行い 、 各貝層の年代と当時の植物利用に関する情報を得る 。

1. 試 料

分析試料は、 合計12点である。 このうち、 種実同定用試料は2 点（サンプル1 、 2)である。 サン

プル1 (38 TA 2) はコラ ムサンプル から水洗選別して得られた試料、 サンプル2 (76TSK118) は、

土坑内覆土を水洗選別して得られた試料で、 共に200粒程度の炭化種実が入っている。 これらについ

て種実同定を行う。

年代測定用試料は、 10点（サンプル3 -12)である。 各試料には数片の炭化種実が含まれている

が、 1 試料の中に複数種類が混在している ものもある。 そこで、 まず種類の同定を行ってから同種の

ものを必要量集め、 年代測定試料とする。 これらの同定結果については、 表3 に示す。

2. 分 析 方 法

(1) 放射性炭素年代測定

測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、AMS法により行った。 放射性炭素の半減期はLIBBYの

半減期5568 年を使用する。 測定年代は1950 年を基点とした年代(BP)であ り、 誤差は標準偏差(One

Sigma)に相当する年代である。 暦年較正は、RADIO CARBON CALIBRATION P ROGRAM CALIB 

REV4.4 (Copyright 198 6-2002 M Stuiver and PJ Reimer) を用い、 誤差として標準偏差(One

Sigma)を用いている。また、北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与え、計算させる。

(2)種 実 同 定

形態的特徴を所有の現生標本および原色日本植物種子写真図鑑（石川，1994)、日本植物種子図鑑（中

山ほか， 2000)等と比較し 、 種類を同定し個数を求めた。 分析後の植物遺体の一部は、 年代測定対象

試料と した。 分析後の残演は、 常温で乾燥後、 種類毎にビンに詰め、 乾燥剤を入れて保存する 。

3. 結 果

(1) 放射性炭素年代測定

結果を表1 、 2 に示す。 サンプル3 ~11では、 縄文時代を示す 年代値が得られている。 し か し、 サ

ンプル12では極端に新しく、 中近世の年代値が得られている。 これらの中で、 縄文時代の年代値を示

す9 点について、 それぞれ の確率分布曲線を簡易的にあらわしたものが、 図1 である。 暦年較正後の

値でみると、 大部分が3000-3500cal.BC（約5000-5500BP) の範囲内に収まっているが、 サンプル5
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表1． 放射性炭素年代測定結果

試料番号 種 類 方法 補正年代 o 13 C （知） 測定年 代
BP BP 

3 38TA4 コナラ属 AMS法 4 400+40 -23.95 + 0.62 4 380+30 
4 38TA11 コナフ属 AMS法 4,490+40 -23.82 + 0.55 4 470+40 
5 31TS17 コナラ属 AMS法 4 950士40 -27.82土0.65 5,000士30
6 54T2層 オニグルミ AMS法 4 270+40 -25.81 +0.59 4 290+30 
7 54T15層 ォ ー グルミ AMS法 4 430+40 -22.45+0.73 4 390+30 
8 54T27層 オニグルミ AMS法 4 620士40 -26.91土0.66 4 650士40
9 54T30層 オニグルミ AMS法 4 570+40 -24.71 +Q,59 4 570+40 

10 64TS1-3 不明 AMS法 3 740+40 -25.54 + 0.77 3 750+30 
11 64TS3-15 コナラ属 AMS法 4,590土40 -23.26土0.68 4,560土30
12 31TII 層 不明 AMS法 300+30 -23.77+0.59 280+30 
1)年 代値の算出には、 Libbyの半減期5568年を使用。
2) BP年代値は、 1950年を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、 測定誤差 6 （測定値の68 ％が入る範囲）を年代値に換算した値。
4)推定時期は出土遺物等から判断されたもの

表2． 暦年較正結果

試 料 補(正B
年
P)

代 暦 年 較正年代 (cal) 相対比
cal BC 3,083 - cal BC 3,065 cal BP 5,033- 5,015 0.156 

3 38TA4 4,399士34 cal BC 3,032 - cal BC 3,005 cal BP 4,982- 4,955 0.222 
cal BC 2 995 - cal BC 2,923 cal BP 4 945- 4,873 0.622 
cal BC 3,334 - cal BC 3,259 cal BP 5,284 - 5,209 0.440 
cal BC 3,243- cal BC 3,211 cal BP 5,193- 5,161 0.187 

4 38TA11 4,494士37 cal BC 3,190- cal BC 3,154 ca!BP 5,140- 5,104 0.196 
cal BC 3,135- cal BC 3,128 cal BP 5,085 - 5,078 0.035 
cal BC 3,125- cal BC 3,100 cal BP 5,075- 5 050 0.142 

5 31TS17 4,952士35 cal BC 3,768 - cal BC 3,697 cal BP 5,718- 5,647 0.919 
cal BC 3 677 - cal BC 3 669 cal BP5 627- 5 619 0.081 

6 54T2層 4 274+35 cal BC 2,909 - cal BC 2 880 cal BP 4,859 - 4,830 1.000 
cal BC 3,306 - cal BC 3,300 cal BP 5,256 - 5,250 0.017 
cal BC 3,277 - cal BC 3,274 cal BP 5,227 - 5,224 0.010 
cal BC 3,264 - cal BC 3,238 cal BP 5,214- 5,188 0.133 

7 54T15唇 4,433士35 cal BC 3,168- cal BC 3,163 cal BP 5,118- 5,113 0.020 
cal BC 3,102- cal BC 3,014 cal BP 5,052 - 4,964 0.647 
cal BC 2,981- cal BC 2,961 cal BP 4,931 - 4,911 0.080 
cal BC 2 952 - cal BC 2,928 cal BP 4,902- 4 878 0.093 

8 54T27層 4,618土36 cal BC 3,499 - cal BC 3,457 cal BP 5,449 - 5,407 0.643 
cal BC 3 377 - cal BC 3 353 cal BP 5 327 - 5 303 0.357 
cal BC 3,485- cal BC 3,473 cal BP 5,435 - 5,423 0.065 

9 54T30層 4,572士36 cal BC 3,370 - cal BC 3,333 cal BP 5,320 - 5,283 0.474 
cal BC 3,213- cal BC 3,188 cal BP 5,163- 5,138 0.210 
cal BC 3 155- cal BC 3 124 cal BP 5 105 - 5 07 4 0.251 
cal BC 1,877 - cal BC 1,841 cal BP 3,827- 3,791 O.D18 

10 64TS1-3 3742土36 cal BC 1,826 - cal BC 1,796 ca!BP3,776- 3,746 0.018 
cal BC 1 780- cal BC 1,740 cal BP 3,730 - 3,690 0.982 
cal BC 3,494 - cal BC 3,468 cal BP 5,444- 5,418 0.289 

11 64TS3-i5 4588土35 cal BC 3,374 - cal BC 3,339 cal BP 5,324 - 5,289 0.553 
cal BC 3,207 - cal BC 3,194 cal BP 5,157 - 5,144 0.081 
cal BC 3,150- cal BC 3 140 cal BP 5 100 - 5,090 0.077 

12 31T II 暦 304士29 calAD 1,521- cal AD 1,582 cal BP 429 - 368 0.768 
cal AD 1 626 - cal AD 1 643 cal BP 324 - 307 0.232 

Code. No. 

IAAA-41058 
IAAA-41059 
IAAA-41060 
IAAA-41061 
IAAA-41062 
IAAA-41063 
IAAA-41064 
IAAA-41065 
IAAA-41066 
IAAA-41067 

Code No. 

IAAA-41058 

IAAA-41059 

IAAA-41060 

IAAA-41061 

IAAA-41062 

IAAA-41063 

IAAA-41064 

IAAA-41065 

IAAA-41066 

IAAA-41067 
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推定時期
大木9
大木7a~9
大木5~6
大木7a 
大木7a 
大木6~7a
大木6
綱取
大木7a 
貝層外資料

推定時期

大木9

大木7a~9

大木5~6

大木7a 

大木7a 

大木6~7a

大木6~7a

絹取

大木6~7a

貝層外資料

計 算 に は、 RADIO CARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV4.4 (Copyright 1986-2002 M Stuiver and PJ 
Reimer）を使且
計算には表にホした丸める前の値を使用している。
付記した誤差は、測定誤差 6 （測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。
推定時期は出土遺物等から判断されたもの

(31 TSl 7)はこれよりやや古く約3700cal.BC（約5700BP)前後である。 一方、サンプル10(64TS1- 3)はこ

れらよりも新しく、約 1 800cal.BC（約3700-3800BP)前後の値である。

(2)種 実 同 定

結果を表3に示す。 年代測定用試料も含め て検出された種類は、 コナラ属、 クリ、 オニグルミの3

種類であ る。 いずれの試料も完全に炭化した破片であり 、 遺存状態は不良であ る。 多量にみられる数

ミリ以下の炭化物片は、 コナラ属やクリ等の子葉の破片と思われるが、 明確な特徴が認め られないた

め、 不明炭化物と表示している。 また、 年代値が極端に 新しかったサンプル1 2 の不明炭化物は、 大型

で内部が発泡しているこ とから、 上記のものとは形状が明ら かに異なる。 以下に、 本分析に よ って得
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3 38T A4 

4 38T All 

5 31T S17 

6 54T 2層

7 54T 15層

8 54T 27層

9 54T 30層

10 64T S1-3 

11 64T S3-15 

一

一

ニ
一

一

一

一

一

3500 3000 2500 2000 
cal BC 

図1 ． 暦年の確率分布曲線

られた種実の形態的特徴などを記す。

・オニグルミ(Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim.) Kitamura)クルミ科クルミ属

核の破片が検出された。 炭化しており黒色を呈する。 完形ならば広卵形で頂部がやや尖る。 径20~

30mm程度。破片の大きさ12mm程度。 1本の明瞭な縦の縫合線がある。核は硬く緻密で、 表面には縦方向に溝

状の浅い彫紋が走り、ごつごつしている。内部には子葉が入る2つの大きな窪みと隔壁がある。

・ コナラ属(Quercus)ブナ科

子葉が検出された。 炭化しており黒色を呈する。 完形のものはなく、 全て破片である。 推定される

大きさは径1.5cm程度。 子薬は硬 く 緻密で、表面は縦方向に走る維管束の圧痕がみられる。 合わせ目の

表面は平滑で、 正中線上は僅かに 窪み、 頂部には小さな孔（主根）がある。 クヌギやカシワのような

球状を呈するものや、 コナラやミズナラのような楕円形と思われるものがあることから、 複数種が含

まれてい ると思われる。 全体的に楕円形のものが多かったので、 コナラ、 ミズナラなどが多 いかも知

れない。 ただし、 炭化子薬のみでは、 詳細な種類の特定は難しい 。

・クリ(Castanea crenata Sieb. et Zucc.)プナ科クリ属

子薬が検出された。 炭化しており黒色を呈する。 一側面は偏平で反対面はわずかに丸みがある。 子
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葉は硬く緻密で、表面には内果皮（渋皮 ）の圧痕の縦筋が走る。コナラ属とクリの違いは、表面の模様や曲面の

形状等で区別可能だが、数mm以下 の細片となったものは区別が付きにくいため、不明炭化物とした。

4. 考 察

年代測定の結果をみると、1 点（サンプル12)を除いて縄文時代の年代値を示す。 サンプル12 (3 1 T 

II層） は、貝層外からの出土であることから、後代のものと考えられる。

縄文時代の試料をみると、サンプル5 (31TS17)は他に比べて古い年代値が得られている。 この

試料は大木5~6 式期と考えられており、 試料は上位貝層から連続して採取 されたわけではなく 、最

下層中にプロック状に検出 した ものであることから、層位的にも矛盾しない。

大部分の試料は大木6 ~7a式の範疇に入るが（サンプル4、 7 、8 、9 、1 1 ）、これらはいずれも

3000 - 3500cal.BCの範囲内に収まっている。 近年、 国立歴史民族博物館を中心に行われている土器

付着炭化物の年代測定結果をみると（小林， 2004など）、大木6式と7a式土器の境界は、3500cal.BC

程度であるとされており、今回の結果と比べてみてもほぼ調和的である。

大木9式とされるサンプル 3 (38TA4 )は3000cal.BCであるが、大木6 ~ 7a式とされる試料と比

較してやや新 しい年代値が得られていることから、調和的といえる。 また 、 大木7a式とされるサン

プル6 (54T 2層） は、2900cal.BCであり、 近年国立歴史民族博物館を中心に行われている土器付着

炭化物の年代測定結果からみると（小林， 2004など）、大木9式の年代に近い。 発掘所見ではサンプ

ル6 は大木7a式期と考えられていた が、供伴土器が少なく 時期決定は難しいともされており、大木

9式期にあた る可能性もある。

サンプル10 (6 4TS1- 3 )は綱取式期とされ、 年代測定値は1800cal.BC前後の値が得られている。

縄文時代後期前葉の年代としては調和的である。

近年AMS法の発達や暦年較正値の普及によって、 縄文時代の年代観に関して新知見が得られてい

る。 今回は、 1桁目を丸めない測定値等も掲載することによって、 将来的に暦年較正の再計算等が可

能なよう、 再現性を高めている。 今後暦年較正プログラムの更新等もあると思われるが、年代測定に

関する結果が蓄積された時点 で再計算を行 い比較することによって、より詳細な年代観に関する情報

が得られるものと期待される。
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図版1 炭化種実

3a 3b 

4a 4b 

7a 

1 ． コナラ属子葉(76T;SK118)
3 ． オニグルミ核(54T;2層）
5 ． コナラ属子葉(76T;SK118)
7 ． クリ子葉(76T;SK118)

7b 

1cm 
一

(1,2) 

5a 5b 

8a 

2 ． クリ子葉(76T;SK118)
4 ． コナラ属子葉(38T;A2)
6 ． コナラ属子葉(76T;SK118)
8.クリ子葉(76T;SK118)
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